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3.石器製造跡の出土遺物

石核(第166図)

発見された石核は13点である。分布状態は全体に散在しているが、 16、 17、 20、 21、 22の5

点と61、 65、 377の3点はそれぞれ直径30cmの範囲内に集中している。

188は立方体状ををすが、他方は縞平を大型剥片状を呈している。いずれも残核とみられる。

このうち20は最終剥離痕がネガティブ面をなしており、剥片とも見られるものである。石核の

ほとんどは一部に自然面あるいは節理面を有するもので もた老いものは375の1点のみである。

打面には自然面、節理面を打面とするもの(7点)、打面形成を行なったもの(2点)とがあり、

前者が多い。中には作業面を打面とするものも認められる(6点)。作業面を打面とするものは、

打面の除去されているものもあるが、 90度、180度あるいはそれ以外の転移した打面を有するも

のである。作業面は1面(21)、 2面(17、 25、 61、 65)の他は特定されないものが多い。作業

面の観察から剥取された剥片は3へ5cmほどの縦長あるいは横長剥片で特に定形化されたも

のではない。大きさも、 1.5×2.5cm、 3×4cm、 3×6・5cm、 5×4.5cm、 5.5×5cm、 6×3・5

cmの如く一定ではない。

石材は泥岩類(珪質凝灰質泥岩9、珪質泥岩1)が10点、凝灰岩類(石質細粒凝灰岩、珪質

石質極細粒凝灰岩各1)が2点、破離質流紋岩が1点である。

剥片(第166図)

発見された剥片は151点である。このうち接合資料は7資料10点である。分布状態には粗密が

あり、 8点、 32点、 20点、 8点、 18点、 20点と6地点に群在する以外は極めて希薄を分布状態

を示す。そのあり方は直径約5へ60cmの範囲にまとまるもので全体的には北東から南西にか

けて帯状に分布している。

剥片には縦長、横長剥片の両様が認められ、その中間形態と見られるものも存在する。これ

らの中には明瞭に識別できないが、石刃様剥片、表皮除去剥片、打面形成剥片、調整剥片、目

的剥片などが含まれていると考えられる。

縦長で両側縁がほぼ平行するものを石刃様剥片とした。 3点の出土で1点は基部、 1点は先

端部を欠損している。いずれも主要剥離面と同一方向から剥離されたもので背面中央に稜線

をもつ断面三角形をなす。打面は2点とも自然面で 2点が側線に自然面を残している。長幅

指数は258、 206であるが、総じて石刃としては粗雑をものである。

81等14点は自然面を大きく残すもので表皮除去剥片と見られる。大きさには大・小があり

形も縦長、積長が混在している。このうち3点は先行する剥離痕をもつもので目的剥片とも考

えられるものである。打面は調整されて不明をものもあるが、自然面が8点、平担打面が4点

で前者が多い。なお、打撃点及び打痔を除去した2点は、それ以外の調整痕は認められをい○

但し、対辺に使用痕の観察されるものが1点含まれている(147)。

器肉の薄いもの(12点)と形の不整をもの(8点)は調整剥片あるいは打面形成剥片と考え
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第i66図 石器製造跡出土遺物
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また、折損していて不明を4点を目的剥片から除外している。

目的剥片は折損しているものを含めて110点である。形態では242のように縦に細長いもの、71

のようにほぼ方形に近いもの、102の如く横に細長いものなどがあり、縦長剥片、横長剥片に識

別しにくいものも少なくまい。中には帆立貝状のもの、短冊型のものなどが含まれ、また台形

状を呈するもので断面形が急激に納まる模型を毒すものもある(331、 230等6点)。これには調

整痕をもつものが3点含まれている。

大きさは縦長剥片が9.1×6.7cm横長剥片が6.5×9.8cmを最大とし、 2.9×2.Ocmを最少とするc

長さでは大(5.6へ7.Ocm、 17点、 22.4%)、中(3.6へ5.5cm、 37点、 49.3%)小(2.1へ3.5cm、

8点、 10.7%)と3区分でき、中が約半数を占める。幅でも大(6.1×7.Ocm、 12点、 16%)、中

(4.6×5.5cm、 17点、 22.4%)、小(3.2へ4.Ocm、 29点、 38.7%)に分けられ、これでは小がほ

ぼ半数近くを占めている。厚さは大きい、ものほど厚い傾向があるが、 0.6へ1.6cmのものが61点

(81.3%)で、ほとんどのものが含まれる。

打面は自然面を打面とするもの62例(56.4%)、平担面を打面とするもの30例(27・3%)であ

る。平担打面は自然面を打面とするものより、極めて小さを面である。中には打面及び打腐部

を除去しているものが認められ(4点)、一部調整されているものを含めると5点となる。自

然面を打面とするものが圧倒的に多いが打面とする以外に自然面を残すものが約半数(44・5%)

存在する。右側縁に残すもの24点(21.8%)、左側縁に残すもの15点(13.6%)、対辺に残すもの

が1絹(9.1%)である。

作業面は89点(80%)のものが主要剥離面と同一方向から剥離されているものである。数は

少ないが主に90度転移しているもの11点(10%)、180度転移しているものが1点諦められ、痕跡

を残すものを加えるとさらに増加する。中には両面にポジティブ面をもつものが3点含まれて

いる。

石材は硬質泥岩17、珪質泥岩7、硬質凝灰質泥岩47、珪質凝原質泥岩8、泥質革質凝灰岩23、

石質細粒凝庚岩32、珪質石質極細粒凝灰岩9、流紋岩1、破璃質流紋岩(鉄質石英) 5、粘板

岩ホルンフエルス1であり、泥岩類が79点(52.3%)、凝灰岩類が64点(42・4%)でほとんど

のものが尼岩類凝庚岩瀬からなる。

注(l)このうち4点は側線から対辺にかすて自然面を残すものである。

(2)このうち3点は側線から対辺にが†て自然面を残すものである。

(3)このうち3点は両側綾から対辺にかすて自然面を残すものである。
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第i67図 石器製造跡出土遺物
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接合資料(第167図)

接合資料は7資料15点である。このうち4点はゲ)ット出土遺物である。これらのものは20

cm以内のものが接合するもので それほど分布域は大きくをい。 (①が石核と剥片が接合するも

ので他は剥片間の接合資料である、 ②、 ⑤、 ⑥が同一打面から連続的に剥離されたもので④

は打面が90度転移している。 ①は表皮除去剥片と目的剥片2点からなるもので打面は180度

転移している例である。 ⑦は剥片採取後に折損したものである。 ②、 ⑥、 ⑦が自然面を打面と

し、 ①、 ⑤が平担面を打面としている。 (り、 ④は自然面と平出面の両者を打面としている。

砕片

発見された砕片は25点である。いずれも細片であり、調整剥片と考えられる。
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4。遺物包含層出土の遺物(第169・ 170図)

Cブロックの北斜面に形成された遺物包含層からは、極めて多量の遺物を得た。それはすべ

ての種類にわたっており、個別の詳論は諸鞭の事情でなしえない。ここではその一部を提示す

るにすぎない。なお、遺物の接合関係や、上・下層の土器の時代・時期を見ると、かなり動い

ていることが明らかである。したがって、その層には二次堆積の特徴が濃く出ているといって

よい。したがって各層には厳密なI哨鞘勺まとまりはない。

ちなみに遣物包含層出土の土器の時代・時期をあげると、縄文早期未一前期初、前期後楽、

前期末、中期初一中葉、などがあり、主体は前期末、中期初である(なおⅢ層をどからの順恵

器の出土例もある)。実測図には、各期の代表的例を掲げた。

石器については遺構出土のものに共通するもので、図示は省略し、一覧表に示した。

(1)旧石器と思われるもの(窮170図)

ナイフ・彫刻刀と思われるものを得たが、出土層位に問題があり、図示するにとどめる。両

者とも良好をプレイドを素材としいる。前者は一側線(斜辺)以外についてブランテイング風

の剥離を加えている。後者は前者を斜めに半割したかの如き形状を示している。刃部と思われ

る部分のリングをどを見ると、その面形成の際の加撃が膜面(主要剥離面)側から行なわれて

いることがわかる。これは通常の彫刻刀面形成の際とは異なり若干疑問のあるところである。

ここでは形状の類似を以って一応こう呼んでおく。

なお調査者によって旧石器とされたものにドリル様のものと、ナイラ様のもの、石核がある。

最前者は縄文時代石器と技法・器面鳳化の度合が異ならず、旧石器とは諦めがたい。ナイフ様

のものにも断言するのがためらおれる。最後者は現物が見あたらず、詳細不明である。

本遺跡の東隣の藤沢遺跡から、井底型石器が出土している。したがって本遺跡を含む地帯に

該期の遺跡が存在する可能性大である。周辺の遺跡については既にふれたとおり、下成沢・斉

羽場・鶴羽衣台・大名野・大台野・和賀仙人・上萩森等の存在が著名である。

(2)土 器

本遺跡出土の土器群は以下のようになり、それによった遺構の時期区分は既に行をった。こ

こではそれらの細部について若干補足しておく。

第1群土器(第176図)早期末と前期初頭のものと思おれ、繊維を含むものが多い。後者は大

木1 ・ 2式のものが多いと思おれる。隣接する新平遺跡からも良好を資料が得られている(注

1)。前者には、斜縄文・羽状縄文その他の数類型があり、一定以上の巾をもとう。をねこの群

は各遺構から均質に出土しており、いわば基質的を存在ともいいうる。したがって本遺跡にか

って該期の集落が存在した。あるいは周辺に未だ存在する可能性も大である。

第2群土器(第176図)大木5式類似のものと思われる浅い器形のものである。口縁端部を肥

厚させ、かつほぼ垂直に立って、その上下端部に切り込みを入れて鋸歯状につくり出す。口縁

一頭部には細い粘土紐貼付による鋸歯状の隆帯文が付され、その下位には円形の貼付文も附加
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第i69図 包含層出土の土器(約6分のi )
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される。地文は斜縄文である。本遺跡ではこの一例のみであるが、やはり隣接の新平遺跡(誌

2)に類例がある。この種の資料も断片的をものしか岩手県内には知られていないが、一関市

庄司合遺跡(註3)陸前高田市牧田貝塚(註4)水沢市中島遺跡(註5)盛岡市大館町遺跡

(註6)などが該当しょう。

第3群土器(第171へ173図・図版)大木6式類似のものをまとめた。 CJ24住居跡・CI21

住居跡・ CJ30f P. DA24P他出土の土器群を指標とした。

第1類 膨らみをもった休部をもつ鉢の底部に、筒状のものを付した、所謂脚付鉢形土器で

ある。鉢部と脚部は一体のものであり、各個が独立してはいか、。器形・施文原体により細分

できる。

1-a類 口綾部・肩部・休部の三部位に文様帯が設定される。さらに細分できる。①平縁を

なす口縁端部が急激に外反し、その外方に刻み目乃至凹部が付され、口縁部文様帯とされる。

頭部は半裁竹管による波状乃至鋸歯状沈線が付される。刻み目をもつ隆帯で下限が区切られる

ものもある。休部文様帯は斜位に展開する半裁竹管文・斜線の交点に付される円形貼付文など

で構成される。地文は斜縄文が付されるが、原体回転方向には種々ある。脚部は箆ミガキなど

で無文化される。

②口縁部が中程度の波状あるいは小突起をなす以外の特徴は①に共通する。口縁部には太い

洗練(凹線)による円文・弧状文等が付される。以上の①・②の鉢部は、その中位が鋭角的に

屈曲して最大胴径を形成し、既述の円形貼付文はそこに一致することが多い。

③・①・②に比し鉢休部の屈曲の度合が少をく、比較的滑らかに推移する。平縁と波状口縁

の両者がある。口縁部と口頭部には平行沈線・半裁竹管文(爪形文類似・鋸歯状文)をどが組

みあわされる。休部には半裁竹管による併行沈線文が付されるが、 ①・②に比し簡略化した印

象が強い。

王 b類 口縁部・肩部の2部位に文様帯が設けられる。器形により細分できる。 ①球状に張

り出す体肩部と、比較的急激にすぼむ体下半部、比較的径の小さい脚部をもつ。口縁は①平線

と㊥小突起4をもつものがある。前者の中には、長楕円形の区画4を設け、区画の連結部をブ

リッチ状に肥厚させるものがある。区画内には周縁に爪形の刺突文が付される。後者では、突

起下位にブリッヂ状に把手を付すものがある。結節沈線文・鋸歯状の隆線文その他が付される。

肩部文様は④では半裁竹管文によって渦文・鋸歯状文・斜行文・短洗練などが付される。

⑤でも同様のモチーフが、結洗練文で掃出される。描法は口縁部と共通する。なお脚部をも

た老い球状の休部をもつ鉢の一例も便宜上ここに入れておく。

②休部の屈曲はあまりをく、脚部底径も大きめのもの、中波状乃至小突起を有する口縁が多

い。肩部文様帯は刺突文・沈線程度で①ほど文様としての効果はをいものが主である。口縁

部文様帯は渦文・鋸歯状文・弧状文等々、他に共通するものが主である。体部以下には地文の

みが付される。原体縦位回転の羽状縄文等が多い。
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第2類 最大径部位が口縁部に一致する深鉢乃至蛮型である。外反する口縁・垂直に近い頭

部、その中位に最大径をもつ休部(胴膨らみの)の三者で器形を構成する。細分しうる。

2-a類 波状口縁乃至小突起をもつ、器形は大・中・小の各種がそろう。口綾部は肥厚気味

に作られたり、粘土紐が付されたりする。そこに凹線・隆帯・円形凹部・刺突文などが施され

る。突起部には円形文・縦位隆帯などが付される。施文原理によって細分できる。 ①頭部以下

の文様体を一切もたれ、。頚部以下に直ちに地文の縄文・撫糸文などが付される。 ②頭部文様

帯まではもつが休部のそれをもたをい。施文は頭部を無文とするもの、隆帯をめぐらせるもの、

半裁竹管により波状文乃至鋸歯状文・平行洗練文を単独あるいは組みあかせるものなどがあろく

をお、下限に刻みや、縄文原体庄痕を付した隆帯をめぐらせるものも多い。休部地文は斜縄文

が主である。 ③休部文様帯をもつもの、地文の上に半裁竹管による縦・横・斜位の平行洗練・

鋸歯状文が付され、それぞれの交点に円形乃至長橋円形の貼付文が加えられるものもある。

2-b類 平縁のものである。頭部文様帯を欠く例は存在しないが、体部文様帯の存否には先

と同様に異同がある。

第3類 平縁の深鉢乃至蛮型である。口縁部は帯状に肥厚され、洗練・刺突文・円文等が施

文される。休部は中位に最大径がある。大一小までの各種がある。細分しうる。 ①口縁部文様

帯以外のものをもたれ、。口縁部文様帯直下から直ちに地文が付されるか箆ミガキされる。 ②

頭部文様帯的なものをもつ。器形では明白を頭部はつくり出していか、が、文様帯の設定によ

ってそれを印象づけている。平行洗練のみ・刺英文のみ・両者あわせ等のものがある。 ①・②

の休部地文は原体の縦位回転によって付されたものが多い。なお、口縁部文様帯は鋸歯状乃至

小波状が基本モチーフであるがその描出は、曲線文的なものと、直線(斜位の)的をものの二

者がある。

第4類 休部のプロフィルが直線的にすぼまるもので最大径部位が口縁に一致するもので

ある。あるいは第3類と一括してもよいと思われるが、一応区別した。

口縁部は肥厚・外反し、そこに洗練によって渦文・鋸歯状文乃至波状文・あるいは刺突文等

が展開される。細分しうる。 ①体部文様帯を欠く・口縁部文様帯下位に沈線をめぐらし、頸部

文様帯を印象づける程度で休部には地文(縄文・木目状・糸文地)のみが見られる。いずれ

にしても原体の縦位回転が主である。 ②体部文様帯をもつ、半蔵竹管による鋸歯状文・斜行文

などである。若干疑問はあるが、一応ここに区分しておく。

第5類 内湾気味に立ち上がる口縁をもつ深鉢乃至蛮型である。休部の膨らみには強弱があ

り、また平縁・波状口縁があるが一括した。口縁部文様帯のモチーフに特徴があり、渦文乃至

円形文を中′し、とした、縦位の短洗練乃至円ノし、円文である。細別しうる。

5-a類 休部文様を欠き、口綾部文様帯・頭部文様帯の二者からをる。後者は沈線と刺英文

の併用が多いらしい。休部地文は原体縦位回転に加え、横位のそれも目立っ。綾絡文も目立つ。

5へb類 第1類・ 2類のそれに共通する休部文様をもつ。斜位洗練の交点に付される横位の
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文様は、第1 ・ 2類においては貼付文であったが、本類では沈線である。

第6類(第 図・図版)外反する口縁部と、中位が膨らむ休部をもつ深鉢乃至蛮型である。

文様帯は一切もたず、地文のみ乃至無文である。口縁部の形状には①平線・②小波状口縁・ ③

中程度の突起をもつ、ものの三者がある。口縁部は無文のままに残されるのが主だが、時に撚

糸原体庄痕や、木目状撚糸文が付されるものもある。なお、口縁部未分化の中一小型の鉢も便

宜上ここに加えた。地文には教程のものがある。

第7類(第 図)所謂浅鉢を集めた。 CG15住居跡出土遺物の大半は第3群であり、この種

のものも一応そのように見放した。

以上の第1類へ7類を以って、大木6式の土器組成と見徹しておく。ただし従来の諸知見を

援用すると、これらには若干の時間的巾を想定した方がよいとも思われる。たとえば、本遺跡

の第5類としたものは、宮城県長根貝塚における第二群土器にほぼ一致する。第5へb類とし

たものと器文・施文モチーフの極似するものが出土している。長根貝塚第二群土器は``大木6

式の新しい部分’’をる編年上の位置が与えられており、筆者らも賛意を表するものである。こ

れと同様の観点で各類土器を見ると、第1へa類の③・第1へb類の②・第5類をどのものは

大木6式の中では、比較的新しい部分を構成する可能性もあろう。後述の大木7 a式の器形・

施文モチーフ等に共通する点も散見できることもあり、一応如上の想定をしておく。

第4群土器(第193へ175図) 大木7 a式と思われるものを集めた。 DE18住居跡他出土の

ものを指標とする。

第1類 長大を脚部を有する所謂脚付鉢型土器である。第3群のそれとの相違は、この脚部

の長さ、鉢体部の膨らみ具合に顕著に現われる。さらに細分できる。

I-a類 文様帯は口縁部に限定され、肩部・体部には及ばない。口縁部には四分の一周毎日

に縦位の貼付文(横位の刻みが附如されたもの)が付されるが、長楕円形区画の名残りのよう

を隆帯で区画される。施文は平行洗練と小波状乃至鋸歯状文の組みあわせが多く、稀に所謂五

領ヶ台系とされる三角形の切り込みが加えられるものもある。施文工具は半裁竹管も存在する

がその比率は減少し、その背の部分(外湾部)を用いるものが多い。休部文様は両端に綾給を

伴う帯状の羽状縄文が特徴的に用いられる。勿論原体は縦位回転がある。口縁部には平縁と波

状乃至突起の二種があり、前者の頭部にブリッチ状の把手が付される例もある。 ①平縁と②波

状口縁の両者がある。

I-b類 口縁部が全体的に肥厚し(とりわけ口縁端部は複合口緑風に顕著に肥厚)、四分の一

周毎(突起部下位)に二本一対の縦位の隆帯あるいはブリッチ状把手が付されるもの。地文に

縄文が施されその他の施文は行をおれない。なお、降着の上端部がの字状の渦文風につくり出

されるものや、それと同様のものが内面にもつくり出されるものもある。

第2類 中位に最大径部位をもつ休部と、長めで顕著に外反する口縁部を有する深鉢乃至蛮

型土器である。従来大木7a式の指標されることの多かった器形である。文様帯は口縁部に限定
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され、その下限には隆帯(多くは刻み目、稀に縄文原体側面庄痕)の貼付で明確に区切られる。

稀に洗練のみの場合もある。口縁部は四分の一周毎に縦位の隆帯(一本又は二本一対)で区画

され、それに横位の刻みが附加される。また湾状の隆帯・円形のそれなどが併用されるものも

ある。モチーフは洗練による矢羽状・小波状・平行線などが多く、時に刺突文が加えられる。

をお、貼付がブリッチ状の把手化しているものもある。また貼付文が横長の位置に付され、モ

チーフの中に取り込まれるものもある。

休部文様は原体縦位回転が圧倒的に多く、かつその多くに綬絡文を伴う。これは第l類に共

通したところであった。以上は口縁部形状によって三分され、まず2-a類一大波状乃至突起

を有するもの、 2-b類--平縁のものがある。前者の中には突起部内面に渦状の陸続文をつく

り出したものもあり、上面観を意識しているとも見える。

2-C類 口縁都全体が肥厚し(とりわけ端部は複合口緑風に在る)、四分の一同毎に縦位の隆

帯(1本乃至2本一対)が附加される。施文はかをり乱雑かト波状乃至鋸歯状文が付される程

度で、地文のみのままに残されるものもまた多い。体部・口綾部下端に2個一対の貼付文が付

されるものもある。第1群C類に共通する要素を多く有するグループである。

第3類 (第 図)平線で口縁部の巾が狭くかつ休部との境界に明白をカーヴの変換点をも

たない深鉢乃至蛮型である。休部から口縁部までが直線的となり、全体が外傾する感を与える

ものである。多くは口縁都文様帯のみを有し、休部にまで展開するものは稀である。休部文様

は無文・帯状の条痕文乃至平行洗練文・縄文(斜縄文・羽状縄文・多くは綾給を伴う)などか

らなる。細分する。第3-a類口縁部文様帯は大略第2類に共通する。文様帯下限の隆帯も同様

である。隆帯を欠く場合には洗練を以ってあてている。

をお、口綾部、休部ともに無文で、隆帯のみを有する一例も仮にここに含めた。

第3-b類 大略a類に似るが、口綾部文様帯がa頼ほど発達しないもの、休部に貼付文をも

つものなどを区別した。

第4類 口綾部と休部の区別がさらに不明瞭になりより深鉢型的な器形と帯状に肥厚した口

綾部を有するものである。四分の一周毎に、上端部がの字状につくり出された縦位の隆帯(刻

み目・原体側面庄痕等をもつ)や桟長の貼付文が付される。また、隆帯を一条めぐらし、口縁

部と休部を区画するものもある。口綾部形状で二大別できる。

第4-a頼 波状目線や突起を有するもの。

第4-b類 平縁のもの

第4-C類 単純な深鉢型を仮にここに含めた。

少〈とも以上のa ・ b頬は第3-b類・2-C類・1-C類に共通するものといえよう。

第5類 複合日経鳳に肥厚した口綾部を有し、休部にあまり変化のない深鉢乃至蛮型土器で

ある。口綾部は無文にされるのみであり、休部は無文・縄文(斜縄文・羽状縄文・綾絡文)な

どが施文される。原体縦位回転が多いと思われる。
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なお、休部の膨らむ一例も仮にここに含めておく。

第6類 口縁部が外反し、体部中央が若干膨らむ深鉢乃至蛮型土器である。地文のみが施さ

れる。縦位・横位回転の縄文が多いが、いずれも綾絡文を伴う。

第7類 所謂浅鉢型を集めた。いずれも口縁部が肥厚し、複合口緑風になっている。

7-a類 休部無文のものである。口縁部に連続した凹部をつくり出す例もある。

7-b類 口縁部文様帯に隆帯による渦文と、その下限に同様による小波状の隆線を付すも

の、第2-a類のモチーフに共通しよう。

7-C類 肥厚部の下端に三角形の刻み白鳳のものを入れ、かつその下位に隆帯一条をまわ

し、全面に縄文を付すもの。全体の感じが、第4-C類他に共通する。

第8類 小型の土器を仮に集めた。無文である。数類型あろうが一括した。

第9類 高拓型に近い一例を仮に区分した。無文である。肩部の横長の隆帯は、第2-C類を

どに共通するものであろうか。

以上の第1類へ9類までを一応大木7a式期の構成要素と見徹しておく。ところで丹羽茂氏は、

宮城県長根貝塚出土資料その他を用いて、大木7a式期の土器の細分を行った。 (註8)それに

よると、まず長根貝塚を二期に分け、第8 ・ 9届出土土器を第工段階、第6 ・ 7層出土のそれ

を第Ⅱ段階とした。

さらに氏は宮城県嘉倉貝塚第6地点の土器群を第Ⅱ段階以降の可能性あるものとしてあげた。

複合口縁の深鉢で縄文の施文されるものと無文のものの他に、これらと組み合うと推定される、

洗練問に三角形の刺英文が交互に加えられたものなどの一群である。

このような大木7a式細分説を参考にして本遺跡の第4群土器を見ると少なくとも二群の若干

千異をる要素をもつ土器群が内包されることが知られる。それは、従来の大木7a式観に大略合

致するものと、やや異なる印象を与えるものの併存といい換えることもできる。前者はさてお

き、後者を見ると、それらは各類・各器形の中に異なる要素として均等に散在するかのような

あり方をしている。具体的には既にふれた第1-b類・第2-C類・第3-b類・第4類すべて・第

7-C類などである。現状では区分しがたいが、第5 ・ 6類中にもあるいはそれらが含まれるか

もしれ老い。これらの中には、たとえば第2-C類としたものなどは丹羽氏の第Ⅱ段階のものの

一部に極似するものを含む。したがって上記の1-b類へ7-C類は、大木7a式の比較的新しい部

分に位置する可能性が大きいといえよう。本遺跡ではDG18p.とされた遺構から、この種のも

ののみが出土しており、時期的に独立しうる可能性を示唆していよう。またDE18住居跡の最

終段階もこの種土器が占めている。この遺構にも若干の時間の巾を想定すべきことは別にふれ

た。

岩手県地方におけるこの種(若干新しい部分)の類例はあまり知らをいが、盛岡市大館町遺

跡におけるⅢa群3類・Ⅲa群2類・Ⅲa群6類・Ⅲa群7類・Ⅲa群9類の一部には、明ら

がこそれに該当する例が含まれているといえよう(註10)。ま-た牧田貝塚第6群(註12) ・中島
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遺跡の第5類(註13) ・天神ガ丘遺跡第3群土器第2類(註14)の一部も同様であろう。

以上大木7a式の細分の可能性に若干ふれたところで本群の説明を終える。をお、糠塚式につ

いては語る資格を欠くので、丹羽氏の見解に従がっておく(註11)。

第5群土器(第175図)大木7b式に相当するものである。深鉢乃至蛮型4へ5種・浅鉢2種

などからなる。従来の知見と比較し極端に異なる点はない。

第6群土器(第176図)大木8式、とりおけ大木8a式に相当するものである。ほぼ従来の知

見に合致するが、包含層出土の脚付鉢型的をものの器形・施文技法は、従来ほとんど見られを

かったものであり、若干注意すべきであろう。脚部は半裁竹管文的を併行洗練(直線・鋸歯状

の二極)で4区画される。地文は斜縄文、鉢部は撚糸原体側面圧痕により渦文・斜行文をどが

掃出され、口縁端部は肥厚し、そこに刺突文が付加される。口唇部には6へ8ケの凹部が形成

され、波状口縁乃至小突起風にされる。今後の類例蓄積の要のある器形であろう。

第7群土器 中期後一末葉のものを集めた。細片であり詳細不明である。

第9群土器 後期の土器を集めたが、上と同様に詳細不明である。

第10群土器(第176図)晩期土器であり、大洞B-C式へC I式前後までの若干巾のあるも

のを含む。諸種は粗製深鉢・精製浅鉢・台付鉢等が若干見られる。

本調査による出土土器は大略以上の如きものである。主体は第3 ・ 4群土器であるのはいう

までもない。なお、所謂円筒土器文化の種々のレベルでの影響はそれほど強いとは思われをい。

隆帯上への縄文原体側面庄痕や、撚糸原体側面庄痕文、あるいは綬経文を伴う縄文の盛行など

にその影響があるとも考えられるが、決して強力をそれとは見徹しがたい、同様のことは石器

にも見られた。所謂半円形偏平打製石器(本遺跡の半円形磨石)も決して多くなかったのであ

る。

註1. 2 岩手大学所蔵資料による。

誌3. 一関文化財調査報告書籍10集 岩手県一関市厳美町 庄司合遺跡発掘調査概要(第二次

調査)一関市教育委員会 昭和52年3日

誌4. 岩手県陸前高田市牧田貝塚発掘調査概要 陸前高田市教育委員会 昭和46年3日

誌5. 水沢の原始古代遺跡 外浦・中島・駒木三遺跡調査報告 水沢市教育委員会 昭和46年

3日

誌6. 盛岡市大館町遺跡発掘調査報告 盛岡市教育委員会 昭和53年3月

註7. 宮城県文化財調査報告書第19集 埋蔵文化財緊急発掘調査概報一長根貝塚一宮城県教育

委員会 昭和44年3日

誌8. 丹羽 茂 大木式土器 2中期の土器 縄文化の研究4 縄文土器Ⅱ 雄山閣出版株式

会社 昭和56年

謹9. 本沢慎輔氏の教示による。

証す0. 高誼6に同じ
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誌11. 註8に同じ

註12. 註4に同じ

註13. 註5に同じ

註14. 岩手県稗貫郡大迫町天神ガ丘遺跡 大迫町教育委員会 昭和49年3月

なお、大木7a式の細分は、鈴鹿良一氏から多大の示唆をうけさらに、鈴木優子と相原の討議を経て

行ったものである。前記丹羽氏論文とともに両氏に深謝する。
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(3)石 器

(イ)縄文時代石器概観一分類基準一 本遺跡出土の縄文時代の石器は次のように区分した。

また遺構出土のものも包含層出土のそれも一括して抜かった。さらに当然ながら出土地点・層

位等の明らかなもののみを採用し資料化した。そのうち包含層出土のものの点数を第5-1表

に示した。遺構出土のそれは、各遺構の個別説明・表等に記した。

本遺跡で検出された石器類は、原石・石核(母劫・剥片類と、狭義の石器類から在る。前三

者については良好な資料が殆ど無いので説明は割愛する。石材という観点からすると、前三者

(素材的性格の)と製品としての狭義の石器間に大きな異同は無く、殆ど重複する。最後者の

狭義の石器類は大別すると次のように在る。

①石鍛 ②石匙(皮はぎ) ③定形的掻器 ④不定形的掻器 ⑤使用痕ある剥片 ⑥石錐

⑦磨製石斧 ⑧打製石斧 ⑨両刃石器 ⑲片刃石器 ⑪敵打石(12佑錘 ⑬庭石 ⑭凹み石

⑯断面三角形磨石 ⑯半円形打製磨石 ⑰石皿 ⑬砥石 ⑲磨製品 ⑳耳飾 ⑪垂飾 ⑳管玉

状製品 ⑳球状有孔石製品 ⑳円形磨製石製品 ⑳断面三角形磨製品 ⑳不明破片

これらのうち①-⑬までは直接的労働の甥で用いられるものであり、 ①-⑩までは刃物など

の利器的性格が強い。 ①は刺突具、 ②へ⑤は掻・削・切具、 ⑥は穿孔具、 ⑦∵⑪は打割・打削

掘削具(ただし⑪は粉粋具にも利用可能)、 ⑫は漁勝を主とする錘り関連、 ⑬へ⑬は粉粋・製粉

・研磨具関連などの諸用途が想定されている。 ⑲以降は用途不明品を含むが、直接的労働の場

でというよりは装飾品や所謂信仰的分野で用いられるものが主体をなすことと怠る。ただし⑳

のみは具体的用途、対象は不明だが、より直接的労働の場で用いられた可能性がある。形態か

ら・すると、植物質のものを刈りとるものを想定したくは在る。

以上の用途想定に立った上で各器種の個別説明を行なう。をお既に何度かふれた如くに、本

遺構の包含層における遺物の出土状況は、時間差が堆積層序と厳密には対応し老いものであっ

た。したがって石器も当然数時期のものが混在する可能性があるが、土器類の圧倒的多数のも

のが前期末一中期部頭のものであることを敷宿して、一揚期の石器組成の近似値的様相を示すも

のと解し、操作した。

註 なお縄文時代の彫刻器についてその存在を認識しようとする試みがあるときいている。これは

極めて当然を試みであり、その成果の公表がまたれる。従来使用痕ある剥片をどと分類されていたも

のに含まれることが多いと聞いている。とするならば、石器の総数の変化はあまりなく、その項目数

の変化が生じる可能性がある。
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(ロ)各 論

石 鑑 別突具の主要を部分を占めるものである。なお若干大型のものは槍になる可能性が

あるが、ここでは一括した。平面形態によって細分しうる。

(a)所謂無茎式のもののうち、映り入りのものである。両脚鍼的な脚長のものと、短かいも

のの両者があるが一括してある。

(b)同様に無茎式のもので、映りが入らず、基部辺が平坦乃至かすがこ内湾気味にをる。

(c)所謂有望式のものである。

(d)両端が尖るものであるが、柳葉型とはいいがたい短小・部厚をものが多い。

(e)基部辺が若干外湾気味にをる。

(f)破片のため形態不明のものを一括した。当然刺突部たる先端部が主体を毒す。刺突具等

の具体的破損状況(使用の反映)は追求されてよい課題である。

以上のうちの⑧-⑧の数量比(完全品主体)を見ておくと、包含層・遺構においても⑧・⑤

が主体的に存在し、若干量の(d)・(e)が伴う。 (c)は極めて稀である。既ち本遺跡の前期末一中期

初頭の石鎖は無茎式主体ということに在る。

製作技法の細部にわたる観察は実施しえなかったが、全般的に粗雑を技法である。完全品の

一部を対象とし、縦方向の最大長(大きさ)と重量の度数分布を見ると長さは、 1.5-3.5cm、

重量は0.6へ2.7g前後の範囲内におさまるものが主体をなす。それ以上では、長さの変異はあ

まり大きくないのに対し、重量のばらつきが顕著である。これを素材として選択した岩石の比

重の反映であろうか。長さ10.4cm、重量120gのものは槍的を機能を想定した方がよいのであろ

う。

(a)へ(e)の各タイプの分布はほぼ重複しており、各タイプが斉一的に(各タイプの対象間に何

らかの対応関係をもたない)用いられたとも考えられる。

石 匙(皮はぎ)もっとも定型性の高い掻・削具と考えられるものである。所謂⑧縦型と⑤

横型の2種がある。両者を集計すると次表のとおりである。これによると⑧:⑤=52.7:46.8

(%)とをりほぼ同率で併存するといえる。それは出土状況の異同に関係をくいえる。ただし、

包含層においては(①の方が多い点は若干異をる。

遺存状況は、 ⑧・⑤の両者とも70%以上が完全品であり、比較的破損率の低い器種と見るこ

ともできる。アスフア)レト様のものの付着例は観察できをい。

石
匙
集
計
表

縦 型 横: 型 不明 計 
完 全 品 破 損 品 完 全 品 破損 品 破 損 品 

包含層 27 10 39 10 86 

遺 構 44 18 31 8 1 102 

ノ」、 計 71(7l.7) 28(28.3) 70(79.5) 18(20.5) 1 188 

言十 99(52.7) 88(46.8) 1(0.5) 188 
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定形的掻器 素材の同線に成・整形のための加撃を行っているものをこう呼んだ。不定形掻

器としたものが、刃部形成(素材の一個綾にのみ)の加撃しか行をれず、その形態が素材その

ものに近いのに対し、成・整形的意図が読み取れる点をとらえた故である。形態によって細分

可能である。

① 所謂ノッチ鳳のものである。一個綾に湾入部をつくり、そこに刃部を形成する。

⑤ 長楕円形に近い平面形をもち、背面は全面が剥離され、膜面は部分的に剥離される程度の

ものである。断面形は三角形に近いが、底辺が若干外湾する。

① 両端が尖り柳葉形の平面形と、菱形に近い断面形をもち、全面に入念轟中庄剥離が行な

おれる。見ようによっては刺突具(槍)にも見えるが、細破砕痕が尖端部以外に多く見られる

ので、掘削具の仲間とした。

④ 平面形は二等辺三角形基調で断面形は三角形基調の、比較的部厚をものである。腹面

倒への剥離は無く、片面加工である。所謂石箆の一部に重複しよう。

① 一端に加撃面を残すもので平面形が細身で一端の尖ったものである。断面形は三角

形基調で、片面加工が多い。

① ①と同様に一端に加撃面を残すもので平面形が巾広になるもの。断面形態は三角形恭

調だが、底辺が若干張り出すものもある。腹面倒の二側線にも剥離が施される例が多い。

以上の①-⑥の比率を見ると、 6. 9:11. 8:5. 9:39. 9:10. 3:25.1となり、①

・①・⑤・③が主体的に存在し、 ①・①が従的を位置を占めることとをる。しかし①のような

ものが組成画にきちんと組み込まれている点は留意されるべきであろう。

不定形掻器 剥片の緑辺の〇一割に刃部を付したもので、素材の形態がその平面形となってい

る。所謂片刃のものが多いが若干量の両刃のものも混在する。前者に比し後者の刃部厚が厚く、

その機能に異同のあることが想像できるが、ここでは一括してある。前者にはより削具的な、

後者にはより掻器的な機能を想定できよう。

平面形態には意図的成整法の痕は見られず不定形といいうるが、断面形態や刃部付加位置等

には一定の規則性とも見えるものがある。それは刃部の対辺に表皮が残存し、かつ残存部がも

っとも厚くなる、というものである。したがって明らかを意図の反映が見えることとなり、不

定形と断じきるおけにはいかない。この種石器は今後も検討の要がある。

器種組成の中ではかなり大きを比率を占め、日常労働の中での重安を道具であったと思われ

る。より実際的・機能的なものであり、使用、製作頻度のいずれもが高かったと思われる。

数量的に多いので、一覧表形式にまとめて示す。

使用痕ある剥片 その結辺の一部に使用の痕跡(細破砕痕を主とする現象)を留める剥片で

あり、掻・削具的用途に用いられた可能性を想定したものである。厳密を憲時での石器のカテ

ゴリーにはおさまらないが一応組成の一部とした。

組成比率は多くはないが一定の数が存在しており無視しえか、。不定形の掻器としたものに
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類似するといえよう。この種石器の認定にはかをy)の困難さが伴をうが、客観的識別法の確立

が急務といえる。その点その組成比率は流動的であるといえる。これも詳細を説明は省略し一

覧表で示す。

石錐 穿孔具である。錐部と把手部が明確に分化したものであるらしい。石器組成の中での

比率は極めて低く、若干異常と思おれる。

磨製石斧・打製石斧・両刃石器・片刃石器 打割・削・掘削具類と思われるものを一括する。

磨製石斧以外の点数は少なく、その特徴を指摘できれ、ので説明は省略し、図版・ -・覧表の提

示に留める。ただし両刃・片刃石器としたものの中に石核が混じる可能性は皆無ではれ、。こ

の種のもっとも実質的を利器は縄文時代石器組成の中に一定の位置を保ち続けたものである。

しかし石器としての認定に種々のばらつきが存在したとの靖揃もあり、この種石器の正当引立

置付けは今後も必要であろう。

磨製石斧は完全品の形で遺存する例は極めて稀で ほとんどが破損品の形で検出されている。

その用途・機能からして当然の結果ではあろう。また破損後に再度刃部を付したり、他へ転用

された例も散見される。その素材をほぼ周辺部に求めうるにしては、若干意外な措置とも思お

れるが、石斧の破損後の転用は適時的に見られた現象である。なお完全晶と破損品の比率は、

包含層・遺構ともに10%台:80へ90%台である。

敲打石 適切を名称とは思わないが、仮にこう呼ぶ。粘板岩質の偏手繰の一長辺に剥離痕

(破砕痕)を有し、そこを用いて打割的行為を行なったと想定できるものである。二点とまこ

とに少数であるが独立させておく。

石鍾 偏平・円形乃至梓川杉基調の礫の周縁の相対する二個所を加撃し、凹部乃至湾入部を

つくり出すものである。加筆は相互に異なる方向から行をわれる。完全品を主資料とし、その

特徴の一部を以下に記す。まず平面形(素材とそれに対する凹部のあり方)に三種ある。

(A)素材の礫が楕円形乃至長楕円形基調で その長軸方向の二側線(長辺部)に凹部を作る。

(B) Aと同種の素材を用いるが、その短軸方向の二側線(短辺)に凹部を作り出す。

(C)円形乃至隅丸楕円形基調の素材の、相対する二側線に凹部を作り出す。

以上三種の完全品による数量比を見ると、 A :B :C二120: 117:62となり、前二者が主

体をなす(なおこの数字は出土地点の異同を考慮せず、一括した数量である)。

次に、この三種のタイプ別度数分布(長軸長cm.重量g)を見るとAは長軸長は4.7-10.6

前後の範囲に散在するが、 9cm前後以下のものが主体を毒そう。重」Itlま10へ300gの範囲に分

布するが、100g前後以下と、それ以上180g前後までと二稲の集中部分があるかのようである。

Bについては、長軸長4.0-10.5cmの範囲に分布し、重量は10-300gの範囲に分布する。長さ

は5-9cmの範囲内(より細かく見ると5-8cm前後の範囲内)に集中し、重量は40へ100g内

に顕著に集中し、 120へ180gの範囲内がそれに次ぐ。以上のA. Bは極めて類似した内容をも

つといえる。最後にCを見ると、軸長は4.7-9.9cmの範囲内に分布し、重量は20g前後から420
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gの間に散在する。集中範囲は、軸長は4.7-7.5cmの間に重量は30-100gと、 180g前後の二

群が考えられる。

以上の三種を総合すると、軸長は5へ7cm前後と、それ以上のものの二極に、重量は20へ100

g前後と、それ以上の二群にそれぞれ大別可能である。

本類石器のその他の特徴を以下に記すと、まず凹部形成の加撃は、相互に異なる方向から行

なわれる。次にその器面に研磨痕を留めるものが存在する。研磨の意図は不明であるが、転用

品を含む可能性などを示すものかもしれない。ただし縄文時代の石錘の成形技法中に研磨があ

ることは事実であり、それに関連するとも見徹しうる。またその表面に凹み石と同様の小六を

有する例も存在する。これも転用品混在の可能性を示すものであろう。顔料の塗彩例や、アス

ファルト頬の付着例のいずれも検出されていをいが、凹部形成例はある(第152図の7・註)。

本類石器の用途・機能が錘とされるについて、何ら異論は無い。

註 盛岡市霜内遺跡出土例にアスファルト類の付着の事実がある。これは連結した紐乃至縄の固定

のための措置と考えられている。工藤利幸氏の教示による。

庭 石 卵状・球状・板状の円礫の一部(片面のみと両面の二者がある)に明白を(研)磨

痕を有するものである。両輝石安山岩あるいは花嵐関緑岩など、粗雑な素材を用いているが、

(研)磨部は極めて平滑で、場合によっては光沢すら有する。いかなるものを対象とした場合

にこのようを面が結果するかは検討されるべきであろう。詳細を説明は省き一覧表で示す。

断面三角形庭石 従来特殊磨石などと呼称されてきたものである。横断面形態が隅丸方形(あ

るいは隅丸台形)乃至隅丸三角形をなす長楕円形基調の礫の一側線(隅丸台形的なものにあっ

ては、その器厚の薄い部分)に(研)磨痕を残す。そこはほぼ完全に平坦面化しており、かな

り入念に使用されたことを示している。そこをとらえ、磨石のカテゴリー内におさまる機能・

用途を有すると考えている。をお対象は不明である。若干の細分が可能である。

(A)素材の周縁部のいずれにも剥離痕を留めをいもの。(研)磨部に相対する辺は素材の形態

そのものである。

(B) (研)磨部に剥離痕が伴うもの。剥離後に(研)磨作業という工程であろう。剥離は

(研)磨部形成のための調整剥離的措置であろうか。その場合は、外湾していたであろう

素材の一側線を直線的なものとする意図であったろう。この(B)の平面形態は別にふれた半

円形打製磨石に類似してくる。しかし後者の剥離が全周縁に及ぶのに対し、本類はかをり

限定的であることから区別した。また断面形態も異なるものが多い。

以上のA ・ Bはさらに①完全品、 ②破損品(半欠品が大部分)の二種の残存状況に分けられ、

②はさらに破損部断面への(研)磨痕の有無(④それをもつもの)により細分できる。 ②一①

なる断面の(研)磨痕は、(研)磨部に近い部分に多く見られる。この種石器は、完全品のみな

らず、破損品も同様に用いられた可能性がある。

なお、 (B)に残存する剥離部が、意図的に形成されたとする解釈の他に、ある労働・行為の
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結果として生じたとするものもあり得よう。その場合には、打割・粉砕的を行為→播・磨・擦

的を行為・労働という工程を想定することもできる。あるいは、その両者がほぼ同時的に行を

おれうると見てよい。遺物を個別に見ると、上記二者が併存するとも考えられるあり方を示し

かなり類似することではあるが、一応区別して記した。

岩手県内を適時的に見ると、早期(蛇王洞Ⅱ式前後)から中期中葉前後まで存続するらしい。

その存在が顕著になるのは、前期末一中期初であり、盛行期といえるのは中期であろう。県南

部・県北部による地域的差異はあまり無い。

註 早期 蛇王洞Ⅱ式前後 小堀内 早稲田Ⅴ類前後 水沢市駈上

前期末一中初 水沢市中島 北上市滝ノ沢 雫石町塩ケ森

中期中葉 紫波町西田 盛岡市大館

をおタイプ別の出土点数(の一部)を示すと次表のようになる。 a ・ bが同数程度で存在し

かつ完全品は少ない。破損部断面にも(研)磨痕をもつものも少数をがらきちんと存在する。

断面三角形磨石集計表

a
-

1 a
鵜

2 a-2-イ b
鵜

1 b
-

2 b-2-イ 

包 含 層 18 50 1 13 47 4 

遺 構 19 61 6 18 61 6 

小 計 37 !111 7 31 !108 10 

計 155 149 

半円形磨製庭石 従来半円形打製石器などと呼称されてきたものに類似するが、一側線に明

白を磨痕が残存し、打割具的なものではをいことが明らかであるので、やや長い名称ではある

が、如上のものとした。用途は基本的には磨石のカテゴリー内にあると考えている。板状の礫

を素材として用い、その 周縁に加撃し、平面形を半円形に整えるか、長楕円形をなす板状礫

の長軸方向の両端部を加撃し剥離し、半円形に仕上げる。いずれの場合にも、外湾する側線の

対辺は直線状を毒し、そこに剥離痕と(研)磨痕が併存する。剥離の後の研磨 が作業工程であ

ろう。剥離のみでは両刃石器に類似するが、さらに研磨(痕)が加わることから、磨石的用途

・機能を想定した。その対象は明らかではない。

残存状況からすると、 ①完全品、 ②破損品(半欠品が多い)の二大別が可能で②はさらに

(D破損部断面下部(研磨面に近い・連続する部分)にも研磨痕を残すものと、そうタで老いもの

に細分できる。これは別にふれている断面三角形磨石にも同様に見られるところである。した

がって本類土器と断面三角形磨石の用途とは極めて近似するものであると考えられる。素材の

礫の形(一次的幻 と、それに対する成・整形作業工程の有無が両者の相異の原因とも考えら

れる。

なお剥離痕と(研)磨痕の併存の解釈については、断面三角形と同様の、打割的行為と磨・
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指的行為両者への使用の可能性も成立しうる。

この種石器は円筒土器への共伴例が多く指摘されてきたところであり、それは妥当をもので

ある。岩手県内では、北部に濃く、南部に疎に分布することとなっている。適時的には断面三

角形磨石とほぼ同様のことがいえよう。雫石町塩ケ森遺跡などは、その製作址的を可能性をも

つ(謹)。ちなみにその一部の集計結果を示しておく。完全品が多い感があるが、大略断面三角

形磨石に類似する傾向といえよう。

’‾‾‾‾‾‾ ‾‾ ‾ ‾‾‾‾‾‾‾‾‾∴‾∴-
「

- 1! 2卑生
.___-臆__ - _______臆臆

ユ ニ臆喜一」」臆_臆」

1遣物包含層出土巨4鳥0当月
ト_丁臆_臆 _○○__ 一___」_⊥__」

!遺 構 出土〉 自∴引1星

19漢 391 3

砥 石 両輝石安山岩や熔岩頼、粘板岩ホルンフエルス・細粒凝庚岩などの一部に、数条の

洗練様のものが存在し、砥石としての機能を想定できるものである。上記のように、素材の性

質に粗雑をものと緻密なそれの両様が存在することは、研磨にかけられる対象の異同に対応す

る、あるいは作業工程の異同に対応するとも考えられ、おそらくはその両者であろう。その形

態を意図的に整えたものは無く、素材の形態そのままである。以下に一覧表で示す。

凹み石 卵状・球状の円礫の表面に、単独または複数の凹部・小穴を有する。小六は片面の

場合が多いが、両面にもつ若干例も存在する。また(研)磨痕を留める部分が併存する例も多

くあり磨石の転用品も含まれよう。あるいはより積極的に磨石と本頼石器の用途は極めて近似

していたことの反映と見倣すべきなのであろう。同様の四部は断面三角形磨石や半円形打製磨

石の側面にもかなり見られるところでもある。以上のことからここに記した四種の石器の機能

・用途が類似していだ可能性を想定し、破砕・粉砕・描具頬としたところであった。

詳細を説明は省略し、一覧表で示す。

石 皿 いずれも破片の形でのみ得た。両輝石安山岩などの粗雑を素材を板状に仕上げたも

のをこう見徹した。脚を付したり、穿孔したりした側は皆無である。詳細を説明は省き、一覧

表で示す。

磨製品 具体的機能・用途は想定できれ、が、研磨による仕上げ、成形痕の顕著をものをこ

こに集めた。装飾品類似あるいは信仰関係の遺品でもあるうか。
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(ハ)石器の組成比率について 遺構・包含層出土の石器類のうち、器種を同定しうるもの2815

点中の、各器種別の点数を示すと次表のようになる(第5-1表)。参考のため、不明品をも含めた

総点数(一部破片も混じる) 2824点を基準にした場合と、不明品を除外した2815点を基準にし

た場合、さらに、より直接的生産活動に関係したと考えられるもの2715点を基準にした場合、

の三例を併せ示した。いずれの場合も大差はをい。

個別に見ると、掻・削具類は全体では40%以上を示し、組成の大半を占める。その内部では

不定形が圧倒的に多く、定形的掻器、石匙の順に後続する。定形性の度合の高いものほど比率

が低いとも見えるが、使用痕ある剥片はそれほど多くをい。これは石器認定に問題があったこ

とに起因することも考えられ、反省点の一つである。

穿孔具・打割具類の比率は低い。石錘は15%前後を占め、組成中に確固とした位置・を保つ。

粋砕具類は30%近くを占め、極めて顕著を存在といえる。内部では、断面三角形磨石が主体を

毒すことが明らかである。磨石・石皿には先の認定上の問題が関係する。これも今後の検討課

題・留意点である。それによってはこの種石器の組成比率は変動しうる。装飾品類は4%前後

と、少ないをがらも確固とした位置を示す。刺突具類は6%前後と、あまり多くはない。

以上のように、本遺跡の石器組成(前期末一中期初のそれと思われる)は、掻・削具類、粉

粋具類を主体とし、漁携具を副次的に伴をい、刺突具・打割具類の影のうすいものであったと

いえる。

次に若干の類例と比較する。同期の良好な例が得られをいので、中期中葉の西田遺跡例と比

較しておく。報告は次の前提に立っている。適切な表現であり、その要点を引用しておく。「(前

略)縄文時代が狩猟、採集、漁務の経済に拠っているとする通説に一応塞き石器類を分類する

ならば、狩猟に要するものとして石鎖、石槍をどの刺突具類、加工用具としての石と、植物等

の採集に要するものとして各種スクレーパー類(又、時には切断具類も含められるか?)、敲く、

滑す、磨るなどの加工用具としての石器類、それに伴う石皿等が含められる。又漁携用具とし

ての鈷・浮子、石錘をどが挙げられる。この点に注目して石器の出土頻度を見るならば次の点

が指摘される。

0 1類に総括した刺突具類が極端に低頻度を示すこと(中略)。石槍に到っては僅か1点のみ

の出土であった。

03 ・ 4 ・ 5類の匁器類は出土量が多量とは言えないが、おのおの形態や匁部の在り方に差

異をもち、用途のバラエティさを窺わせる。

○ (中略) 10類石器の占めるパーセンティジの高さが注目される。 10類石器は磨るという機

能のみの石器とそれに伴って敲く、滑すという機能を合せ持つものとが見られ、前者が多い。い

ずれ植物等の加工用具と目される石器類が最も多用された石器類であることを示している(中略)。

○少数ではあるが石錘が出土した。

以上を総括して「石器類は各種出土しているが、それらの分類によれば、ここに居住する人
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々の主たる生業として植物採集が挙げられた。狩猟具具の僅少さは特異であったが、この遺跡

が墓域を有する特殊性から、集落跡とは分離する狩猟の場を予想させた(後略)。」

と結んだ。即ち、植物採集の加工用具と思われる敲打、擦り活し具が多数出土する傾向の指摘

であり、本遺跡に共通する。スクレーパー類(本遺跡の掻・削具類)があまり多くか、のは相

違点であるが、これは遺跡の性格、出土遺構の相違等の反映、あるいは認定上の若干の問題点

の反映の結果の可能性がある。

同じく中期中葉の大地渡遺跡も大略類似する。刺突8.8%、掻削具57.3%、麿・擦・具29.0%

が主体ををしている。刺突具類の僅少さは共通しよう。

以上のように本遺跡における石器組成は、大略中期のそれの傾向に一致するものと見徹して

大過をかろう。植物質食料の処理・加工用具の比率が高い点は縄文時代における植物質食料料

の占める比率の高さの指摘を考慮しても、をおかつ時期的特徴と見徹しうるものであり、それ

はひいては貯蔵穴の多数存在、大型住居の存在とも符合するとも見徹しうるものであろう。短

絡的結合のそしりを覚悟の上で指摘しておく。なお石錘の存在の意義については末だ解釈を下

さ老いでおく。時期的特徴・地域的特徴のいずれかの確認など、果たされるべき作業をまずふ

まえるべきであろう。和賀川流域の前期末一中期初の遺跡では石錘の検出例が多い。

註1西田追跡、岩手県文化財調査報告書第51集 東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書-Ⅶ-岩手県教育委
一 員会・日本国有鉄道盛岡工事局 昭和55年3月。

註2 大地渡遺跡、同 第56集、東北縦貫自動車関係埋蔵文化財調査報告書-Ⅶ- (石鳥谷・花巻地区)岩手

県教育委員会・日本道路公団、昭和56年3月、所収

註3 鈴木公雄、 2、縄文時代論、日本考古学を学ぶ(3)原始・古代の社会、有斐閣選書有斐閣 昭和55年

所収

註4 をお晩期には刺突異類の比率が増すことも知られている。

東裏遺跡、岩手県文化財調査報告書第55集、東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書-Ⅵ- 岩手県

教育委員会、日本道路公団、昭和55年3月

註5 北上市滝ノ沢遺跡、江釣子村新平遺跡などが該当する。石錘についての渡辺誠氏の見解(絹布作成時の

鍾説)は岩手県においても検討されるべきであろうが、今後にゆずった。

渡辺誠 編物用錘具としての自然石の研究 名古屋大学文学部研究論集LXXX 1981. 3.所収

註6 参考例として第5-2表のよう別事期別組成グラフを示しておく。早期については次によった。

大波野追跡、岩手県文化財調査報告書第32集 東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書- Ⅱ - 岩手

県教育委員会・日本道路公団 昭和54年3月 所収
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5-1表

器 種 点 数 比 率 (1) 比 率 (2) 比 率 (3) 

刺 突 石 鍛 176 6.2 6.3 6.5 

掻 削 具 

石 匙 188 6.7 6.7 6.9 

定 形 的 掻 器 245 8.7 8.7 9.0 

不 定 形 ヶ 702 24.9 24.9 25.9 

使用痕ある剥片 104 3.7 3.7 3.8 

小 計 1239 43,7 44.0 45.6 

穿 孔 石 錐 6 0.2 0.2 0.2 

打 割 具 

磨 製 石 斧 46 l.6 1.6 1.7 

打 製 ケ 3 0,1 0.1 0.1 

両 匁 石 器 4 0.1 0.1 0.1 

版 匁 ケ 5 0.2 0.2 0.2 

敲 打 器 2 0.1 0.1 0.1 

小 計 60 2.1 2.1 2.2 

漁 携 石 錘 413 14.6 14.7 15.2 

磨 擦 揺 具 

磨 石 178 6.3 6.3 6.6 

凹 み 石 108 β.8 3.8 4.0 

断面三角形庭石 312 11.0 11.1 11.5 

半円形 ヶ 67 2.4 2.4 2.5 

石 皿 102 3.6 3.6 3.8 

砥 石 54 1.9 1.9 2.0 

小 計 821 29.1 29.2 30.2 

そ の 他 

磨 製 品 66 2.3 2.3 計 2715 

耳 飾 11 0.4 0.4 

垂 飾 16 0.6 0.6 

管玉状石製品 2 0.1 0.1 

球状有孔 〃 2 0.1 0.1 

円形麿製 ケ 1 0.04 0.04 

断面三 角形ク 2 0.1 0.1 

小 計 100 3.5 3.6 

不 明(破 片) 9 0.3 計 2815 

総 計 2824 計 2824 
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第5-2表 石器組成類例 ※凡例 大波野 一〇。。。。。。。○○西田 一〇一大地渡 一一一一一一束表 ---一鳩岡崎 

遺 早 期 i前期丸柳初 !中 期 中 期 晩 期 

跡 種 別 

ムシ)′’I大意機 (大木6-7さ) 木8a式高機) (大木8♭式南機) (大河Cほ甫扮 

大波野 均岡崎 西 田 大地破 東 衷 ● 

_a--a‾ 
_a 

石船・館 
212 176 23 70 402 

a一 ● 

18.8 6.2 6.9 8.4 28.9 

石 鎚 
9 

0.8 
× 

3 

0.9 

4 

0.5 

84 

6.0 

石 壁 
85 188 27 13 57 

7.5 6,7 8.1 l.6 4.1 

石 鎚 
347 

× 
28 13 15 

∴∴・ I el I ●音音 ! I l ●l a‾- //D 

30.8 8.4 1.6 1.1 

撒∴∴巻 
364 1051 51 457 311 

33.3 37.0 15.3 55.0 22.4 

打製石斧 × 
3 

0.1 

12 

3.6 

3 

0.4 

9 

0.6 

磨製石斧 
5 

0.4 

46 

1.6 

33 

9.9 

6 

0.7 

16 

1.2 

両刃石巻 
15 

l.3 

4 

0.1 

× 
9 

1.1 

16 

1.2 

片刃石巻 
5 

0.4 

5 

0.2 
× 

7 

0.8 

14 

l.0 

石 鍬 × × 
1 

0,3 

2 

0.2 

33 

2,4 

哉打誌 
24 

2,1 

2 

0.1 

× 
3 

0.4 

× 

砥 石 × 
54 

1.9 

29 

8.7 

5 

0.6 
× 

石 皿 
6 

0.5 

102 

3.6 

64 

7.7 

28 

2.0 

凹 み 石 × 
108 

3.8 

25 

7.5 

60 

7.2 

8 

0,6 

磨 石 
23 

2.0 557 19.7 

84 

25.2 107 12.9 

6了 

4.8 

石 鎧 × 

413 14.6 

2 

0.6 
× × 

環状石器 
31 

2.8 
× × × × 

円盤状石巻 × × 
6 

1,8 

× 

231 16.6 

その他の石巻 × 
109 

3.8 

9 

2.7 

紳 

4.1 

45 

3.2 

計%i 
1126 

】00 

2824 

100 

333 

99.9 831 10.3 

1391 

100 
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(二手石器の材質について、佐藤二郎氏によると本遺跡出土の石器類の材質は第5-3表のように

をる(石核類・原石類もほぼ製品と重複するので独立頃日としては抜かわなかった)。大半は

奥羽山地にその供給源を求めうるものが占めるが、若干の北上山地産のものがある。それは砂

砂岩・粘板岩の一部分・蛇紋岩・半花崗岩・輝線凝灰岩質チャート・滑石・角閃玲岩・黒雲母

岩などである。この事実は、奥羽山地起源のものの中に、両輝石安山岩の一部・花崗閃緑岩の

一部・こはくなどのように、若干遠隔の地に産地を想定しうるものを含むことを勘案すると、

縄文時代前期末一中期初を主体とする時期に、石器材料の移動があったことを想定せしめるに

十分である。その背景の具体相の解明は今後の課題であるが、基機的事実の一つとして提示し

ておく。

(ホ)、石器器種と石材の関係について、佐藤二郎氏の同定による石材と器種の対応関係を示すと

第5-4表のようにをる。これについて簡単に見ておく。石鉄は⑬へ⑯・⑰・⑳への集中が顕著

であるが、 ⑥・⑦・⑨の粘板岩質のものも存在するのが注意される。石匙はほぼ石銀の傾向に

重複するが、 ⑲の「集中」にも注意したい。定形的掻器一便用痕ある剥片まではほぼ同傾向を

有し、⑥・⑨・⑬へ⑮・⑰へ⑲・⑳・⑳・㊥・⑳・⑳・⑮・⑰・⑰などが多用されている。石

錐は量的に少か、が、鍛以下の傾向の延長下にあると見てよい。磨製石斧は⑥・⑳・⑭・⑳を

どが多い。ここでも⑥・⑨等の粘板岩質のものの存在は若干意外とも思える。打製石斧一片匁

石器も類例が少ないので詳細不明としておく。敲打器としたものは⑥のみである。石錘には顕

著を傾向がある。⑳・⑳・⑲-⑮・⑭・⑰・⑳・⑳・⑭へ⑲をどへ集中し、とくに⑳・⑭・⑲

などへが目立つといえる。磨石一砥石までは共通した傾向を示し、それは石錘にも共通する。

ただし粘板岩質のものも加わり、⑥・⑨・⑳・⑳・⑳・⑳・⑳・⑭・⑰・⑳・⑳・⑲へ⑬・⑳

をどが多用されている。磨製品は⑤・⑥・⑳・⑲・⑭・⑲をどが多用されているが、性質が粗

をものと密をものの相反する二者が併用されている点に注意したい。耳飾りは⑦・⑳・⑪・⑫

が選択される力⑳への集中が特徴的であろう。垂飾りとしたものは同様に⑦への集中が顕著で

あるが、 ⑦・⑲・⑳・⑬・⑭も若干量が用いられる。管玉状のものは⑦のみである。これ以下

の器種は類例が少牽く、明確な傾向性の指摘はできないが、不明とした破片の中には、その石

材から類推して器種を想定しうるものを合むとも考えられる。以上をまとめると、刺突・掻・

削・切具関連の器種は泥岩・流紋岩・各種の凝灰岩と若干量の結晶質のもの、良質が占板岩系

統のものを重点的に選択・採用し、磨石・砥石までの粉粋・播・擦具関連のものは両輝石安山

岩を中ノし、とする安山岩類・花崗閃緑岩・角礫凝灰岩他の粗を凝灰岩類を選択する傾向を明らか

にもつといえよう。前者の中でも磨製石斧等の製作技法が異なるものは、他とは明白に異なる

材を選択している。以上のように即にいくつかの報文中でふれられているものと同様の、器種

による石材の選択の明確を意図(縄文人の)の一端が表出しているものとしておく。
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一遺 物 縞一

C 121住居跡

登録 番号 

出土地点 出土母性 分旗 
残存状況 最 大 価(00) 

重出(9) 付∴∴存 物 他 備∴∴∴考(材質) 
完全 腰細 たで よこ あっさ 

1 C1 2 1 ベルト中 石鎖a ○ 4.4 2 0.6 3.1 礁I大 岩 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中筋統 

2 
ケ ベルト中 〃b ○ 4 2.2 0.8 5.7 統紋∴嵩珪頼経妖言瞥 ク ー ケ 

ー 

3 
ケ 不定形 4.9 4.1 1.9 29 嵯 質 泥∴∴才 1 ) ケ 一 々 

4 
ケ 雌株炭分 ′′ 3.6 2.5 0.7 6.3 硬 質 碓 朕 質 泥 ケ 一 々 

5 
′′ ケ 4.2 2.7 0.9 8 礁庚 器類硬質泥 4′

-
イ′ 

6 
ケ 床面畦上 ノン 5.1 2.2 0.4 5.1 珪∴∴質∴∴泥 ク ー ケ 

I 
ケ 床面直上 ・ク 8 4.4 1.2 30 珪∴∴質 泥 君 〃 _ 〃 

8 
ケ ケ 5.8 4.8 0.6 19 種板 岩 質硬質泥岩 ケ _ ケ 

9 
′′ 

No.2 
〃 6.4 7.6 1.2 40 硬∴∴質 泥 岩 ケ _ ケ 

10 
ノン 壁土内 ケ 4.4 4.2 0.5 11.2 凝庚 君 質硬質iId揖 ケ _ ケ 

11 
ケ 

ノ, 

8.1 5.1 l.4 50 碩∴∴質 泥 岩 〃 _ ケ 

12 
ケ 

Ⅱ 
ケ 6.9 5.2 0.9 30 滋味 岩質硬質握だ ▲ ) ケ _ ケ 

ー 

13 
/′ ベルト中 石鍾B ○ 6.3 5.3 2 180 フロとライト質種朕 ケ _ ケ 

14 
」ケ ケA ○ 6.6 4.6 1.2 50 綜∴色 《巌∴伏∴∴君 ノシ

ー ク 

15 
(′ 麻面陸士 〃B ○ 6.6 5.2 1.8 90 

′′ ク ー ケ 

16 
ケ 〃A ○ 5.4 4.4 1.7 50 

ケ ク
ー ケ 

17 
′. "B (⊃ 了 6.6 1.7 90 

ケ ク ー ケ 

18 
ケ ケA ○ 了.6 6.9 1.6 130 フロとロライト質礁庚峯 白 ) ク ー ケ 

19 C A 1 2 珠面起上 石鍾B (⊃ 6.8 6 1.7 90 緑 色 榎 原 だ 11 臆】 
〃 - 〃 

ー 

20 CI 2 1 ベルト中 石壁惟 ○ 5.4 7 1.2 40 

碓伏着質硬質泥督 流紋岩質彊質俺様君 

ケ ケ 

21 
ケ ケ離 (⊃ 6.3 3.1 1.1 18 

ク ー ケ 

22 
′. ベルト中 〆維 ○ 了.3 1.2 1 8.4 

ノン 〃 - 〃 

23 
′′ ベルト中 ケ維 ○ 8.5 L4 0.9 11 凝㍉妖∴糖 質硬質泥岩 ク ー 〃 

一 

24 
・シ 理上向 定形b (⊃ 5.4 5.5 1.4 40 様様岩質硬 質 泥岩 ケ ケ 

ー 

25 
′′ 0璃 即粧碕 (⊃ 9.4 5.9 2.5 240 緑 色 石 質 磁 朕,岩 ケ ケ 

26 
/′ /′ ○ 5.7 5.2 2.3 100 緑 色 磁 庚∴∴揖 /′

-
/′ 

一 

27 
ケ 断言)-2 11.4 6.4 4.2 390 プ ロ と ラ イ ト 

〃 〃 

ー 

28 C」 2 1 No.1P主 慨二種-2 9.5 5.7 5 380 フロとライト質種伏岩 ノン ケ 

29 CI 2 1 壌土 ケ 10.2 7.8 7.4 700 プ ロ と ラ イ ト 
ク ー

/′ 

CG15住居跡

1 C G 1 5 No.1 石鎖b ○ 3 1.6 0.2 1 硬 質 凝 伏∴質 泥 岩 奥羽山地一古生界 

2 
/′ 

" b ○ 2.6 l.8 0.4 2.1 
ケ ク ー ク 

3 
ケ ケ a ○ 2.8 1.9 0.6 1.8 

ノン 
ク ー ケ 

4 
ケ "∴∴a ○ 2.6 1.8 0.5 1.8 珪 質 泥 岩 奥羽山地一中筋統 

0 
ケ ケ a ○ 3.4 1.5 0.8 3 硬 質 凝朕 質 泥 岩 奥羽山地一古生界 

6 
ケ ケ a ○ 3.5 2.1 0.5 2.3 硬 質 泥 犠 奥抑t」地一中斬雛 

7 
ノン ケ∴∴a ○ 3.6 2.2 0.4 2.5 硬 質∴碓∵庚 質 泥 岩 奥羽山地一古生界 

9 C」 15 石壁鵬 ○ 3 3.4 0.8 5 鉄 石 英 奥羽山地一中新維 

10 C G 15 ケ欄 ○ ○ 2.8 2.2 0.7 2.8 
′′ ケ 一 々 

11 
ノン ク獄 ○ 3.1 3.7 0.4 3.8 硬 質 潰 朕 質 泥 着 奥羽山地一古生界 

12 
′● ケ聞 ○ 3 6.4 0.8 12.3 蛙∴∴質∴∴泥 奥羽山地一中斬続 

13 
′′ No.14 ケ 縦 (〕 了.7 2.4 0.8 11.5 硬 質 泥 糖 ク

ー ケ 

14 
/′ 一一据土器 〃 縦 (⊃ 7.3 3.2 0.6 14 珪質極細枇凝庚君 ク

ー ケ 

15 
/, ケ 縫 ○ 4.4 1.4 1.1 4.3 硬 質 樵 庚 質 泥 君 奥羽i用他一百生井 

16 
ケ 定形f ○ 5.4 5.5 1.4 40 硬 質 礁 原 質 泥 ヽ う 

奥羽山地一古生持 

1了 
ノン ベルト ヶ b ○ 6.6 2.8 1.3 30 娃 質 泥 

▲ 

奥羽11」地一中海統 

18 
ケ 〃 b ○ 6.3 2.4 1.4 21 硬 質∴∴泥 

▲ 
ク ー ケ 

19 C」 ケ b ○ 5.7 2.6 1.3 19.8 珪∴∴質 泥 と l 】 

ク ー ケ 

20 C G 15 ベルト ヶ b ○ 4.4 3,4 1.4 18.2 硬 質 接 頂 門 泥 岩 奥羽山地一古生舛 

2l 
ケ 〃 b ○ 5.4 2.8 1.1 18.8 粘 倣∴∴∴∴君 夏油・仙人一古生持 

22 CJ 15 ベルト 不定形 3.7 3.6 1 13.8. 珪 質∴∴泥∴∴着 奥羽山地一申斯続 

23 C G 15 」ケ 3.7 5.8 1 20.3 硬 質 磁 頂,質 泥 岩 奥羽山地一古生界 

24 C」 15 ベルト ケ 4.7 2.8 0.5 5.2 石 質∴紐i雄二 厳三 伏∴着 奥羽山地一中筋統 

25 
′シ ノン ノン 4.8 3.5 1.3 22.2 珪 質∴∴泥∴∴岩 ク ー ケ 
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一道 物 納-

26 C G 15 No.24 不定形 i4.7 3 1.2 19.7 有∴質 納 札∴榎子 庚∴君 奥羽山地一中斬続 
27 

′. 

No,15 ケ 
了.8 2.4 1.3 26.5 墳 質 泥 岩 ケ 一 々 

28 ケ ケ 
6.8 4.5 0,9 27.5 ケ 〃 - ケ 

29 /. ベルト ケ 
2.了 2.8 1 9.7 硬 質 碓 功∵質 泥音 曲 ク ー ケ 

30 /′ ′′ 

9.5 7.3 1.7 110 珪 質 泥∴∴暮 ク ー ケ 

31 C」 ′′ 

3.3 3 1 10 硬 質 泥 槍 〃 - ケ 

32 C G 15 ベルト ノン 

2,9 2.4 0.5 3.5 石 質 細 粒 磁 庚∴君 ク ー ク 

33 ケ .. 

6.9 2.6 1.3 30 碩音 質 磯 原∴質 泥 岩 奥羽山地一缶生井 
34 /′ 

/′ 

2.8 2.6 1.1 3.7 珪質橿細粒榎原岩 奥羽山地一中断続 
35 

′, 

ベルト /. 

3.8 1.9 1.7 3.7 硬 質 磁 伏∴質 泥 岩 奥羽山地一百生井 
36 C」 15 ベルト ケ 

7.5 4 1.1 30 硬∴∴質 泥 岩 奥羽山地一中筋読 
37 C G 15 ′. 

7 3.9 1.5 50 碩音 質音 凝三 成 質 泥 鑓 奥羽山地一古生界 
こ躯 C」 15 以東 ′′ 

7,了 4.5 2.7 40 薄紙糖質橿細粒磁庚君質 奥羽山地一中筋統 

39 C G ヘルト l′ 

6.4 3.8 1.2 30 珪∴∴質 泥 繕 奥羽I屈也一中斬雛 
く10 

ケ ′i 

2.6 2.了 0.9 8.2 硬 質∴∴泥∴∴君 ク ー
ノン 

41 ・ケ ケ 
8.5 2.2 l.6 」0 硬 質 礁 妖∴質 泥 ri 奥羽山地一百掌握 

42 
●, 

′ン 

5・2 4.8 L9 50 ケ ク ー ケ 

43 
′. 

′ン 

5 4 l,2 30 ′′ ク ー 〃 

44 /′ 〃 
5.8 4.5 Ll 20.3 ケ ク ー 〃 

45 C G 15 ベルト 石蟹A 
へ 

6.3 5.2 2.5 110 緯∴色 凝∴庚∴∴君 奥羽山地一中筋続 
46 

●′ 

〃 A ○ 5.8 3.8 1.4 30 石 質 細 粒 凝 妖∴君 ケ 一 々 

し!7 
′. 

ケ A 
/‾‾ヽ 

○ 了.8 い∴) 2.2 150 緑 色 凝;∴伏∴∴嵩 ク ー一 々 

48 ノン 

No22 ケ C 
音/‾ヽ \-ノ 

i

) 6.9 1.3 80 流 紋∴糖 質 雌 伏 君 ク ー ケ 

l書9 
ケ ケ B ∵‾ 8.1 6.5 2.1 140 輝 石 安 山 雛 ・シ

ー ク 

50 /′ ケ A C 7.3 6.3 1.9 100 緑 色 凝 庚 君 ク ー
ケ 

51 C G 15 ケ B C / 5.1 i2 110 」ク ク ー ケ 

52 
.. 

ケ B ∴ 5.2 4.5 1.6 50 輝∴∴石∴ 音安 山 岩 〃 - ケ 

53 ノン ケ B 
/‾\、 、\_ノ 

6.4 5.8 1.6 90 緑 色 潤子∴妖∴∴君 ク ー ケ 

54 ケ ケ A ○ 5.9 4 6.7 30 硬∴∴買∴∴捉,∴∴告 ク ー 〃 

55 
′′ ケ B C 了.2 5.3 2.2 110 緑 色 種 板 君 ケ 一 々 

56 
′● 

ケ B C 6 4 1.4 40 櫛∴∴石∴ 音安 山 岩 ク ー ケ 

57 /′ ケ C ∴ う.4 5.2 L5 50 ′′ ク ー
イ′ 

58 C G 15 ケ C ○ 了.3 6.8 2.6 1了0 緑∴ 色∴蒔き∴庚∴∴君 ク ー ケ 

59 ケ 
No.11 〃 A 

音/へ\ \\ノ 
7.4 5.7 1.8 90 ケ ケ 一 々 

60 
i, 

ケ A (⊃ 7.8 4.3 0.9 ・書0 ノン ク ー 〃 

6! 
′′ 

ケ C ○ 4.7 4 1.1 25.8 輝 石∴i宏 山 星 ク ー ケ 

62 
′′ 

No.20 ケ B ∴ 5.6 5.2 1,8 70 緑 色 凝 吠∴∴君 〃 - ケ 

63 C G 1う ベルト 〃 B ∴ 6.3 じ 1.4 70 ケ シ ー ′. 

くすま 
′ン "∴C ∴ 5.1 5 L8 70 ノン ク ー ケ 

65 !′ 席右 ○ 10.2 9.6 5.8 710 ケ 

66 〃 ケ 
」) 9.9 7.4 2.2 4・10 流 鼓 督 質 礁 吠∴君 ク ー ケ 

67 CG 15 /′ 

′‾ヽ 

11.5 10.8 5.1 970 化∴∴欄 間 綜- ∴暮 ク ー ケ 

牲沢ダム付近一中′引く 
68 C G 15 =Iみ石 C 11.2 7.6 4.7 580 両∴糊∴石∴安 山 岩 

69 ケ .● C 11.4 8.4 4.8 680 ケ 焼石岳火山群一翻れ靖己 
了0 CG 15 /. 

C音 16.2 5.9 5.8 000 緑 色 凄子∴疾∴∴督 ク ー 〃 

了1 
i′ 

′′ 

子ヽ \_ノ 
10.5 8.6 4.4 5う0 i宥こ 赦 君 質 凝 妖∴君 奥抑lは也一中斬新 

72 C G 15 ベルト 石肌 
lへ 一一/i 

了.6 7.4 1.6 120 両∴榔∴有∴安 両 君 典羽両地一針飾控 

了3 /′ 極右 (へ 9.8 6,3 1.6 150 存∴質 細 粒 噸一 吠∴君 典;別冊也一中斬統 
74 C G No.1 十∴「1 16.5 7.6 3.3 620 線 色 《捷 妖 君 ケ 一 考 

75 ケ ベルト ケ 17.5 8.2 4.3 920 ケ 〃 - 〃 

了6 C G 側_乙l 12 6.6 3.2 430 ケ 〃 - ケ 

77 ケ 
〃∴a-2 11.3 7,7 5.7 520 両∴櫛 石’安 山 岩 奥羽山地一餅斬雛 

78 ノン ベルト ケ∴a-2 9.4 5.8 5.9 390 櫛∴石∴宏 両 君 奥羽山地一中所説 
了9 C G 15 No.8 ケ∴a-2 了.7 6.1 3.1 190 流 紋 岩 ノシ

ー
!′ 

80 
.i ベルト ケ∴a-2 15.5 8.4 5 560 緑∴せ く睦∴妖∴∴柵 ク ー ケ 

81 ケ ケ ケ b-1 1L1 4.9 2.9 1了0 流 紋 岩 質 種 妖 星 ク ー ケ 

82 C G 15 ら∴い-1 4.8 6.4 2.8 210 ・ク ク ー 〃 

83 イ′ 

∴い_1 13.4 7 5 660 緑 色 凄子∴庚∴∴督 シ ー
′′ 

84 ケ 〃
b_2 16.了 9.8 5.4 1230 7 ロ と ラ イ ト ケ ー ケ 

85 ケ ケ
b-2 9.6 6.7 3.5 280 面∴嘩∴安 山 岩∴質 ケ∴来緑一雄飾競 

86 ケ ベルト 〃
b_2 10.5 6.5 3.3 290 ノン ク ー ケ 

87 ケ 
No.12 ケ

b_2 9.8 6.7 4.1 390 ケ ク ー ケ 

88 C G 15 ベルト ケ b_2 7.9 6.2 3.3 2(畑 ケ ク ー ケ 

89 /′ No.3 ケ
h_2 17.5 6.6 2.5 420 緑∴亀 子提∴朕∴∴君 好捕=施一中神控 

- 158
-



ー遺 物 繍-

00 C G 15 東西ベルト 断三b_2 7.3 5.9 3.3 200 緑 色 准:∴妖∴∴柵 奥羽山地一中筋統 
91 ノン イ′ ケ

b_2 
i 

11 9.1 5.8 530 プ ロ と ラ イ ド 〃 鵜 ケ 

92 ケ 南北ベルト 〃
b-2 7.9 5.6 3.9 130 ′. ク ー

ケ 

93 〃 
東西ベルト 〃 b_2 11.1 7.5 2.8 320 硬 砂 牲 北上山地一古生界 

94 C G 15 No.19 〃 b_2 8.9 6.3 2.6 230 織 色 くぼ∴,疾∴∴牲 奥羽し1」地一中新鋭 

95 ケ No.4 檀勘与も ○ 2,6 2.5 0.5 4 石 質 細 粒 凄 味∴君 ク ー ケ 

96 ノン 〃 
(〕 1.9 1.7 0.4 2 ノン ケ 一 々 

97 
●● 

“匙(縦) ○ 6.5 2.9 0,8 12 珪 質 泥∴∴君 ケ 一
々 

98 
′● 

〃(不明) ○ 2.5 3.7 0.7 4.5 隷 畑 杵 奥羽山地葉纏一鮮折紙 

99 C G 15 不定形 7.3 4.4 1.3 40 石 質∴細I槌:茂子 妖∴君 奥羽山地一中筋親 
100 ケ ノン 7.2 5.7 1.7 50 硬∴∴質 泥 岩 :ヽ

〇
〇㌦ 

101 ケ 石核 4.5 4 2.5 30 鉄 石 炎 ク ー ケ 

102 C G 15 敲村議 (⊃ 13.7 4.5 2 180 粘 板 岩 夏油・仙人一百生井 

103 ノン 」ク 

(つ 10.5 3.3 1.4 70 ケ ′シ
ー

ノブ 

104 C G 15 石蝕b ○ 3.9 2.9 1 11 碩子∴∴質 泥 糖 奥羽山地一中折箱 

105 ケ 〃 b ○ 3.2 2 0,7 4.3 硬 質 種 板 質 泥音 君 典)別1」地一古生界 

100 C G 15 . 

(⊃ 2.1 l.4 0.7 0.5 流紋牲質橿細粒健妖岩 奥羽山地一中筋続 
107 ノン 〃 a ○ 3.9 1.9 0.6 3 硬 質 磁 伏 質 泥 岩 奥羽I屈也一缶生井 

108 C G 15 〃 a (〕 3.7 l.8 0.7 3 珪 質 泥 岩 奥羽山地一中筋続 

109 ケ 〃 a (⊃ 3.2 2 0.3 2.3 硬 質 凝 吠 質 泥 岩 奥羽山地一書隼雄 

110 ケ 
〃∴∴a ○ 3.6 1.8 0,5 2 《罵 吠 質 細 粒 砂 岩 奥羽山地一中斬続 

CJ24C I21住居跡

1 CI 21 Ⅱ 石畿a ○ 3.2 1.7 0.4 1.5 珪 質 泥 岩 奥羽山地一中浦挽 

2 ケ 拡張にⅡ 〃 a ○ 4.3 2.2 0.7 4.5 石 質梯細粒凝頂∴督 ク ー ケ 

3 ケ 東西 ● ○ 3.4 2.1 0,4 3.3 ノン ’′ ∴- 子 

4 ケ BB ● ○ 3.6 2.4 0.8 5,8 ′. 
ノシ

ー ク 

5 C」 15 BB ● ○ 3.2 2 0.8 3.5 石 質 泥 星 ケ ー ケ 

6 CI 21 拡張部Ⅱ ク b ○ 5 3.5 0.9 13 軽質泥岩 質凝夙∵告 ク ー ケ 

7 C1 2l 拡駿区Ⅱ 石壁維 ○ 7.2 4.2 1.1 30 珪∴∴㌣i∴ 泥 岩 ′′ - ′. 

8 
′. 故殺区Ⅱ ケ 縦 ○ 6.4 3,5 1 22.7 硬 質 泥 岩 ク ー-

/. 

9 ケ 拡張匪Ⅱ ケ 縦 ○ 6.7 2.3 0.8 11.6 石 質極細粒凋㍉妖言督 ク ー ケ 

10 CJ 15 ケ 縦 ○ 5.3 2.3 0,9 6.5 硬 質∴噸;庚,質∴泥音 拾 ′シ
ー ク 

11 CJ 21 Ⅱ ケ 縦 ○ 9.1 3.3 L2 40 ノン 〃 「
I′ 

12 C」 2 4 No.26 ク 縦 ○ 6,1 2.2 0.6 8 ノン /′
- ケ 

13 CJ 15 C」12 ケ 横 ○ 5.3 4.8 1 17.5 ノン ク ー
/′ 

14 C」 12 珠面起上 〃 横 ○ 3 4.4 1.1 8.8 鉄 石∴∴∴∴∴英 ・シ
ー ク 

15 CI 21 拡張Ⅱ層 〃 横 ○ 5.1 7.3 0,9 30 硬i質∴凝∵吠 質 泥 岩 ′′
- !′ 

16 
′′ 

4 
〃 横 ○ 4.8 4.9 0.8 7.8 ケ ・シ

ー ケ 

17 CJ 15 遺物E肺 定形d 3.4 3.7 1.2 14 硬 質 湿 すi 
ク ー ケ 

18 CI 12 鵠大理土 ヶ d 4 2.7 1.2 12.5 ノン iシ
ー ′・ 

19 CI 18 ケ ヶ∴「 ○ 5.9 2.7 1.1 21.5 ケ ク ー ケ 

20 C」 2 4 肱般●Ⅱ晒 〃 「 ○ 5.5 2.6 l.1 21.5 ケ ′. - ′′ 

21 C」 21 ′′ ヶ 「 ○ 6,7 2.7 l.2 26 硬 質 遊 庚 質 泥 岩 ク ー
ノン 

22 C」 18 堅穴壌土 ヶ 「 ○ 6 4.5 1.8 60 ケ 子 ・- シ 

23 CJ 21 拡破Ⅱ帥 〃 b ○ 8.3 3,2 1.6 50 硬 質 泥 岩 ′′ -
′. 

24 CI 21 ケ 〃 b (⊃ 6.6 2.9 L4 30 石 質極細粒種板君 ク ー ケ 

25 ケ ケ ● ○ 7 2.5 1.4 30 硬 質 泥∴∴君 ク ー
ーケ 

26 CJ 2 4 ノン 〃 b ○ 8.8 2.8 2.2 50 /′ 〃 - ケ 

27 CI 21 ノン 〃 b ○ 10.8 2.8 1.9 50 硬∴質.距 疾 質 泥 岩 ク ー ケ 

28 CI 12 /′ 不定形 9 2.8 1.2 40 信∴置 履I人 質 混 信 ク ー ケ 

29 C」 21 ケ !′ 1l.1 3.8 1.8 90 硬 質 泥 岩 ●′ -
′′ 

30 CI 21 No30 ケ 7.9 4.2 L5 40 硬 質 凝 伏 質 泥 岩 ケ ・・-
/′ 

31 CJ 2 4 拡般Ⅱ屑 ケ 10.8 7.9 2.5 130 /′ ク ー ク 

32 C」 21 西側拡張 ケ 
8 5.5 1.7 70 硬∴∴質 泥 暮 ク ー ケ 

33 CI 21 拡張医Ⅱ ケ 8.9 4.1 1.1 60 ノン ク ー
ーシ 

34 ノブ ケ ケ 6 3.5 0.8 15.1 ケ ク ー 〃 

35 !′ 東西」棚I」 ケ 10.2 5.9 3.4 150 /′ ク ー ケ 

36 ・ク 拡張区Ⅱ ノン 6.2 3 1.4 24 思 箱 石 奥‡聞白地鮮ま-餅斬雛 

37 CJ 15 ケ 7.7 5.9 1 29 硬 質 泥 君 奥三部屈也一中斬続 
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一遇 物 縞-

38 CJ 2 4 No.10 不定形 7.7 5.5 1.9 80 硬 質∴∴泥 岩 奥羽用地一中筋続 

39 」ク 珠而 上 
ケ 7,4 5.5 1.5 40 ケ ケ ・-

/′ 

40 イ′ 0ベルト /′ 7.4 4.6 l 30 ケ ′′ - ′. 

41 CJ 15 ケ 
5.1 5.3 1.7 50 鋲 石 英 ク ー

ノン 

42 C 萱 21 Ⅱ-③ I′ 

6.1 3.3 1.6 38 雄二∴∴質 泥 岩 /′
・葛

ノン 

43 
ケ Ⅱ-(① 

′′ 

9.1 3.4 2.1 了0 碩∴質 種 屈 性 没 年1 1 1 

ケ 一 々 

44 
ケ 

0 
ケ 

7.6 5.2 2.6 60 f 質∴∴泥,∴督 ケ 一・・・〇 ケ 

45 CJ 2 4 Ⅱ-① ′′ 

6,8 5.3 1.6 50 I i 質 泥 浩 
′・ ∴- 子 

46 C」 21 Ⅱ-③ 〃 2,6 3.5 0.4 」言う 石 質 細 粒i槌 朕∴拾 ク ー ケ 

47 CI 21 Ⅱ ノブ 4.6 3.2 3 1了言う 硬 質 泥 岩 ノン
一

・シ 

48 CJ 2 4 Ⅱ-① 」ク 

6.1 3.5 1.4 24.5 硬 質 雌 伏 質 泥
′ 

!′ -. ケ 

49 CI 12 Ⅱ-(り ・ケ 

5.8 2.6 1.2 16.8 硬 質 泥 † 1 i 
子 -

.′ 

50 C」 12 0「① ケ 5.9 4.8 0,9 26.5 石 質 凝 頂 門 泥 岩 レ ー ク 

51 CI 21 Ⅱ-① ケ 6.4 5.3 0.8 19.6 硬 質 没 年“ 

〃 「 ケ 

52 CJ 2 4 昧面 上 
/′ 

3.4 1.6 0.4 3.2 珪∴質 泥 質 種 妖∴星 !′
-

1シ 

53 CI 21 Ⅱ 
′′ 

○ 1.9 0.3 こう 硬 質 泥∴∴年- l i ク ー ケ 

54 
・シ 坤土④ ケ 3.7 2.5 0.7 l.こ) ケ ク ー ケ 

55 CJ 12 Ⅱ-① ケ 
5 4.4 1.4 3() 硬 質 《接」吠∴質 泥 岩 ク ー

1′ 

56 CI 21 Ⅱ-③ ・ケ 

6.6 3.3 1.3 30 硬 質 泥 l′
-

′′ 

57 
ケ Ⅱ-(り 

′′ 

5.4 3.9 1.4 30 ケ ケ ー ケ 

58 CI 21 Ⅱ-② ・シ 

6.6 3 1 14,6 硬 質 碓 原 質 泥 -“ 1 i 

レ ー ク 

59 ノン 0「① ケ 
4 2.1 0,7 16.2 硬∴∴膏iぐ∴∴泥∴年 ケ ・。-

l′ 

60 CJ 15 ベルト ノン 

3.7 36 1.5 15,8 ケ :) -∴ イ 

61 CI 21 Ⅱ 
ケ 3.7 2.5 1 6.2 石質極細精薄妖言君 ク ー ケ 

62 
′′ Ⅱ-② ′′ 

6.4 3.3 1.6 50 堆∴∴質 泥 岩 ′. -
1′ 

63 CJ 15 ベルト 〃 
4.1 1.8 1.1 諏) 碩∴∴質 泥

- ク ー ケ 

64 CI 21 Ⅱ-③ ′. 

7.1 3.3 1.2 8.6 硬 質 磁 庚∴質 泥 と 
ク ー

!′ 

65 CJ 21 Ⅱ 
ノブ 

6.4 3.5 0.9 19.5 硬 質 凝 原 質 泥 岩 ケ 一 々 

66 CI 21 Ⅱ 
ノン 

6.2 3.5 1,3 30 壇∴∴質 泥 岩 イ・
- ケ 

67 C」 15 ベルト `・ 

5.6 2.5 1.7 30 硬 質 泥 岩 ケ ー
イ′ 

68 CI 21 Ⅱ=(り 
′. 

3.5 3 
1 7.3 ケ ケ 一 々 

69 ケ No.① /′ 

5.1 3.9 1.1 17 石 質 雌 伏 質 泥 で l i 

シ ー ク 

70 CI 18 ケ 
4 2.7 0.7 6 石質 桶細粒礁妖言君 ケ 一 々 

71 CJ 15 ブリット /′ 

6 3.6 0.8 16 硬 質 雌 伏 質 泥 で ▲ ) 
〃 - ケ 

72 
′● ブリット ′. 

6.6 5.4 1.1 40 子 質 種 朕 質 泥 で l ) 

ク ー ケ 

73 CJ 21 Ⅱ 
イ′ 

5.1 3.3 0.8 11 f 質 泥 質 礁 吠
′ 

イ ー
′. 

74 
ケ Ⅱ-③ ′′ 

6.1 3.1 1.1 17.6 硬 質 泥 ‡ 

′. -
′′ 

75 CI 21 Ⅱ-1③ ・ク 

3.4 3.2 0.8 10.6 石質樗糾口的言堆II白 ′′ ∴- つ 

76 ノン 0一① ケ 4.7 3.6 1.I 12 ケ ク ー ケ 

77 ケ 
0 

ケ 4.2 3.2 0.8 14 硬“買 手堪 り(質∵花 王“ 
l I 

′・
- ケ 

78 CJ 15 ベルト ノン 

2.6 2.6 0.5 4 万 質∴∴汎三∴‡i 1 ) ′′ 置 シ 

79 
′. ベルト ′. 

4.3 2.9 1.う 15.6 I 質 雌 伏 買 うI立 番’ l i 

〃 - ケ 

80 ケ ブリ・ノト ケ 
3.6 2.8 0.8 12.7 t 質極細湿凝Il白` l i ク ー ケ 

ー 

81 C」 18 駁穴場士 石鎚C ○ 5 5.1 1.5 50 右∴質 冶E∴I実 ‡ l i 典初出地一中所維 
82 CI 21 Ⅱ-① 〃 A ○ 6.9 5,5 1.8 100 緑∴色 《堆∴∴朕∴∴星 〃 - ケ 

83 ・シ 

Ⅱ 
ケ C 

言、 
7.4 7 1.9 100 石 質 凝∴I夫∴年“ { I ク ー 〃 

84 CJ 2 4 Ⅱ-① ケ A ○ 8.6 5.8 2.了 180 7〔」とライト質磁I短“ l I ケ ∴- ノン 

85 CJ 21 Ⅱ ケ C ∵∴ 6.6 6 1.8 100 緑∴色 凝∴伏∴∴浩 ケ 一 々 

86 
′. 

0 
ケ A ○ 7,8 5.4 2 90 了 質∴ 音漣:∴妖∴∴君 ク ー ケ 

87 CI 21 Ⅱ-② 〃 A ○ 7.9 6.1 2 140 柁∴∴開 聞 続 ‡“i 

1 

蔦潰グム付近一中生I(: 

88 」シ Ⅱ-(り 〃 B 
「 

10.1 7.8 2.1 240 画∴櫛∴有∴宏 =I浩 
1 

椀石火向椛一期哨己 
89 C」 2 4 岡 辺 〃 A 

言、 
8.5 6.2 2言う 130 右 質 種;∴広三∴∴浩 

l 典羽用地一中津続 
90 CI 21 Ⅱ-(り ケ A ∩ 9.3 9.’6 2言う 160 漣;質 質’親∵粒 砂 浩 

l 
ク ー ケ 

91 
′′ Ⅱ-⑨ ケ C \ヽ 

6.3 6.5 2,4 100 石 質 細 料∴凄;吠∴告 〃 - ケ 

92 
′● 地上④ ケ A 

\\ 

8.4 5.9 2.2 140 城∴咽 質 宏 申 告 
l 

イ′
-

′′ 

93 CJ 21 Ⅱ 
〃 B ○ 7.7 6.5 1.5 100 遊音 原 質 親 的 砂‡’, 

l 
′′ -

l′ 

94 C 萱 21 Ⅱ-③ ケ B 

’

8.4 5.6 2.1 120 緑∴色 贋∴吠∴∴浩 l ク ー ケ 

95 ケ Ⅱ-(② ケ A 
: 

8.8 6,8 2.4 200 ケ ク ー ケ 

96 ケ Ⅱ-① ケ B ′う 8.5 6.6 1.8 140 石 質 碓;∴吹 l’, 

l 
′● - ′′ 

97 CI 21 Ⅱ「② ケ B (つ 5.9 5 1.9 80 ノン /′ ∴- ′. 

98 CJ 2 4 N 30 ケ C ○ 6.6 6.4 2.1 120 破∴璃i質’友 両 年 I 1 

ク ー ケ 

99 CI 21 Ⅱ-② ケ A ○ 8.4 6 2.2 140 ケ ′′ - 〆 

100 
」ケ Ⅱ-(り 〃 A (⊃ 8.5 5.4 1,6 100 石 質 雌 伏∴∴督 /′

○○ 〃 

101 C」 12 昧両前上 ケ∴A ○ 8 5.5 1.4 80 題“吠∴件 細 粒 砂 告 ク ー ケ 

102 CJ 21 埴 土 ケ A ○ 5.8 4.8 1.4 60 右∴質∴清さ∴吠∴∴浩 ク ー ケ 

103 CI 21 Ⅱ 〃∴A ∵∴ 7.5 5.1 1.4 70 ケ ク ー ケ 

104 
4′ Ⅱ-(① ケ C :ヽ 5.2 4.5 1.8 60 

′′ ′. - イ 

105 
ノン 

Ⅱ-(り 〃 B C 6.8 4.8 1.3 70 緑∴∴泥 片 岩 航法川上淡I?)・仙人一高′出ふ 

106 CJ 2 4 87 番 〃 B :÷ 8.2 5,3 2.・4 130 右∴浩子 i捷∴妖∴∴告 奥羽両地一中筋続 

- 160
-



一遺 物 編-

107 CI 21 堆土(① 石鍾C ○ 7.4 6.9 2.1 150 破 璃 質∴′友 =i告 奥羽山地一中称維 

108 
〃 Ⅱ-① 〃 B ○ 7.5 6.1 1.4 80 石∴引i 堆∴朕∴∴告 ケ 一 々 

109 
ケ Ⅱ-(① 〃 A ○ 7.3 6 2 120 

・シ ケ 一・・一 ケ 

110 C」 2 4 N 30 
〃 A ○ 5.8 4.6 1.3 50 

ケ ク ー ケ 

111 
ケ N 30 

〃 C (⊃ 6.3 5.9 2.5 130 石∴∴英i∴宏 両 生 奥羽山地菓紘一中斬維 

112 CI 21 Ⅱ-(① ケ A ○ 7.7 6.4 2.2 150 緑 色 雌 伏 糖 奥羽山地一中斬統 

113 
〃 埋土④ ケ B ○ 7.2 5.5 1.6 70 石 質∴淀と I天∴着 ・ク

ー
・ク 

114 CI 15 竪穴杷士 ケ C ○ 5 4.9 2.4 80 ・ケ 
ノン ∴・一 々 

115 CJ 2 4 N 30 
ケ B ○ 8.6 7.7 l.8 160 

・タ ノン
〇

・タ 

116 C」 15 ベルト ケ C ○ 6 5.9 1.4 70 /′ ′′
- ′′ 

117 CJ 2 4 3 
ケ C ○ 6.4 5.6 2.1 100 花音 ∴欄 間 録:∴君 盛況ダム付近一中生代

“ 

118 C 量 21 0-(2) ケ B ○ 7.4 6.4 2.3 140 破∴姻∴質∴宏 両 雄 奥羽山地一中新鋭 

119 
ケ Ⅱ-(3) 

ケ B ○ 6.8 4.6 1.2 60 石 質 細 粒 凝 吠∴君 ケ 音・葛 ケ 

120 
ケ 

(4) 
ケ C ○ 6 6 1.6 90 石∴質∴聞き∴吠∴∴星 /′

- ケ 

121 C」 18 鴇穴坤l二 ク C ○ 5.8 5.7 L5 了0 録∴色 雌∴庚∴∴君 ケ 一・ ケ 

122 CI 21 Ⅱ-(2) ケ A ○ 7.9 6.3 2.1 110 破∴璃∴質∴安Il」持 ク ー ケ 

123 ノン 0-12) ケ A ○ 7 5.8 2.1 100 /′ ク ー ケ 

124 CJ 15 ベルト ケ B ○ 6 5.2 1.7 了0 石∴習〔 雌∴庚∴∴君 ・ク
ー

/′ 

125 C」 21 鷹右 ○ 7.3 6.2 5.1 袈IO 花 欄 間 綿;∴桝 竪沢ダム付近一中生ハこ 

126 CI 21 0-(3) ケ ○ 9.5 8.8 5 鍵0 ′′ ケ 一
々 

127 
・シ Ⅱ一(2〉 ′′ ○ 8.5 8.2 4.2 470 両 雄∴石∴安 山 岩 奥羽山地壇総一中斬統 

128 
ケ Ⅱ-I2) ノン ○ 13.6 7.5 5.3 830 花 ∴個 閃 綿;∴岩 鎧沢ダム付近一中生代 

129 
」ク Ⅱ-(3) ・シ ○ 12.8 8.5 5 760 緑 色 凄子∴伏∴∴君 奥羽山地一中筋統 

130 
」ケ 現 士 ノン ○ 9.5 8.5 7.1 歓)0 両 輝 石 安 山 岩 焼石岳火山群-う川棚己 

131 
/′ Ⅱ-(D ノン ○ 12.4 7 4.3 憾0 ′′ ク ー

ケ 

132 CJ 2 4 Ⅱ-11) /′ ○ 12.8 8.3 5.7 870 ケ ′′
- ク 

133 CI 21 Ⅱ-(1) 
ケ ○ 9.5 7.3 4.3 390 プロビライト質凝灰岩 奥羽山地一中斬統 

134 CJ 2 4 Ⅱ-(3) ノン ○ 11 8.8 9 1,200 両 輝 石 安 山 岩 焼石岳火Il」群-フ川棚己 

135 CI 21 Ⅱ-(3) 甲み右 ○ 8.5 7.6 2.7 230 維 色 濃と∴I大 岩 奥羽山地一中斬統 

136 
ケ 理 工 ノン ○ 10.7 8言う 6.8 740 」ケ ク ー ケ 

137 
ケ Ⅱ-〈3〉 !′ ○ 10.2 了.4 5.5 叙)0 

′. 焼石岳火山群-;柄手嶋己 

138 CJ 18 軽穴理工 ケ ○ 12.5 8.7 4.7 初0 〃 奥羽山地一中筋統 

139 CI 21 Ⅱ-(2〉 ノン ○ 10.2 7.9 3.7 360 /′ ク ー
・ク 

140 CJ 21 Ⅱ 
〃 ○ 7.7 7.9 4.2 210 

ク ノン
一

・ク 

141 CJ 2 4 珠 下(3) 
ケ ○ 9.4 7,6 5.8 聯0 両 輝 石 安 山 岩 燐石重大11」群-オi鵬己 

142 CI 21 0-(3) 
′. ○ 9.7 6.6 4.9 460 

!′ ク ー ケ 

143 
〃・ CC」18 ケ ○ 9.6 6.2 4.8 220 ケ ′・ - シ 

144 C」 21 0 
′′ ○ 11.2 7.2 3.2 鍵0 ・シ ク ー ク 

145 CJ 2 4 珠0(3) ケ ○ 11 9.5 5.1 750 花 園 閃 録∴岩 捜沢ダム付近一中生代 

146 
(′ 珠下0(3〉 

′. ○ 11.8 7.7 3.2 370 プロピライト質凝原盤 奥羽山地一中新鋭 

147 CI 21 Ⅱ-(3) 断二a- 11.1 6.3 4 290 緑 色 凝 原 盤 奥羽山地一中斬統 

148 CJ 2 4 Ⅱ-は) ケ 16.了 9.3 5.7 1,150 プロピライト調榎原岩 ク ー
ノン 

149 CI 21 ベルト 鷺二a・2-イ 7.8 6.7 3.8 250 線 色 楼 原 器 〃 - ケ 

150 
」シ Ⅱ-(2) ノン 10.3 7.1 6 530 両 輝∴石∴安 山 岩 ′′ -

:シ 

151 
ケ 

Ⅱ 断音読-2 7.8 6.2 5.4 2了0 緑 色 凝 庚 鵜 ノン
一 々 

152 CJ 2 4 NO Pit 
ケ 11.2 7.5 6.7 720 両 輝 石 安 山 岩 ク ー

`・ 

153 CI 21 Ⅱ一13〉 ・ケ 9.5 6.9 ●6 380 ケ 奥羽山地菓紘一中斬親 

154 CI 21 Ⅱ-(3) ク 10.1 6.2 4.3 紬0 粘板岩ホルンフェルス 斌帥=-古生非 

155 
1′ Ⅱ-(1) イ・ 6.8 5.8 4.6 230 流 紋 鵜 奥羽山地一中新穀 

156 
く′ Ⅱ-(3) 

ケ 10.2 6.3 5.4 470 花 園 閃 緑 岩 盟沢ダム付近一中生代 

157 
・ケ 

Ⅱ 
(′ 7.5 4.9 3.1 150 破∴嘱;質∴安 山 岩 奥羽山地一中斬雛 

158 
ケ ベルト ′. 

7.1 5.8 3.9 180 両 輝 石 安 山 岩 続石島火山群一組晒己 

159 
′. 

Ⅱ 
′′ 9.6 8 3.8 4叙) 

/′ 奥羽山地葉結一中筋統 

160 C」 21 床面宿上 鴫.iI-2言 11.1 7.2 2.7 210 
ケ ・シ

ー
・ク 

161 CI 21 Ⅱ-(3I 
〃 7.2 l 3.6 140 プロピライト質凝I表替 奥羽山地一中斯統 

162 C」 21 Ⅱ 
ケ 9.6 7.1 4.4 310 ケ ク ー ケ 

163 CI 21 ベルト 断二b-2 7.6 5.8 3.8 1了0 粘板岩ホルンフェルス 姑由月i一古生雄 

164 CJ 15 ・ケ 7.5 3 2.了 100 
・ク ク ー

{′ 

165 CI 21 Ⅱ-(2〉 
〃 8.4 6.4 2.1 100 緑 色 凝 庚 岩 奥羽山地一中斬統 

166 
′′ 堰 土 ケ 8.8 6.4 3.2 290 花 樹 閃 緑 岩 盟沢ダム付近一中生代 

167 
′′ ベルト ′′ 8.5 7.4 4 410 プロピライト質縫原盤 奥羽Il」地一中斬統 

168 CJ 21 油土で言 !′ 10.7 6.7 5.6 550 破∴姻i質 安 山 岩 」シ
ー ク 

169 CI 21 Ⅱ-〈3〉 
′′ 12.5 7.9 4 440 プロピライト質雌伏常 ノン

-
」ケ 

170 CJ 21 Ⅱ 
ノン 11.2 5 3.7 250 流 紋 岩 ク ー ケ 

171 CI 21 Ⅱ-(3) 
〃 8.8 6.7 5.4 400 プロピライト質種妖精 ク ー ケ 

172 
ノン 

Ⅱ 
ノン 11 6.5 3.3 こ鵜0 両 輝 石 安 山 岩 /′

- ケ 

173 C」 21 鷹両種上 ケ 12.2 6.2 3.7 320 維∴せ! 毒蚤 l味∴堵 `′
- ケ 

一161 -



ー遺 物 細-

1了4 CI :Zl 理 工 音耽読「 12.8 5.4 し了 :轟0 海 信 実 申 告 妙刷白地姐ま-中新続 
175 

/′ =- 丁、 

i→ 

ilふ9 仁.2; ∴く l 0 プロしこライト質種産品! 典羽両地- …新続 
1了6 CI 18 堅穴型上 1′ 圧∴† 

し

6.1、l言う 50 
ー, 

・シ
ー

ーシ 

1了7 C.J 1 口=亘) 音12.l 了.1 .こ) :引0 板∴∴∴∴告 虹i仙I・仙人-古′ 弓手 

l了8 C.J ! 一言十 ケ∴(2) i∴申. 了.1 () 璃∴質∴宏 申 告 姫刷屈曲一中海 

1了9 CI 1 ーI自 !′ 

I 【 

i8・ 5言う 1,9 30 占 板 告 姑間i ・仙人一宮′ ニット 

180 
!′ ′′ 

上う 6.9 ふ !8() 轟 砂 告 北 .i屈曲一古生’ 

【 

181 C.J ∴I 昧 i3I 石肌 ∴い- 」.3 ? 
120 両 輝 石 宏 申 告 典男I屈曲点緑一中新羅 

182 CI 1 t). 了.4 .9 :す10 
!′ ケ ー ケ 

183 C.1 1 一一(1) 
/′ 

申・、 i8"8 35() 
′′ シ ー タ 

184 C.J 18 i 

’li・:母上 
′′ 

8. 
i了・2 了.8 書期) 

i→ 

シ ー ク 

185 C.J 21 ′′ 

」 

t).8 」.し1 工2 登50 /′ ′シ
ー

ノン 

186 C.J 18 で 穴母上 /′ 

il(主6 6.1 こう.8 25(I 化∴∴樟 閃 緑音 ∴告 据尺ケノ中台互一高′即‡ 

18了 C.J 之1 ←● 

1工・l 13.8 l.」 1(う2(I 叛告買角醗雌伏告 I井川i白地蝉ま-中海続 

189 C.J 18 鵠穴理工 ′′ 

?5言う =0"2 2.丁 了10 
il 櫛 信 宏 申 告 !′ - ケ 

190 C.J イ 座 下 
ノ′ 

2(l i8,5 了.2 15丁O 
(′ ケ ー

ケ 

圧)l CI 1 II-11) 
!′ 

t).、! 了.9 1.し 1、10 
/′ /.

・-
ノン 

192 C.J 1 II 

!′ 

之0.8 19.5 ふ1 19」0 
.→ 

1′
-

ノン 

1t)3 Cl 1 埋 口4) 臨秋石斧 申. :).1 ●l 之50 緑 色 種子∴吠∴∴告 喚羽用地-i I弾続 

il用 C.J 1 り-(2) ノン 

i 

9. :)言) 3. 2:執「 棚板若木ルシフ し′レス 虹 川i-i 生井 
1と)5 Cl 1 N:捕(4) 

′′ 

雪 

丁.9 ・1.3 之. 120 l上告 極細神慮I/言“予 妙】 I屈也-l )新続 

1t時 
′′ 

I!「(3〉 
′′ 

(う.8 工8 2言う 120 
/′ ク ー ケ 

圧)了 
′・ 

II 

!′ 

「 i5.9 工6 2,9 110 裾 板∴∴∴∴告 姑帖Ii・仙人一宮′朝子 

1t)8 
/. 

H-(1) 
i● 

雪

8.8 ・1言! 
? 

12() 
/. ・シ

ili音-
・シ 

1t)9 CI ∴l G∴N O 硝石 9.1 工3 之.5 引) 両 櫛∴信’女 川 告 臭〕肌用也蹄文一中筋続 

00 Cl 1 ー(2〉 イ 
6.1 こ)言) 1∴う ) 

!′ ケ 一 夕 

01 C.1 1 
l 
一口‖ イ′ 

6.5 ふl 1 16 梱板若木Iレンフ∴上月/ス 姑 用I-高 生井 
02 仁l 1 II-葛l) 占.了 丁.2 ().了 i!0 石 質 鷹 所 信 典 両地-I )新続 

03 !′ 

I萱葛(1) 8.3 了.2 ().8 ) 

.i 

子 -
-′ 

用 C1 21 層現有 
i 葛 

13言ま ふ1 0.8 獄) i一 飯∴∴∴∴告 姑面i ・仙人一缶′ 搾 

05 ′′ 一寸\ i 

こ) ∴1 1 ) 質 凋巨∴I天 ‡ii 奥羽用地-- I新維 

0(う CI 18 や三穴坤!上 
/′ 

」 

9.・1 i上1 1.9 い 破∴璃 質 実 申 告 ク ー ケ 

O了 
′′ ′. .i 

9.3 8.5 
:ら5i 

) 

ノン /′
一

ノン 

2()8 C.J 2 丁 頼北面 ′′ 

i 7.5 ∴l∴l 0.8 ) 

!′ ク ー
ノン 

星
亨 

之09 C.J 1 l 鴫雄だ 
星 

了.1 5.1 ふ 190 質 種細粒凝I木星 奥羽両地一中断続 
21(l C.J 1 信鋤くI !!4.」 上中。. 之.丁 硬 質 遊 吠 買 混 信 ケ 一 々 

E C62住居跡

「1 
〇

十:(:∴6 2 No. 21 甲み信 さ∴‖0.2 9.こう 工2 630 化∴ 開 聞 緑∴告 1 

尺ダムー中生I( 
!′ lうI.6 不定彫 .∴1 十書.3 l言う 20 書信 ′〔 噸∵∴吠∴∴告 し 川I博一中海続 
!′ B L:1 ケ 

上し1 1.2 購() 噂 吠 質 揮 質 混 な 

ケ 一 考 

1 

/′ /′ 

イ 

I 

ヒ縦 .こ) 言 0.8 11 雄 孝 i位 石質凝I/白 シ ー ク 

:) 
/′ B L1 Iら匙砺 

/‾\ 
i 車 2.5 0言う しl I! 肯 混 告 凝 吠, 

′・
-

!′ 

) 

D E18住居跡

1 Dl・“ 1こ2 信鍾lう 了.8 五5 
看 」 

=I 緑∴吐 く堆∴高∴∴告 野間iり也一中新羅: 

之 Dl・二 18 C持 上 タl! 丁.t) 申・了 看 i 

’150 !′ ケ 一一
1′ 

工 ′. 

之1No.旧) ケ∴了\ () 五.t) 

i 

1t)0 南 海∴信 実 申 告 妙I 出帆諸表一昨持続 
音l D 

1

1 理 上 ケ.・\ 8∴) (う. 1.8 申 l 肯 細 粒 娃I実∴持 輿; i同色一中新輩 

言 D 二 1 
ケ 

ケ.・\ 1、1. l 180 両∴櫛∴有∴安 中 樟 現高 =他県緑一雄新羅 
() D 二 0 

′′ 

イ.・\ !8.l 6.1 .、! !川) ケ ケ 一
・シ 

l D 1 

!′ 

イ.■\ 8 (ら8 180 
′′ I′ 書

く′ 

8 D 二 1 
ケ ㌧∴(∵ 

〉

了.8 丁言う 1了() ′・ シ ー ク 

い D :∴∴= ケl! 
i 

:). il.(う 1.(う 0 石 質 細 粒 榎 原∴浩 姫川冊也一中新続 
1り D : ()t) 持 上 ケ.\ 

し 

().丁 (う.1 1.5 1 0 寝∴色 i捷∴吠∴∴若 ク ー ケ 

11 
/′ ′′ ケ C 

「 

言う 5,1 1.8 了0 /. ケ 一 々 

12 D(; 1 Il ィ.\」 .、! .8 0,(う ・10 化∴ 開 聞 緑音 ∴告 高尺グム付近一中生尺 
l言 D :’1 イ∴;\ I了.t) .之 1.丁 100 I 買 細 樟 接I実∴告 輿星口i地一中海続 

十1 t) い∴ら 理 上 ケ.、 l .しl 2.1 8() 南 海∴信∴宏 申 告 興研 出色束緑一雄新説 
15 D D O t) 

!′ ケ∴人 上古) .1 1.8 100 緑 色∴∴凝:∴吠∴∴星 姫j 出I 一一中新羅 

同 ∴ !′ 

ケ∴.・\ 
【 

8.、! .9 守 2(用 両 輝 石’安 川 星 輿羽 iり通り 一抹一弾新説 

1丁 DI : 0 堅声、華!上 ∴(∴ 恒.5 (う, 
I 

1.(う t用 緑∴色 ;珪∴吠∴∴浩 I知 巾† ー中神控 
18 Dl 18 ケ∴.\ 5.8 (う. 上9 8() 両 極 信 実 中 信 1失明 出色・ ●緑一雄新羅 

ー162 -



一道 物 納一

19 D F O 6 一握 石鍾C (⊃ 6.9 6 1.8 100 石 質∴削「枇∴憤;朕∴君 奥羽山地一中新鋭 

20 D F 15 堰土 〃 C ○ 4.9 4.9 1.4 60 /′ ・シ
ー

ータ 

21 D E 12 理工 〃 A ○ 6.5 4,1 1.6 60 面∴輝∴石∴安 山 岩 奥羽Ilは也東紹一群析続 

22 D F O 9 
′′ ケ B ○ 6.3 4.8 1.了 70 石 質 細 粒 磁 伏∴君 典羽I同性一中卿統 

23 D E O 6 Ⅱ 
ケ B ○ 6.3 5.1 1.了 70 両 雄∴有∴安 山

- 

奥羽山地東紬一餅新穀 

24 D F 12 〃 C ○ 8.7 7.9 1.8 180 
′′ 〃 - ケ 

25 D D O 9 埋上 ケ C ○ 8 7.3 2.5 180 石 質 細 粒 贋 庚∴督 奥羽I山地一中筋統 

26 D E 18 〃 A ○ 6.4 3.7 1.8 70 両∴堆∴石∴安 山 々1 】 奥羽山地東館一餅斬親 

27 D F O 6 ケ A ○ 5.4 3.6 1 20 流 紋 督 質 磁 朕∴君 奥羽山地一中筋続 

28 D E O 9 篤穴壇上 〃 C ○ 5 4.4 1.5 40 両 峰∴石∴宏Il」星 奥羽山地東彊一雄新維 

29 D F 12 理工 ケ A ○ 8,1 う.6 l.3 80 ′ン ノン
一

・シ 

30 D E 18 ケ ケ A ○ 7.8 6.5 3.2 150 (′ ク ー
/′ 

31 
′′ ′′ ケ B ○ 6.4 5.6 2.1 90 石∴質 細 粒 榎 原∴君 典羽山地一中称統 

32 D F 12 ケ B ○ 6.6 5.5 2.2 100 I両∴輝 石 安 山 岩 奥羽両地菓穣一鐘紡統 

33 D E O 9 ケ A ○ 6.3 4.3 1.8 70 ケ ケ 一 々 

34 D F 12 軽穴理工 ケ A ○ 6.3 4.5 L4 50 ケ ク ー
ノン 

35 D D O 9 理工 ケ A ○ 8.8 5.4 2 120 流 紋 岩 質 種 庚∴岩 典羽山地一中筋続 

36 D F O 3 凹み石 ○ 9.8 7.4 4 450 柁∴∴闇 閃 絃了∴君 盟沢ダム付近一申告代 

37 D E O 9 幸∴べ理工 /′ ○ 7.5 7.4 5.7 240 両 横 右 安 山 岩 典羽山他葉紹一餅新純 

38 ケ ケ 
(⊃ 6 5.8 2.1 90 

′. 焼石岳火山群一第四紀 

39 
′● 壇上 〃 ○ 14.5 7.4 2.9 390 緑 色 磁 販 社 奥羽山地一中斬統 

40 D E 18 No上;7 Uiみ石 (〕 13.1 8.3 3.6 450 両 横 右’夏 山 です 奥羽山地来紘一餅斬続 

41 
/′ ノン O 7.1 6.3 3.1 110 

′′ ク ー 〃 

42 D E 12 埋土 ケ C 10.2 5.5 3.5 290 
′. 

/′
-

/′ 

43 D F 15 堅天理士 砥石 ○;8・4 6.6 3.5 320 流 鼓 でi質 種I天 才 書 】 典羽山地一中新続 

44 D E O 9 埋士 /′ ○) 9.2 6 2.8 120 ケ /′
一〇

イ′ 

45 D E O 9 軽穴壁土 ケ ○ 5.9 4.7 1.7 30 欽 石 英 ク ー
ケ 

46 D E O 6 
′. ノン ○ 5.2 4.6 0.8 30 石 質∴細i砲!砥;伏∴桝 (′

-
〃 

47 D E O 9 
′′ ノン ○ 10.9 4.6 4.7 260 粘 板 岩 姑帥II・仙人一古生非 

48 D F O 6 ー一握 石鍍c C 3.5 1.1 0.7 2.5 頓∴∴質∴ 泥∴∴君 輿細山也一中斬統 

49 D E 5 3 埋土 ケ C (つ 4.1 1.5 0.7 3.7 ケ ケ 一・ ケ 

50 D E 18 ケ C (⊃ 4.3 1,5 0.9 5 硬 質 贋 疾∴質 泥 ク ー ケ 

51 D E O 6 鴫天理土 ケ C (⊃ 3.7 1.6 0.8 2.l 硬 質 泥 〃 -
/′ 

52 D E 18 〃 b (⊃ 3.2 1.9 0.6 1.5 硬 質 礁 庚 質 泥 ク ー ケ 

53 D E O 6 Ⅲ 
ケ b ○ 3.5 2.3 0.7 6.2 硬 質 泥 ク ー 〃 

54 
′i 駁穴培土 ヶ b ○ 2.2 1.5 0,4 0.6 流紋岩でi制)称瑳I夫君 ・シ

ー ク 

55 ケ 」ケ 〃 b ○ 3.5 1.9 0.6 3 
′. 音シ

ー ′・ 

56 D E O 6 ケ ケ a Oi 3 2.1 0.5 2 硬 質 泥 浩 ノン
ー

/′ 

57 D E 18 No.74 〃 a ○ 2.9 1.9 0.4 2.2 鉄 石 英 ク ー ケ 

58 D E O 9 壌土 〃 a ○ 2.7 2 0.4 2 硬 質 泥 岩 ク ー ケ 

59 D F 12 ノブ ● (つ 3.1 2 0.5 2 硬 質 磁 頂 門 泥 岩 ク ー " 

60 /′ ′. ケ∴∴a 
∵‾ 

3.5 2 0.6 2.5 硬 質 泥 岩 ク ー ケ 

61 ケ ケ ク∴∴a ○ 2.9 2.2 0.4 2 硬 質 遊 朕 質 泥 だ 1 】 
′シ

ー 〃 

62 D E 18 ノン 〃 a ○ 2.2 1.7 0,4 1.2 流紋岩質細粒凝扶持 /′
- 〃 

i i 

63 D E 18 石壁縦 2.9 2.7 0.9; 5.7 頭∴質 一睡 原 質 泥音 督 奥)印し」地一中斬統 

64 D G 5 3 理士 〃 縦 5 3.2 1.3音 16,8 流紋岩質細粒凝庚君 ノ ー
′. 

65 D E O 9 
ケ 〃 終 

へ 
5.5 2 0.8 

1

7 硬 質 泥 でi 
ノブ

ー ケ 

66 D E 18 〃 縫 4.8 3.4 1.1 14.8 珪 質 泥 で l 】 

イ・
- ケ 

67 ケ 
No.71 考∴節 (〕 4.9 3.9 1 14 玉 髄 ク ー一 々 

68 ケ No.150 ケ 傾 ○ 3.8 4.3 1 10 硬 質 泥∴∴嵩 ′.
- 子 

69 D E O 9 〃 横 ○ 4.5 6.3 0.8 17.5 珪 質 泥 岩 ク ー ケ 

70 D E 18 No:94 〃 横 (⊃ 6.5 4.3 0.7 20.5 硬 質 泥 雄 ケ 一 々 

了1 D F 15 理工 〃 隙 ○ 4.5 5.5 1.3 18.8 硬 質 磁 吹 質 泥 督 ク ー ケ 

72 D E O 9 /′ ク 横 ○ 5.2 4.3 0.7 14 ケ ノブ
ー ケ 

73 ノン 
′● ク 鱗 (⊃ 6.8 3.1 0.9 19 硬 質 泥 岩 ク ー ケ 

74 DG 15 鵠穴内 〃 横 ○ 3.3 6.5 1.1 14.8 硬 質 准 朕 質 泥 だ { 臆) 
ク ー ケ 

了5 D E O 3 ク 横 ○ 4.2 5,1 0,6 9.8 珪質極細粒斌上映 ノン
- シ 

76 D G 5 3 壌土 ケ 傾 (〕 4.4 5.9 0.6 13 硬 質 泥 浩 /′
- ケ 

○ 

77 D E 18 No.79 ケ 縦 (⊃ 6,7 2.9 0.9 18.8 坪∴∴買∴∴屈音 ∴∴告 ケ ー ケ 

78 D F 12 埋土 ケ 縦 ○ 4.1 3.1 0.9 7 欽 石 英 /′
- ケ 

79 D E O 3 〃 継 ○ 6 1.8 0.7 7.3 珪 質 泥 暮 レ ー ク 

80 D F 12 ケ 籠 ○ 10 L8 0.9 15 硬 質 泥 /′
- ケ 

81 D E 18 No.47 
〃 縦 ○ 6.6 2.6 0.8 12.5 珪質極細粒磁庚 ノン

ー
イ・ 

82 D E O 9 磐穴壁土 ケ 縦 ○ 6.7 2.9 】 15.8 碩∴∴質 泥 /.
・- ケ 
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ー遺 物 細-

83 D E 18 石匙縦 ○ 6.8 2 0.5 8.3 流紋岩的細粒凝庚岩 奥羽山地一中斬続 

84 DE 18 東西ベルト東 ケ 縦 ○ 6.1 2.4 0.9 16.5 珪 質 泥 岩 ク ー ク 

85 DE O 9 培土 〃 碓 ○ 6 2.1 0.6 7 
′. ケ 一 々 

86 ケ ケ 〃 桜 ○ 7.8 3.1 0.9 18 硬∴∴質 泥 岩 ・シ
ー ク 

87 DE 18 No.156 〃 縦 ○ 6.4 2.2 0.6 7.5 硬 質 礁 原 質 花 椿 ク ー ケ 

88 DE 18 〃 縦 ○ 4.4 1.9 0.7 4,3 流紋岩質細粒磁庚岩 〃 - ケ 

89 DG 5 3 埋土 ケ 縦 ○ 5.1 1.7 0.8 6.8 硬 質 泥 岩 ケ 一 々 

敦) D E O 6 イ′ ケ 縦 ○ 9.4 L6 0.9 ll 
イ′ ノン

一
・ケ 

91 ケ ケ ク 縦 ○ 5.3 2.2 0.6 6.5 流紋岩質細粒凝庚蛍 ク ー 〃 

92 DE 18 定形d ○ 7.6 3.6 2.2 70 粘板岩ホルンフェルス 夏油Iii上流一古生非 

93 D E O 9 理工 〃 d ○ 7 4.2 1.7 70 粘 板 岩 ク ー ケ 

94 DG O 3 ・ケ ● ○ 7.4 4.2 1.8 50 粘板岩ホルンフェルス ・シ
ー ク 

95 D F 12 ′. ケ d ○ 7.2 4.5 1.3 50 ケ 〃 - ク 

96 D E 5 3 ケ ケ b ○ 6.9 2.9 1.4 30 硬 質 榎 原∴質 泥 岩 奥羽山地一中斬統 

97 D E O 9 
ケ ケ b ○ 7.1 2.7 1.5 20 ケ 」グ

ー
イ′ 

98 D E 5 3 .〃 C ○ 8.2 2.4 1.7 30 ・ク ク ー ケ 

99 D E O 9 ケ C ○ 6.9 2.8 2.1 30 粘梗岩ホルンフェルス 貼帥‥上流一古生界 

100 D E O 9 埋土 ク∴∴e (つ 5.7 4.4 1.6 50 粘 板 岩 夏池月I・仙人一古生界 

101 D E O 3 ケ ク∴∴e (つ 3.3 2.5 上1 7.9 碩∴∴質 泥 岩 奥羽山地一中紡績 

102 D E O 9 /′ 〃 e (○ 4.3 2.7 1 1l.8 粘 板 岩 斌帥iI-古生非 

103 DE 18 No31 ケ∴∴C ○ 4.3 3.7 1.5 25 硬 質 泥 替 奥羽山地一中斯統 

104 ケ ケ e ○ 3.9 2.6 1.2 14 珪質種細粒磁庚岩 ク 音- ケ 

105 D E O 9 埋土 ケ∴∴e ○ 4.3 3 1 11.7 破:質音 凋三 伏 質 泥 岩 ク ー ケ 

106 D「 5 3 」シ 〃∴∴e ○ 5.9 3.5 1.2 20 粘∴∴∴∴椴 岩 夏油川・仙人一百生井 

107 D E 18 No.143 ケ∴∴C ○ 8.7 2.5 1.6 40 硬 質 礁 妖∴塙 泥 岩 奥羽山地一中斬維 

108 D E O 6 Ⅱ 
〃 e ○ 6.7 2.7 1.3 25.8 粘板岩ホルンフェルス 夏油川上流一古生界 

109 DG 5 3 ケ∴∴e ○ 4.4 2.7 1.1 14.5 粘∴∴∴∴板 岩 〃 ・音・・一 々 

110 DE 18 No35 ケ e ○ 4 2.7 l 10 流紋岩質細粒梶原岩 奥羽山地一中斬続 

111 D E 18 No.11 ク∴∴e ○ 6.6 1.8 0.5 5.8 珪 質 泥 岩 ク ・。- ケ 

112 D E O 3 ケ e ○ 6.7 3.2 1.5 30 粘 板 岩 郵出川・仙人一古生非 

113 D E 18 〃音∴1e ○ 2.8 3.1 1.1 12.6 硬 質 〈姥 庚∴質 泥 岩 奥羽山地一中新鋭 

114 
′′ 〃∴∴a ○ 8.8 5 1.3 70 珪 質∴輝 石 安 山 岩 奥羽山地一鐸斬統 

115 DE O 9 ケ a ○ 10.7 3.2 1.1 50 珪 質 泥 岩 奥羽山地一中新鋭 

116 D「 5 3 ヶ∴「 ○ 9.4 4 1.3 40 硬 質 榎 原,質 泥 岩 ク ー ケ 

117 DE 18 No.113 〃∴「 ○ 4.4 2.6 1 10 流紋岩質細粒礁伏岩 ク ー ケ 

118 D E O 9 竪穴培土 〃 「 ○ 6.8 3.9 1.6 40 珪質種細粒凝灰岩 ク ー ク 

119 D E 18 ヶ∴「 ○ 7.2 2.8 1.3 27.6 硬 質 礁 灰 質 泥 岩 ク ー ケ 

120 D E O 6 〃 「 ○ 5.3 2.6 1.2 19.3 粘 板 岩 夏油IiI・仙人一古生界 

121 D E O 9 〃 「 ○ 5.6 2.6 1 18.3 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中斬維 

122 DF O 3 ヶ 「 ○ 6.9 3.2 1.2 22.5 硬 質∴凝!庚∴質 泥 岩 ノシ
ー ク 

123 DE 18 ヶ 「 ○ 5.4 3.3 0.6 15.5 軽 質 泥 岩 ク ー-- 〃 

労3 D F 15 竪穴埋土 ク C 10.3 2.8 1.2 30 ケ 」シ
ー ク 

124 DE O 6 培土 不定形 8.2 5.7 1.7 80 粘 板 岩 邸帥II・仙人一古生界 

125 D F 5 3 ケ ■. 

5.5 2.7 1,8 20 硬 質∴∴泥∴∴岩 奥羽山地一中新鋭 

126 D E O 9 竪穴培土 ケ 4.4 4 0.9 7.7 
′′ ノブ

ー ケ 

127 D E O 6 ケ 5.4 3.4 0.8 8.3 ケ `′
- ケ 

128 D F 12 竪穴埋土 ケ 10.6 7.6 1.3 1L0 珪,質∴輝 石 安 山 岩 奥羽山地一鮮斬維 

129 D E 18 床直上 ケ 8.3 5.2 1.5 60 硬 質 滋 味∴塙 泥 岩 奥羽山地一中斬読 

130 DG 5 3 
′. 

7.3 4.6 1.2 40 ・ク ク ー ケ 

131 D E O 6 埋土 ′′ 

4.4 4 1.3 20 ケ ケ 一 考 

132 DG O 9 竪穴壌土 ノン 6.4 3.9 1 17 涜紋糖質細粒凝伏岩 ノシ
ー ク 

133 
′′ 壁土 ′● 

8.8 3.7 1.2 40 粘 板 岩 安浦IIi・仙人一古生界 

134 D E O 6 ケ 6 5.9 1.2 40 硬 質∴∴泥∴∴岩・ 奥羽山地一中師範 

135 D F O 9 堰土 ケ 7.7 3.8 0.9 乞う.6 軽 質 泥 岩 ケ ・。- ケ 

136 D E O 9 ノブ 7.3 3.6 1.5 40 硬 質 滋 庚∴塙 泥 岩 ク ー
ノブ 

137 
・シ 〃 5.5 4.3 0.8 15.3 石 質 細 粒 礁 娠 岩 奥羽山地一古生非 

138 D E 18 ′. 

6.5 2.8 1.3 27.3 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中新鋭 

139 ケ ′′ 

5.7 4.9 0.8 30 石 質 細 粒 礁 妖∴常 奥羽山地一古生界 

140 D E O 9 竪穴埋土 イ′ 7.5 6.7 1.6 80 硬 質 准 庚 質 泥 岩 奥羽山地一中筋親 

141 
ノン /′ ケ 5.7 4.4 1.4 30 珪質撞細粒同番妖言営 ク ー ケ 

142 D E 18 No.7 
′● 

3.1 2.6 0.7 5.8 流紋岩質細粒経原告 ク ー ケ 

133 D E O 9 培土 ノシ 5.9 3.1 1,3 16 硬 質∴∴∴泥 岩 ク ー ケ 

144 D F 12 〃 ノブ 5.3 3.2 1.1 17.5 ・ク ク ー
イ′ 

145 D E 12 埋土 ケ 7.9 4.3 2 70 ケ ク ー
ノブ 

146 D F O 6 〃 4.1 3.1 1.1 12.3 硬 質 榎 原,質 泥 岩 ク ー一 考 

147 D E O 9 培土 ケ 4.3 2.9 1 12.5 流紋岩質細粒凝庚岩 ク ー ケ 

148 D E 18 ケ 6.2 3.7 2 50 珪算極細粒贋原質 ク ー- 〃 

149 D F O 6 一席 ケ 7.2 2.7 1.5 32.3 硬 質 泥 岩 ク ー 〃 

150 D E O 6 埋土石 ケ 5.5 2,9 0.8 11.7 硬 質 贋 庚∴質 泥 岩 ′′ - シ 
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ー遺 物 縞-

151 D E 18 No.121 不定形 3.5 2.6 0.9 7.6 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中新鋭 
152 D D 12 埋土 ケ 

8.6 6.8 3.2 120 硬 質 凝 原 質i泥音 盤 ク ー ケ 

153 D E 18 ケ 5.7 3.8 1 18.3 〃 ク ー 〃 

154 D F O 6 一括 ケ 
5.5 3.3 1.4 24.5 ・ケ 〃 - ケ 

155 D E 18 No.76 ケ 5.4 5.1 1.2 30 硬 質∴∴∴泥音 ∴,岩 ク ー ケ 

156 D F 5 3 埋士 ケ 
4.3 5.1 0.7 14.2 ケ ク ー ケ 

157 D E 12 ケ 〃 4.2 2.1 0.7 7.6 硬 質 磁 原 質 泥 岩 イ′
-

・タ 

158 D E 18 ケ 
3.4 4.1 1.1 16.5 硬 質 泥 岩 ク ー ケ 

159 D E 18 ケ 5.9 5.5 0.9 19 石 貨 細 粒 蹄 伏 岩 ク ー ク 

160 /′ ノン 

5,2 4.6 0.7 17.5 硬∴∴質∴∴泥 岩 〃 - 〃 

161 D E O 6 (′ 

5.1 4.4 0.6 13.6 珪質億細粒凋㍉庚∴営 〃 - 〃 

162 D E O 9 ケ 
7.2 2.9 1.9 26 硬∴∴質∴∴泥 岩 ク ー ケ 

163 D E 18 〃 7.8 4.7 1.7 70 /′ ケ 一 々 

164 D G 12 Ⅱ 
ク 3.8 5.7 1.5 30 イ′ ク ー ケ 

165 D E O 9 培土 ク 5.4 5 1.5 40 
′, 

ク ー 〃 

166 D E 18 ・シ 

4.2 2.8 1.1 13.2 /′ 〃 葛 ケ 

167 D E O 9 埋土 ケ 7.5 3.7 1 27.2 ケ 〃 「 ケ 

168 D E O 6 ケ 〈′ 

3.8 2.7 0.8 6.8 ・ク ク ー ケ 

169 D E O 9 ケ 3.7 2.2 0.5 3.8 ケ ク ー ク 

170 ケ 鵠穴培土 ノン 

5.8 2.6 0.7 8.8 硬 質 磁 庚∴質 泥 岩 ケ ・- ケ 

171 ケ ノブ 

7 4.9 1.5 30 硬∴∴質 泥 岩 〃 - ク 

172 D E 18 No36 ケ 
3.1 2 0.9 7 珪 質 泥 岩 ク ー ケ 

173 〃 (′ 

5 2.6 1 16 硬∴∴質∴∴泥 岩 〃 - ケ 

174 ク No45 ケ 5.3 4.2 0.8 12 ケ 音シ
ー ′′ 

175 D E O 9 鴇穴培土 ケ 4.5 3.3 1.5 22 硬 質 贋 妖 質 泥 岩 ク ー 〃 

176 D E O 6 ケ ケ 4.8 4.2 1 15.6 碩∴∴質∴∴泥 岩 ク ー ケ 

177 D E O 9 ′′ 
′● 

5.8 3.4 0.8 9.5 珪 質 泥 岩 ク ー ク 

178 D E 18 ′′ 

6.3 3.3 1.1 21 硬 質∴∴泥∴∴替 〃 書
く′ 

179 ケ No37 ケ 4.2 2.2 1.1 9.8 ケ ク
ー ケ 

180 〃 No31 ケ 2.9 2.2 0.6 4 硬 質 礁 伏∴質音 泥 岩 ノシ
ー

イ′ 

181 D E O 9 壁土 」ツ 5.8 3.5 1.1 30 硬 質 泥音 ∴∴岩 {′
-

ケ 

182 D E O 6 ノン ・ツ 5.2 6 l.6 40 ケ ク ー
ケ 

183 ノブ ケ /′ 2.2 2 0.9 2.8 蛍∴∴∴∴白 石 ク ー
・ク 

184 D E O 6 Ⅱ 
{′ 4.9 3.2 0.6 15 硬 質 雌 伏∴質 泥 牲 レ ー ク 

185 D E O 9 埋土 イ′ 5.5 6.1 1 芝〕.5 硬 質∴∴泥 岩 〃 - ケ 

186 D F O 3 ケ 4.2 2.5 0.7 6.1 硬 質 磁 原 質 泥 岩 ノシ
ー ク 

187 D F O 9 〃 4.3 4.1 0.5 5 珪 質 泥 岩 ノブ
ー ケ 

188 D F O 9 培土 ・シ 5.2 3 1 15.2 硬 質 磁 原 質 泥 岩 ノン
ー

ノン 

189 D E O 9 駄犬埋土 ケ 3.6 3.3 0.7 11.6 硬 質 泥 岩 ケ 一
・ク 

190 ケ {′ 〃 9.3 5.6 2.2 100 硬 新 鮮 味 質 泥 岩 ク ー 〃 

191 D E 18 ノン 

7.7 5.1 1.5 50 ケ ク ー ケ 

192 D F 12 {′ 

6.1 3.2 1 14.2 ケ ク ー ケ 

193 D E O 6 埋土 /′ 6.2 5.3 1.1 26.3 硬∴∴質 泥 岩 ク ー ケ 

194 D F 15 犠大理土 イ′ 5.9 4.1 0.7 14 珪 質 泥 君 ク ー
ケ 

195 D E 12 培土 ・ケ 

5.5 3.5 1 14.5 硬 質 慮 伏 質 泥 岩 ・シ
ー ク 

196 D F 12 鵠穴壁土 ノン 3.9 3 1 13 珪 質∴∴泥∴∴鵜 ク ー ケ 

197 D E O 9 ノン 4.7 3.1 0.8 9 碩i賞∴磁∵庚∴質 泥 岩 ク ー
!′ 

198 」ク 埋土 ノン 

4.3 2.7 1.6 16.5 珪質極細.粒凝庚的 ク ー
`′ 

199 D F 5 3 ケ 
3.9 2.5 0.6 4 硬 質 泥 岩 ク ー ケ 

200 D E 18 No.100 石錐 ○ 7.1 1.7 0.9 6.6 珪質極細粒雌伏岩 奥羽山地一中斬統 

201 D E O 9 軽穴培土 ケ ○ 4.4 1.3 0.6 3.2 硬 質 榎 原 竹 花 着 ク ー ケ 

202 D E 18 ケ ○ 4.7 2.7 0.4 2.5 理性極細粒雌伏岩 /′
〇

・シ 

203 D E O 6 Ⅱ ぼ熱I)芹 ○ 8.4 3.7 2.5 120 石 質極細池滝=大岩 奥羽山地一中筋統 

2餌 D F 5 3 埋土 幡石 ○ 10.2 8.4 2.9 280 両 極 石 女 山∴巷 奥羽山地菓嫁で中折維 
205 D E ・ク ○ 14 7.6 3.4 370 ケ ・シ

ー ク 

206 D F 12 」ク ○ 10.8 7.3 6.9 790 ′シ 焼石岳火山群一筋旧紀 

207 D E 18 埋土 〃 ○ 5.7 4.8 3.1 100 石 質橿細粒披伏岩 奥羽山地一中斬維 

208 D E O 6 0 
ケ ○ 7.3 5.4 2.9 120 ク ク ー ケ 

209 D F O 3 壁土 」タ ○ 6.9 6.8 2.6 170 両 群 石 安 山 岩 奥羽I同胞東経一中斬維 

210 D F 18 賭ベルト東 ・タ ○ 9.1 6.7 3.2 220 石 質 細 粒 雌 伏∴岩 奥羽山地一中所雛 

211 D E O 6 Ⅱ 
ケ ○ 9 8.3 3.9 460 両 輝 石 安 山 岩 焼石岳火山群一筋間組 

212 D E 18 ク ○ 10.1 7.8 3.6 400 ケ ク ー ケ 

213 D E O 6 埋土 ケ ○ 10.9 5.7 2 170 緑 色 雌 伏 糖 奥羽山地一中斬親 

214 D E 18 No.76 ケ ○ 10.1 9 5 660 花 I苅 閃 織:∴糖 竪沢ダム付近一中生代 

215 D E O 9 培土 8.9 7.9 3 280 両 輝 石 安 山 岩 奥羽山地火線一餅所親 

216 D E O 6 Ⅱ 夢二b-1 7.7 5.1 2.9 90 (′ ク ー 〃 
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一道 物 納-

217 D E o 9 竪穴聴土 斯二b-1 
」 

し16.9 9.4 6.8 1.細)i 面∴樺∴有∴安 山 岩 典〕剛白地一餅斬観 

218 【)E 18 ノン 

シ∴ト●1 !了.6 ー!,5 2.9 130 
ノウ 姐用地鵬幸一鮮絢続∴∴ 曇 

219 D E o 6 H 
〃

b_2 12・9i了.5 3.9 ▲170 
ケ ノン ケ 

220 D 鴨 o 9 や;穴型立 ケ b_2 口I 6.1 3.5 260 !′ i ケ

〃 

221 
ケ ケ ケ∴b_2 ∴9 い 2.9 160 

ヽ一
/′ ′′ ′● 

222 Dト: 18 .五 64 
〃

b_2 9.8 8.2 5言う ・=0i 
」シ ケ ケ 

223 D 鴨 o 6 ケ b_2 
i i 

t).丁 8.5i 2.之 200 石 質 細 粒 雌 伏∴揖 典羽山地一中筋続 

224 D E o 9 〃∴種_2 
i i 

了言う 5.9 4言う 240 iI賀i櫛 右 安 山 岩 典羽用地菓緑一雄的続 

225 D【÷ 0 3 ケ∴種_2 l.l 五1 購.9 190 
′′ ノン

ノ, 

226 Dト: 0 6 理 ケ∴d-2 !)言う音 
l.l 5言! ・110 

ケ ウ イ′ 

22了 D E o o 9 鴇穴坤 .上 ケ∴種_2 9.1冒
9 5 68() 

′′ /′ イ・ 

巨28音 
・シ 〃 iヶ∴種_2 8・斗(ら1 51 :シ10 

′● ケ 〃 

巨29 D E 18 理 工 十a-2 言古 5.(う こら8 220 
イ′ ノン ケ 

i之?0 
D 鴨 o 6 Ⅱ iヶ∴}_2 8.5 ・1 し1.9 31()【

ケ ケ ケ 

-

231 D 王 0 9 現 上 席馳-′ 9.5 9 ふ5i こ㍑0 溝板岩ホルンフ_丁つレス 夏油Iii上流一古生持 

232 き。E !ヶi し 

丁.8 5言う :上申 160 両∴堆∴右∴安 山 岩 典男山地束璃一錠新観 

I し 

2よう E o9 国人理工言 ・判I離) I 12.2 ら 2.2i190 蘭∴樟∴右∴安 山 岩 奥羽山地菓穣一餅斬続 

23/1 1D!〕18 姻クリ言 ヶi 18.5 8.2 2.9 楓)i∴∴∴ヶ /′ /′ 

i - 

235 t)E o 6 理 工 石 肌 
i 

1・1.1 丁 上し1 :う80 両∴櫛∴石∴安 中 料 焼石畠火山群一鐘紡続 

236 D E 18 五1(施 
ケ 

9.il 9.2l2,5 230 
/′ 典利用地菓緑一鮮新説 

23了 
′′ 理 工 ′′ 

6.9 工了 :ら1 110 
ケ ク ーケ 

238 D E 12 〃 ′, 

12.(う t).1 il.1 590 
ケ ケ ノン 

239 D F 12 ケ 〃 8.乞 高 工6 200
ケ /′ 」ケ 

240 事)I〕 18 /′ ノン 

恒.了 16,(う 5.・l 1丁(l( 
/′ 焼石岳火山群一期川端己 

幻1 /′ !′ 

」
申.9 8.t) 5.9 680 

〃 ケ ケ 

2・柁 F o:ゝ【 〉

ヶ ll 8.5 ∴= 6 500 
/′ 典羽山粗菓緑一餅斬続 

i2」こう D 鴨 o 9 理 工 ケ 
1∴1 1用i2.8 58。!∴∴∴∴" 

●′ ′● 

24」書 D 鴨 18 周 辺 !′ 1工5 1ふ言) 2言 了了()i∴∴∴∴ヶ 〃 ケ 

245 ケ 

音五119 
.● 

lい 8.1 9.l 1伸i ヶ 焼石岳火山群一窮間紀 

幻6 ケ 恒 !′ 

曇

1:らt) ∴l 2.8 
軍 制-i∴∴∴∴ヶ ケ ノン 

2古 DI÷ 1う iき㌶∵理 二上 ケ 22 ).5 1().6 ’1言細)i
ケ 典〕軌l」粗菓緑一鮮新規 

2・ま8 Dト二 18 周 辺 〃! 【 I 

1工5 8.9 2.」 ・星い 
ノン ケ ・ケ 

2・!9 DI∴ 12 直 上 直接晶, (う.1上人5 !1 訓】在宅ii細粒《姥」味∴君 典羽I用也一中新羅 

25() 【)E o 9 
ケ 5.8 .こ) 1,2 i10 ‖宗 音色∴遊∴伏∴君 ケ ′. 

251 l。(;06 坤 仁 ㌦: 了言う 
「 

〇月1.6 501石∴質細桂(姥 庚揖 」ツ ケ 

!252 
D 王 0 9 

ヶ lヶ 1L・l 311.6 和l粒 板 持 
i

更活用仙人一出講 

巨5こう 
D E o 6 

.i 
/′ 

15.9 (2・5 2,1 110 
′● ケ ケ 

半5・書 
Dト二 0 9 

〃 ヶ 工丁 2.2 1.1 1・し5 /′ ヶ∴∴ヶ∴∴ 雪 

!25(う Dト二 0 6 看1

ヶ 8.2 2.了 1∴{ ∴=I 
i 音

ケ 〃 ケ
i 

iI iI I 

I 【 

25了i。E∴09 華人理上申鉱a ふくう 2.1 0.坤∴∴2.」 中島∴質∴混∴∴君 政調I用随一中新続 

】 i 

i i 

」 ( 

〈 258 Dド 15 撃′雄上申匙甑 工l .こ) (上(う 1」.8 硬 質 贋∴伏∴質 泥∴星 奥羽山地一中筋続 

259 i。しこ 09】
ケ 】硝 ・l.2 .2 1 1了.3 !瑞気極細的贋Iソロ! /′ ・シ 

巨60 
/′ 

】

〃 小紙 2.8 .坤 o.5 8 璃 質 泥 岩 タ イ′ 

曇2(う1 D 量子 15 〃

」二的 1.8 .・1 0.8 8 
/′ /′ ノン 

262 
ケ 〃 1ヶ続 5.1 ().5 5.8 欽 石 英 

【

タ イ 

上組=∴∴ヶ ヶ lヶ続 ∴6 2.5 1 18.2 硬∴質 遊 朕 質 混音 君 ケ ケ 

2帥 星。!〕 09 ヶ lヶ続 (う∴) ふ十月()∴ 1了.8 
′. 

i

ヶ ヶ 

li 音 

「265 D【「 0(う 不定彬 
i 

8 ∴」2言う1 80 据 板 持 夏油Iii仙人一高生井 

266 DI・二 0 9 i勘●\明 !上 
/′ i 

5.t) .8 1 1∴3‖硬質∴鷹I大∴質∴混。浩 奥羽山地-1陣斤続 

26了 DI・二 0 9 勘●;月 廿中郡i午 (う.・1 
i) 1.引∴∴捕 手でi質極細枇∵嵯庚嵩 ノン ノ′ 

Il 音。∴二 18;′l1115 I暮∴ノ信 l∴.∴l .t) 五・) ・!了0 両 雄 右’安 中 浩 境 有∴揺一節四紀 

.) 

ケ∴∴∴‖′(うt) 
イ′ :1。.5 言う こら3 180 読 紋 星 置 雌 伏∴君 兜羽I出色一中新窺 

二

言 
/′ 

」Ilこ 
/′ t= I.丁し 5.丁 こう了0 硬 質 混 質 厳 原∴持 ′. ′′ 

il ヶ∴∴‖白 洲 ノン 

1白 8.坤 6.(う 820 南 海 右’安 中 星 焼 石i忠一第回紀 

竃∴∴こ) ケ 互 5」 
〃 

黒) .l 5.了 650 淡 緑 色∴慮∴疾∴君 舶用I地一中轟沈 

亘 
タ

ロI(う 石 肌 
I I 

之登.(う 1ふ5 ふ9 1,8項) フ∴∴口∴∴ヒ ラ イ ト 
ケ ケ 

1 (l 
ケ

!五∴9 駆∴有 11.1 10言! 3.了 180 両∴櫛∴右∴宏 両 君 碗右i畠一剃れ瑞己
i 

」 8 
/′ 互1崇!∴開丁詰- 」 生と) 8.了 5.3 (う50 

.● ケ ケ 

l9 ケ

」白、1」軒・l- 
8言う 上.」! ・!.5 260 フ∴∴口∴∴ヒ ラ イ ト 典男I屈曲一中新続 

llO 
-

「‾‾「「-5丁 重「- 12.2 了.5 工2 590 
/. ケ ・シ 

」⊥ 
ヶ ‖I国)時針う (う,9 6.`1 2.1 22(I 

/. ケ ’・ 

i 

1之 
ケ 

雪上 6t) ケ【う ∴(う 5.5il.8 9() 
ケ ヶ ヶ

l 

二

日 ケ

音lI)51 
′′ 

l.l (う.丁 2 150 
ケ

【

ケ ケ 

1・1 Dト二 181 電彬帥d l〈う.2 3,2!1.」1 30 上 質 混 君‡ ヶ一一ケ 

「15 
ケ

)t音 偉)十「」 ∴}・′ 2.引 =上 1くら2 硬 でii∴ 泥∴∴君 レ ク 
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ー遺 物 縞-

16 DE 18 点 140 不定形 4.了 3.7 1.2 21.5 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中断続 
17 」ケ 

.Io,140 不敏a 
/‾\ \_/ 

2.7 2 0.5 5.5 」シ ク ー ケ 

」里 ケ 
言上 1占う ケ∴種 

/\ 
2.7 2 0.4 1.5 ケ 

/′
- ケ 

DJ21住居跡

1 D」 21 石蝕a 
′、、 \_ノ 

こう.・l 2.4 0.5 
I

2.5 理 研 泥 常 典羽山地一中折箱 

i i 

2 ケ 石壁維 ∴ 5.4 1.6 0.了 6.5 硬 質 碓 朕 質 泥 岩 〃 - 〃 

こ! 
(′ ・シ 

/““ し\ノ 
4.9 L9 0.8 I 

・タ ク ー ケ 

4 ケ 不定形 5.3 3.8 1.6 30 硬 質 碓 伏 負 泥 岩 ク ー 〃 

5 〃 ケ 
了.5 2.4 1.1 20 イ′ ク ー ケ 

6 
′● 

ノン 

5.9 4.8 1 25.6 珪 質 泥 質 礁涙 質 ク ー ケ 

l 
/′ ′′ 

6.5 4.5 1 2こう 
」ク 

・シ
ー

・シ 

8 ケ ケ 
4.4 3.5 1 14.6 イ′ 

{′
-

/′ 

9 
/′ ・シ 

5.1 こう.6 1.2 13.2 ケ ク ー 〃 

10 ケ 半円形 10.5 6.4 こう.3 340 ホルンフェルス質紺地濫俄君 夏∴∴油一古生界 

11 
ケ 東西ベル 石 肌 

/、 

6.8 7,2 5.5 430 柁∴∴眉 間 録音 ∴君 盟沢ダムー中世Ilこ 

12 ケ 東西ベル ケ 
I/‾\ 

11.1 8.8 4.2 560 プロとライト質種伏岩 奥羽山地一年斬統 

i 

13 
′′ 東西ベル 辟製品 /\ \\」 

5.1 4.6 2.3 60 頭∴∴質∴∴泥音 ∴∴君 ク ー ケ 

亡A12住居跡

1 EA 12 石鎚B 
了、 

5.9 J L4 50 フロと ラ イト凝妖精 典羽山地一中斬続 
2 /′ ケC 

′‾ 

5 5,1 1.4 50 緑∴亀 子距∴朕∴∴君 〃 - 〃 

3 ケ ケB 
I/‾、 

6.9 4.9 L3 70 フロと ラ イト塵灰君 ク ー ケ 

4 
」ク 〃C ∴ 5.8 5.6 L4 60 緑 色 雌 伏 岩 ク ー 〃 

〃 喜 〃 

5 
′′ 培 土 壱形的 

′\ 
5.9 :し1 1.1 22 流言紋∴牲細粒凋㍉妖質 典羽山地一中斬観 

6 ・ケ ケ ケ 
4.2 こし1 0.6 了.8 雌 質 泥 岩 〃 -

ケ 

l 

′′ 
ノン 不定形 5.4 3.5 1 15.4 流紋 岩細的凝灰岩 奥羽山地一中筋続 

8 
!′ ヘルト {′ 

4.9 2,3 0.8 9 碓 灰 質 硬 質 泥 岩 ケ 一 々 

9 ケ 壌 土 ′← 

4.8 3.6 1 14.5 ′′ 〃 - 〃 

10 
ケ ノン ケ 

3,6 3.1 I.1 11∴† 璃∴∴質 泥 揖 ク ー ケ 

11 
′′ ケ 

:し5 2.3 0.4 6 碓 原 質 硬 質 泥 君 ク ー ケ 

12 
ケ 原画卜 ノン 

4.了 :し4 1 15,4 ノン 
ノブ

ー ケ 

13 ケ /′ 

8.了 5.1 1.7 50 /′ ク ー ケ 

14 
ケ ケ 

・書.8 2,5 0.了 6.8 」シ 
/′

- 〃 

15 石蝕a 
//音 

2言う 1.9 0.5 2 礁 原 質 硬 質 沈音 君 典羽山地一中斬続 
1(l 

〃
h 

/‾ 

2.3 1.9 0.6 L4 流∴徹二 桝細粒礁庚質 ク ー ケ 

) 

17 鴨A 12 床面南西 石匙縦 ∴ \臆/ 
6.5 3.4 0.8i 12 珪 質 泥∴∴君 輿羽山地一中新続 

18 嶋A 12 ・シ 
了へ 

了.2 2.了 0.8 1了.4 礁 夙三 賞 硬 質 泥音 盤 ク ー ケ 

19 ケ 壌 土 生節 工 こう言う 1.2 1了.8 ケ 〃 葛 〃 

20 EA 12 砥∴石 
//、 

了,4 4.6 3.2 了0 熔岩細粒面郎安両君 焼石 岳一第四紀 
21 ケ ′′ 

8.6 6.8 1.9 100 洩巨∴l実 質 砂∴社 典羽山地一年新統 

亡且50住居跡

1 EE∴∴50伐 壌土内 使用撫 6.2 了.2 1.8 40 緑∴色 鷹∴吹∴∴星 典羽山地〇一両斤維 

2 /′ 

1石鎚A 了.4 5.3 L了 100 プロビライト質種Iタはi 奥羽山地一中新続 
i 

i3 l′ 

岬み石 1l,6 8 5.5 650 両 横 でi安 山 岩 奥羽山地一鐘紡統 
i 

`! 
!′ 理土面 石 棲 9.了 .2 2.9 1こまO 石 すぐ 柁∴∴∴雛 典羽山地一中筋統 

5 
′, 

i

ケ 
ま i 

8 5.i4 4 150 轟 質∴∴泥∴∴糖 ケ 一
々 

i i 

DH18住居跡

緑 色 凝 I天∴ 音君 典男山地一年斬続
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一遺 物 統一

D J 50住居跡出土石器一覧表

1 D」 5 0 培土 不定形「 5.6 I3・5 
0.9 18.5 硬 質 泥 質 磁 原 質 奥羽山地一中斯統 

2 〃 破床理土 ノン 5 2.3 0.5 5.5 ク ク
ー ケ 

1 D F 15 埋土 石銭a ○ 2.7 iL9 1 5 硬 質 泥 岩 〃
-

ク 

E A 21住居跡出土石器一覧表

D A 24住居跡出土石器一覧表

1 章DA 24 歴石 ○ 11.5 7.9 5.8 780 花 園 閃 録 鵜 笠沢夕子-中世代 

i i 

音 I 

i 

1 

2 
」シ 埋土 石鍾B ○ 4.5 4.6 0.9 20 緑 色 凝∴ 灰 石 奥羽山地一中世代 

【 

・3 
葛 !

ケ 埴土 定形e ○ !6・1 
1.8 1 13.2 軽 質 泥 岩 〃 -中斬続 

4 ′′ 堰土 石皿 17 7.9 l.2 170 i両 輝 石 安 山 岩 奥羽山地一鮮新鋭 

5 ケ 壇上 ひ∴b-1 19.5 8.4 3 640 ケ ク
ー

ノン 

( 

E I 62住居跡出土石器一覧表

1 EI 6 2
! I 

暦五 十二 15.2 6.2l4.5 400∴「プ ロ ピ ラ イト 奥羽山地一中斬統 

2 ヶ

i 

カマド付I 
し

っ 申3・2 
7.8 6i900!∴∴∴∴ヶ ク

ー
ク 

3 /′ 

l 

〇 十

7.5 7.5 3.3 駆0
)

ク ク
-

ケ 

4l 

〃 !カマド住 事 ○ 11.3 7.5 6.中 500 ノン ク
ー

ケ 

引 
」ケ !○ 7.5 7・年 6・5 450 緑 色 渦巨∴l大 岩 ク

ー
ケ 

i 
1

し 

】 i 

) 葛 

i 

i3i DE 18 青 ふa-2 10.9 l 5.2i 3鎖)! 〃 焼石岳一飛田紀 

4 ケ∴ 書 

」‾登 申1・8 
6.3 6.1’ 600 !角 閃 瑳 岩 北上・奥羽(?)-中世代 

5- /′ ・ト、1 14.8 6.7 2.9 400I両∴輝 石 安 山 磐 奥羽山地一中斬維 

6 ケ 

】、ト半 音 
9.6 6.9 

2・9音 
250 プロピライト質種庚岩 ク

ー
ケ 

一 年∴∴〃 ! 

ト-: 
!了・2 

5
曇

2・4 120 隷∴‡宮∴母 片 岩 胆沢川上流?一古生非 
-

8 ケ

) I-、〇十 
I.1 5.1i3.9 240 7ロピライト質凝扶持 奥羽山地一中斬続 

9 
i ケ∴∴」 I鮎‖ 一 12,2 5 4 3:覚) 

′′ ク ー ケ 

10 
ケ 

〉

ヶ 1二 8,6 5.1 4.了 280 ‖面 櫛∴右∴安 山 岩 焼石岳一第四紀 

11l 国∴∴∴〃
I 

/′ ∴;∴ 16.2 8.5 5・6 1100 I7ロとライト飾畦I姐i 奥羽山地一中斯維 

12 ノウ 】ケ 十二) 音ll・6 
8.5 6.2 850!両 雄∴右∴安 山 岩 蛭石岳一節問紀 

13雪DE O9 
i i 

恒鍾B \, 6.9 6.2 2 100 〉∴∴∴∴ヶ 奥羽山地一中斯統 

申DE 18 ( 石皿 O
し

7 5.2 3.1 〈100 
イ′ 焼石岳一怒四紀 

i15 ヶ∴∴∴」 甲み石 
1 十二 巨・9 5.4 4.4 1軌 プロとライト質凝灰岩 奥羽山地一中断統 

)16 
ケ 

国不定形 
i 

4.3 3.1 0.5 【14 碩音 貨 泥 質 横 様∴質 〃
-

ク I 

17 
ケ ヶ 6 3・引1曇 1了!硬 質 泥∴∴岩 ノシ

ー
ク i 

18)

ヶ ケ

卜 

6.9 5.自1.4i70!石街細粒凝庚君 ク ー一 考 

19†・ ケ∴∴「 【ヶ 了.3 5 †1.8 00 ケ 

i 

ク ー一一 ケ 

20l
〃

上

座形f i6.3 3.1!1.5 3ひ 1

ヶ ク ー 〃 

21 
!′ 恒匙勘 O 3・9 2,5 0.9 9.了 鉄 石 炎 ク ー ケ 

22 
′′ 定形c 

雪 

3.了 L9 し,1 8 石 質 泥 君 ク ー 〃 

23 
!′ 直鎖a I\-/ 

3.2 1.8 0,了 2.5 硬 質 泥 質 凝 原 質 ク ー 〃 

24 
′. 両刃石 しっ音i 1了 8.2 3.申 500 絞録色角楳凝原石 {′

- 〃 

25 ノン 砥石 】○ 11.1 6・915 i300 石 貨 凋巨∴l大 岩 ケ ∴・- ケ 

音 「 

† 音 i 

さ 
「∴∴!∴!l 〈

- 

※36)DI 53) 定形d 018"6i3・2 1.2 40 1硬 質 凝原 質泥岩 ク
ー ケ 

※申DJ O9! 不定形 17.7 4.1 0.8 20 ク ク ー ケ 

※し3 ク

【 

/′ 10.6 “5.2 1.3 70 ・ク ノン
一

々′ 

i 

! 

1 CG 21 石鎚B ○ 6.9 

-

5・9i2・2 110 両 輝 石 安 山 岩 奥羽山地一古生界 

2 
′′ 

不定形1 6.9 3.3 il.5 40 石 質 泥 質 凝 灰 岩 奥羽山地一中断統 
」○○ 

3 
′′ 」ヶl 4.5 3.4 

iO・8 
11.2 石 質 細 粒 凝 灰 岩 〃 ・-

′′ 

4 
′′ 1∴ヶl 3.3 2.9io.4 2.7 碩∴∴質 泥 糖 〃

-
ケ 

!5 ケ ヶ 「 
雪

4.6 1.6 0.6 石 質 細 粒 種 板∴君 ク ー ケ 

」6 ヶ

し 

・ク 3.9 2.9 
0.8i

6・了 硬 質 泥 岩 ケ ・i←-● 〃 

幸61cI 21【 不定形 4.4 2.5 1.2!15 埠∴∴質∴∴泥,∴∴誉 ケ 音- ケ 

※了」
ケ

) 

ケ 「4.3 2.5 
0.9i

8・3 =痩∴∴質 泥 岩 〃 - ケ 

※ 8 
1 ヶ I ケ 13.1 3.申 0.了!

6.0
-

ク ク
ー

/′ 
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一道 物 繍-

緑 色 碓 原 告 奥羽山地一中筋統

Cブロックピット(1)

1 CB 5 6 石皿 ○ 20.5 12.8 5 1,770 両 輝 石 安 山 岩 焼石岳一第四紀 

2 C B 18 石鎚A ○ 
i 

6.7 5.7 1.9 00 圧点・色∴凝∴灰∴岩 奥羽山地一中斯雛 

3 〃 

〃A i 
8.了 6.3 1.8 l額) ケ ノシ

ー ク 

4 
〃 

雪
ヶB し 8.2 5.6 1.8 100 1′ ′.

-
′. 

5 
ク 石皿 5.9 5.1 3.7 140 両∴櫛∴桝∴安 山 岩 焼石岳一第四紀 

6 ク 夢二●-1 
i 

17 i5.3 5 510 緑 色 禎!∴疾∴∴浩 奥羽山地-中筋維 

7 
ク 不定形 5.6 3.3 1.6 00 硬 質∴泥 質 厳 原∴若 ケ 一

々 

8 ケ 
〃 I 

6.2 3.了 1.1 22.4 硬∴∴質 泥 岩 ′′
葛∴ 々 

9 C B 5 3 石鎚A ー 7.8 6.1 1.9 120 緑 色 凝 庚 君 」シ
ー

ノン 

1 CC 5 6 匡形d 
‾ヽ 

7.6 3,7 1.7 40 碩∴質 泥 質 種 朕∴浩 /′
「

ケ 

2 ケ 膵興品 ー 4.5 3.7 1.1 00 硬 質 泥 岩 !′
-

・ク 

3 CC 5 9 音寄ト一子1 9.1 5.3 3.6 i250 β】閃 低ま 鮒i持三 溝音 質 姑帥Ii〇台生井 

1 C D 15 不定形 7.1 
i6・9 

1.8 70 硬∴∴貨 泥 岩 奥羽山地一中新鋭 

2 ケ 

石蟹C 
一‾‾\ 

6.9 4.7 1.5 00 緑 色 潰 伏 君 ケ
ー

ケ 

3 ク 鷹石 
へ 

11.3 9.8 3.了 560 両 群∴石∴安 山 岩 ケ ‾古生舛 

4 ケ l」lみ石 I\-/ 
8.3 7.8 4.1 l200 

・シ ク ー
ノン i 

5 ケ 鴨.種-2 9,9 6.2 4.4 310 プ ロ ピ ラ イ ト 
〃 ‾中斬統 

6 ケ 
「t潤石斧 

一 

i7.5 5.3 1.3 90 緑 色 石 貨 凝∵灰 岩 ′シ
ー ク 

!7 ケ 

不定形 7.5 2.9 1.1 00 頓∴質 温 習 種 板∴君 
!′

-
/′ 

1 C H 5 9 石鎚A \〇一 i8・4 !4・2 
L8 80 維∴色と 雌∴吠∴督1 ヶ

一 夕 

1 C1 3 0 砕石 
) 

11.2i6・5 
5.1 510 両 堆∴石∴安 両 君 ヶ 一江室外 

2 CI 2 4 不定形 4.8 2.5 1.2 15 石 質極細的雌伏君 ケ ‾中折箱 

3 ク ケ 7.2 5.4 l.7 70 珪∴∴質 泥 岩 ク ー
ノン 

4 CI6 2 ケ 4.4 2.8 l 11 石音 質極細神経頂∴君 ク ー
ノン 

5 CI 2 7 夢二b-登 10 !7.6 2.了 
-

320 プロビライト質碓原盤 ヶ 一
々 

1 CJ 3 0 :"∴工 7.2 5.8 4.9 2額) 花∴ 周 閃 緑 でi 亜沫ダム‾中世仕 

2 ク 麿石 9.5 5.4 4.8 2鎖) プロとライト姑勘姫!1 奥羽旧朝一中斯維 

3 ケ 不定形 6.9 4.1 1.1 00 硬音 質 泥 質 音種子 庚∴督 
ク ー

/′ 

4 ケ 
音定形f 

へ 

-

3.4 2.7 0.8 7 凝“原 質 硬 質 泥音 君 
′′

---
」シ 

i

5 
〃 1 石壁縦 6.1 4.6 1.1 30 `′ 

!′
葛

l′ 

“

6 
ク 

義.a-2 6.9i5.6 4.5 170’ プロピライト質構成桝 ク ー
ケ 

7 
ノン 

l i 

定形d 
: ∴ 

5.8i3.8 1.5 00 種 灰∴質 硬 質 泥 岩 
′′

・一〇
ノン 

8 
`′ 石蟹B 9.1 6.9 1.8 140 石 英 安 山 岩 

ク ー
/′ 

9 
ク 不定形 5,3 3.3 l 20 硬 質 泥 質 軽 快 〇着 

/′
-

ノン 

10 ク 
ノン 4.6 !2.6 l.3 20 /′ 

シ
ー ク 

ill ケ 〃i i5.6 3.2 L5 
一

額) 碓庚 質硬質泥岩l ヶ
ー

ケ 

12 ケ 
言a-3雪 9.5 6 4.7 300 プロピライト飾勤胎‖∴∴∴ ヶ

一
々 

13 ケ 
一

歴石 9.7 6.8 5.2 !500 花 樹 閃 綿:∴桝 駐沢ダム‾中世代 

14 ケ 歴製品 12.2 3.2 1.8 100 石 質 凝 吠 君 奥羽山地‾中筋雑 

15 ク 
i 

巨

ヶ 5.1 4.1 0.6 18.2 滑 石重 症†?-古生暮 

16 ク 石皿 15.2 12 6.7 1,240 揺 費が右惟・宏若 葉I 焼石岳一群叩紀 

Dブロックピット(1)

l DA 15 堰土 両刃石 ○ 11 6.6 2.1 130 石 質∴凋巨 I天∴君 輿羽山地一中筋統 i 

2 DA 2 7 砥石 ○ 6.8 4.9 2・6!40 両 輝 石 安 山 岩 焼石忠一第四紀 

3 ケ 石皿? ○ 16.8 13.7 14・7l3,600 “錯∴色 凝∴庚∴∴替 奥羽山地一中斬雑
i 

4 D A 2 4 石鍾B ○ 8 6.3 1.9 140 ケ ク ー ケ
i 

5 
ク 麟.b-乙 8.8 7.3 4・3!400 両∴輝 石 安 山 岩 焼石岳一都四紀 

6 ケ 話.a-2 
雪 

10.7 
章8・5 5・7巨

6扮 曇プ ロ ピ ラ イト 奥栽旧」地一中新鋭
」 

7 
ケ 輝石 ○ 8.2 4.3 3・9l280 両 輝 石 安 山 岩 焼石岳一節四紀

」 

8 DA 3 3 京.b-し 14.2 
)6・9 3・5雪

500 粘板岩ホルンフ一重十二‾テ 夏 油一計生井 

9 D A 15 登録No.4 鴨二b-I 14.1 7.4 5.4 670 プ ロ ピ ラ イ ト 奥羽山地一中筋続 

10 D A 15 伸上 
一

義・b‾2 7.1 
†6・6 

4.2 2軟) i流 紋∴∴∴∴君 ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾† 
・シ ーI′ 

11 
・ク 」ケ uIみ石 ○ 音lO.6 

し

8・1 
i4・2王

520 緑 色 磁 庚 督 ‾‾二二‾‾‾二二一「 
1 D B 21 石鎚c 6.3 6.2 L6 70 石 質 雌 伏 封 ノン

一
・タ 

2 D B 3 0 石壁 I6.3 
l3・6 

1.4 :Ⅹ) 拙 般 若 ‾夏 画一古生暮 

3 
〃 i定形的 7.7 2・7 L2 榊) 流紋岩質綱紀雌伏君 奥羽山地一中斬続 

4 D B 2-4 
I 一石鍾B ○ 6.5 5.8 皿 両 輝 石 安 山 岩 罵∴石高疎開紀 

5 D B 2 4 .噛.b-こ 曇了・2 
5.1 4

雪

200 花偶閃緑岩腎臓原質 ‾‾‾茄元高二両詔「‾‾「 

6 ケ 

.

〇〇〇 〇〇 l 

寄∴a-2 i15.2 
i6・6 

6
〉

600 プロとライト質凝Iノ詑! イ′
-〃-一

々′ 

7 D B 15 石鍾c ○ 6.9 i6・6 
2.1 

-

1(周 中点 色 雌 伏∴∴督 /′
- ケ 

8 ク 砥石 ○ 9.8 5.6i2.自100 両 櫛∴高音’安 山 岩 ‾‾‾‾‾‾育「市布而‾‾「 

9 〃 不定形 l6 4.2I= 00 硬 質 泥 岩 輿抑冊也一中斬続 

10 
′′ ・ク 5.1 2.5「丁子「 甘了 珪∴∴質∴∴混 ’若 ケ

一
々 

11 
/′ ケ 」.1 3.4 0.5I 7.了 硬 質 泥 岩 ク

ー ケ 
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一遺 物 縞-

12 D B 15 不定形 5.1 4.2 0.9 20 硬∴質 泥 質 篠 原 台 奥羽山地一中斬統 

13 D B 12 ノブ 10.1 5.6 1.7 欽) 覧 質 泥 督 ・ク
ー

・ケ 

14 
ケ 」ク 6 4.3 1 14.7 硬∴質∴泥 質 榎 原∴浩 ケ

一
々 

15 D B 2 7 暦右 8.9 6.2 4.8 360 フロとライト質礁I短“! ク
ー

/′ 

16 ケ ′′ 10.4 8 4.6 5(" 両 峰 有 賀‥11」督 焼 石一群四紀 

17 DB 12 不定形 5.1 3.2 2 40 璃音∴∴質 泥 岩 奥羽山地一中斬維 

18 
′● 

メタ 3.9 2.9 0.4 ・1 硬 質 泥 岩 ケ
一

々 

19 D B 18 席製品, 6.7 5.4 2 110 緑 色 凝 灰 岩 ′′
〇

十 

20 
′′ ・ケ 8 2 1.2 00 石 質∴厳重∴灰 岩 ′シ

ー
`- 

21 
ケ 麿石 8.5 5.8 2.6 100 絃 色 凝 灰 岩 〃

-
ケ 

22 
/′ ノブ 13.8 5.9 3.2 350 ク 〃

- ク 

23 ケ ケ 9.2 8 4.1 450 両 輝 石 安 山 岩 焼 石一第四紀 

2(1 
〃 石鎚B 6.3 4.9 1.4 00 ケ ク

ー
ク 

25 
/′ ヶ A 8 6.6 2.3 100 プ ロ ピ ラ イ ト 奥羽山地一中新鋭 

26 
′′ 砥石 12.3 12 8.5 5鎖) 両 輝 石 安 山 岩 焼 石一第四紀 

27 D B 3 0 
京・.b-2 

8.6 7.4 5 350 ケ ケ
一・〇一

ケ 

28 ケ 噛製品 7 5.6 1.2 80 線 色 凝 灰 岩 奥羽山地一中新鋭 

29 D B 18 不定形 8.3 5.2 3.4 100 硬 質 泥 質 凝 灰 岩 ク ー
`′ 

30 
〃 ケ 6 4.3 1.3 50 硬∴∴憐 泥 岩 ク

ー
ケ 

31 ケ 鴨.b-2 7.4 6.8 5.1 210 硬∴∴∴∴ヶ 安 浦一古生界 

32 DB 2 4 定形的 7.6 4.5 1.8 50 ノン 奥羽山地一中新鋭 

33 D B 21 腰.b-3 9.9 10 7.1 1,070 プロピライト質凝灰岩 ク ー ク 

34 D B 15 麿石 7.7 5.5 5.3 250 プ ロ ピ ラ イ ト 
ク

ー
ケ 

35 
ケ 石鍾B 7.2 6.4 2.1 120 プロピライト質凝灰岩 ′ク

一・・〇
`′ 

36 
/′ 

鴨 亀-i 」 i12.5 7.5 6.9 570 花 樹 閃 緑 岩 豊沢ダムー中世代 

3了 D B 3 0 石錘B ‾丁 7.4 7.3 1.6 100 プロピライト貨凝灰岩 奥羽山地一中断統 

38 D B 2 4 砥石 16.1 13.6 7.4 9敦) 両 輝 石 安・山 岩 焼 石一第四紀 

40 D B 18 麿石 

! 

9.9 7.6 4.8 550 花 園 閃 緑 岩 豊漁ダムー中世代 

41 42 

D B 21 石鍾 7.8 6.3 

2 1.7 

140 線 色 凝 灰 岩 奥羽山地一中所統 

D B 2 4 ク 

i 

9.2 6 100 ケ 〃
-

ク 

1 D D 2 4 石壁繊 【4 5.8 1.6 12.5 硬∴∴質 泥 岩 〃 音--
(′ 

? ケ 〇 〇〇: 11.1 5.8 3.2 270 両 輝 石 安 山 岩 ク ー古生界 

3 `書 

D D 21 石錦b 3 
il"7 

0.3 L4 流紋岩質細粒凝灰岩 〃 -中斬新 

D D 15 吉蚕豆 8.2 6.1 2.6 150 両 輝 石 安 山 岩 ク ー古生界 

5 “i
〃 

照 ら-2 6.2 5.4 4.3 2(X) 〃 ク ー
ケ 

6 D D 2 4 

壁石 l 】7 4 140 /′ 々
-

′・ 

1 D E 2 4 鴨∴さ-1 13.1 5.2 3.6 340 ケ ク
ー

ケ 

2 /′ 石肌 15言う 11.1 了,1 1,380 ノ′ 」シ
ー

ク 

1 
I′ 不定形 

〉

工2 3.5 1.8 欽) 破 璃 質 流 紋 督 ク ー中新統 
? イ′ 

a 

腰 ふb-2 9.8 5.8 2.9 200 線 色 碓 所 君 I′
-

ケ 

4 D F 2 7 石錘B 6.9 5.8 2.3 100 ケ ′′
-

′′ 

5 
ケ a 陶据置 ー 

5 4.3 0,8 以) ケ ケ 一
・タ 

1 D H O 9 堰土m 不定形 3.6 2.5 0,8 6.5 噂 朕∴質 硬 質 泥 岩 ク ー ケ 

9 D H 15 石鎚A ー 
7.8 4.9 1.8 80 緑 色 種 板 岩 ノブ

ー ケ 

3 

i● ′′ 

砥石 5.6 3.6 2.6 40 両 輝 石 安 山 岩 椀石島一第叩紀 

4 石鐸 10.8 8.6 3.2 320 緑 色 礁 妖 星 奥羽山地一年斬続 

5 
ノン 

- 鴨∴トー2 9.6 4.4 しl 1了0 両∴櫛〇 五∴’安 山 岩 焼石岳一筋四紀 

6 I 

D H 5 0 ー 石抜d 4.3 1.7 0.9 5.5 磁 灰∴質 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中筋維 

D H 15 肺石 10.8 6.2 3 3膜) 丁京‾「五 経∴庚∴揖 ・シ
ー

で′ 

8 ′ン 使用療 5.う 3.1 0.了 10.3 磁 原 質 硬 質 泥 岩 ・シ
・一・一

ノン 

9 1 

/′ 

子些 14.5 12.8 10.7 2,250 緑 色 角 礫 岩 ク
ー

ケ 

D G 15 不定形 了.1 5 十百‾ 50 硬 質 泥 岩 輿羽山地一中筋維 

2 
l′ 

- 
′. 5,2 3 0.8 13 ノン 々 葛∴

音シ 

3 ケ 

臆些事 書評 6 4 120 撚三 井i輝i右 安 山 岩 娩石岳一第咽紀 

⊥1 ⊃ 6 

上し上皇臆臆18 
不定形 】6.6 5.2 1.1 」0 碩「∴∴質 泥 浩 奥羽山地一年斯続 

D G 12 理工 ケ 4.8 2.了 0.8 9 埠 質 泥 岩 /′
-

イ′ 

1′ ′′ 古館A 
」臆 

l じ i「 40 流紋岩質怖細粒構成嵩 ク
ー

ケ 

l D G 18 不定形 i 

4.了 3,8 1,(l 敬) 硬 質 泥 岩 ケ
一

々 

8 9 

DG 12 有壁縫 ーl 2.5 0.了 6 鋲 石 英 ク
ー

ケ 

′, ー 在銘d 
十五1 

il.9 0.8 l 埠∴∴質 泥 持 l′
-

ノン 

10 ケ 定形e i 6∴う 2.1 1 13.5 頂∴姻 質 流∴紋∴浩 」シ
ー・

/′ 

11 
/′ ー 右錘A 白l.2 8,6 2 220 石 質 礁 伏 君 ケ

ー
ケ 

12 ケ 母上 ヶ B 

‾‾‾‾「 

8.2 了.2 1.8 140 ・シ ク ーー
(′ 

13 
ケ 腰.∂-つ 

i 

13.3 
⊥旦9 

4.6 530 緑 色 漣 妖 精 ケ 一
夕 

14 
ケ "∴〇〇十 

-臆臆十一 
i14.6 5 3 300 ケ ′.

「
′′ 

15 DG 15 石皿 
一一一十一一」 

18 12.2 6 15.’i 疎的 質輝石安山岩 ク ー
ケ 

1(l 17 

′. 不定形 8.7 5.8 1.8 90 碩「∴∴質 花 井 〃
-

!′ 

」ケ 

ケ 石錘A 

4 3.2 0.9 10 流紋岩質横細粒凝灰岩 ク ー
ケ 

18 
′′ 

6.5 5.2 
1上し 

00 緑 色 凝 妖 精 /′
-

ケ 

ー170 -



ー遺 物 絹-

1 DI O 9 不定形 10 6.5 2.6 140 硬 質 礁庚∴質 泥 岩 奥羽山地一中断統 
2 定形b ○ 7.6 2.7 1.3 30 頭∴∴玖 泥 岩 ー 

3 不定形 4.2 2.9 1 8.7 流紋岩算棒細粒凝灰岩 ′′
鵜

′′ 

4 6.9 2.4 1 15.1 珪 質 泥 岩 ′′
-

′′ 

5 ′′ 

3 2 0.6 2.6 ′′ -
′′ 

6 DI O 6 石鎚C ○ 5.7 5.5 2.1 100 硬∴塙 細 粒凝灰 岩 ′′
-

′′ 

7 不定形 3.1 2 0.7 4.1 流紋岩質橿細粒凝灰岩 ′′ 「
′′ 

8 石匙縦 ○ 2.7 2.3 0.4 3.1 硬 質∴∴泥∴∴岩 ー 

9 
′′ 焼石 ○ 10.8 10.4 5.4 700 両 輝 石 安 山 岩 ′′ -古生界 

10 DI O 9 埋士 か.ト-2 8.2 7.8 5.8 470 緑 色 筏∴灰 岩 " -中新鋭 

11 DI O 6 定形f ○ 4.6 3.5 1.2 22.7 粘 板 岩 夏∴∴油一古生界 

12 ○ 3.8 3.6 1.2 18.5 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中筋続 

13 ′′ 不定形 2.6 1.9 0.4 1,3 ′′
-

′′ 

14 凹み石 ○ 8.8 5.5 4.2 310 緑 色 榎 原∴∴君 ′′
-

′′ 

15 鴨 あ-臆2 11.9 8.9 5.8 650 花 ∴闇 閃 緑∴鵜 蛙沢ダムー中世代 

16 DI 12 石皿 ○ 16.8 13.8 6 2,020 両 堆 石 安 山 岩 塊 信 吾一第四紀 

1了 DI 21 石鍾B ○ 9.6 6.3 2.4 160 緑 色 凝 妖∴∴常 奥羽山地一中斬統 

18 
′′ 不定形 ○ 5.8 3.8 0.9 20 硬 質 礁原 質 泥 岩 ′′

鵜
′′ 

19 DI O 6 石壁A ○ 7.2 4,5 2.6 90 硬 質 細 粒 榎 原∴岩 ′′ ○○
′′ 

20 壁中 鴨∴」-: 8.2 7.1 4.9 240 花∴∴周 閃 録∴岩 盟沢ダムー中世代 

21 DI O 3 下郎 京∴a葛: 10.7 6.4 6.1 520 両 輝 石 安 山 岩 奥羽山地一中新読 

22 ′′ 石壁鱗 ○ 5.1 3.2 0.6 9 硬 質∴∴泥 ー 

23 DI 21 断J-2 9.6 6.4 4.6 320 緑 色 礁 灰 ー 

24 D1 2l 京∴き-2 11 7.7 4 330 両 塙∴石∴安 山 奥羽山地一古生界 

25 
′′ 定形f ○ 4.7 2.3 0.9 11.2 碩子∴∴質 泥 奥羽山地一中筋親 

26 DI O 6 壁中 か∴○○? 14.4 7.7 7.5 1.080 緑 色 磯 原 ′′
-

′′ 

27 DI 21 不定形 8.9 6.8 1.7 90 硬 質 泥 ー 

28 DI 21 轟 き「2 8 6.7 2.8 210 緑 色 凝 庚 岩 ー 

29 DI 12 石欽a ○ 1,7 1.3 0.5 0.6 硬 質 泥 岩 ー 

30 DI 21 不定形 5.1 1.8 0.7 7 軽 質 泥 岩, 
ー 

31 DI O 6 石鎖b ○ 2.1 1.4 0.4 1 硬 質 榎原 質泥岩看 - 

32 凹み石 ○ 13.5 7.6 3.3 420 プ ロ と ラ イ ト 
ー 

33 D【 21 埋士上部 不定形 4.5 2.5 0.7 9 頓 好 雄 庚∴質 泥 君 ー 

34 DI 6 5 ㌔∴J-臆ご 9.9 5.9 5.6 440 緑 色 晴ら∴l実 
I ー 

37 DI O 6 石壁 ○ 10.2 8.9 2.3 320 プロピライト研く姥伏 ー 

1 D」 6 8 Bしl 不定形 5.8 2.8 0.9 13.5 碩∴∴賞 泥 岩 奥羽山地一中筋統 

2 DJ 6 8 石壁絃 ○ 6.4 2.2 0.9 15.5 珪 質橿細粒凝灰岩 ー 

3 " 繍 ○ 4.5 2.6 0.6 8 培∴∴質 泥 岩 ー 

4 DJ 5 9 
" 縦 ○ 了.5 2.1 0.7 10.3 硬 質∴漉三 原∴質 泥 ′′ i-

′′ 

5 D」 6 8 Bし6 ′′ 縦 7.1 1.8 0.5 7.7 
ー 

6 DJ O 9 壌土上部 不定形 10.7 5.9 2.6 130 
ー 

7 DJ 6 8 Bし6 石蟹B ○ 6.9 5.7 1.8 100 緑∴色 凝∴庚∴∴君 ー 

8 
′′ 石壁維 ○ 6.3 2.8 0.5 8.5 壇 質 泥 ′′

-
′′ 

9 ′′ 縦 (⊃ 8.2 2.2 0.7 15 
ー 

10 DJ 5 0 上部 定形d ○ 6.4 3 1.8 30 硬i質i泥 質 種 伏∴君 ー 

1l 
′′ 石壁維 ○ 5.5 1.6 0.5 4 珪 質 泥∴∴暮 ー 

Eブロックピット(1)

1 E A 5 0 上部 不達形 2.7 2.2 0.6 2.8 硬 質 泥 岩 奥;刷上」地一年新続 

2 E A O 3 欝∴ト〇〇 5,9 5.2 3.2 130 録∴隼i 瀧∴妖∴∴岩 ー 

3 当高点i十 ○ 8 4.7 2.2 130 泥 妻油川か仙人一古生暮 

4 
′′ 砥石 ○ 10 7.9 4.8 160 粗∴粒 秒 旬∴礫∴精 奥羽両地一中筋続 

5 E A O 9 埋土ト音lし 石盤維 ○ 7.2 3.8 1.1 30 硬 質 樫 細 粒 泥 岩 
i 

6 E A 15 凹み石 ○ 11.8 了,2 4.4i260 嬬督質極細杜両輝石安=幽 槻三石音 庸一範囲紀 

7 E A 6 5 不達形 10.7 5,8 1.6 i90 硬∴質∴極 細 池 波 
!

奥抑1成一中斬親 

8 E A 5 0 ○ i4.6 3.8 1.3 
巨

19 i石 英∴安 両 年 
ー 

9 E A O 3 石鎚A ○ 6,8 4,8 1.1! 50 iプロピライト飾接I表替 ー 

10 E A 6 8 石壁縦 ○ 5,7 1,9 0.8 7 硬 質 極 細 枇 泥 岩 
ー 

11 E A O 3 半円形 ○ 6.8 6,2 1.3 80 石∴質 細 枇∴碓:妖∴鵜 ー 

12 E A 2 7 幡製品 ○ 9.2 8.5 2.3 220 軽 質 泥 岩 
ー 

13 石蟹C ○ 5,9 4.4 1.5 50 プロピライト質種I/待! ー 

14 E A O 3 石皿 ○ 9 5.1 2.7 150 
- 

15 
′′ 膵石 ○ 7.5 5.1 3.2 90 堆 石 安 血 糖 

ー 

16 E A 5 9 定形d ○ 9.8 4.1 2.4 90 石 質 細 粒 碓 庚 - 

17 ′′ d ○ 7.5 4.2 2.1 70 泥 夏油川か仙人一古笠井 

18 E A O 3 石皿 (⊃ 9.6 6.4 3.4 ’330 両 輝 石 安 山 岩 焼石 岳一第叩紀 

19 
′′ ′′ ○ 12.2 8 4.5 580 

ー 

20 E A 5 9 上部 石盤縦 ○ l 2.4 1呈 17 硬∴質∴憧 細 粒 泥 
i 

奥羽山地一中折箱 

21 石鍛a ○ 4.7 1.7 
0・5l

6 硬 質 混 若 ケ 一一
・シ 

ー171 -



一遺 物 縞-

22 EA O 3 石蟹A ○ 6.4 5.2 1.6 60 緑 色 凝 灰 岩 奥羽山地一中新統 

23 EA O 9 上部 ′′ B ○ 4.4 4.1 1.1 20 石 質 細 粒 凝 灰 岩 ′′ 一一・〇
′′ 

24 EA 5 9 下部 鴨三a葛2 11 6.2 3.6 330 緑 色 凝 灰 岩 ′′ -
′′ 

25 EA 6 8 定形d ○ 4.4 1.5 0.5 6.3 硬 質∴橿 細 粒 泥 岩 ′′ -
′′ 

26 石倣d ○ 10.4 4.7 2.5 120 ホルンへエルス質権細粒泥岩 夏油川一古生界 
27 EA O 3 定形f ○ 6 5 1.7 40 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中筋統 

28 E A 5 0 不定形 3 2.5 0.6 2.3 石 質∴塵 細 粒 泥 岩 ′′ - ′′ 

29 ベルト中 定形d ○ 8.5 5.2 2.1 120 ホルン7エルス質種細粒泥岩 更油川一古生界 

30 E A 5 9 上部 不定形 5.8 5.9 0.7 30 硬 簡∴撞 細 粒 泥 岩 奥羽山地一中斬新 

31 E A 15 埋土 凹み石 ○ 10.4 5.8 3.6 180 輝 石 安 山 岩 ′′ - ′′ 

32 E A O 3 石壁縦 ○ 8 1.6 0.7 9.8 硬 質∴極細 拉 泥 岩 ′′ - ′′ 

33 不定形 9.6 4.2 2 90 硬 質 泥 岩 ′′
-

′′ 

34 
′′ 7.4 4 1.7 50 ′′

一 ′′ 

35 E A 18 賠石 ○ 11.8 9.2 6.3 1,010 両 輝 石 安 山 岩 
ー 

37 E A O 3 言二b-1 17.3 5.4 2.9 440 緑 色 凝 灰 岩 
ー 

1 E B O 9 埋土 石鎚A ○ 8.1 6.6 2.6 200 花 ㈲ 閃 緑 岩 笠沢ダムー中世代 

2 E B O 9 階石 ○ 9 6.4 3.7 380 両 輝 石 安 山 岩 奥羽山地一難斯読 

3 
′′ 不定形 3.4 3.2 0.5 5.8 硬 質 泥 質 礁 原 告 " -中斯統 

4 砥石 ○ 7.4 4.9 2 80 両 輝 石 安 山 岩 奥羽山地一群新続 

5 E B 15 鴨二さ-I 8.3 6.4 3.6 240 ′′ - ′′ 

6 宵 鞘硲 ○ 5.2 4.2 2,5 80 石質極細粒凝灰岩 " -中斬続 

7 E B O 9 8-1 14.1 8.2 6.1 l,(朋 花 園 閃 緑 岩 竪沢ダムー中世代 

8 石皿 ○ 11.5 6.2 6.1 740 両 輝 石 安 山 岩 奥羽山地一鮮斬親 

9 E B 5 0 ○ 14.5 8.7 1.9 290 淡 色 緑 色 雄 灰 岩 " -中斬親 

10 E B O 9 鴨・.8-2 Ill.6 5.6 4.6 400 両 輝 石 安 山 岩 ′′ -古生界 

11 E B 5 4 床面直上 石鎚A ○ 6.5 6.8 L4 60 緑 色 凝 灰 岩 " -中新鋭 

12 E B 5 0 不達形 5.2 3.5 0.9 15.2 泥∴質∴珪∴質 泥 岩 ′′ - ′′ 

重3 E B 5 4 石餓b ○ 3 l.7 0.9 4 ′′
- ′′ 

i14 E B O 6 勘∴ト.?- i 7 6.3 2.4 160 プロピライト質凝灰岩 ー 

15 E B 12 韮中 麿石 ○ 9.3 8.8 4.8 500 花∴ 固 閃 緑 岩 堅沢ダムー中世代 

16 E B O 9 埋土中 石鎚A ○ 8.6 6.9 2.3 170 両 輝 石 安 山 岩 奥羽山地一鮮斯続 

17 E B O 6 .d-l 10.4 7 4.5 270 プロピライト貿凝灰岩 ′′ 一中新鋭 

18 .a‾: 10 6.9 4 250 ′′ -
′′ 

19 E B O 9 埋土中 夢二a-; 〉13.4 6.3 3.6 430 ′′ - ′′ 

20 “i ′′ 塵石 ○ 
雪

8.8 8,1 3.3 280 両 輝 石 安 山 岩 ′′ 一古生界 

21 E B O 9 砥石 ○ 重15 6 3 340 緑 色 凝 灰 岩 ′′ -中筋統 

22 石鍛a ○ 2.7 1.5 0.5 1.2 泥 算 珪 質 泥 岩 - 

23 E B 15 き-1 13.3 了.3 4.5 500 緑 色 凝 灰 岩 ′′
- ′′ 

24 a-) 11.8 4.9 2.8 210 
ー 

25 E B 12 麿石 ○ 9.1 5.1 4.1 260 ′′ -葛 ′′ 

26 輝石1 16.6 8.3 3.3 570 粘 板 岩 鄭出川か仙人一古生界 

27 E B 6 2 石壁縫 iO 6.5 3.4 1 22.5 泥 質 珪 質凝 灰 岩 奥羽山地一中新鋭 

28 E B O 9 夢二d-2 12.1 6.9 5.2 450 両 輝 石 安 山 岩 ′′ -古生界 

29 E B 5 3 下部 瞭∴点-2 10.4 7.1 3.2 360 プロピライト質凝灰岩 ′′ -中折箱 

30 凹み石 ○ 6,7 6.2 3.6 80 橋精算極細粒両輝石安両棲 椀石岳一第四紀 
31 E B O 3 定形f ○ 5,4 3 1.8 30 珪 質 泥 質 凝 灰 岩 奥羽山地一中新鋭 

32 石蟹C ○ 6.3 6.5 1.8 80 石 貨∴濃さ I穴∴岩 ′′ - ′′ 

33 下部 石盤継 ○ 5.9 2.4 0.6 8.5 泥 質 珪 質 泥 岩 ′′
-一一

′′ 

34 定形騒 ○ (7・7 2.9 1.5 30 軽 質 泥 岩 更油川一古生界 
35 ′′ ′′ ○ 6.1 3.4 1.2 20 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中斯続 

36 E B 5 3 
′′

b ○ 4.8 i3.6 1 20 珪 質 泥 岩 ′′
- ′′ 

37 E B O 6 石鍾C ○ 6.2 6 1.6 90 緑 色 凝 灰 岩 ′′ ---
′′ 

38 E B 6 2 不定形 
看

4・5 3.7 0.9 13 蛇∴∴∴∴紋 岩 北上山地一古生界 

39 定形d ○ 7.5 4.9 1.5 50 硬∴質 細 粒 泥 岩 奥羽山地か安酒一古生界 

40 E B 5 0 石盤陥 ○ 5.7 2.3 0.8 11.6 珪∴∴質 泥 岩 奥羽山地一中筋統 

41 E B 5 0 不定形 2.2 1.9 0.3 1 硬∴∴質 泥 岩 ′′
〇・-

′′ 

42 iEB 12 定形f ○ i4 1.8 0.7 5.8 雄二∴∴質 泥 岩 ー 

43 E B O 9 凹み石 ○ 7.6 7.1 3.8 190 両 輝 石 安 山 岩 奥羽山地一餅所続 

44 E B O 9 埋土中 不定形 6.1 3,8 0.9 15.5 珪∴質 泥 質 凝 灰 岩 奥羽山地一中斬統 

45 E B 15 石壁縫 ○ 6.1 2.9 0.7 10 硬∴∴質 泥 岩 ′′
-

′′ 

46 E B 5 9 ′′ 陥 ○ 4.7 5.9 0.9 13.6 泥 節 理 算 凝 灰 岩 
ー 

47 言.b-1 14.3 6.8 2.9 440 プ ロ ピ ラ イ ト 
ー 

48 E B 15 ぼ製品 ○ 4.6 3.3 1.1 20 流紋岩質細粒凝灰岩 ー 

49 E B O 3 粟側穴 定形d 
‾‾、 \_. !5・3 3.9 1.2 30 泥∴貿 珪 質 泥 岩 ′′ -

′′ 

50 E B 15 フラスコ 重言トー1 17.8 6.5 2.9 470 プロピライト質凝灰岩 ′′ - ′′ 

51 E B O 9 埋土中 不定形 7.5 5.5 l.1 50 珪 質 泥 質 凝 灰 岩 ′′ -
′′ 

52 E B 5 0 I暗 了.2 6.9 3.5 200 プロピライト質凝灰岩 ′′ --
′′ 

53 E B 5 3 d-) 6.3 4.7 2.3 90 石質樋細粒凝灰岩 ′′ ・一・-
′′ 

紳 E B 6 2 吋 棚碕 ○ 4.4 2.9 2.8 60 緑 色 凝 灰 岩 
ー 

55 E B 5 0 石鍾 ○ 5.6 5.8 1.9 70 ′′ - ′′ 

- 172
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56 E B 5 0 石壁 ○ 6.5 5.8 2.1 90 緑 色 《珪∴ 灰 岩 奥羽山地一中筋続 

57 EB O 3 
′′ ○ 4.7 5.1 1.7 50 ′′ - ′′ 

58 E B 5 3 不定形 ○ 2.8 2.6 0.5 8 
- 

1 EC 5 0 不定形 8.4 3.8 1.4 50 硬∴∴質 泥 岩 奥羽山地一中斬続 

2 EC O 6 上部 夢.b-2 9.1 7.9 2.5 250 プロピライト質凝灰岩 ′′ -葛
′′ 

3 E C O 6 
′′ 石壁鱗 3.1 5.4 0.7 9.2 粘 板 岩 夏 油一古生界 

4 EC 15 不定形 5.7 3.1 1.1 12.5 両 輝 石 安 山 岩 奥羽山地一中筋統 

5 5.8 2.8 1.1 19.2 凝 原 質 硬 貨 泥 岩 ′′ - ′′ 

6 凹み石 ○ 9.2 8.4 6 640 両 輝 石 安 山 岩 焼石岳一第四紀 

7 E C 2 4 定形d ○ 8 3.8 1.8 60 ホルンフ工ルス質泥岩 夏 油一古生界 

8 E C 21 石壁縦 ○ 5.2 2 0.5 6 凝 灰∴質 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中斬統 

9 E C 2 4 定形c ○ 7.2 2.4 1.6 22.8 硬∴質 泥 節 凝 灰 岩 ′′ -- ′′ 

10 E C 2 4 石蟹A ○ 10.7 8.2 1.6 170 プロピライト質凝灰岩 ′′ 臆 ′′ 

11 E C 2 4 
" B ○ 7.4 6.7 2.3 150 花 園 閃 緑 岩 鎧沢ダムー中世代 

12 E C 2 7 
" B ○ 6 5.2 1.9 70 線 色 凝 灰 岩 奥羽山地一中新鋭 

13 不定形 6.4 5 2.1 70 健 灰 間 硬 質 泥 岩 ′′ - ′′ 

14 E C 5 0 石壁傾 ○ 5.6 3.4 0.7 13.8 鉄 石 英 ′′ --
′′ 

15 麿石1 18.5 8.6 4.7 780 プロピライト質凝灰岩 ′′ -
′′ 

16 E C 21 不定形 7.1 3.8 0.9 40 石 貨横細粒凝灰岩 ′′
臆 ′′ 

17 EC 5 0 石鍛b ○ 2.2 1.8 0.3 0.6 石 質∴ 言張-∴灰 岩 ′′
--

′′ 

18 EC 6 5 下郎 不定形 7.8 5.4 1.2 40 硬 質 泥 岩 ′′
-

′′ 

19 EC 15 石壁A ○ 8.5 i7.4 1.3 100 緑 色 種 板 岩 ′′
一 ′′ 

20 EC O 6 中央下郎 格言○○3 9.9 7.4 5.6 450 両 輝 石 安 山 岩 焼石岳一第四紀 

21 EC O 6 上部 定形d ○ 4.8 4 l.5 30 硬∴∴質 泥 岩 奥羽山地一中斬統 

22 ′′
d 6.8 1.9 l.2 30 石 質極細粒凝灰岩 ′′

- ′′ 

23 E C 2 7 言:a-? 8.8 8.2 4.4 480 両 輝 石 安 山 碧 焼石岳一第四紀 
24 E C 5 0 不定形 8.4 3.8 1,3 50 ホルンフエルス貨泥岩 夏 油一古生界 

25 E C 2 7 定形d ○ 7.6 4.1 1.9 60 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中斬続 

26 E C 5 3 石匙縦 ○ 4.1 2.2 0.8 6.7 凝 灰 賞 硬 質 泥 岩 
- 

27 E C 2 7 下部 〇一一: 8.8 7.7 2.7 300 緑 色 凝 灰 岩 ′′
-

′′ 

28 簾二b-1 11 5 3.3 230 プロピライト質凝灰岩 ー 

29 砥石 ○ 6.5 5 2.5 70 緑 色 凝 灰 岩 ′′
-

′′ 

30 E C 2 4 腰∴さ-1 12.6 6.2 5.7 550 
′′

一一一一
′′ 

31 EC 5 6 不定形 5.7 4.5 0.8 28 石 質 凝 灰 岩 ′′
- ′′ 

32 石盤縦 6.1 1.9 0.7 6.8 石 質 泥 岩 ′′
- ′′ 

33 E C 71 練から4血 凹み石 11.4 6.5 2.8 3(X) 石 質橿細粒凝灰岩 ′′
- ′′ 

34 E C 15 麿難硲 ○ 6.4 6.2 2.9 220 プロピライト賞凝灰岩 - 

35 E C O 6 定形f ○ 2.4 2.5 0.9 5.5 凝 灰∴質 硬 質 泥 岩 ′′
- ′′ 

36 E C 6 8 Bしl 不定形 6.8 4.8 0.9 30 
′′

・・一一
′′ 

37 Bし5 9 7.7 3.8 420 プロピライト質凝灰常 ′′
-

′′ 

38 Bし5 ′′ 9.4 5 3.4 160 珪 質種細粒凝灰岩 - 

39 東西ベルト 8.5 3.4 1 30 流∴∴∴∴紋 岩 ′′ --
′′ 

40 4.6 2.4 1 8 石 質 泥 岩 ′′
--

′′ 

41 EC 6 8 東西ベルト 不定形 6.4 2 0.5 7.5 凝 原 質 硬 質 泥 岩 
ー 

42 EC O 6 凹み石 ○ 9.6 8.5 4.3 440 プ ロ ピ ラ イ ト 
ー 

43 EC 2 7 石鎚A ○ 7.6 4.7 2.2 90 石 質樋細粒凝灰岩 ー 

44 ′′ ′′ C ○ 6.4 5.3 2.1 90 
′′

-
′′ 

45 EC 5 6 夢二b-2 7.7 6 3.7 180 
ー 

46 有数e ○ 5.3 3 1 15 
′′ ′ノ ー○○

′′ 

47 ′′ 鴨:a一暮 7.3 7.2 2.7 170 緑 色 凝 灰 営 ′′
一〇一

′′ 

48 E C 5 3 石鎚A ○ 9 6.7 2 160 プ ロ ピ ラ イ ト 
′′ --

′′ 

49 E C 21 定形d ○ 5.7 3.5 L7 40 ホルン7エルス質泥岩 夏 油一古生界 

50 鷹石 ○ 13.4 7.9 6.9 l,050 両 輝 石 安 山 岩 焼石岳一筋四紀 

5l ′′ ○ 10.4 9.1 6.3 740 
′′ 奥羽山地一中斯統 

52 E C 6 2 石皿 ○ 10.8 5 3.2 300 
′′

--一一 ′′ 

53 上部 =落石l ○ 10.2 6.1 3.3 370 ホルンフエルス賞粘灰岩 奥羽・安浦一古生芥 

1 E D 18 埋土 不定形 8 4.2 2.5 100 篠 原∴質 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中所続 

2 E D 18 3,7 2.6 1.2 7.1 
- 

3 4.4 2.7 1.4 16 凝 灰∴質 硬 質 泥 岩 ′′ ・喜
′′ 

4 E D 2 4 11.3 8.7 2.9 550 プ ロ ピ ラ イ ト 

i 

5 
′′ 鴨三b-2 10.l 7.2 4 390 両 輝 石 安 山 岩 ′′

-
′′ 

6 
′′ 鴨三b-3 8.2 6.1 6.4 320 緑 色 凝 灰 岩 ′′

- ′′ 

7 
順二b-こ 15.1 6.6 4.8 73U 泥 岩 更油IiIか仙人一古生界 

8 E D 15 石盤臓 ○ 3.6 4.9 0.8 11.2 績 灰 質 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中斬続 

9 
′′ 酷薄l斧 ○ 4.8 3.2 0.9 20 泥 岩 更油川か仙人一古生界 

10 E D 5 3 ○ 4. 3.8 l.9 50 
′′ -

′′ 

i 

11 E D 2 4 義,b-う 13.3 9.3 2.7 450 緑 色 凝!∴灰∴着 奥羽山地一中新統 

12 E D 6 8 上部 陶附帯 ○ 13.6 6.9 3 250 石 質∴橿 細 粒 泥 岩 夏油川一古生非 
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ー遣 物 縞-

1工 ED 21 甘言b-2 了.l 6.1 3言う 20し) 両∴櫛∴右∴安I白∴岩 奥羽11」地一鐘紡統 

14 
/′ 

鴨.a-‾2 11.2 了.8 6.6 630 練∴色 凝∴伏∴∴岩 ク ー中筋続 

15 E【) 5 3 囲み右 ○ 9言う 了.7 5.5 520 
′′ ク ー ケ 

16 鴨 D 5 9 右欽b ○ 2.」 1.5 0.4 1 槌音 吠∴質 硬 質 泥 岩 ケ ー
/′ 

17 E D 5 3 不定形 亘 6.`ま 1.2 4() 珪 質 泥 岩 ク ー鐸新穀 

18 E 萱) 6 之 定形d ○ 6.1 4.1 2.1 50 碓 吠 質 硬 質 泥 岩 ク ー中新羅 

19 鴨 D∴∴5I3 不定彬 工3 こう 1.2 16 
・シ /′

- ケ 

20 王 D 5 9 七クンニう 定彬(i G ∴(う 3.5 1.5 ・10 泥 岩 姑帥iiか仙人一轟音 界 

21 轟 看) 5 0 定形f ∴ う,6 3.2 1.5 30 f 質 種細粒凝伏岩 奥羽山地一中筋 

22 E D 15 ノン 8.8 ・1.4 2.2 了0 居 着 姑帥Iiか仙人一百〇 三井 

23 
/′ 甘.b-2 8.3 じ.l 2.6 200 巾 堆 石:’長 山 鵜 奥羽山地一群斯 

2∠l E D 5 6 上部 定形d C音 5言う 3 1 20 距 夙三 質 硬 質 泥音 君 ク ー中海続 

25 十二 D 5 9 有壁縦 5.1 2.8 0.う 21.5 
′′ ク ー ケ 

26 鴨 D 5 3 京.あ-2 8.5 8.9 6.8 6了0 フ∴∴口∴∴と ラ イ ト 
/′

-
/′ 

2了 嶋 D 2 了 暦有 11.3 8.5 6.2 800 熔岩的細粒「I周囲右’友両君 膿石忠一細川紀 

28 鴨暮) 18 不定彬 8.2 了1.8 1.6 60 石 質撞細粒種板君 奥羽I用也一中新税 

29 
ケ ・シ 

丁.2 2.2 1.7 20 睦 吠 質 硬 質 泥 岩 ク ー-- ケ 

訊) 
ケ ・シ 

じ.I こ) l.2 30 居 島 1姑面白か仙人一計 界 

:り 鴨 D 2.l 上面 ・シ 

6.・! 3.9 1.6 机) 睦 朕∴質 硬 質 泥 岩 典羽山地一中細続 

32 王 D 5 こう 古館B (〕 l 6.1 1,5 100 巾】郎∴右∴宏 両 君 ク ー鐘紡続 

33 
ノン 胃∴ト 9.6 了.4 古くl 400 

′. 
/′

- ケ 

:}1 しこD 5 こう 高熱 誓 
(二, \ノ 11.8 工了 3 280 緑 色 厳 原∴∴岩 ク ー中斯続 

こうう 
/′ 石壁 5.之 ・! 1 15 睦l吹∴質 碩子 持i泥音 浩 ′′ - ケ 

36 鴨D 18 半口彬 10 こ),l 2.8 2`書0 緑 色 碓 涙∴∴君 ク ー一 々 

i 

1 萱こ し二∴∴2 `1 断∴ト-1 12.8 5.1! 之.1 24() 棉 板 揖 夏油Iiiか仙人一古事 :持 

2 
ノン 囲み右 ∴、 

9.6 8,1 ▲1.6 450 破嫡質輝石安Ili君 典羽I用也一中 

こう !:ト二 5 9 上部 不定彬 6.9 6.6 1.8 70 I 質 細 粒 概 吠∴岩 ク ー ケ 

」 鴨∴E 2 ∠l 
/′ 

了.(う 3,8 1 30 石 質 泥∴∴∴君 ′シ
ー

ノン 

じ 
′シ 右飯c :; 5.1 1.9 0.6 :し2 珪 質∴∴ 泥 岩 ク ー ケ 

6 鴨 嶋∴∴12 嵯有 9 8.5 6.了 了40 両∴櫛∴石∴安 山 岩 ク ー古生罪 

l 

ノン 不定形 し!.5 霊芝 1,8 26 硬 質 凝 原 質 泥 岩 ク ー中箱貌 

8 ケ 京.ト-2 5言う 5.」 3言う 110 フロとライト質凝I/待i ク ー ケ 

9 
′′ 京∴」「 1工了 l l.8 了00 ケ ク ー ケ 

10 
ケ 砥石 9 了.3 工1 29ひ 両∴輝∴有∴安 山 岩 ク ー古生界 

11 
I′ 有錘C 〔二 工9 圭:う 1.4 20 石 質 凝:∴吠二∴督 ク ー中海続 

12 
/′ ケ B ∵ 工了 3.8 1.5 ・10 

′′ ク ー ケ 

1工 鴨トこ 15 寄.」-? 8.9 5.9 l.1 2了0 プロとライト質種妹暮 ク ー ケ 

ト1 
ノン 暦右 ○ 10.9 l.J 6.3 6了0 「I巾∴櫛 石 安 山 岩 焼石畠-し たl( 

15 鷺 鴨∴∴∴5 9 C楢下部 不定形 こう・6 2.9 1 12.5 硬 質 泥 質 種 庚∴君 奥羽I用随一中 

16 鴨∴鴨 o こう 有錘A C′ 了.1 5.3 1.8 90 珪質種細粒凋㍉妖言樟 〃 -
/′ 

i1了 量二 王 o こう 
ケ 

(⊃ 8〇・1 (う.7 2.1 160 プロとライト研く姥Il待! ク ー ケ 

18 
/′ 不定形 5,9 3.`1 1.5 23.5 珪質種細粒凝夙∴君 (′

-
イ′ 

19 王∴E 12 囲み右 し 8〇・l 6.7 3.3 220 フロとライト質凝I大宮! イ′ _ ・シ 

i20 ノン ′′ ∴ 6.2 5..1 4.9 200 
′′ ク ー

I′ 

21 嶋∴鴨 12 不定形 ・l.2 こし2 0.8 8.7 申 質 泥 質 種 伏∴君 ク ー ケ 

22 ト二 王 5 0 暦有 ∴ 10言う 5.6 2.8 180 両∴櫛∴右∴安 山 岩 ●● - ′′ 

23 
ノン 鷹敦I 壬 i 

(’‾∴、、 \, 

6.1 1.了 0.9 1了 精 板 持 姑帥‥か仙人一缶 舛 

2(1 鴨鴨∴∴6 8 祇l 
/\ \_, 

10,(う 8,4 五言1 700 プロとライト質種吠君 奥享剛1」地一中姉続 

25 十二E 21l 暦興 → 8.2 2.7 l言う ・書0 泥 岩 夏油川か仙人一打墨暮 

26 王I: 5 0 ノン (‾“ 
10.2 こう.▲1 

? 
90 軸 板 持 ク ー ケ 

2了 
/′ 定彬f ∴ 8言( 3.6 2.5 80 破∴質∴泥 質 凄 味∴督 奥羽山地一中的続 

28 に じ o 3 右飯b 
/、 \\臆ノ 

2.5 之〇・1 0.5 2.8 時 宜 ∴時 宜 ケ 一 々 

29 /′ 

有皇 \葛ノ 
工1 2.6 0.6 〈l j 質 泥 星(珪化本) 」シ

ー ク 

30 工∴占 12 不明 古銭 3.・l 之.1 0.5 2,5 千 質 楠 細 粒 泥 岩 夏油川一缶生井 

31 El〕 0 こう 不定形 ・1.1 2.1 0.了 5.5 彊 質 泥 持 奥羽I用也一申新説 

32 鴨 E∴∴6 2 C理工 有錘A ∴ 5.8 ・ま.9 1.了 90 緑 色 碓 吠∴∴君 ′シ
ー

ノン 

高 嶋 鴨∴∴5 0 京∴」〇二 i8.6 8.5 工9 320 破姻 質 均上布’安山岩 ′′ 「 ′′ 

34 嶋∴鴨 6 8 石鎚A し 6.5 ・l.8 1.8 60 柁∴ 欄 間 館 岩 ク ー中世代 

35 
ノン 

l上部① ト.ト・: 9.了 了.3 4.8 330 手 質種細粒凋㍉妖言督 ク ー中箱続 

36 Il二 王 6 5 昧面 定形d し 10.2 」.6 2.3 120 石 質∴∴泥∴∴君 ク ー ケ 

こう了 十二 鴨 21! 右鍛l) :; 2.6 1.7 0.`l 1 彊 質 泥 岩 /′
-

/′ 

38 王l二 0 3 不定形 
し 

8.6 ・し7 1./l 50 ナ∴ヤ
ー

卜 質札=坂岩 北両山地一高〔 I 「 

39 嶋 嶋∴∴5 9 囲み有 
(“\ -、ノ 

9.6 8.8 4.7 540 両∴櫛∴有∴安 山 岩 椀石島一節II 
i 

110 
′′ ←● 

し/ 10,6 6.2 3.3 230 プロとライト質種I/膏i 奥羽山地一中新 

.!1 E 鴨∴∴0 9 理工中 碓イ ∴ 8.1 5.6 5.2 70 「巾∴埠i右∴安 山 岩 焼石畠一期甲 I 

/!2 工∴工 15 樵l \∴ 11言う 9.1 3,8 600 「んi椰 有’安 山 岩 ク ー
ノン 

▲!3 
イ′ 有錘Å \\_臆/ 

l.こ) 6.5 1.8 100 緑 色 碓:∴庚∴∴浩 典羽I屈也一中諦観 

・(星 鴨∴嶋 了」 昔,」 
/‾へ\音 しノ 

了.」 ・l.1 1,2 60 泥 岩 姑I帥lか仙人一缶 三雄 

`15 嶋∴嶋 12 石肌 ∴ 1・1言う 10 .1言う 5:賞) 両∴櫛∴右∴安 山 岩 碗有島一第i鵬己 
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ー遺 物 縞鵜

46 E E 6 2 定形d ○ 了.5 3.9 1.6 50 泥 督 要諦か仙人一古生持 
47 E E 5 7 石鍛b ○ 2.了 1.5 0.5 1.5 硬 質 極 細 湿。泥 要れ 川I- ケ 

48 E E 15 不定形 5,5 二う 1.4 22.3 頓∴∴質∴∴混 典カ 11地一中箱統 

49 E E 71 ケ 
4.1 3.7 1.9 30 ケ ′シ ー ク 

50 ′ン ノン 

4.1 2.4 0.9 11.5 ′′ 
′′

- シ 

51 E E 6 8 上線36ぐm 鷹右 (⊃ 9.4 8.5 6.7 750 両∴櫛∴有∴安 山 岩 焼 工手一輝囲紀 

52 E E 2 7 石鍾B ○ 6.2 5.5 1.6 60 プロとライト質(堪り子持 典オ 冊也一中箱続 

53 E E 12 鷹石 ○ 12 9.6 4 690 両∴櫛∴石∴安 山 岩 窺石島一第叩紀 
54 

ノン 

音審ト、.2.i“ 了.3 7.4 4.1 290 ケ 
′シ

ー ク 

5う " 不定形 6.4 2.4 l言う 20 珪∴∴質 泥 浩 典羽I用也一中新統 

56 E E 5 0 ト‾? 10.4 7.4 4.6 530 両i青草∴右i’安I白‡ I▲ 】 ク ー古生搾 

5了 
′′ 

.種・2-イ i 

8 6.9 5.5 320 花∴樹 閃 緑 岩 勘尺夕つ、-中世代 

58 E E 5 9 櫓右 ○ 1L2 8 6.5 880 フロとライト質(捷板持 奥羽両地一中新雛 
59 E E 5 9 片刃右 ○ 9.l 3.6 

2・タ 
100 粘 板 岩 夏油川 か仙人一百生井 

60 
′′ 照一d〇〇 1L9 7.2 5.6 730 フ ロ∴∴ヒ ラ イ ト 奥羽I白地一中新続 

61 E E 15 鷹 ○ 10.4 10 6.5 850 両∴櫛∴右∴安 中 だ 
l ) 焼石畠一期川端己 

62 E E O 3 石壁縦 C) 5.∠1 3.6 1.2 30 珪 質 泥 浩 処刑出血一中筋続 
63 

′′ 欝.b「 16.9 8.2 5.4 L230 化∴∴樹 閃 緑∴∴君 〃 〇
・ク 

64 E E 12 ぎ∴さ-: 了.7 6.3 5.9 &ま0 フロとライト質凝原告 ′シ
ー ク 

65 E E O 3 鷹馳 i ii (⊃ 4.9 こし6 1.2 40 石∴∴質 《堆∴ 音昧 イ′
-

/. 

66 E E 6 8 鷹有 (⊃ 6.1 4.2 4.4 210 珪質極細粒准庚 ク ー 〃 

67 E E 6 5 断面二 ○ 15.7 11.5 5.9 930 プロとライト質種吠 〃 一 々 

68 
′← 

ケ ○ 12.9 5.8 3.8 420 ノン ク ー
ノン 

69 E E 5 9 II Ilみ右 ○ 10.3 7.2 6.1 580 イ′ ケ 一 々 

了0 
′′ 

I 加商 二 10 5.9 4.2 370 緑 色 凝 涙 を- 1 】 

/′ - ケ 

1 E G 2 7 下部 有錘A (⊃ 8.5 l 2 160 緑 色 贋 妖 年i l ) 

ク ー ケ 

2 E G 21 ケB (⊃ 6,1 4.6 1.6 了0 有∴質 細 粒 榎 原∴拾 ク ー ケ 

3 ケ 両刃ん ○ 11,3 9.2 4.l 350 !′ ′シ
ー ク 

4 EG O 3 鴨、b‾3 国.6 6.5 3.1 470 フロとライト曽i白鷺Iゾ点 I▲ i ケ 一 々 

0 
ノン 不定形 7.1 `1.了 1.8 60 硬 質 泥 君 ク ー ケ 

6 〃 石錘A ○ 6.7 6.7 1.3 70 石∴質音 鮒i粒 《矯l大 音君 
ク ー

ノン 

l 

′′ 

ケA ○ 6.9 5.了 1.7 100 緑 色 凝 伏 年1i 
子 -∴ -・ 

1 E F 2 了 No.工 上部 離有 Cヽ 12.6 9.7 5.8 920 柁∴∴樹 閃 緑 岩 椀 畠一中生代 

2 E F 7 4 下部 15.2 7.2 2.1 290 濃 緑 色 凝 朕 拾 奥羽 出血一中新羅 

3 
′′ ′● 

亨製`l 章 l) ○ !ま.9 2.2 1.6 24 捧持質極範泣面堆石安中暮 娩 帝一輝IIl描己 

4 E F 2 7 ;錘B ○ 6.5 5.4 L7 90 緑∴色 凝∴所∴∴若 典羽 出血一古生界 

5 
′. 

石盤織 ○ 4.4 6.2 l 19 石 質 (接∴∴吠∴∴浩 ケ ー中筋続 

6 ケ 定形d ○ 6.1 3.3 1.4 28.2 
′′ ′′ 〇 千 

7 
′′ 

上部 右飯ぐ ○ 4.1 1.6 1.1 6 璃∴∴質∴∴泥∴∴暮 ク ー
/′ 

8 E F 5 0 h‾ 17.7 6 2.4 350 フロとライト質種I/待! !′
- 〃 

9 E F 5 6 ]! 手持i ○ 10.う 5.3 3.1 270 緑 色 凝 庚 † 
l I 

ク ー ケ 

10 
ケ ′′ ○ 5.4 5.5 2.1 100 濃 緑 色 碓 原 告 /′

・一-
ノン 

11 E F 5 0 ケ ○ 8.2 6.1 2.5 220 石 質楠細粒凝II点I l ) ク ー
ノン 

12 E F 5 6 .トー: ○ 11 6.9 2.3 250 濃 緑 色 種 板 で l 
!′

- ケ 

13 E F 2 了 a郎 形d (⊃ 8.8 5.4 2.5 170 粘 板 岩 夏油川カ 葛仙人一缶生井 

14 
ケ ケ 砥石 ○ 10.4 6.7 2.9 180 路盤紅梅細粒両輝石安中 奥羽山地一中筋続 

15 E F 6 2 登-② 寄 h葛! 13.8 6.3 3.3 390 拓∴∴∴∴板 夏油月iカ -仙人一缶生舛 

16 
〃 登-③ 不定形 4.4 6.3 1.4 30 硬 質 泥 典羽用地一中斬統 

1了 鴨 F 2 了 錘B ○ 了.8 5.5 l.5 90 フロとライト質凝妖 ノン 一 々 

18 E F 了1 不定形 5.9 3.5 1.6 30 硬 質∴∴泥∴∴君 ク ー ケ 

19 E F 6 8 
′′ 

3 2,8 L1 9.2 
←● 

ク ー一一
ノン 

20 E F 2 7 上部 み有 ○ 9.3 8.2 ・1.2 380 フ口とライト質種I天 ∴′ ・・- イ 

21 E F 2 4 形e ○ 9 2.6 1.4 `!0 璃∴∴㌣〔∴ さIと 

ー● -
′′ 

22 E F 了 4 上部 み右 ○ 9,5 7.1 4.5 410 フロとライト質種妖 ●, - ′′ 

23 E F 了1 石壁臓 (⊃ 6.6 3.8 0.了 18.6 硬 質 泥 年 
ク ー ケ 

24 E F 2 7 b 石肌 C音 26 10.5 了.8 :買:組 面∴輝 石 安 中 † 椀l 舌一期I瑞己 

25 E F 了 4 古館 C 5.了 5.9 1.6 60 流 紋 岩 質 種 高 岩 処方 I地一中海続 

1 E H 5 3 定彬d ○ I.0 4.2 1.9 50 凝 原 質 硬 質 満 雄 〃 - ケ 

2 E H 5 0 告I】z 7.8 6.2 1.4 100 硬 質 極 細 枇 泥 君 姑l 同一古生暮 

3 E H 了1 錬C ○ 6.1 5.4 1.7 80 緑 色 礁∴方夫∴君 処方 i地一中新税 

4 E H 5 6 ケB () 6 5.4 1.8 70 7ロとライト質種II待 ク ー ケ 

5 E H O 3 ケA ∵ 9.9 6.1 2 190 
ケ シ ー ク 

6 E H O 6 町み右 ○ 8.2 8.3 3.了 300 緑∴色 言渡∴伏∴∴浩 ノ ー ′′ 

l 
ケ 擁石 ○ 8.8 5.5 2 120 

ケ ′′ - ′. 

8 
・シ 鴨∴b-登 12言う 5.6 2.9 230 

′. 

ケ 一 々 

9 E H O 6 鴨l-登 13 l 5.9 61() 柁∴∴悩 閃 無二∴君 臨月ダムー中生代 

10 
ケ 

I専用l C) 10.8 5.7 2.6 230 千〇‖質種細粒凝Il白-! 奥羽山地一中筋続 

i 
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一遇 物 締-

1 EJ 71 凹み石 ○ 9.6 6 4.4 240 両 輝 石 安 山 岩 奥羽山地一古生芥 

2 EJ 71 石壁横 ○ 5.2 4 1.9 15 泥∴質で 凝∴庚 岩 ク ー中斬統 

3 EJ 71 モク北8 踏石 ○ 15.5 7 2 220 両 輝 石 安 山 岩 ク ー古生非 

4 
ケ 不定形 6.5 4.9 1.5 50 

ケ 焼石忠一制朋己 

EIブロックピット
1 EI 6 5 Q4-a 言∴a-2 12.6 8.4 6.3 680 維∴色 凝∴伏∴∴常 奥羽山地一中斬親 

2 〃 Q2a層 石鎚B ○ 5.6 5.1 L8 60 ケ ク ー ケ 

3 
ケ Q2-b 〃B ○ 7.1 6.1 1.9 110 プ ロ と ラ イ ト 

ク ー
(′ 

4 
′. 

Q4-C 歴石 ○ 12.9 8.1 3.1 480 
ケ ク ー ク 

5 E1 6 8 石皿 ○ 18.2 10.1 9.1 2.680 両 輝 石 安 山 岩 〆 て錐所統 

7 E 萱 6 2 1辞子、ミ 石鍛a ○ 3.8 1.9 0.6 9.5 珪 質∴∴泥∴∴岩 〃 -中斬続 

8 EI 5 0 ケd ○ 3.8 1.3 0.8 3.5 珪質横細粒榎原岩 ・シ
ー ク 

9 
ケ 不定形 5.3 3.7 0.3 7.7 

1′ ケ 一 々 

10 EI 6 2 東西f層 ●. 

9.7 6.7 2.7 170 凝 朕 質 硬 質 泥 岩 ク ー /′ 

石器製造址ピット
1 石器製作跡 東浦土器 不定形 4.8 3 0.8 9 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中新雛 

2 〃P】1 定形d ○ 了.3 2.9 1.5 30 ケ 」シ
ー ク 

3 ケP15:う ′. 7.5 3.6 1.5 40 
ノン ・シ

ー ク 

4 
ケ P2 石壁 ○ 1.6 1.5 0.7 8.1 

ケ ク _ ク 

D 
ケ 腫石 ○ 11.9 9.1 3.6 560 両∴輝∴石∴安 山 岩 ク ー古生界 

6 
′′ 

鴨.a-I 1了.4 7.6 5.7 990 プ ロ ピ ラ イ ト 
〃 -中斯洗 

仮No.ピット

1 仮No.4 石壁維 6.7 1.5 0.7 6 珪 質 泥 岩 奥羽山地一中新鋭 

2 仮No.Pl白 不定形 5.3 3.6 1.2 30 磁 庚 質 硬 質 泥 岩 〃 - ク 

1 仮N○○3 半円鷹 15 8 2.9 490 両 堆∴石∴安 山 岩 焼石忠一矧抑紀 

2 傾No.3 ・ク ○ 8.6 了.1 2.9 280 練∴色 凝∴妖∴∴封 奥羽山地一中称続 

1 偵No.8 石盤騨 ○ 6.6 3.4 0.8 17.8 硬∴∴質 泥 岩 奥羽山地一中筋雛 
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ー遺 物 細-

遺物包含届出土石器計測表〔石緩〕

登録 番号 

出 土 地 点 出土僻位 分類 
残存状況 破 大 値(帥) 

亜拭く9) 石 材 僻 事 
完全 砥堀 たて よ こ あっさ 

1 B」 15 0 -1 b ○ 3.6 1.5 0.5 2 石 貨 極細枇雌伏 岩 奥羽山地一中斬続 
2 Bi 15 Ⅱ b ○ 3 2.3 L1 6 ノン ケ

一
々 

3 BI 18 り-1 b ○ 3 2 0.8 3.3 硬∴∴∴質 泥 岩 ク ー
ケ 

4 BI 15 Ⅱ -4 a ○ 3 1.5 0.5 l.8 硬 質 榎 原 貨 泥 岩 ケ 一
々 

5 B」 18 Ⅱ-9 a ○ 2.8 1,6 0.5 1.5 粘∴∴∴∴板 岩 更油川上流・仙人一古生芥 

6 B」 15 Ⅱ-5 種 ○ 3.1 1.7 0.5 1.6 石 質 極細粒磯原岩 奥羽山地一中新鋭 
7 BI 15 Ⅱ-6 a ○ 6.1 2 5 4 硬 質 泥 岩 〃 - ケ 

8 B」 15 Ⅱ -19 a ○ 2.7 1.9 0.8 3 粘 板 岩 安酒川上濡・仙人一古生界 

9 BI 15 Ⅱ-8 a ○ 1.6 1.2 0.3 0.3 石 貨∴凝i原 質 泥 岩 奥羽山地一中断維 
10 B H 15 Ⅱ-1 e ○ 3.2 1.3 0.5 2 珪 質∴∴∴泥 岩 ク ー

ケ 

11 B」 18 Ⅱ
「

8 a ○ 4.3 2 0.9 6.2 流∴∴∴∴紋 岩 ク ー 〃 

12 B」 15 Ⅲ-6 b ○ 2.2 1.5 0.5 0.7 硬 質 泥 岩 ク ー 〃 

13 B H 15 Ⅲ-9 a ○ 2 1.4 0.5 0.9 粘∴∴∴∴板 岩 勘帥Ii上流・仙人一古生界 

14 B」 12 Il-7 a ○ 3.6 L4 0.5 1,7 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中新鋭 
15 B」 O 9 i-1 b ○ 2.5 L8 0.5 1.8 

ケ ク ー 〃 

16 B」 12 0-2 b 3.3 2.2 0.9 5.5 粘 板 岩 ク ー 〃 

17 Bl 15 0 -12 b 3.2 2.5 0.9 5.5 硬∴質 磁 灰 質 泥 岩 イ′
- ケ 

18 B1 15 り -9 a ○ 2.9 1.7 0.5 2 
ケ ・ク

ー
ノン 

19 B」 12 Ⅲ-12 C ○ 4.7 3 0.8 9 硬 質 泥 岩 ・シ
ー ク 

20 BC 15 Ⅲ一l b ○ 5.1 2.7 0.9 18.5 石 質 椋細粒准恢∴岩 ・シ
ー ク 

21 B」 12 lI-3 種 ○ 2.7 1,7 0.5 1.5 硬 質∴礁 原 質 泥 岩 ケ 一 夕 

1 C A 6 2 l-2 C ○ 2.4 1.6 0.5 2,5 石 質 極細粒凝灰 岩 奥羽山地一中斬統 
2 CiC」9 i 

C ○ 5.7 1.8 1 9.6 ケ `′
- ケ 

3 C B 18 t -6 a ○ 2.6 1.8 0.3 1.6 ノブ ノブ
ー ケ 

4 C B 15 I-4 a ○ 2.6 1.6 0.5 1.7 〃 ・シ
ー

ク 

5 CI 12 i-3 a ○ 2.8 1.8 0.4 1 
ノ′ ク

ー ケ 

6 C B 9 I-7 ∂ ○ 3 1.9 0.6 2.4 硬 貨∴∴∴泥 岩 ノブ
ー ケ 

7 CI 12 i-5 a ○ 4.4 1.5 0.8 3.9 粘板岩ホルンフエルス 夏油川上流一古生界 
8 CI 12 I」 7 a ○ 2.4 1.8 0.7 2.2 石質極細粒磁灰質泥岩 奥羽山地一中斬統 
9 C B 18 I-10 a ○ 3.6 2.2 0.6 3.7 硬 質 泥 岩 ・シ

ー ク 

10 C A 18 ! 不明 ○ 3.5 1,5 0.4 2.3 ケ ・ク
ー一 夕 

11 C1 12 I-6 ケ ○ 2.3 1.5 0.6 2.6 珪質石質週日天質泥岩 ノシ
ー ク 

12 C A 18 I 

ケ ○ 4.3 1 0.6 2.7 石 貨 橿細粒凝灰岩 ク ー ケ 

13 CI 12 I-1 ケ ○ 2.3 1,5 0.3 0.8 硬∴∴∴質 泥 岩 ク ー ケ 

14 CI 12 l-8 ・ク ○ 2.4 0.8 0.2 0.3 /′ ク ー ケ 

15 CC 5 9 l-1 a ○ 3.5 1.8 0.4 2.3 石質極細枇礁原質泥岩 ク ー 〃 

16 CI 12 I-4 b ○ 2 1.5 0.3 0.8 粘板岩ホルンフエルス 夏油川上流一百生井 
17 C」 15 l 

d ○ 3.1 1,1 0.6 2 珪質石質撞細粒凝灰岩 奥羽山地一中筋統 
18 C E 18 l鵜1 種 ○ 4.7 2.8 1.3 15.8 硬 質 泥 岩 ク ー 〃 

19 C B O 3 !一2 a ○ 2.3 1.5 0.6 1.1 チ 十・-ト 質相 槌∴岩 北上山地一缶生井 
20 C D 5 9 i「 3 不明 ○ 3.6 2.4 0.5 4.4 石質樋細粒磁原質泥岩 奥羽山地一中斬統 
21 C B 12 l!-13 a ○ 2.6 1.8 0.3 1.5 粘 板 岩 和賞仙人付近一古生界 
22 C A 15 Il-14 a ○ 2.1 1.5 0.7 1.3 ケ 石錐?ク ー ク 

23 C A 12 ト!-10 a ○ 3 l.6 0.7 2,3 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中斯続 
24 C A 12 l!-12 不明 5.1 2,8 1 13.2 石 質 樋細粒凝灰岩 ク ー ケ 

25 C A 18 り -4 b ○ 3.2 2,2 0.8 4.6 石質樋細粒凝原質泥岩 ク ー
/′ 

26 C B 15 Ⅲ b ○ 2.8 L4 0.5 1.4 ケ ク ー ケ 

27 C1 5 3 Ⅱ 不明 2.4 2.5 0.4 1,5 珪質石貨極細粒凝疾岩 ク ー
イ′ 

28 C B 18 Ⅲ -14 イ・ 2.4 1.6 0.5 2 石質細粒磁原質泥岩 ク ー ケ 

29 C A 15 0 -6 a ○ 3.1 1.7 0.5 1,8 石 質 極細粒凝灰岩 〃 -・
・タ 

30・ C 円 重 5 Ⅲ-21 不明 2 1.8 0.3 0,8 硬 質 泥 岩 ケ 一・・-
・ク 

31 CA 12 Ⅲ-2 a’ ○ 2.7 1.7 0.5 1.4 石 質 極細粒凝灰岩 〃 - ケ 

32 C A 15 Ⅲ-5 a ○ 3.4 1.6 0.7 2,7 贋∴灰∴質 硬 質 泥 岩 ク ー
ノン 

34 C1 12 Ⅲ a ○ 3.5 1.9 0,9 3.8 硬 貨 泥 岩 〃 - 〃 

34 C」 O 3 Ⅲ a ○ 3.1 2 0.3 4.6 磁i庚∴算 硬 質∴泥 岩 ク ー
/′ 

35 C A 12 Ⅲ-2 種 ○ 2.9 1.8 0.6 1.6 碩音∴∴賞 泥 岩 ク ー ケ 

36 C H 15 Ⅲ a ○ 3.4 2 0.6 2.5 
′′ ク ー 〃 

37 C」 O 9 Ⅲ a ○ 4 2 0.3 1.8 〃・ ク ー
・ク 

38 C」 12 Ⅲ a ○ 2.4 1.5 0.5 1.4 珪 質∴漣!原 質∴泥 岩 〃 - 〃 

39 C A 15 Ⅲ-10 こl ○ 2.9 1.5 0.6 l.7 硬 質 泥 岩 ク ー
ノン 

40 C」 18 Ⅲ a ○ 3.3 1.6 0,6 2.5 ノン 子 - ′・ 

41 C B 12 Ⅲ-12 種 ○ 3.3 L8 0.5 2 硬 節 泥 岩 音シ
ー ′・ 

42 C」 15 Ⅲ a ○ 3.4 2.2 0.6 3 
ノン ク ー

′シ 

43 C H O 6 皿 a ○ 5.3 1.5 0.7 3.8 ノブ ノブ
ー ケ 

44 C A 18 皿-5 e ○ 3.3 2.3 0.6 4 凝音 灰∴貨 硬 貨 泥 岩 ク ー
ノブ 

45 C」 12 皿 e ○ 3.4 2 0.7 4 粘 板 岩 和賀仙人付近一古生芥 
46 C C O 9 Ⅲ e ○ 4.3 2,7 1 10.8 石 質 極細粒凝灰 岩 奥羽山地一中斬維 
47 C HI」50 り 

e ○ 2.9 1,8 0.9 3.8 (鉄石英)媛璃質流紋岩 `′
- ケ 

48 C」-18 Ⅲ b ○ 6.9 2,4 1.5 23.8 石 貨 榛細粒凝灰岩 ′シ
ー

ノン 
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一遇 物 純音

49 C」 O 6 Ⅲ b ○ 2.3 L8 0.3 L3 碓音 涙∴質∴硬∴質 泥 君 奥羽山地一中筋統 
50 C」 18 Ⅲ () ○ 4.1 2.7 1.1 10 硬 質 泥 ク ー ケ 

51 C「 0 3 Ⅲ b ○ 7.4 2.2 1 19.6 硬 原 質 硬 質 泥‡ ` ) ・ク
ー

ノン 

52 C」 O 9 Ⅲ () ○ 2.7 2,4 0.5 2.8 硬 質 泥 岩 ケ 一 々 

1 E A O 3 l こ) ○ 2.5 2.2 0.5 1.9 硬 質 礁 原 質 泥 岩 奥羽山地一中新鋭 
2 L E 21 看 江 ○ 1.6 1.5 0.5 0.8 

′′ ケ 一 々 

3 E H 2 7 I 
こ) ○ 3.2 2 0.4 1.8 硬 質 混 ざ 

・ク
ー

ノン 

.4 E C 15 l 
古 ○ 5.3 2 0.6 5.1 硬 質∴凝:庚∴質∴泥 ク

ー
`・ 

5 E A 18 看 
b ○ 3.6 1.8 0.6 3 硬 質 泥∴∴‡ 1 ) 4・

-
ノブ 

6 E C 2 7 i C ○ 4 1.4 0.5 l.8 ノン イ′
- ケ 

7 E B 18 i-1 不明 ○ 2.3 1.6 0.4 1 鵡 極 右 奥羽山地束絃一中斬統 
8 巳 C 6 2 i 点 ○ 5.7 3.2 1.3 18.5 硬 質 雌 原 質 泥∴君 奥羽山地一中斬統 

1 DC 18 Ⅲ ○ 6 3.5 3.7 6.3 硬 質 泥∴∴∴榊 奥羽山地一中斬統 
り DC O 6 Ⅲ ○ 3.5 L9 0.4 2.5 粘 駁 君 仙人付近一古生非 
3 DA 15 Ⅲ ○ 3.9 2.6 0.9 6 硬 質 泥 奥羽山地一中新鋭 
4 D E 18 Ⅲ ○ 3.2 上8 0.5 1.8 ノン ク ー ク 

こ) D B ? Ⅲ ○ 3.1 2 0.6 2.2 柚極君ホル ンフエルス 姑柄Ii上流一百生井 

6 D」12 C ll 
○ 3.7 2.5 0.5 2.6 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中断続 

l D E 12 ll ○ 4.5 1.3 0.5 3 堰∴質 泥 質 音凝∴庚∴暮 ・シ
ー ク 

8 DD 2 4 il ○ 2.1 1.6 0.4 1 硬 質 泥 暮 ノシ
ー ク 

9 D E 12 li 不明 2.6 2.9 0.3 上6 石 質 細 粒 凝 庚∴牲 ノブ
ー ケ 

10 D E 12 Il ○ 2.6 2.2 1.6 3 硬 質 泥 岩 〃
- ケ 

重1 DH 12 ii ○ 3 1.8 0.7 2 
〃 ク ー

・シ 

12 D」 12 iI ○ 3.2 L8 0.6 2 
ノン ク ー

・シ 

13 D」 ? ii ○ 2.5 1.7 0.4 1.2 ノン ケ 一 考 

14 DD 21 il ○ 3.5 1.8 0.6 2.2 硬 質 種 板 質 泥,替 ・タ
一

・ケ 

15 D」 O 9 = ○ 3.7 2.6 1.3 11.5 蛙質種細粒言堪り(君 /′
-

ノン 

16 D」 12 II ○ 3.6 1.9 0.7 3.2 硬 質 凝∴妖 質 泥 音シ
ー ′′ 

1了 DI 21 i-1 (i ○ 5.4 L6 0.8 3 硬 質 泥 ‡ 
ク ー

I′ 

18 DG O 3 Ⅲ 不明 2.了 2.1 0.8 4.4 石 質 細 粒 雌 伏‡ ク ー ケ 

19 D」 O 9 Ⅲ 高 ○ 2.1 上8 0.3 0.8 珪∴∴∴質 泥 岩 〃 - ク 

20 DA 12 Ⅲ 点 ○ 2.3 L6 0.5 1 石∴質∴細「粗 く姥∴庚∴岩 ク ー ケ 

21 DH 18 lI C ○ 2 1.1 0.」 0.5 硬∴∴∴質 泥 岩 奥羽山地一小紙維 
22 DA 15 I柄師直上 不明 ○ 2.2 L6 0.5 l.5 ノン ク ー ケ 

23 D E 12 = 工 ○ 2.8 1.8 0.5 2.1 構 細 粒∴畦質凋∴妖∴豊 ′′
-

′′ 

24 D E 12 II 工 ○ 3.3 2 0.5 2.3 硬 質 接∴庚∴質 泥 岩 (′
-

」ケ 

※ 2 DC18 C Ⅲ 工 ○ 3.3 2 0.5 2 破∴嘱∴質∴溝∴赦 ′′
-

′′ 

※35 DI6 2 G 火I用ノミ上面 b ○ 2.6 L7 0.3 1.3 硬 質 碓音 妖∴質 泥 でま 
・シ

ー ク 

1 C A∴∴5 0 I鵜3 繍 ○ 2.8 5.8 0.7 12.3 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中斬統 
2 C E 18 i-3 ケ ○ 3.5 3.1 0.5 4.5 硬質石質能細粒種板岩 〃 鵜

」ケ 

3 C 巳 5 6 l-l ′′ ○ 4.9 3.7 0.6 9 f 質 橿細粒凝庚∴雛 ・シ
ー ク 

4 C 巳 5 9 l-1 ケ ○ 3.1 4.3 0.6 5.8 i(鉱石災)破璃質流赦才 ′. 一 ′● 

5 C D O 6 ii 縦 ○ l 4.3 1 33 質能細粒凝庚質泥‡ 」シ
ー ク 

6 CIC」12 i 臓 ○ 4.7 5.8 0.7 12.3 石 質 凝 庚 ギ 
」リ

ー ク 

l C1」 18 i 

ノン ○ 2.5 4.8 0.6 6.3 雌質石質栃細粒潰妖 ク ー ケ 

8 C D O 3 i葛1 ケ ○ 2.6 3.8 1 9.2 (鉄石炎)破凋質流紋I 」シ
ー

ク 

9 C「 12 I 

ノン ○ 4.1 3.8 0.6 8 石∴質 極細粒磁涙 ク ー ケ 

10 C B 6 2 I- 2 
ノン ○ 2.6 4.3 1.1 9 チ 十・〇ト 質 濫 音駁 北上山地一百生井 

11 CI 12 i-9 縦 ○ 4.9 2.5 0.7 7.2 石 質 億細粒砥∴伏∴柵 奥羽山地一中斬維 
12 C B 15 i- 7 

ノン ○ 3.9 0.9 0.5 2 (欽石英)破嶋質溌紋‡ ′.
- ′● 

13 C A 15 i 

′′ ○ i6.2 3.6 上1 12 碩 質 泥 ′● ∴鵜 ′, 

1・1 C E 18 = -5 /′ ○ 5.2 1.2 0.了 8.2 珪∴∴∴質 泥 だ 
′・ - 与 

15 CG 5∴3 Il 輸 ○ 6.9 3.3 0.8 30 子 質種細粒礁I/待i泥だ I′
-

.′ 

16 Cト1 12 1i 

′′ ○ 5.3 5.1 0.8 11.5 
i 椰∴∴∴∴ギ 奥羽山地来館部一餅新鋭 

1了 C H O 9 Il鵜l ′′ ○ 6.9 3.5 0.9 21.8 手 質 泥 で 奥羽山地一中斬統 
18 C」 O 6 il 

′′ ○ 5 4.3 0.6 11 質 樋‖削‖栂1嬢音∴味∴持 ′・
-

′′ 

19 C E O 6 il 

ケ ○ 2 3.2 0.4 2.5 ( 芙石英)板的質流紋岩 ・シ
ー

・シ 

20 C A 15 = 〇・1 ケ ○ 5.2 3.5 1.3 21 輝線榎原君質チ十・-ト 北上山地一缶生井 
21 CI 5 3 Il鵜1 ケ ○ 4.2 6.5 1 30 珪∴∴研亡∴ 泥∴∴才 奥羽山地一中筋統 
22 C1 18 冊 維 C 4.2 3.3 1.2 12.8 硬 質 泥 だ ク ー ケ 

23 CC ? Ⅲ ケ ○ 4.1 2.4 0.7 6.6 特 質 礁 原 質 泥∴君 ケ 一
・ケ 

24 C」 15 Ⅲ 賊 ○ 6.1 2.7 l 14.6 珪 質 極細粒凝販 社 /′
- ケ 

25 C」 12 Ⅲ ケ ○ 5.9 3.8 0.7 12.5 珪 質 泥∴∴才 /′
-- ケ 

26 CCCD 9 i-2 /′ ○ 3.4 4.7 0.8 8.5 珪 質 椋細粒礁原 盤 ノン
一一・・一 ケ 

27 C A 15 田 
′← ○ 5.5 6.1 0.6 12 瀧∴疾∴質 硬 質∴泥∴君 〃 - ケ 

28 C CCD 9 1葛2 ノン ○ 4 5.1 1.1 20.3 主 軸 〃 - ケ 

29 C A 12 Ⅲ-1 /′ ○ 4.3 5 0.8 =.8 1厳 伏 質 硬 質 泥∴嵩 ノン
ー

ノン 

30 C」Ciとし150 Ⅲ 
′′ ○ 5.6 4.4 0.8 16 」ケ イ′

-
ノン 

31 C」 5 0 Ⅲ鵜十l 〃 ○ 3.8 4.5 1 12 硬 質 泥 岩 ク ー
・シ 

32 C」 15 iIi 

ノン ○ 3.2 2.3 0.8 4.8 (飯石突)破璃質流紋岩 ′.
-∴

′′ 
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ー遣 物 縄-

33 C」 12 Ⅲ 構 ○ 2.5 4.1 0.6 5.4 基 質 泥 雄 奥羽山地一中新統 
34 CH ? Ⅲ 

′. ○ 4.6 4.3 l.1 15.2 ケ ′′
-

●● 

35 C1 5 0 Ⅲ 「11 !′ ○ 4.8 6.9 0.6 14.6 凝 庚 質 硬 質 泥 浩 ケ 一・〇〇〇〇〇〇〇〇 ケ 

36 C H o 3 Ⅲ ケ ○ 3.6 5.5 0.5 7.5 硬∴∴∴質 泥 暮 ク ー
/′ 

37 Ci O 9 Ⅲ 
′′ ○ 3.8 5.1 0.6 11.3 柏 板 君 別封仙人付近一缶学界 

38 C H o 6 Ⅲ 
′. ○ 4.8 4.4 0.9 12.5 硬 質 泥 岩 奥羽Il」地一中箱読 

39 C」 18 Ⅲ 維 ○ 7.3 3.7 1 27.7 礁i庚:質∴硬 質 泥∴揖 /′
鵜

・ン 

40 CI o 9 Ⅲ ノン ○ 6.1 3.6 0.8 16.8 硬 質 泥 岩 ′′
-

-● 

41 C1 0 3 皿 
′′ ○ 9.5 3.4 0.8 30 堤 質 種細粒凄扶 持 ′・ 葛∴ イ 

42 CC 5 0 Ⅲ ケ ○ 6.2 2.9 0.6 10 石 質 橿細粒噸∵伏∴暮 ノン
一〇-〇〇〇〇 ケ 

43 C」 12 Ⅲ 
′. ○ 8.2 4.6 l 40 墳 質1堆∴吠∴質 泥 岩 〃 鵜

ケ 

44 C」 18 Ⅲ ケ ○ 6.8 4.4 l 30 玉 櫛 ケ ー
ケ 

45 C」 18 Ⅲ ケ ○ 5.2 2.8 0.9 13 石i質 種細粒礁朕 君 ′,
〇

・シ 

46 C C o 9 Ⅲ ケ ○ 7.4 3.1 1.1 25 粘 板 岩 和賀仙人付近一缶笠界 
47 C」50-53 Ⅲ ノン ○ 7.7 3.1 0.8 19.4 硬 質 碓 原 質 泥∴君 奥羽山地一中細親 
48 C1 12 原画距士 槙型 ○ 2.3 2.3 0.5 2 (鉄石災)塘塙質流紋岩 ′・ -

1′ 

1 B A 18 i-1 繊 ○ 2 2.1 0,5 2.4 鉄 石∴∴∴∴英 奥羽山地一画斬維 
2 B H 15 i- 2 縦 ○ 5.4 L6 0.6 6.4 粘 板 岩 夏油川上流・仙人一百笠井 

3 BI 15 li-1 輸 ○ 3 5 0.6 7.5 硬 質∴題:妖∴質 泥 岩 奥羽I=的一中斯維 
4 B」 12 皿- 7 ・シ ○ 3.8 3.9 0.9 1.8 硬 質 泥 督 ケ 一 々 

5 B」 12 Ⅲ-11 維 ○ 1.5 5.6 0.5 4.4 珪 質 泥 岩 /′
-

ノン 

6 B」 12 iI喜8 脂 ○ 3.9 5.8 l.2 22.9 硬 質 泥∴∴∴君 ・シ
ー ク 

7 B」 12 I!-量1 ケ ○ ○ 5.5 2.1 0,7 17 珪 質 泥 岩 ク ー ケ 

1 D1 71 i鵜1 磁 ○ 6.1 l.6 0.7 7.1 硬 質 泥 君 奥羽山地一中所続 
2 D B O 3 i鵜5 ケ ○ 4.9 2.2 0.6 6.8 流 紋 督 ′シ

ー ク 

3 DC O 3 I 陥 ○ 4.7 3,2 0.7 11 硬 質 経 妖 質 泥∴揖 ク ー○○○○音〇〇〇〇〇〇〇

イ. 

4 DA18 C Ⅲ ・シ ○ 6 3.7 0.8 17,2 硬 質 泥∴∴∴浩 ノン
一

・シ 

5 DA O 6 Ⅲ ケ ○ 5.2 6.6 0.9 20.8 硬 質 碓 伏 質 泥∴樟 ′′
〇〇〇。

′. 

6 DA 5 3 Ⅲ-3 ノン ○ 4.3 2.5 0.8 9.3 破鵬質流紋岩(歎石英) ノン
一・一〇〇〇〇〇

ノン 

了 DA15 C Ⅲ 
′● ○ 2.5 L8 0.5 2.1 ケ /′

鵜
ノウ 

8 D-A15 C Ⅲ 雛 ○ 4.1 3.1 0.8 13.5 硬 質 泥∴∴∴樟 ク ー
ノン 

9 DA O 6 C Ⅲ 
′● ○ 7.9 2.1 0.8 9.8 硬∴質 塵 涙 質 泥∴督 ′シ

ー
!′ 

10 DA O 3 Ⅲ !′ ○ 6 2.8 0.6 8.2 ′′ iシ
ー

/′ 

11 DA 15 Ⅲ鵜C /′ ○ 4.5 3.4 1.1 14.3 ノン ク ー 〃 

12 DA18 C Ⅲ ケ ○ 4 3.2 0.8 8 硬 質 泥 岩 ’・
重∴ イ 

13 D B 15 Ⅲ 〃 ○ 5.4 5.1 0.9 14.6 碩∴質 音雌I天 質 泥∴君 ク ー
ノン 

14 D B 12 皿 ケ ○ 3.8 4.6 0.7 11.3 ノン ク ー音--。i音i ケ 

15 D E 5 0 = 
/′ ○ 5.5 2.7 0.5 11 硬 質 泥 岩 ′′

-
:ヽ 

16 DI O 9 Iー 

/′ ○ 5 1.6 0.4 3.2 ′′ イ′
-i ケ 

17 D」 O 9 = 
!′ ○ 4.2 1.3 0.3 2.3 /′ ク

ー ケ 

18 D」 12 n-∪ 筋 ○ 3.6 5.7 0.9 12.5 
i● 

・シ
ー ク 

19 Di o 9 il 

ケ ○ 6.6 2 0.5 6.5 
′● イ 一一一∴ イ 

20 DA 5 6 ii 

ケ C〉 7.6 2.8 L1 16 破姻流紋岩 (欽石英) イ′
-○○音〇〇〇〇音〇一〇 ケ 

21 D」 12 il 

/′ ○ 2.9 4 0.8 6.了 硬 質 泥 樟 ク
ー ケ 

22 Di 12 ll 

′, 

○ 4,7 2.8 0.6 10 珪 質 泥 浩 ノ
ー

′′ 

l E D 6 2 i 維 ○ 2.6 5.1 1 9 鎮 石 英 奥羽山地一中筋続 
2 E C 6 2 I 

I′ ○ 3.5 5.7 0.7 12.3 硬 質∴漉音 疾∴質∴泥,君 ク
ー

ケ 

3 E H 71 1-1 ′′ ○ 2.8 4.4 0.7 12.6 〃 ・シ
ー

′・ 

4 E「 5 9 i 筋 ○ 3.5 4.1 0.9 4.4 硬 質 泥,∴∴君 ク
ー 〃 

5 E A 6 2 1鵜1 ケ ○ 4.2 4.3 0.6 16 粒 板 揖 夏 油 川一缶生∵界 

6 E A 12 1I 

・シ ○ 2.6 7.6 0.7 8.6 泥音 質 極細粒凄∴庚,君 奥羽山地一中新統 
l 巳 A 5 0 i 縦 ○ 2.2 7 0.7 12.5 珪 質 泥 督 ノン

ー一一〇一一 ケ 

8 E B 15 i 

〃 ○ 4.3 0.9 0.5 4 硬 質 凝 原 質 泥∴君 イ.
〇

・シ 

l 「B 6 5 I 維 ○ 3.5 2.3 0.8 7.5 硬 質 泥 樟 奥羽山地一中筋統 

1 B」 12 lI- 4 ○ 6.1 5.1 1 25 硬 質 泥∴∴∴持 奥羽山地一中斬統 
2 B」 12 iI鵜11 ○ 5.4 2.1 0.8 9.8 両i∴増i∴右 ′安 山 樟 ク

ー ケ 

3 Bi 15 n
鵜

5 d ○ 4.7 4 1.7 30 硬 質 凝 庚 質 泥 岩 ′● - i● 

4 B1 18 n d ○ 6.3 4.6 2.4 50 ケ /.
書

く. 

5 B」 18 lI d ○ 4.3 3.8 1.8 25 ケ !′
-

ノン 

6 B」 15 li葛4 ぐ ○ 6.7 1.8 0.8 14 硬∴∴∴質 泥 君 ケ 一〇〇〇〇〇・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・i 〃 

7 Bi 18 11鵜6 e ○ 5 L8 1.2 9.5 境 質 泥 岩 ・シ
〇一一一

ノン 

8 B」 5 0 Ⅲ d ○ 3 4 2.9 1.3 16 硬 質 泥∴∴∴星 ク
ー

ノウ 

9 B H 15 Ⅲ 「 ○ 5.7 3.7 1 26.8 石 質 梯細粒磁妖 星 ′′
-

:ン 

10 B C 15 0 -1 ○ 3.4 4.3 0.6 1 両 櫛∴石音’安 中 星 奥羽山地菓細部(虹蘭川流域)-錐祈瀦 

11 B C 15 1i-2 ○ 4.7 2.8 0.5 1 硬 質 混 督 峻別両地一中新税 
・1 B」 5 6 i-1 d ○ 11.1 3.5 2.1 70 硬∴質 凋巨I実 質 泥∴督 iシ

ー
’・ 

・2 B」 12iIi-1 しl ○ 9.1 3.7 1.3 50 溝板督ホル ンフエルス 夏油川 上流一高′鴨井 

※3 B」15iII-2 d ○ 4.9 3 0.7 12 石∴質 梅郷粒瀧吠 君 奥羽両地一中筋続 
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ー遺 物 細-

※4 B A 2 4 i-1 ○ 7 2.9 1.8 40 石貨橿細粒磁原質泥岩 奥羽山地一中斬続 

1 C A 5 3 i-2 ○ 4.3 3.6 2 30 硬 質∴∴∴泥 岩 奥羽山地一中新鋭 
2 CI 12 l 

○ 7 2.5 1.9 16.6 右肺榛細粒磁原質泥岩 ′′ - 〆 

3 CI 12 I 
○ 6.2 2.8 1.3 24.8 石 卿 樋細粒礁庚岩 ク ー

/′ 

4 C C C D 9 I 
「 ○ 7.8 4.2 1.7 45 枇 板 岩 奥羽山地か北上山地一百生井 

5 C1 15 l 
「 ○ 8.9 3.5 1.3 30 

ノン ク
ー 〃 

6 C E C「18 i 
「 ○ 5.4 3.3 上3 25.8 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中新鋭 

7 CC 5 0 I 
「 ○ 5,7 2.8 1.4 23 石質極細枇磁庚質泥岩 ク

ー ク 

8 Cl 12 1 
d ○ 6.2 2.8 1 18 石 質 樋細粒礁妖 精 ′′

- シ 

9 C」 6 2 1 d ○ 9.4 4.4 2.4 80 粘板岩ホルンフエルス 受納Iii上流一古生非 

10 C B 15 i鵜1 b ○ 6.4 2.2 1.4 21.5 石質極細枇概原質泥糖 奥羽山地一中筋統 
11 C D 5 9 I-4 b ○ 5.1 2.5 l 14.8 石 質 樟細粒凋∴庚∴盤 ケ 一 々 

12 C A 15 t 
「 ○ 7,3 2.1 1.1 16.6 石質樋細粒礁原質泥浩 /′

- 〃 

13 C B 6 2 l 
「 ○ 3.3 3.5 0.9 14 硬∴∴郎i∴ 泥∴∴∴鵜 ・シ

ー ク 

14 C B 6 2 I-1 「 ○ 4.8 2.5 1 17.2 粘梗君ホルンフエルス 安浦川上清一古生界 
15 C B 5 9 i 

「 ○ 5.6 3.2 1.8 30 石 質 栖細粒様様君 奥羽山地一中新鋭 
16 C F O 6 I-1 「 ○ 6.8 3.2 1.3 40 珪∴∴∴質 泥 犠 ク ー

(′ 

17 C B 5 9 1-1 「 ○ 5.5 3.5 1.2 22.2 碩∴∴∴質 泥 岩 ク ー ケ 

18 C B 6 7 I-3 「 ○ 4.6 2.3 0.9 11.5 石 質 極細粒厳∴庚∴岩 ク ー ケ 

19 C E 18 I-4 「 ○ 5.5 2.5 0.7 20 石質橿細粒磁庚算泥岩 ク ー ケ 

20 C B 6 2 i-4 「 ○ 4.7 2.4 0.7 7.2 石 質 極細粒磁庚∴岩 ク ー ケ 

21 C B O 6 l d ○ 7 4.1 1.9 50 石質極細粒准原質泥岩 ク ー ケ 

22 C B 18 l- 3 d ○ 7.5 3.6 1.8 65 粘 板 岩 奥羽山地か北上山地一古生芥 

23 C A 15 i/-18 b ○ 6.2 3.2 1.7 30 珪∴砕 く雌 伏∴質 泥 岩 奥羽山地一中筋続 
24 C B O 9 II-3 b ○ 7.6 2.3 1.4 30.5 珪 質 種細粒雌伏 岩 ケ 一

・シ 

25 C1 5 6 ii喜2 d ○ 8.7 6 2.2 140 粘板岩ホルンフエルス 嘆油Ii上土流一古生界 

26 C B O 9 lI-2 d ○ 6 3.8 1.8 40 碩∴∴∴質 泥 岩 奥羽山地一中斬統 
27 C A 15 ii d ○ 3.3 l.7 l 6.3 石質樋細粒種板質泥嵩 ・シ

ー ク 

28 CC 5 6 il d ○ 6 3.2 L2 30 /′ ノブ
ー ケ 

29 C」 5 6 Il-3 d ○ 6.4 4.8 1.7 40 ケ ク ー ケ 

30 CG 5 6 il d ○ 6.5 4 1.5 40 粘 板 岩 奥羽山地か北上山地一古生界 

31 C C 5 0 il…一」 d ○ 5.2 4.6 1.9 60 斜∴投 石 流∴紋∴盤 奥羽山地一中斯続 
32 C1 15 り d ○ 7.1 2.6 1 20.3 石質栢細粒礁朕当部尼埼 〃 - 〃 

33 CC 5 3 0 鵜1 (l ○ 8.3 4.6 2.2 70 硬 質 泥 撫 ク ー 〃 

34 CI O 6 11 d ○ 8.9 4.2 上4 40 
′・ /′

-
」ク 

35 C H 5 3 li C ○ 7.5 2.5 l.5 25 石質極細自問言麗I天質泥岩 ク ー 〃 

36 Ci 21 Ⅲ e ○ 7.9 2.3 L2 24.8 
′. ク ー

ノブ 

37 C E 5 0 n-3 b ○ 4.6 2.8 L5 2L5 石 質 樋細粒言嚇〃(君 ・シ
ー ク 

38 C」 12 Ⅲ C ○ 6.7 2.3 1.4 21.2 粘 板 岩 和賀仙人付近一古生非 
39 C」 12 Ⅲ e ○ 3.6 l.5 1.1 4.8● 珪 質 泥 岩 奥羽山地一中新鋭 
40 C B 15 Ⅲ-20 C ○ 6.1 2.6 1.2 16.7 粘 板 岩 和賀仙人付近一古生界 
41 CC O 6 皿 「 ○ 4.6 3.5 1.2 18.5 硬 質 泥 揖 奥羽山地一中祈維 
42 C B 12 Ⅲ鵜10 (、 ○ 6 3.9 0.7 18.7 漣 音庚∴質 硬 質 泥 岩 ク ー

ノン 

43 CC 5 0 Ⅲ 「 ○ 6.1 2.9 1 17.1 珪∴∴∴質 泥 機 ク ー 〃 

44 C」 18 Ⅲ 「 ○ 7.9 3.8 1.4 45.5 坂 璃 質 流 紋 岩 ク ー
・シ 

45 C」 18 Ⅲ 「 ○ 6.2 2 0.9 10 珪 質 泥音∴∴岩 」シ
ー ク 

46 Cl り 
Ⅲ 「 ○ 9.1 4.7 2 90 ノン ク ー ケ 

47 C「 O 3 Ⅲ 「 ○ 5.1 2.9 l.8 24 墳∴質∴凋;伏∴質 泥 岩 ′ノ
ー

′′ 

48 Ci 18 Ⅲ 「 ○ 6.9 2.6 】.1 22 流 紋 岩 ケ 一
・ク 

49 CC O 6 Ⅲ 「 ○ 8.8 3.1 2.1 70 硬 質 泥 岩 ケ 一
・ク 

50 C A 12 田-4 「 ○ 6.9 2.6 1.3 22 凋EI実 質 硬 質 泥∴君 ノシ
ー ク 

51 CI 5 0 Ⅲ a ○ 6.7 2.1 0.7 8 
′. 〈′

-
ノケ 

52 C D O 9 田 白 ○ 5.8 4.1 0.8 13 珪 質 泥 岩 ′・
- ′・ 

53 CG50へ53 Ⅲ a ○ 8.8 3.1 1.2 30 硬 質 泥,∴∴君 音シ
ー

音シ 

54 CI 18 Ⅲ 種 ○ 7.1 3.9 1.1 30 破 璃 質 流 紋 岩 ノブ
ー ケ 

55 C1 5 0 Ⅲ-5 種 ○ 7.1 3.7 1.8 40 硬 質 泥 常 ・ケ
一・

ノン 

56 CJ 15 Ⅲ そ) ○ 6.3 4.2 1.3 40 揖放鵜ホル ンフエルス 夏油)i上土清一古生非 

57 C」 O 9 Ⅲ 古 ○ 了.7 35. 1.3 30 
′● 

イ′
- ケ 

58 C」 18 Ⅲ a ○ 10.1 4.4 2.7 120 ・シ ク ー 〃 

59 CJ O 9 Ⅲ 種 ○ 6.1 3.5 1.6 26.8 経 原 質 硬 質 泥∴覚 奥羽山地一中新鋭 
60 C」 15 Ⅲ 古 ○ 5 3.5 1,1 19.5 涜∴∴∴∴紋 岩 」シ

ー ク 

61 C」 18 Ⅲ ○ 6.2 4.2 1.5 40 粘 板 岩 奥羽山地か北上山地一古生界 

62 Ci 12 Ⅲ ○ 6.6 4.3 2.2 50 墳音 原 質 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中断続 

63 C」 5 0 Ⅲ鵜3 ○ 3.7 2.7 1.3 10.5 ノン ′シ
ー ク 

64 C H O 3 皿 ○ 4.7 3.3 2 40 珪 質 磯 原∴質 泥 岩 ーシ
ー

一つ 

65 Ci 5 0 Ⅲ 」12 d ○ 6.5 4.4 2.1 80 凝音 庚∴質 硬 質 泥 磐 ク ー ケ 

66 C H O 3 Ⅲ d ○ 5.9 3.6 1.6 30 ケ ク
ー 〃 

67 C H O 6 Ⅲ d ○ 6.3 4 2.2 60 硬 質 波音∴∴差 ケ 一 々 

68 C1 5 0 Ⅲ d ○ 4.8 1.9 1.2 14 珪 質 泥 岩 〃 - ケ 

69 CHO ? Ⅲ d ○ 2.4 2.2 0.8 4.8 硬 質 花 樹 ク ー ク 

70 C」 12G Ⅲ d ○ 3.2 3 1 10.2 粘 板 岩 和賀仙人付近一古生界 
71 C B 12 蘭書6 d ○ 6 4.5 2.5 60 破 鴫 質 流 紋 岩 奥羽山地一中斬統 
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一過 物 縞-

72 CH O 3 Ⅲ d ○ 7.8 5 1.9 90 凝∴原 質 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中新鋭 
73 Ci り 

Ⅲ d ○ 4,1 1.6 0.8 5.5 ク ク ー ケ 

74 C B O 9 ll-5 「 ○ 7.1 3.2 1.1 22 礁∴灰∴貨 珪 質i泥 岩 ノン
一

・タ 

75 C A 16 ll-15 e ○ 4.7 2.3 0.9 10.5 珪 質∴∴∴泥 岩 ・シ
ー

・シ 

1 D」 2 7 l 
○ 7.9 3.2 l.2 30 暖 好 雄 灰∴質∴泥 岩 奥羽山地一中斬続 

2 DC 5 0 ! ○ 4.9 3,1 1.1 16 石 質 細 粒,磁音 灰 岩 ク ー ケ 

3 DC DH15 l 
○ 7.4 2.9 2.1 30 硬 質∴凋;灰,質∴泥 岩 ク ー ケ 

4 DA O 9 Ⅲ ○ 6.4 2.7 1.5 22.8 ノン 〃 - ケ 

5 D E 2 4 G Ⅲ ○ 6.7 5.4 1.5 50 粘 板 岩 仙人付近一古生界 
6 DD 18 Ⅲ ○ 7.3 4 1.7 40 ・ク ク ー

ノン 

7 DA O 3 Ⅲ b 10.3 3.9 1.9 80 ケ ケ■ - ケ 

8 DA 2 4 C Ⅲ ○ 9.3 5 2 90 硬 質∴縫音 灰∴質.泥 岩 奥羽山地一中斯統 
9 DA 12 Ⅲ ○ 9.7 4.3 1,1 60 粘∴∴∴∴飯 岩 仙人付近一百生井 
10 DD 18 Ⅲ ○ 7.8 4.4 1.5 50 硬∴朗音 凋… 灰∴質 泥 岩 奥羽山地一中斬統 
11 DA O 6 皿 ○ 6.8 2.1 1.2 19.6 硬 貨 泥 岩 ク ー ケ 

12 DC 18 Ⅲ ○ 5.7 3,4 1.2 14 硬 質 准 灰∴質 泥 常 4・
書

く′ 

13 DC 15 Ⅲ ○ 6.7 3.5 2,5 40 硬 質 泥 岩 イ′
-

イ′ 

14 D B 15 Ⅲ ○ 6.8 3.9 1.9 41 硬 質∴磁!庚∴質 泥 蜂 ′・
- ′・ 

15 D B 】2 Ⅲ ○ 4.6 3 1.2 14 〃 ・シ
ー ク 

16 DI 5 0 0 d ○ 6.3 3.4 1.5 34 石 質 細 粒 《爆 音灰∴岩 イ′
-

ノン 

17 DD 21 Ⅱ d ○ 8.6 3.1 1.9 50 碩∴∴∴質 泥 岩 ノシ
ー ク 

18 DD 21 0 d ○ 5.6 2.6 1.3 19 粘 板 岩 仙人付近一古生界 
19 DH 15 0 -U d ○ 5.1 2.7 1.5 21.4 ノブ ・グ

ー
イ′ 

20 D」 5 0 Ⅱ d ○ 5.4 3.4 1.6 24 硬∴質音 凋三 伏∴質 泥 岩 奥羽山地一中新鋭 
21 DC 15 Ⅱ b ○ 6.5 3.2 1.3 28 硬 質 健 保 質 泥 岩 ノシ

ー ク 

22 D」 12 皿 b ○ 5 3.5 0,9 22.5 ケ ノシ
ー

ノン 

23 DH 12 Ⅱ H b ○ 5.8 3.2 1.2 22.5 硬∴∴∴質 泥 着 ′′
」

′′ 

24 D」 15 H ○ 3.2 2.8 0.8 9.6 1′ 
・ク

ー
・ク 

25 DI O 9 Ⅱ ○ 5.8 3 1,2 20.4 硬 質∴概:庚∴質∴泥∴岩 ′′ -
′′ 

26 DA 5 6 Ⅱ ○ 4.4 4.4 0.8 22,5 粘板岩ホルンフエルス 安浦川上流一古生界 
27 D 巴 2 4 Ⅱ-4 ○ 3.3 2.5 0.8 6.9 硬∴賞i凋;妖∴質 泥 岩 奥羽山地一中筋続 
28 D E 12 0 ○ 3.4 2.1 1.1 5,6 石 質 細 粒 礁 庚∴糖 ノン

ー
ノブ 

29 D F 2 4 Ⅲ ○ 3.5 1.9 1 6,6 硬∴質∴磁i原 質 泥 岩 イ′
-

ケ 

30 DD 18 Ⅱ ○ 3.4 2.2 1,1 9.6 硬 質 泥 岩 ノブ
ー

ケ 

31 DI 12 0 ○ 6 2.3 0.9 15.8 」シ ク ー
ノン 

32 D」 O 9 0 ○ 4.5 2.8 1.1 15 硬 質 凝 原 質 泥∴着 」ク
ー

・ク 

33 D「 2 4 i-1 b ○ 8 2.1 1.3 22.8 石 質 磁 原 質 泥 岩 ・シ
ー ク 

34 DD O 9 Ⅲ C ○ 7 2.3 1,7 25 椛 板 持 仙人付近一百生井 
35 D E 12 n e ○ 7.8 2.5 1.5 30 槌 細 粒娃質凝∴伏∴堵 奥羽山地一中新鋭 
36 DD 15 Ⅱ C ○ 6.1 1.4 1.2 9.8 粘 板 岩 仙人付近一百生井 
37 D」 15 Ⅱ d ○ 8.2 4 1.6 60 硬 質 礁 庚∴質 泥 岩 奥羽山地一中断維 
38 DC 12 Ⅱ -1 d ○ 7.8 2.9 1.4 50 粘 板 岩 仙人付近一百生井 
39 DJ 15 Ⅱ d ○ 7 2.7 0,9 15.8 石 質 細 粒,凄i伏∴君 奥羽山地一中斬統 
40 DA 5 9 I 

d ○ 8.6 4.3 2.2 100 粘板岩ホルンフエルス 夏油川上流一百生井 
41 DH 6 8 I鵜1 d ○ 9.5 3.8 2.5 90 硬 質 高峰 妖三 野 泥 岩 奥羽山地一中折紙 
42 D」 5 3 I-1 d ○ 7.7 4 1.5 60 柏 板 誉 仙人付近一古生界 
43 Di 18 Ⅲ ○ 6.2 4 1.3 30 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中新鋭 
44 DA 12 埴 土 3.2 1.8 0.6 30 粘 板 岩 奥羽山地か北上山地一古生非 

1 E E 7l I-1 d 7.6 2.2 1.6 40 珪質泥質紐i粒碓妖精 奥羽山地一中斬読 
2 E C 6 2 I 

d 8.9 4.9 2.7 140 粘板岩ホル ンフエルス 政調IIi上流一百生井 

3 E「 5 6 I-1 d 9.7 3.7 1.9 140 ケ ク ー ケ 

4 E C 6 2 l d 6.6 3.8 l.8 40 粘 板 君 ク ー ケ 

5 E C 6 5 i-2 d 6.6 3.8 1.4 50 棉板場ホル ンフエルス /′
- ケ 

6 E F 71 i 
d 5.7 3.9 1.3 45 軽 質 泥細粒滝口大岩 奥羽山地一中筋維 

7 E F 12 i d 7.3 5 L3 60 粘 般 鵜 夏 油IIi-古生非 

8 E F 12 i 
d 8.8 5.1 2.4 130 流 紋 岩 奥羽山地一中筋親 

1 F B 6 2 i 
d (⊃ 6.2 3.1 上6 50 桂 的 泥 質 磯 原∴岩 奥羽山地一中筋統 

2 「「 3 3 ○ 7.3 4 l.4 50 淡十線音 色紺地騰妖 精 ′, -
:ン 

1 B E 12 Ⅲ 3.9 3.6 1 14.3 硬 質 泥 岩 奥羽山地-弓】斬統 
2 BC 14 i 5.5 5.1 2.8 80 ・シ ■}

-
:シ 

3 B B O 3 i 4.8 6.3 1.3 30 珪 質 泥 質1雌 伏∴君 ク ー
・シ 

4 B」 5 9 I-1 9.1 3.6 1.3 40 珪 質 泥 糖 ノン
ー

/′ 

5 B「 15 I鵜1 6.4 4.1 0.9 24 硬 質 雌 伏∴質 泥 岩 ケ ==
・ケ 

6 B A 18 i-1 6.9 2.9 0.7 14 硬 質 泥 鵜 lシ
ー

ノン 

7 B」 18 1-2 4.7 6.9 1,8 50 !′ ク
ー

ノウ 

8 B」 18 I-6 6.4 5.4 1.1 30 硬 質∴漣・伏∴質∴泥∴糖 ′シ
ー ク 

9 B B O 3 l 
4,1 5.2 1.4 30 硬 質 混 ざ‡ 

ノン
i- 〃 

10 Bi 18 Ⅱ -7 7.9 3.3 1.4 30 ケ ク ー
ケ 

11 B1 15 Il 
2.3 2.2 0.4 2.3 珪 質 泥 岩 音シ

ー ′・ 
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一道 物 納鵜

12 B1 15 ¶ 5.1 3.4 1 16.4 碩∴∴∴質 泥 暮 奥羽山地一中筋維 
13 B1 15 ii鵜15 了.4 5.3 1.4 50 壇 質 泥 質 種l実 だ 

′′
-

●・ 

14 Bl 15 li 4 †2.5 1.5 9.6 硬 質 泥∴∴で ク ー ケ 

15 BI 18 ii 4.9 2.4 1.2 13.7 石 質 栃細粒准庚 と 
ク ー ケ 

16 B 巳 18 ll 4.2 3.7 0.8 19.5 碩∴∴∴質_ 泥 だ 
ク ー ケ 

17 B1 15 Il鵜3 3.9 3.8 1 9.5 碩∴質∴瀬;朕∴質 泥 で 
ケ ー

ノン 

18 B」 15 = 3.8 2.8 L5 14.3 鉄 石 災 ク ー
ーク 

19 B」 18 = -5 5 5.5 1.2 36 硬 質 礁 原 質 泥∴君 イ・
- ケ 

20 B H 12 Ⅲ 5.5 4.2 1 17.5 石 質 極細粒雌伏 君 
` 

/′
-一〇

′シ 

21 B G 15 Ⅲ-3 3.9 3.2 0.9 11 硬 質 泥 岩 ノシ
ー

ク 

22 BI 12 Ⅲ鵜 3 4.2 3 0.8 9.5 /′ 十 一
′. 

23 B H 15 Ⅲ 4.9 3.2 1 13.了 ケ ク ーi-- ケ 

24 B H 15 Ⅲ 6.6 6.6 2.3 60 石 質 極細湿雌伏 音暮 
ク ー 〃 

25 B」 5 0 皿 5.3 3.1 1.2 17.5 硬 質 泥 岩 iシ
ー

音シ 

26 B」 5 0 Ⅲ 3.1 2.8 0.4 3.2 粘 板 岩 夏油Iil上流・仙人一缶生井 

27 B H 12 田 3.6 3.1 0.9 12.1 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中筋維 
28 B H 15 Ⅲ 7.6 3.了 2 40 硬 質 雌 伏 質 泥 で 

` 
千 皿∴

.′ 

29 B H 15 田 9 

‾

5.2 1.6 了0 
I′ ク ー ケ 

30 BI 15 田 7.1 3.9 1.2 31.8 ケ ・シ
ー ク 

31 B」 12 … 3.9 3.5 0.8 9.3 硬 質 泥 君 千 -
′. 

32 B」 12 Ⅲ 3.1 2.7 0.7 4 
′, 

千 〇・ 千 

33 B(〕 15 111 4.1 3.1 0.9 11 
〃 ・シ

ー ク 

※17 C」12C !′ 5.1 3.1 1.0 13 磁∴伏∴質 硬 質 泥 羊 
l i 

ク ー音i音臆-
/′ 

※18 ケ 1′ 5.9 2.5 0,8 7.5 噸∴質∴混∴質1蝶∴夙三 才 l ) 
′. -

′′ 

※19 
i● ケ 6.8 4.9 l.6 50 碓∴妖∴質 硬 質 混 ざ 1 i 

ケ ・一 子 

1 C「 18 I 
10.6 2.9 1.8 40 了 質種細粒礁勅語告Iと号i 輿羽Ili地一年斬統 

2 C H 18 l 4.9 2.了 0.8 9.3 f 質 泥 岩 ノン
一・・・ ケ 

3 C C C D 9 I-1i 5.了 3.9 L3 27 万 質 泥 で l 
ク ー ケ 

4 C「 15 l 5.1 3.4 0.9 18.2 石質柿細粒凄I/待i泥で 
書 

十 一一一∴ 子 

5 Ci 12 i 
《1.6 3,6 1.2 12.5 硬 質 柁 君 ケ 一・ ケ 

6 C.A 15 I 4.9 3.9 1.1 13 " ク
ー ケ 

7 C C C D15 i 5.8 3.2 1.3 26.8 /′ ノシ
ー ク 

8 C「 18 i 3.8 3.9 il工 16.3 石質梢細粒憧伏質泥‡ ク
ー ケ 

9 CI 12 i 
4.9 3.4 上3 26.2 硬 質 泥 浩 ケ 一

・シ 

10 C A 18 i 
3.1 2.9 0.9 7.3 石 質 塙細粒磁伏∴督 .′

- イ 

11 C 巳 C「18 i 
5.6 5.8 1.2 40 1 質的細粒礁Il員告I〔号 l ) I′

一〇音。i臆-
・シ 

12 CIC」12 i 
6.6 4.2 1.7 50 石 質i∴∴泥∴∴∴君 ク ー ケ 

13 C C 18 I 
:) 4.3 0.7 18.5 璃 質 混 ざ 1 】 

’・
-

?′ 

14 C C C D15 l 

i 

7.1 4.3 L5 40 硬 質 泥 岩 ク ー ケ 

15 Ci O 6 
l 4.2 3.6 0.8 9.5 珪質∴石質憧細湿碓Il待! " - ケ 

16 C B 15 i-8 ・1.1 3.6 1.・1 1了 
ケ /,

鵜 ケ 

17 Ci 15 l 3.9 3.7 1.3 15.9 I 質極細湿堆I/《当用と号 l l イ,
書

く, 

18 C H 18 i し上8 3.7 0.8 11 石 質∴∴∴泥 ケ 〇・〇- ケ 

19 CG C 日18 i 
5.6 4.2 1.1 28 揖 板 持 政調両地か北上山地一古生界 

20 C C 12 i 
3.8 3.6 0.9 8.6 /′ ク

ー
!′ 

之1 C「 18 
i 

・! 1.1 0.9 8.6 T 質∴∴継子∴妖 典羽I正也一中筋維 

22 C B 15 i- 3 5.う 3.4 0.7 15 玉 質∴∴∴泥 ′′
- イ 

23 C B 15 … 5.1 4.3 0.9 15.8 ′ソ 〃
- ケ 

24 C」 18 i 
4●▲1 2.5 0.7 6.3 種 音吠∴質 硬 質 泥 だ 1 】 

●.
- ′● 

25 C D 5 9 I鵜1 5.9 4 0.8 18.・1 硬 質 泥 樟 /′
-

ノン 

26 C B 18 I l 4 上4 26 拓 板 持 奥羽I白地か北山屈也一缶生井 

2了 CI 15 I 5.3 3.7 0.9 1了 イ 質 極細祝言礁I穴‡“i 奥羽I白地一中筋続 
28 C A l:Z l-1 8.5 4 2.之 50 石質的細粒竜原質被告 /′

-
ノン 

29 Ci O(う l 5.了 3.8 1 28 珪 質 泥 年▲ l 】 

/.
i-

ノン 

30 C ′\ 15 l 5.6 3.6 1.5 36 硬 質 泥 だ l l 
〃

- ケ 

31 C C 15 l 5.2 
.)∴り 

0.了 5.8 1 質種細的榎原乍告I七号 l ) ノン
一

・シ 

32 C C 5 0 i-1 
く

8.6 こら5 
り 

50 I 質極細粒雌所出i自覚 ′′
-

′. 

33 C「∴∴∴5 3 I臆臆4 5.3 .上8 上2 36 l 

●

質 種細粒凝所 持 /′
「 ケ 

3`1 C B 18 i「 = 5.8 2.3 ().7 9.う 玉 質 泥音∴∴君 ノン
臆- ケ 

35 CI o 6 i臆1 5.了 2.3 1.2 11.5 /′ ノン
ー一・一-

/′ 

36 C A (;2 i臆1 3.8 3 1.3 13.2 I 質 撞削湿礁妖 星 I′
書

く′ 

3了 C B 18 I--2 音12.・1 こ) 2.5 了0 I 質種細粒雌伏子宮Iとけ 千
〇

′′ 

38 CI 12 I-10 工9 3.6 1.了 40 f 質石質極細粒碓庚 〇㌦
-∴ イ 

39 C E∴∴∴5 0 I ・上9 4.4 上8 50 主 緑∴色∴憧∴疾 子
-

′′ 

40 C C 5 0 i-.j こ) 3 上2 15.3 I 

一

質 母細粒憧妖∴督 ノン
一〇一-○○ ケ 

41 C B 6:う I臆葛 6 5.9 4.5 上8 50 
′′ /′

-i ケ 

42 C 胃∴∴∴5 9 I- 2 ’7.(う 4.3 上9 50 f 質∴∴叛!∴ナ l i ク ー ケ 

・‡3 C「 12 I 5∴) 3 上3 之1 I 質種細粒癌映子’こ泥 ク ー ケ 

44 C」 O 6 l 6.8 3.4 上6 40 f 質石質撞細粒雌伏 ・シ
ー

!′ 

45 C.Å 15 I 

雪

6.2 4.5 1.2 30 石 質 泥 /′
- ケ 

46 C」 O 6 
i 』1.了 12.7 1 8.5 校 精 々 1 】 

ク ー音臆- ケ 

`17 C」 15 I 
圭 3.9l2.3 0.8 6.2 石質鴎細粒起伏当告Iと号 1 】 /′

-○○ ケ 
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ー遺 物 縞-

48 C B O 6 i」 3 5.3 2.9 1.4 15.1 石 質 極細枇磯原岩 奥羽山地一中筋統 
49 C B 18 t 5.4 2.7 0.6 8.5 硬 算 泥 岩 ク ー ケ 

50 C F 5 6 I-1 10 10.8 1.9 210 粘板岩ホルンフエルス 嘆油川上流一古生非 
51 C B 5 9 l 8.5 6 1,8 90 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中斬統 
52 C A 5 0 l-5 10.1 8.3 1.5 100 珪質石質橿細粒碓庚岩 ク ー ケ 

53 C C 5 0 t -2 10.8 5.8 4.2 200 石質極細枇雌伏質泥岩 〃
- ケ 

54 C B 15 i-2 6.2 2.3 0.8 13.5 粘 板 岩 奥羽山地か北上山地一古生非 

55 CC 15 i 
3.4 2.8 1.3 12.5 俄 肥 岩 奥羽山地一中斯統 

56 C C 5 9 l 5 3.3 0.8 15 石質極細胞癌原質泥岩 ・シ
ー ク 

57 C B 15 l-14 2.3 1.6 0.8 2.5 鶏∴∴∴∴購 石 奥羽山地菓絃一錐斯統 
58 C A 15 Il-17 3.4 2.9 1.3 1L2 硬 質 泥 鵜 奥羽山地一中新鋭 
59 Cl 15 lI 4.2 2.8 0.9 13 」ク ・ク

ー
・ク 

60 CI O 6 ll 6.9 5 1.2 32,8 石 質 橿細粒禎∴妖∴牲 〃 -
・ク 

61 CI O 6 Iノ 4.5 3.3 1.4 16 碓音 灰∴質 硬 質 泥 岩 ク ー
ノン 

62 C 日 O 6 Ⅱ 6.5 5.4 2 70 石質極細粒雌伏的泥岩 ク ー
/′ 

63 C「 5 0 り -4 6 4 1.3 30 硬 質 泥 糖 ク ー ケ 

64 C B 5 0 n -13 3.3 4.7 1.2 12.8 石質極細枇凝庚質泥岩 〈′
- ケ 

65 C E C F 6 i-1 12.6 3.4 2.2 70 ・シ ケ i-- ケ 

66 C A 18 Ⅱ鵜1 7.6 3.2 1.4 30 粘 板 岩 奥羽山地か北上山地一古生非 

67 C H 5 0 Ⅱ 6.5 4.5 1.6 50 石 質 橿細粒磁原 盤 奥羽山地一中断維 
68 CI 5 6 Ⅱ 5.1 3.3 1.4 19 

ノン 〃 鵜
ノ 

69 CI 5 3 Ⅱ 5.1 2.6 1.7 18.6 石質極細拉淀川引航泥着 音ち
-

音シ 

70 C D O 6 Ⅱ 5.2 2.4 1,1 12.8 石 質 極細粒雌伏∴着 ク
ー 〃 

71 C1 15 り 5 3 1.2 16.2 硬 質 泥 盤 ク ー
イ′ 

72 C E O 6 H 6.7 3.8 1.1 30 石質橿細粒礁庚質泥岩 /′
- ケ 

73 C B O 9 0 喜1 8 5.1 1.2 40 石 質 極細粒凄妖 精 ク ー ケ 

74 C E O 6 0 3 7.1 0.9 17 石質極細的磁原質泥岩 子 ∴i- ′・ 

75 CI 21 Ⅱ -2 4.9 5.6 1.3 27.5 粘 飯 鵜 奥羽山地か北上山地一古生界 

76 C D O 6 Ⅱ 6.3 3.2 1.1 22.7 石 質 極細地腹∴伏∴磐 奥羽山地一中筋統 

77 C「 O 6 Ⅱ 7.3 4.2 L2 303 珪∴∴質∴∴泥∴∴∴鵜 ケ 一
・ケ 

78 CI 21 Ⅱ -2 6.宣 3.2 0.6 7.8 珪質石質陛細粒膝妖精 ク
ー 〃 

79 C E 5 0 り -4 6.4 4.4 1.2 31 碩∴∴∴質 泥 君 ケ ∴鵜
′′ 

80 C D O 6 ¶ 4.9 3.7 1 15.2 斜 長 石 流∴紋∴岩 ク ー ケ 

81 C」 O 6 Ⅱ 4.8 3.2 0.9 14.6 石質極細拉礁原質泥岩 〆 -∴ ′・ 

82 C A 15 Ⅱ 7.2 5.6 1.5 50 ケ イ′
鵜 ケ 

83 C1 15 ¶ 8.4 4.5 3.3 70 石 質 橿細粒凝庚 君 ・シ
ー ク 

84 C H 5 0 n 8.4 3.9 1.4 60 粘板岩ホル ン7エルス 夏油川上流一百生井 

85 CI 15 0 6.2 4.8 0.9 23.7 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中斬続 

86 C B 18 り-14 4 2.9 1 10 石質橿細粒礁板野泥岩 〃 -
ノン 

87 CI 5 3 Ⅲ 6.4 2.7 0.6 8.6 粘 板 岩 奥羽i批也か北」工山地一古生界 

88 C D O 6 Ⅱ 5.8 3.4 1.2 30 珪賞石質睡細粒雌伏君 奥羽山地一中斬維 

89 C」 O 6 り 7 2.9 0.8 15. 石 質 極細極言睦扶 持 ク ー ケ 

90 CG 5 6 Ⅱ -1 4.4 l.8 0.4 3.8 石質極細粒磁原質泥岩 /′
- ケ 

91 C「 O 6 0 3.9 2.6 0.7 5.8 (鉄石英)破砥飾荒紋岩 ・シ
ー ケ 

92 C A 12 Ⅲ 3.3 3.1 0.8 6,6 硬 質 泥 鵜 ′・ - シ 

93 CG 5 0 Ⅱ 4.7 4 0.8 12.5 石 質 極細枇礁原 盤 ノン
鵜

ケ 

94 C」 O 6 Ⅲ 4.8 3 0.9 11.7 石質橿細粒軽快的泥磐 ノン
一 々 

95 C」 O 6 り 4.3 3.9 1.4 13.2 ケ ク ー ケ 

96 CC O 3 Ⅲ 7.9 3.8 1.6 40 軽 質 泥 岩 ′・ - ケ 

97 C H O 3 Ⅲ 5.4 4.4 1.5 30 珪 質 種細粒噸∵庚∴♯ ク ー ケ 

98 CI 12 Ⅲ 5 3.2 1 11.5 珪 質 准 原 質 泥∴牲 ク
ー一 々 

99 CI 5 0 Ⅲ 5.8 3.4 0.8 10 石 質 樋細粒凋∴伏∴桝 ノン
一

々・ 

100 C」 12 Ⅲ 6.8 4.7 1.5 50 珪 質 橿細粒礁妖∴鵜 /′
- ケ 

101 C」 O 3 皿 6.4 3.5 1.3 22.2 碓 原 質 硬 質 泥,君 イ ー
′′ 

102 C」 O 9 Ⅲ 6.6 3.2 1 20 硬 質 泥 岩 ′′
- 〃 

103 C「 O 3 Ⅲ 4.1 3.1 0.8 8.8 ケ 〃
鵜

」ケ 

104 C」 5 0 Ⅲ 5.2 4 1.3 23 軽 質∴縦:庚∴質∴泥∴君 ノン
ー

′シ 

105 CI 18 Ⅲ 7.1 2.1 1 17.5 ケ 〃
書

く′ 

106 C「 O 3 Ⅲ 6 3.3 0.9 21.8 聞きI実 質 硬∴質 泥 増 ク ー ケ 

107 C」 12 皿 5.6 4.2 0.8 15.8 珪 質∴凄;原 質 泥∴君 !′
一 々 

108 C」 12 Ⅲ 6.7 4 2.2 70 硬 質 泥 君 !′
- ケ 

109 C」 18 Ⅲ 3.5 7.6 1.1 23 破∴砥 質 流∴赦∴君 l′
葛∴ 千 

110 C1 0 3 Ⅲ 4.8 3.4 1 22 硬 質 泥∴∴∴君 イ
ー

′′ 

111 C D O 9 Ⅲ 3.6 2.7 1.1 9.3 礁∴庚∴賞 硬 質 泥 岩 〃 - ケ 

112 C H O 3 Ⅲ 7.1 3.7 1.1 30 硬 質 泥 ざま 
I′

- ケ 

113 C1 5 3 Ⅲ 8.2 5.8 ilOO 珪 質 極細極道∵妖∴糖 ク ー
・ケ 

114 CI 15 Ⅲ 7.5 3.8 1.1 30 磁∴庚 質 硬∴質∴泥∴岩 (′
i-

ノン 

115 C H 18 Ⅲ 5.9 4 1,8 40 粘 板 岩 和賀仙人付近一古生非 

116 C E O 6 Ⅲ-4 4.5 3 0.7 10.5. 珪∴∴∴質 泥 岩 奥羽山地一中筋続 

117 CC50-53 Ⅲ ・1.2 L9 0.7 4.5 硬 質 混∴∴∴浩 ク ー ケ 

118 C D O 9 Ⅲ 2.9 2.6 0.7 6 磁 原 質 硬 質 泥 暮 〃
鵜 ケ 

119 C」 O 3 Ⅲ 8.6 3.8 1.4 40 硬 質 泥 岩 ク
ー ケ 

120 C A 12 Ⅲ 4.2 1.6 0.8 3.3 珪 質∴漣:庚∴質∴泥∴岩 ク
ー ケ 
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一遺 物 編-

121 C B 15 皿-22 3.7 3.1 1.8 16.5 碩∴∴∴質 泥 岩 奥羽山地一中筋統 
122 C」 18 Ⅲ 4 3.6 1.2 17.7 磁音 庚∴質 硬 貨∴泥,岩 ク ー 〃 

123 C A 15 Ⅲ-20 7.4 5.7 L5 50 流 紋 岩 ク ー
・ク 

124 C H 18 Ⅲ 3.4 3 1.2 12.3 石 質 極細粒凝灰岩 〃 葛
・ク 

125 C」 15 Ⅲ 3、3 2.7 0.8 7.5 硬 質 泥 岩 ク ー ク 

126 C」 O 9 3,5 1.8 1.2 4.7 珪 質∴∴∴泥 岩 /′
〇

・タ 

127 CG ? Ⅲ 3.3 3 1.1 9 
′. 〃 - ケ 

128 C B 15 C 5.4 2.5 0.7 10.3 硬 質 泥 岩 ク ー
/′ 

129 C C O 9 3.3 2.3 1.2 4.5 磁∴庚∴質:硬 質 泥 岩 ク ー ケ 

130 C H O 6 Ⅲ 6.5 8 1.3 80 イ′ ク ー
イ′ 

131 CI 12 Ⅲ 4.1 3 1.3 15 石 質 極細粒磯∵妖言揖 ク ー ケ 

132 C A 12 Ⅱ 5.6 3,6 6.9 21 粘 板 岩 奥羽山地か北上山地一古生界 
133 C」 15 Ⅲ 2.3 2.1 0.7 4.5 硬∴∴∴賞 泥 岩 奥羽山地一中斬統 
134 C H o 3 Ⅲ 8.2 6.1 1.4 60 雌 伏 質 硬 質 泥 岩 ・シ

ー ク 

135 C」 18 Ⅲ 4.2 5 1.5 30 珪 質∴∴泥∴∴岩 ・ク
ー 〃 

136 CG 5 6 ¶ -1 6.7 4.8 1.7 50 硬∴∴∴質 泥 岩 ク ー一・・・
・ケ 

137 C」50-53 Ⅲ 4.8 2.9 1 16.2 」ケ ク ー 〃 

138 C H O 3 Ⅲ 3.9 3 0,8 10.7 ケ ク ー
ーク 

139 C A 12 Ⅲ 5.6 4.8 1.2 30 淡 緑 色細粒凋∴伏∴糖 ク ー ク 

140 Ci 12 6.4 4.7 0.8 22.6 磁∴庚∴質 硬 質 泥 岩 ク ー ケ 

141 C」 O 6 3.8 4.6 0.8 16 硬 質 泥 岩 ク ー ケ 

142 C」 O 9 皿 3.8 2.4 0.8 7.5 磁∴庚∴囲:碩予 算 泥 嵩 く′
-

/′ 

143 C」 15 Ⅲ 4.2 2.1 0.9 8.5 硬∴∴∴質 泥 岩 (′
-

/′ 

144 C A 12 Ⅲ-17 3.2 3.2 1.4 12 珪 質∴漣子 庚∴質∴泥∴樹 ク ー ケ 

145 C」 O 9 Ⅲ 4.2 3 0.8 5,8 硬 質 泥 堵 ク ー 〃 

146 C C 12 Ⅲ !0.2 5.6 2,2 80 雌∴原 質 硬 質 泥 樺 〃 - ケ 

147 Ci 18 5.4 3.9 1,2 16 珪 質 泥 岩 ク ー ケ 

148 C D O 9 4.8 3.4 1.1 19 碩∴∴∴質 泥 岩 〃 - 〃 

149 C」 O 3 Ⅲ 3.1 3.6 0.8 7.6 ノン ク ー ケ 

150 C」 18 Ⅲ 3.7 3 0.7 9 
′′ ケ 一 々 

151 C」 12 Ⅲ 4 3 1.2 15 ・シ ク ー 〃 

152 C A 15 Ⅲ 3.8 3.2 0.6 8 ケ ク ー
〈′ 

153 C B 15 Ⅲ 3.7 2.7 0.9 9.5 経∴庚∴質 硬 質 泥 揖 ク ー
ケ 

154 CG O 3 Ⅲ 4.2 2.8 1.2 12.5 珪 質 泥 牲 ク ー
ケ 

155 C」 O 3 Ⅲ 3.4 3 0.6 5 硬 質 泥∴∴∴磐 ク ー ケ 

156 C A 12 -15 3.3 4.1 0.8 12.3 ケ ク ー ク 

157 C」 O 9 3.2 2.4 0.8 4.8 珪 質 種細粒凝庚∴糖 ク ー ク 

158 C B 15 3.7 4.5 1 20.5 駐 韓 礁 原 質 泥 岩 ク ー
・ク 

159 C C C D 9 
-

3 5.1 2.6 1.2 9 ケ ク ー
・ク 

160 CI50-53 3.4 2 0.6 4.5 軽 質 雌 伏∴質 泥 岩 {′
-

・タ 

161 C「 o 3 4.5 3.2 0.9 9 磁∴朕∴質:硬 質 泥 岩 ク ー ケ 

162 C B 18 皿 3.5 3.6 0.7 9.5 ケ ′ク
ー

ノン 

重63 CC O 3 7.3 2.6 1.4 30 珪 質 泥 磐 ・グ
ー

イ′ 

164 C」 ? 7.8 4.8 2.2 50 雌 伏 質 硬 質 泥音 樺 ノシ
ー ク 

165 C」 12 3.6 3.4 1 11 ク ク ー ケ 

166 C D O 9 7.8 4.6 1.7 70 ケ ク ー 〃 

167 Cl o3C 4.2 4.1 0.9 16.2 硬 質 泥 岩 ク ー
ーク 

168 C」 15 4.4 2.7 L3 15.8 ケ ケ 一
・ク 

169 CI 18 3 3.5 0.5 4.6 玉 髄 ク ー ク 

170 C C O 9 Ⅲ 4.9 2.9 1 13.2 雌∴疾∴質 硬 質 泥 鵜 `・
- ケ 

171. C B 15 鵜18 1.9 L6 0.3 0.5 /′ ク ー ケ 

1了2 Ci 5 0 2.3 2.4 0.6 2.8 ケ 」シ
ー ク 

173 CC 5 0 2.7 1.8 0.4 l.3 ケ ′・
一

言シ 

174 C B 12 8.4 4.4 L3 50 硬 質 泥∴∴∴岩 〃 - ケ 

175 C B 12 7.3 5.3 l.6 50 粘 板 岩 和賀仙人付近一古生非 
176 C B O 9 

「
4 9 5.2 2.4 110 ノン ク ー

・ク 

177 B」 12 II鵜5 4.9 3.1 1.2 14 ・シ ク ー
・タ 

178 C B 12 i! 3.2 2.8 1 8.5 磁∴庚∴賞’硬∴質 泥 社 奥羽山地一中新鋭 
179 CC 15 Il 4.6 3.4 1 22 硬 質 泥 着 ク ー ケ 

1 DA O 3 -15 4.8 3.3 1.2 15.1 粘 板 犠 仙人付近一古生非 
2 DD 2 4 i 4.8 2.3 0.6 6.8 石 質 紬 靴音 榎:庚∴着 奥羽山地一中折節 
3 DA O 3 

り 
5.7 2.8 0.8 12.7 樫 細 粒珪質凋∵妖∴拷 ク ー

・ク 

4 DC 5 0 5.6 3.1 1.5 22.5 破砥質流紋岩(鉄石英) ク ー・ ケ 

5 D1 6 2 -1 2.7 3.7 0.6 5.3 硬 質音∴∴泥 岩 ク ー
ノン 

6 D」 21 4.8 4.5 1 19.5 駐 印 泥 質 種 庚∴岩 ク ー ケ 

7 DA B 5 0 2.7 3.5 0.8 8.3 破娼質流紋岩(欽石英) 〃 - ケ 

8 D1 2 7 6.1 3 1.1 17 硬 質 凄 味 質 泥音 岩 ノブ
一

・シ 

9 D」 12 4.1 6.8 L5 40 ケ 〃 - ク 

10 D「 2 7 5.1 3.4 L2 23 石 質 細 粒∴漣、庚∴盤 ク ー ケ 

11 DA 18G 皿 6.1 3.9 2工 25 碩∴質i凋三 原∴質 泥 岩 イ′
-

/′ 

12 DD O6C 4.5 3 0.9 IO.8 硬 質 泥 着 ク ー ク 

13 DA 18G 6.4 4.1 1.4 20 ケ 〃 -
〃 
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14 DA12 G Ⅲ 4.2 2.1 0.6 4 石 貨 細 粒音 滋子 灰∴岩 奥羽山地一中斬統 
15 DA 12 Ⅲ 6.1 3 0.7 16 硬 質 礁 灰∴質 泥 岩 ク ー ケ 

16 DA 18 Ⅲ-1 2.5 2.5 0.6 3 ケ ・ク
ー

ノブ 

17 DD 12 Ⅲ 4.7 9.2 1.5 50 硬 貨 泥 岩 ノブ
一

一ケ 

18 DC 15 Ⅲ 3.6 3.2 0.8 9.3 ノン 〃 〇一〇 ケ 

19 D E 18 Ⅲ 3,5 2.9 1 10.5 硬 開∴漣;灰∴質 泥 岩 ク ー 〃 

20 DC 18 Ⅲ 4.2 2.2 0.5 3 石 開 細 粒音 磁音 灰 岩 ケ ー ケ 

21 DC O 3 Ⅲ 3.4 2.8 0.8 6.9 石 綿 細 粒音 輝:灰∴鵜 ク ー 〃 

22 DC ? Ⅲ 4.2 L5 1.4 9 硬∴弼音 凋三 原∴賞 泥 岩 イ′
-

/′ 

23 DA 18 Ⅲ 9.3 2.4 1.2 30 
ケ ケ 一

・シ 

24 DA 18 Ⅲ 4,8 5.2 1.3 26 ・ケ ノン
一

一ケ 

25 DA18 C Ⅲ 3 3 7 7.5 ノン 〃
-

ケ 

26 DD O 9 Ⅲ 4.5 3.7 1 12.1 硬∴質 細 粒 凝 妖∴岩 ケ 一
々 

27 DA O 3 0 5.3 5.1 1.1 40 硬 質 泥 社 /′
- ケ 

28 D A O 6 Ⅲ 2.9 2.3 0.7 5.3 ケ ′・ 「 音シ 

28 DD 12 Ⅲ 6.3 4.8 0.9 19.5 硬 質 騒音 灰∴質∴泥〇 着 ・シ
ー ク 

30 DA O 3 Ⅲ 5.5 3.9 1.5 30 ケ ノク
ー

!′ 

31 DC 15 Ⅲ 3.9 2.5 1.2 =.8 硬 質 泥 岩 〃 〇
・ク 

32 DA 12 Ⅲ 4.3 3.3 1.5 20.1 石 質 細 粒∴騒音 灰 岩 ク ー 〃 

33 DA 18 Ⅲ 3.2 3.3 0.6 7 硬∴算i凄さ 原 質 泥∴鵜 l′
一

′′ 

34 DA 15 Ⅲ 6.5 3.6 1.3 23 」ケ 
′.

- ケ 

35 DC O 3 Ⅲ 3.3 2.5 0.9 5.6 珪∴∴∴質 泥 岩 ク ー ケ 

36 DA 15 Ⅲ 3.7 2.1 0.6 5.7 石 算 細 粒 磁 疾∴岩 ク ー ケ 

37 DC O 3 Ⅲ 7.2 3.6 1.2 40 粘板岩ホルンフェンス 夏油Iii上流一古生非 

38 DC 18 Ⅲ 4.3 3.8 1.2 20.3 硬 質 准 原 質 泥音 杵 奥羽山地一中析続 

39 D E 18 Ⅲ 5.1 3.9 0.8 13.3 ・ケ ・シ
ー

ノン 

40 DD O 6 C Ⅲ 5.9 4.8 1 20 ノウ ク
ー 〃 

41 D F 15 Ⅲ 3.8 2.5 0.4 4 石 質 細 粒,碓∴戻∴君 ク ー ケ 

42 D F 15 Ⅲ 3.9 2.2 0.7 6 硬 質∴漣:庚∴質∴泥∴君 ク ー ク 

43 DD O 9 Ⅲ 3.3 2,8 0.7 6.8 
′′ ク ー ケ 

44 DD O 6 Ⅲ 4.7 3.9 0.7 10 
ケ ク

ー
ノン 

45 DC 18 5.5 2.4 0.8 11.1 
′′ ク

ー
ケ 

46 D E O 6 6.5 4.6 1 21.5 ノブ ク
ー

ケ 

47 D E12C d Ⅲ 6 3.6 1.5 30 珪 質 泥 雛 /′
- ケ 

48 DA 15 Ⅲ 3.7 2.5 0.6 6 珪∴質 泥 質 磁 庚∴揖 ク ー ケ 

49 DC O 9 Ⅲ 5.6 3.4 L1 22.5 硬 質 泥 岩 ク ー ケ 

50 DD 15 Ⅲ 5.8 4.5 1 21 /′ ク ー
イ・ 

51 DA 12 Ⅲ 5.2 1.8 1 11,8 硬 質 礁音 灰∴質 泥 岩 ク
ー 〃 

52 DA 15 3.1 3.3 0.6 5. 硬 質 泥 岩 ク
ー ケ 

53 DA 15 5.5 3.9 1.3 25 
′● 〃

- ケ 

54 DA18 C Ⅲ 7.1 2.2 1 14.5 ケ 子 -
′. 

55 DA 18 Ⅲ 6.2 4.9 2.4 60 石 質 細 粕!清さI天∴岩 
′・ - 子 

56 DD O 9 C 5 2.1 0.4 5.2 珪∴質∴泥 質 種音 庚∴暮 ク
ー 〃 

57 DA O 6 7.1 2.6 1 26.8 硬 質 波音∴∴君 ク
ー

ノン 

58 DC 15 2.9 3.4 1.9 20.5 粘 披 着 仙人付近一百生井 

59 DA15 C Ⅲ 4.8 2.6 0.5 10 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中新維 

60 DA O 6 Ⅲ 7.6 1.8 1.1 13.7 珪∴質 泥 質 磁 朕∴鵜 ′′
- イ 

61 DA O 3 Ⅲ 4.5 2.1 l 8.2 硬 質∴磁:庚∴質∴泥∴君 ク ー ケ 

62 DA O 6 Ⅲ 2.3 2.6 0.6 3 石 質 細 粒∴漣∵ 庚∴岩 ケ 一
一シ 

63 DA 18 4.9 3.3 1.2 14 硬∴質音 潤を 庚∴質 泥 鵜 」シ
ー ク 

64 DA 18 4.7 2.4 0.6 5.3 流 紋 岩 ク ー
ーケ 

65 D B 18 皿 4.4 2.6 1.5 12 碩∴質 礁 原 質 泥∴君 〃 -
ノン 

66 D B 12 Ⅲ 12.7 5.8 2.5 140 ケ シ
ー∴ ●・ 

67 D B 5 3 Ⅲ 4.8 4.1 2.1 35 培 質 泥 鵜 ケ 一・・・ ケ 

68 D B 18 Ⅲ 4.7 2.1 0.5 4.5 珪∴質∴泥 質 音磁I天∴君 ク ー ケ 

69 D B 12 3.3 3.2 1.3 20 
イ′ 〃 書

く′ 

70 D B 18 4.7 3.8 0.8 11.6 碩∴質音 凋き 所,質i泥∴椿 !′
i- ケ 

71 DC 18 6.2 4.2 1.9 40 硬 質∴∴泥∴∴榊 ケ
一 考 

72 D「 5 0 3.2 2.8 0.8 6.4 ′′ ク ー ケ 

73 DC 12 2.9 2.3 0.4 3.5 硬 質 潰 原 質 泥∴♯ ク ー ケ 

74 DA 15 4.1 2.5 0.9 9.1 石 質 細 粒∴磁了 伏∴暮 ク ー一一・ ケ 

75 DH 15 Ⅲ 4.2 2.5 0.9 10.4 珪∴質音 波!質:凋三 原∴君 ケ 一 々 

76 DC O 3 Ⅲ 3.2 1.5 0.4 2.5 硬 質 泥 鵜 ク
ー ケ 

77 D 己 12 Ⅱ 3.9 2.8 0.8 7.6 
′′ ク

ー 〃 

78 DC 2 4 4.1 2.5 0.6 7.5 硬 質 榎 原 竹 花 捧 ノシ
ー ク 

79 DD 21 6.7 3.5 0.9 176 硬 質 泥 岩 ク
ー ケ 

80 DH 12 4.7 4 2 35.8 ケ 
ク ー ケ 

81 DC 18 4.7 3.7 2.1 37.3 硬 質 堆音 娠∴質∴湿し 君 ク ー ケ 

82 D F 5 0 2.3 2.5 0.8 4 硬 質 泥 岩 ケ
一 々 

83 D」 5 3 3.3 3.5 1.1 16.2 石 質 細 粒音 澄子 頂∴鵜 ク
ー ケ 

84 DC 5 0 2.7 1.9 1.9 5.1 
ケ ク ー ケ 

85 Di O 9 3.8 3.l 0.了 7.5 硬 質 泥音∴∴封 ケ 〇一・一〇・ ケ 

86 DA 5 9 5.6 2 0.6 5.9 破璃質流紋鵜(鉄石英) ク
ー 〃 

-
i
臥
-
-
i
-
」
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87 DC 18 Ⅱ i2.2 2.5 0.5 3.3 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中新鮮 
88 D E 12 Ⅱ 3.9 3.8 1.2 18.2 ・ク ク ー 〃 

89 DD 21 3 l.9 0.3 1.8 ノブ 」シ
ー

ノウ 

90 DJ 15 4.8 3.5 1.1 22.7 石 貨 細 粒∴磁:灰∴岩 ク ー
ーク 

91 D B 21 n 5.7 3.4 0.8 15.5 硬 質 泥 樺 ケ 一
・ク 

92 DH 12 5.8 2.1 0.6 5.8 ケ 1′
-

イ′ 

93 D「 5 0 5.1 2.6 0.9 10 ケ ク ー
/′ 

94 D」 15 Ⅲ 2.5 2.9 1.1 7.2 硬∴質∴漉き 灰∴賞 泥 岩 ク ー ケ 

95 D」 O 9 6.5 3.3 1.3 21 硬 質 泥 岩 ク ー
′′ 

96 D」 12 5.8 4.4 l.2 27.2 硬 質 磁 灰∴算 泥 岩 ク ー ケ 

97 DG O 3 6.2 4.6 1.3 40 硬 質 泥 岩 ・ク
ー

ノン 

98 D F 21 5.5 5.6 1.6 40 珪 質 泥 岩 考 ・一〇 〃 

99 DA 5 3 Ⅲ 10.7 8 1.4 70 硬∴∴∴質 泥 岩 ′・
-

1′ 

100 DA 5 6 り 6.5 5.7 1.1 38 石 質 細 粒 膝 庚∴岩 音シ
ー

′′ 

101 DD 21 5.6 4 1,3 19.4 碩∴質i凋三 原∴質 泥 岩 ク ー
・ク 

102 D E 2 4 6.1 4.7 1.6 21.5 硬 質 泥 岩 ク ー ケ 

103 DA 5 6 5.9 4.5 1.6 39 破璃流紋岩(鉄石英) /′
- ケ 

104 D」 O 9 2.6 1.9 0.5 1.8 硬 質∴∴泥∴∴犠 ク ー
/′ 

105 DG 18 6.9 5.1 l.5 60 ケ ク ー
ケ 

106 DA 21 4.6 2.8 1.2 11.7 硬 質 礁 原 質 泥∴岩 ク ー ケ 

107 D B 5 3 り l 2.3 1.4 18.2 ノン 」シ
ー ク 

108 Di ? 
3.2 3.5 0.8 7.5 ケ 」シ

ー ク 

109 D「 O 3 1.了 2.8 0.3 2 
′′ ク ー

ーク 

110 DH O 3 5.7 5 l 24.1 ケ ケ 一 々 

111 DC 2 7 5.5 4.9 l 20.6 ケ ′・ 」
音シ 

112 DH 18 9 4.1 0.9 32.8 ′′ 
/′

」 ケ 

113 DI 12 4.5 3,5 1.4 19 ケ ク ー
ケ 

114 DC 18 5.6 9.6 1.4 40 硬 質 泥 岩 ク ー・ ケ 

115 DC ? Ⅲ 5.3 4 0.8 18 硬∴質∴凋;妖∴質 泥 岩 ク ー 〃 

1書6 DH 18 Ⅱ 4.2 3.6 0.7 10.8 硬 質 泥 桝 ク ー ケ 

117 DG 5 0 4.7 4.3 0.5 9.6 硬 質 礁 灰 質 泥∴君 ク ー ケ 

118 DG 15 3.2 0.9 0.5 重5 硬∴∴∴質 泥 岩 ク ー ケ 

119 DC 21 4.6 2.8 1.3 9.3 ′′ ク ー ケ 

120 DG 5 0 3.8 2.2 0.8 7.3 石 質 細 粒,漉子 朕∴岩 ク ー ケ 

121 D」 12 3.4 2.1 0.3 2.4 碩∴∴∴質 泥 君 〃 鵜 〃 

122 DD 2 4 6.2 4.2 1 23.3 ケ 」シ
ー ク 

123 DH 18 3.5 4.3 0.7 9.5 〃 ケ 一 々 

124 砂C 18 4.4 5.3 l 25 ケ ・シ
ー

ク 

125 D B 5 3 L7 3 0.3 1.6 頭∴質∴碩三 昧∴質 泥 岩 ク ー 〃 

126 D E 12 3.7 2.7 1 7.5 
′. 

.′
-

:ヽ 

127 DA 5 0 5 2.8 0.8 10.5 I′ ヶ∴∴∴±_ ケ 

118 DD 21 2.8 l.6 0.7 4.3 硬∴∴∴質 泥 岩 」ケ
一

一シ 

129 D 巳 12 4.6 2.2 0.4 3.8 ・シ 〃 - ク 

130 DI o 9 4.2 2.1 0.5 5.7 ケ ク ー一一
ノウ 

131 DA 5 9 2.9 2.6 1.3 10 石∴質 細 粒∴厳:朕∴君 ク ー ケ 

132 DH 12 4.8 3.5 0.9 14 硬 質 泥 岩 ク ー
/′ 

133 D」 15 3.6 2.3 0.5 19.8 壌 質 泥 質 凝 庚∴揖 〃 - ケ 

134 DA 5 9 I 3.4 2.8 0.6 4.8 ケ ク ー ケ 

135 D B 5 3 3.1 3 1.l 10.8 石∴質 細 粒∴噸!妖∴君 〃 - ケ 

136 D「 O 3 5.1 2.8 0.9 7.4 破鳩的溌赦岩(鉄石英) ケ 一
・ク 

137 DA 5 6 4,7 4 0.9 19.5 硬 質 凝 疾 質 泥∴暮 ク ー 〃 

138 DA O 9 
鵜

3 5.3 3.9 1.3 2了.5 ケ ケ 一
々′ 

139 DA 5 9 5.9 4 2 40 ・シ ク ー ケ 

140 DI 5 0 3 2.5 0.5 6.5 石∴質 細 粒,漣子 疾∴君 ク ー ケ 

141 D「 6 5 3.2 2.5 0.5 3.7 硬∴∴∴質 泥 岩 ノシ
ー

ノン 

142 DA 6 5 3.5 3.2 】.1 8.7 ケ ク ー
ノン 

143 D1 5 9 4.9 3.9 上4 22 石∴質∴紺i枇∴瀧:伏∴君 ク ー 〃 

144 DA O 9 4.6 3.1 1.4 16 硬 質 泥 岩 ク ー ケ 

145 D.A 18 4.6 3 1.2 14.8 塞 質 泥 質 潰 妖∴君 ク ー ケ 

146 D」 3 -1 了.1 2.6 0.9 12.8 硬 質 泥 岩 ク ー ケ 

147 D 巨 2 4 4.7 3.2 1.3 15.2 硬.質∴披∴妖∴質 泥 岩 ・シ
ー

ーケ 

148 DA 5 6 5.了 3.3 1.1 23.6 雌 質 泥,∴∴君 ケ 一 々 

149 DC 18 5.8 3.5 1.5 30.3 硬 質 凝 原 質 泥 岩 ク ー ケ 

150 DA O 9 
-

4 8.2 5.7 2.6 140 硬 質 泥 持 ク ー ケ 

160 DA 15 昧凧I’i二上 2.2 1.5 0.3 】 硬∴質∴種音 原 質 泥∴君 ′.
-

′. 

161 DC o 6 C =(斜面) 5.8 8 1.7 60 石 質 雌 伏 君 奥羽山地か北剛」地一百生井 
※1 DC18 C Ⅲ 4.3 3 0.8 10.5 硬∴∴∴質 泥 岩 奥羽山地一中筋統 
※2 DC 2 4 に23 8.9 6.7 1.6 90 ′′ ク ー ケ 

※3 /′ 

.佑22 6.7 6.5 1.9 90 /′ ノシ
ー

イ′ 

※26 DE-D「12 i 5.7 4.8 2.1 60 
′. ク ー

ノン 

※27 ケ .← 

6.0 5.0 2.0 50 硬 質 泥岩 質墳∵庚,督 ′● - ′● 

※39 D B18 G Ⅲ 9.2 6.2 1.7 100 硬 質 泥 岩 ク ー ケ 

ー186 -



ー遣 物 縞易

1 E E 2 4 5.4 3.8 1.】 27 硬 質 泥 岩 奥羽し」」地一中新鋭 

2 E A 6 2 5.9 5.2 0.9 21 硬∴質音 凋三 伏∴質 泥 岩 」ケ
一〇〇○○〇一 ケ 

3 E D 71 3.6 2.7 0.9 了.5 珪 質 様細粒雌伏 督 〃 - 〃 

4 E B 5 6 2.8 2.9 0.4 2.1 硬 質 泥 岩 子 一書、 ′・ 

5 巳 A O 3 2.3 2.2 0.6 4.3 泥 質 種細粒噸∵所,持 〃 喜一○○i
!′ 

6 E E 21 4.6 3.3 l 15 硬 質 泥 岩 〇㌧ ○○、∴ /′ 

7 E D 6 2 一」 7.1 4.7 1.2 20 泥 質 種細粒榎原 君 千・
〇

′′ 

8 E A 6 5 3.1 l.6 0.5 4.2 珪 質 泥 督 ク
ー 〃 

9 E A 6 5 7 3.5 1 20.5 硬 質 泥∴∴∴君 ノン
一〇〇〇〇〇〇〇 ケ 

10 E C 6 2 4.6 5 0.9 15.1 硬 質 準I夫∴質∴泥∴樟 
ケ 一 々 

11 E A 71 8 4.6 L4 40 
ケ ′シ

ー
ク 

12 E F 18 ー」 6.4 3.6 1.1 29 娃 質 極細粒雌伏 暮 ・シ
ー

ノン 

13 E A 21 9 4 1.4 30.1 泥 質 栢細湿礁原 告 ク
ー ケ 

14 E A O 9 C 5.6 3.1 0.7 22.5 ケ ′′
-

′′ 

15 E A 12 4.8 2.7 2.1 29 軽 質 准∴∴∴星 ノン
一一 ケ 

16 巳 B O 3 7.9 3.2 1,4 21 石 質 細 粒 雁∴朕∴浩 ノシ
ー

/′ 

17 E H 12 -3 4.7 4.2 1 19.4 硬 質∴凄手 原∴質∴泥∴浩 ケ
一

々 

18 巳「 15 -1 4 (1.3 L1 1了.2 
ケ シ

ー タ 

19 E F∴∴12 7 5.3 1.7 50 泥 質 種細粒榎原 督 ク
ー ケ 

20 E A O 6 6.5 4.8 1.2 40 硬 質∴碓音 原 質 泥∴督 ケ 臆

- 〃 

21 E「 2 4 5.7 4.2 1 40 珪質泥質細粒凄夙上告 /′
-

・シ 

22 E H 5 9 ーl 8.6 4.9 1.8 70 碩 質 種 吠 質 泥∴浩 /′
臆、一書喜一 ケ 

23 巳 D 71 5.9 4.7 1.7 40 
ケ ク ー〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ケ 

24 E A 5 0 」1 6 2.2 1.1 13.6 硬 質 泥 督 ノ
ー 〃 

25 E A 6 2 6.3 3.9 1.1 40 
ケ 〃 -〇〇・〇 ケ 

26 E「 12 7.3 6.2 2 100 柵 板 持 裏 面 同一古生持 

27 亡 C ∴∴丁・l 4 3.6 1 11 硬 質 泥 君 輿羽山地一中新統 

28 E H 15 鵜
2 6.6 6.`! 1.4 70 欽 石 英 /′

葛・〇一〇
I′ 

29 己「 6 8 4.9 4.3 0.8 10.7 堆 章 常 信 /′
-

/′ 

30 E H O 3 -1 8.7 6.4 2.2 140 硬 質 雌 伏 質 泥∴樟 ク
ー ケ 

31 E D 6 2 5.1 4.4 1.2 2了 
ケ ノ ー喜

子ン 

32 た E 71 -
2 7.1 4.6 1.5 30 硬 質 混 浩 

.i - 子 

33 巨 A O 6 6.6 4.9 1.2 40 硬 質 憧 実 質 減∴督 ク
ー ケ 

※36 E A 15 2.7 2.5 0.8 4.3 石 質 桶細特種妖,督 ク
ー

ケ 

1 「A 6 2 ⊃ 5.5 0.7 1.6 淡 緑 色細粒遊妖 星 典羽 白地一中海統 

2 「A∴∴5 9 9.3 5.1 0.8 3し) 硬 質 凄音 吹∴質∴泥∴星 シ
ー

/′ 

3 「A 6 2 7 4.9 1.1 30 
/. /′

一書
I′ 

∠書 「A 6 5 4.9 3.4 0.7 8‾“ 
ノン ク

ー ケ 

5 「「 6 2 9.2 3.7 2.2 80 
′′ 〃 - ケ 

6 「A 6 5 6.1 4.了 1.6 60 珪 質 泥∴∴∴浩 ′′
-

-′ 

i 

1 C」 5 3 ⅢI 
6.了 1.5 1 12.9 珪 質 混 浩 ク

ー ケ 

使 用痕ある剥片〕 

1 B」 15 I 

3.6 2.7 0.3 3.2 硬 質 混 督 典羽両地一中海続 

2 B」 5 9 I鵜1 3.5 5 0.7 16.6 
I′ 子

-
′′ 

3 BJ 5 9 i- 2 6.8 5.8 2.1 30 硬 質 遊 頂 門 泥∴浩 I′
-i

l′ 

4 B「 5 3 i 

6.6 6.8 上8 56 精 般 若 如両用上流・仙人一古生暮 

5 B B O 3 I 

4.6 4.4 2.6 30 硬 質 凄 吹 質 泥∴督 快調III地一中新洗 

6 B1 15 = -17 7 7.4 2.3 90 
!・ 」シ

ー 〃 

I B.▲ 15 li 
4.7 3.9 1.2 23.6 

′′ シ
ー ク 

8 Bi I:l ll 
3.2 2.2 0.6 4.8 範 ・シ

ー
/′ 

9 BI 18 = -3 6.4 2.9 0.6 9.5 石 質 泥 告 〃
-

ケ 

10 B1 15 Il 
`1 

? 0.了 4.8 硬∴質 硬さ 叛∴質 泥 督 ク ー ケ 

11 B1 5 0 田 5.2 5.6 2.6 50 
/′ ク

ー ケ 

12 B H 15 田 4 3.2 0.8 9.8 f 質 混 持 シ
ー タ 

13 B」 5 0 ni 
3.4 2.8 上0 1上3 手 質 極細粒榎原∴君 〃

- 〃 

14 B」 12 iI 5.3 5.6 2言! 50 硬 質 泥 若 ク
ー ケ 

1 C「 18 i 

5.1 4.8 1.4 38 石 質 憧∴∴妖∴∴持 奥羽両地一中筋挽 

2 C B 5 0 I 

9.6 3.9 1.3 40 石質極細粒憧I実質泥岩 ●′
一 一 ′′ 

3 C(〕 0 9 i 

6 4.3 1 30 淡∴緑 色 憧∴妖∴督 ク
ー イ 

4 C B 5 0 
i 

3.8 2.4 0.9 I 
〇 千 質 的約 湿滝口大 君 /′

〇〇〇〇
′′ 

5 Ci ()6 I 

6.1 6.3 1.6 37 手 質石質僧 1粒遊I/膏! ケ
一 々 

6 CI O 6 「l 5.7 4.7 1 28.6 イ 質 構 絡 撞 く懐∴味 
←●

- .. 

I Ci 15 lI 6∴1 6.1 1.2 (10 碓∴販 音質 6 質∴泥音 督 シ ーー∴
′′ 

8 C B O 9 I/ 
i 

3.8 3言4 上l 10.7 缶 質 泥∴∴∴生 十 〇一 十 

9 C1 15 iI 8.6 5.8 1.2 60 I 

一

門 塙紐 担雌伏∴星 ケ
一 々 

10 C E O 6 = 9.1 3.5 上5 50 石∴∴質 睦∴ 音庚∴∴若 ケ 一一一一〇
I′ 

11 C A 18 = -1 6.7 3.`! 1 30 .石質栂雄暗中雌伏質混督 ケ
一 々 

12 C「 12 = 
4.5 信3 1 15.3 

′→ ′.
一 子 

13 C1 5 3 ll- 2 5.了 2 1.2 11.5 髄 ケ
一 々 

14 C「∴∴∴5 3 lI 
6.5 4.2 上9 5(「 子 ‾質種郷湿種板乍同と号! ク

ー ケ 

i
五
し
i
-
-
-
し
ー
」
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一遇 物 編-

15. C E 5 0 Ⅱ 7.9 3.2 2 40 石 質 極細拉凝灰岩 奥羽山地一中斬銑 
16 C E 12 Ⅱ i8.3 6.9 l.6 70 粘 板 岩 奥羽山地か北上山地一古生界 
17 C 日 5 3 Ⅱ 3.5 2.2 1.2 5 珪質石質橿細粒凝灰岩 奥羽山地一中斬続 
18 C H 18 Ⅲ 11.4 5.7 1.2 100 粘板岩ホルンフエルス 更油土清一古生界 
19 C H 18 Ⅲ 7 5.3 l.7 60 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中斬統 
20 CC O 3 Ⅲ 4.6 7.3 0.8 30 ウ イ ク ー ク 

21 CG50-53 Ⅲ 2.3 2.2 0.6 4 (鉄石英)破璃質流紋岩 ケ 一
・ク 

22 C」 18 皿 3.7 2.5 0.9 9.8 破 算 泥 岩 ク ー 〃 

23 C」 O 3 Ⅲ 6 3.7 1.2 19.5 磁∴灰∴質 破 算 泥 岩 ク ー ケ 

24 C」 18 Ⅲ 10.5 5.2 2.7 90 石 質 極細槻∴輝子吠岩 〃 -・
/′ 

25 C A 12 Ⅲ-16 7.4 7.2 3.1 130 珪∴算∴根ざ 灰∴塙 泥 岩 ク ー ケ 

26 CI o 3 Ⅱ 2.6 1.9 0,6 2 硬∴∴∴質 泥 岩 ク ー
ノン 

27 C」 15 Ⅲ 5.2 3.9 1.6 30 石 質 極細枇凝灰 岩 イ′
- ケ 

28 CHC」CI50 Ⅲ 5.1 5 0,9 30 碩∴∴∴質 泥 岩 (′
-

・ケ 

29 CH 15 Ⅲ 3.6 3.1 0.9 5.5 珪 質∴祇;灰 質∴泥 岩 ク ー ケ 

30 C CC D 9 l-2 4.8 4 1.1 20 経 原 質 硬 質 泥∴岩 ケ 一 々 

31 06ブリット Ⅲ 7.7 3.1 1.2 30 硬 質 泥 岩 ク ー 〃 

32 C」 15 Ⅲ 5.1 3.7 1.2 15 」ク ′シ
ー ク 

33 CJ O 9 Ⅲ 2.5 3.7 0.5 4.8 〃 ・シ
ー ク 

34 C B 15 Ⅲ 2.9 1.2 0.4 1.3 ケ ク ー
ーク 

35 C」 O 9 Ⅲ 4,4 3.2 0.3 6.3 ケ 」ク
ー

・ケ 

36 C」 12 Ⅲ 5.9 3.2 1 19.3 磁∴妖∴質 硬 質 泥 岩 ノシ
ー

ノブ 

37 C H O 3 Ⅲ 4.了 4.5 1.1 21.3 碩∴∴∴質 泥 岩 (・
-

′′ 

38 C」 O 9 Ⅲ 4 1,9 0.4 15 珪 質 種 旅 費 泥∴岩 /′
-

」ク 

39 C C O 9 Ⅲ 7 6.7 1.3 40 /′ 〃 -
・シ 

40 CC O 6 Ⅲ 6.2 4 1.6 40 (鋲石英)破胸算流赦樺 ク ー ケ 

41 C H O 6 Ⅲ 6 4.2 1.6 38 珪∴質 種 妖∴質 泥 岩 ク ー
ノン 

42 C」 O 9 Ⅲ 5 3.1 0.7 19.8 硬∴∴∴質 泥 岩 ク ー ケ 

43 C H O 3 Ⅲ 6.9 4.1 2.1 50 粘 板 岩 和賀仙人付近一中筋続 
44 C」 18 Ⅲ 5.9 1.4 0.7 5 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中筋維 
45 C H 5 0 Ⅲ 4.2 1.6 0.8 7 雌∴灰∴質音 硬∴質 泥 岩 ク ー ク 

46 CJ O 9 Ⅲ 6.4 3.9 1.1 25 (′ ク ー ケ 

47 C」 12 Ⅲ 7.6 2.2 1.1 20 珪 腎 臓 原 質 泥 岩 ク ー
4・ 

48 C D O 9 皿 5 3.1 0.8 11,5 硬 質 泥 替 ク ー ケ 

1 D「∴∴∴5 9 l 8.7 6.2 3.3 100 硬 質∴凝音 原 質 泥∴智 奥羽山地一中筋維 
2 D D 12 l 5.2 5 0.9 25.3 ′・ 」シ

ー ク 

3 D「 5 9 I 7.5 4.4 1.4 30 堆 質 泥 質 種 娠∴君 ク ー ケ 

4 D「∴∴5 9 I 3.4 5 l 21.5 石 質 細 粒 凝 灰 岩 ・シ
ー ク 

5 D「 5 9 I 4,9 4.7 l.4 26.2 珪娼質流紋岩(鉄石英) ク ー ケ 

6 DI 5 9 I 5.9 3.9 0.8 】6.8 石 質 細 粒 磁 灰 計 ′・ - 子 

I DA D B15 l l 
り 

1 】5.3 碩∴∴∴質 泥 岩 」シ
ー ク 

8 DD 18 Ⅲ 6.1 4.1 1 17.2 
′● 

」シ
ー ク 

9 DA O 9 Ⅲ 6.2 5.8 1.1 40 相 槌 岩 仙人付近一缶生井 
10 DC 15 Ⅲ 5.7 4.5 0.8 20 石 質 細 棉音 凝:灰∴常 奥羽山地一中祈続 
11 D 巨 2 4 Ⅲ 6.9 5.3 1.7 40 硬∴∴∴質 泥 岩 ク ー ケ 

12 DA 15 Ⅲ 7.2 6.5 1.3 50 硬 質 騒音 伏∴質音 泥 岩 ク ー ケ 

13 DA18 C Ⅲ 7.5 5.1 1.7 70 硬 質 滝 部 〃 - ケ 

14 DA O 6 C Ⅲ 6.2 3.5 1.8 20 壌∴質 泥 質∴騒音 瑳∴岩 イ′
一

/′ 

15 DA 12 Ⅲ 5.9 4.3 1.3 20 硬 質 泥 岩 〃 - ケ 

16 DA O 9 Ⅲ 5.2 3.7 1.4 22.5 硬∴質∴礁音 原 質 泥 岩 ク ー ケ 

17 D「 15 Ⅲ 3.4 2 0.4 3 硬 質 泥 岩 ク
ー一

・ケ 

18 D E12 G Ⅲ 3.6 2.2 0.5 5 ノン 〃 - ケ 

19 D E 21 lー 6.3 3.4 2.4 40 硬∴質∴聞き 妖∴質 泥 磐 」シ
ー ク 

20 DA 5 6 lI 5.6 4.2 l.8 30 玉 髄 督梁山地無線一中斬維 
21 DI 12 iI 4.9 4.5 上7 30 石 質 細 粒 種,庚∴岩 奥羽山地一中斯維 
22 D 巳 12 iI 2.3 4.了 0.8 7.8 珪∴質 泥 算∴碓音 庚∴君 ク ー ケ 

23 DC 15 lI 信9 2.8 2 16.6 石 質 細 粒 雌 伏 岩 〃 - 〃 

24 D」 12 n .1.1 1.8 0.6 1.8 硬 質 泥 岩 !′
-

ノン 

25 D D 21 H 5.2 3.6 l 16.5 硬∴質∴凋三 伏∴質 泥 君 ′・ 「 シ 

26 D「 21 li 4.8 2.6 0.6 8 ケ ク ー
ケ 

27 D」 12 門 4.5 5 L8 28 ノン ク ー ケ 

1 E C 18 l 5.8 1.8 0.9 10.5 硬 質 泥 岩 奥羽山地一中斬続 
2 曇.▲ 18 I 5.3 4.7 l.3 26 /′ ク ー

/′ 

3 E D 6 2 I 6.3 4.6 0.9 22.5 ノン ク ー ケ 

4 巨 A∴∴∴5 9 l 6.7 5.3 l.2 30 〃 〃 一
々 

5 E B 5 9 I 5.8 4.2 1 20.3 ノン ′′ -
●. 

6 巳 A O 9 l 4.6 4 0,9 15,8 硬 質 漣 原 質 泥∴君 ′′ - ′・ 

了 巨.A ? i 3.2 6 1.6 21.5 珪質泥質細粒凝妖精 ク ー
ーク 

8 E「 2 4 I 5.4 2.8 1.2 18 硬 質 凄 味 質 泥音 盤 /′
- ケ 

9 E「 2 4 
i 

3.6 6.8 1 22.8 ケ ク ー ケ 

10 E H 6 2 l 5.5 4.1 1 19 泥 質 種細粒雌伏∵星 ク ー ケ 

ー188 -



一連 物 縞-

11 EC 7 4 I 6. 4.8 1.8 60 粘板岩ホルンフ工ルス 安浦川上清一古生界 

1 C1 5 3 Ⅲ 5.3 3.8 1.7 30 硬 質 縫 灰 質 泥 岩 奥羽山地一中所統 
2 GI 5 3 Ⅲ 2.2 4.7 1 3 ノン ク ー ケ 

〔庵製石斧〕 完全 破損

1 A E 2 7 1-2 ○ 7.3 3.9 1.2 45 磁∴原 質 柚∴板∴轡 仙人付近一古生界 

1 B H 12 Ⅲ-1 ○ 5.2 2.5 1 19 粘 板 岩 安浦川上流・仙人一古生界 

1 C A 15 I-12 ○ 7.2 4.9 3 150 渡∴緑 色 凝∴灰∴質 奥羽山地一中斬統 
2 C H O 9 Ⅱ ○ 6.7 5.1 3.5 190 ケ ク ー 〃 

3 D E 5 0 Ⅱ-4 ○ 7.8 51 1.3 80 淡 緑 色 絃∴原 告 ク ー ケ 

4 CI 5 0 皿 ○ 9.2 5.9 3.1 270 碩 砂 岩 北上山地一古生非 
5 CI 12 Ⅲ ○ 6.4 2.8 1.2 30 淡 緑 色細粒凝灰 岩 奥羽山地一中斬続 
6 C F O 6 I-2 ○ 10.8 4.1 2.2 150 粘板岩ホルンフエルス 更油川上流一缶生井 

1 DA 18 Ⅲ ○ 7.4 4 1.7 70 粘 板 岩 仙人付近一古生暮 
2 DC 15 Ⅲ 6.1 4.2 3.2 140 緑 色 擬音∴庚∴∴岩 奥羽山地一中筋統 
3 D」 12 Ⅱ 2,8 4.4 2.8 270 ノン ク ー 〃 

4 D E 2 4 Ⅱ 9.2 5.6 3.2 270 粘板岩ホルンフエルス 安浦川上清一古生非 
5 DA 5 3 皿-1 5.7 4.5 1.1 60 粘 板 岩 和賀仙人(?)一古生界 

6 DA 5 3 Ⅲ-1 8.8 5.5 4,1 300 花∴∴閲∴∴閃 緑 岩 笠沢ダム(?)-中生代 

1 E F 12 i 
○ 12.2 5.1 3.5 350 プ ロ ピ ラ イ ト 奥羽山地一中筋統 

2 E F O 6 i 
○ 6.8 5 1.8 100 石 質 細 枇音 碓:妖∴岩 ′● - ′′ 

3 EC 7 4 i 
○ 8 5.7 2.7 170 プロピライト質種庚暮 ′. -

●● 

4 E A 71 ! 
○ 4.1 4.2 2 50 両 堆 石 安I」」岩 焼石岳火山群一第同約 

〔片刃石器〕 

l C A 18 i 
○ 9.9 8.2 3.1 250 石 質 細 粒 《嬢∴娠∴岩 奥羽山地一中新鋭 

2 CC 5 0 看 
○ 13.1 8.3 2.4 490 粘板岩ホルンフエルス 夏油Iiil言窟一百生井 

1 D F 5 0 Ⅱ-∪ 9.8 7.8 2.5 160 細 粒 碓 原 器 奥羽山地一中筋統 
2 DC O 3 Ⅱ 10.1 7.6 3.2 330 楕 般 君 和賀仙人(?)-古生界 

〔両石器〕 iliE「O6 I 
○ 13.4 8.6 2,5 420 流 紋 岩 奥羽山地一中斯統 

〔石刃錐〕 

1 CJ 12 Ⅲ ○ 3.8 1.4 0.5 1.6 石 質 樟細粒凝原 盤 奥羽山地一中新鋭 

1 D B 5 3 ¶-6 ○ 4.5 1 1,1 2.2 石 質 細 粒 礁 伏∴君 奥羽山地一中筋統 

〔石 鍾〕 

1 Bi 18 0-1 B ○ 5.7 4.5 1.4 40 プロピライト質潰庚替 奥羽山地一中断維 
2 B H 12 n-4 C C〉 8 1.8 2.3 160 流紋岩質題原質砂岩 千 - ′. 

3 B H 15 0 -10 C ○ 7 6.4 1.3 60 両 輝 石 安 山 岩 奥羽山地束縛一中筋統 
4 B E 5 0 I-1 B ○ 7.2 5.7 1.9 100 

′● 〃
- 〃 

5 BI 15 ¶一2 B ○ 5.6 4.2 1.4 40 プロ ピラ イト質潰妖君 奥羽山地一中筋統 
6 BJ 12 II-16 B ○ 6.2 4.1 L6 70 流紋糖質細枇凝灰岩 ク ーー ケ 

7 B」 12 iI鵜6 A ○ 6.7 5.4 L5 60 プロ ピラ イト質凝庚鵜 〃 -
/′ 

8 B」 12 iI-9 B ○ 9.5 7.7 2 200 流紋岩質細粒様庚岩 ク ー ケ 

9 B H 12 l-1 A ○ 7.2 6.2 2 100 プロ ピラ イト質礁庚君 ケ 一 々 

10 B H 15 Ⅲ B ○ 5.5 4.6 1.5 40 両 輝 石 安∴山 君 奥羽山地菓綾一中新鋭 
11 B H 15 Ⅲ-8 A ○ 9.2 6.8 2 180 プロ ピラ イト質種妖光 奥羽山地一中斬統 
12 B」 18 II-10 B ○ 5.7 4.5 1.3 50 両 輝 石 安 山 岩 奥羽し吊也東館一中斬親 

1 C A 5 0 I-2 .へ ○ 6 5.2 1.7 60 淡∴緑 色 磁∴朕∴君 奥羽山地一中斬統 
2 C B 18 l-12 .A ○ 8.5 4.7 2 110 」ケ ケ 一 々 

3 C H 15 l-1 .A ○ 8.1 5.2 1.7 80 プロビライト質角瞭凝〃詑i ′′
〇 才 

4 C B 18 I-9 C ○ 6.9 6.8 1.5 90 両 輝 石 安 山 岩 韓梁山地菓綾一餅断続 
5 C「18 C t 

B ○ 8.6 7.8 2 180 
ノン ク ー

・タ 

6 C B 5 0 I-5 .へ ○ 9 6.1 1.4 130 淡 緑 色 磁 庚 卦 奥羽山地一中斬統 
7 C E 12 li B ○ 4.5 3.9 1.5 40 線 色 砂∴質∴漣:庚∴督 ノン

一
・ク 

8 C H 5 3 lI B ○ 4.5 3.2 L3 24 
ケ ケ 一

・ク 

9 C「 5 0 II-5 A ○ 7.4 6.1 2.2 120 輝 石 安 山 岩 奥羽山地粟紹一餅斬統 
10 C H 5 3 Il B ○ 7.8 6.5 1.5 90 緑 色 砂 質∴漣:庚∴君 奥羽山地一中断統 
11 C」 5 6 Il-4 B ○ 6.3 5.2 1,8 70 ケ ノブ

一
・ク 

12 C E O 6 Ⅲ B ○ 8.6 6.3 2 160 輝 石 安 山 岩 奥羽山地東経一中所統 
13 CC 5 3 り-2 B ○ 7.7 6.2 1.5 110 草 花 悶 着 l.日用子細黒鳥当世勘)音声′∴-中尊堂 

14 CiO 6 C り B ○ 6.8 5.5 1.7 90 輝 石 安 山 岩 奥羽山地架線一中斬維 

15 Ci 21 ¶-2 A ○ 7.5 5 1.3 80 緑 色 砂 質 礁 伏∴岩 奥羽山地一中斯統 

16 C B 15 n・-12 A ○ 8.9 5,9 2.6 180 濃 緑 色 磁 疾 常 ク ー ケ 

17 Ci 21 n-2 C ○ 5.4 5.2 L5 70 輝 石 安 山 岩 奥羽山地菓綾一中斬雛 
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一道 物 納鵜

18 C1 5 0 Ⅲ-15 B ○ 7.2 5.3 1.8 90 石∴∴英∴∴安 山 岩 羽山へ 間接見山一中筋統 
19 C A 15 鵜

2 B ○ 5.2 4 1 30 緑 色 砂 質 潰 原 義 Il 】 奥羽山地一中斬雛 
20 Cトi 5 3 B ○ 6.4 5.7 1.5 80 プロ とラ イト質種朕君 ク ー 〃 

21 CC O 9 A ○ 8 6.4 1.6 120 櫛∴∴石音 ∴’安 山 岩 典う 白地菓彊一鐘紡統 
22 C」 5 3 -1 A ○ 7.3 ・1.3 1.6 80 絃 色 砂 質 錐 朕∴揖 典 山地一中新税 
23 C「 5 0 

-
6 Å ○ 了.8 6.5 2.8 190 櫛∴∴石 ∴’安 山 岩 奥方 同胞菓彊一中筋維 

24 C B 18 鵜15 B ○ 8.1 6.9 2.1 180 フ ロ と ラ イ ト 輿 用地一中筋統 
25 C「∴∴∴5 0 

-
9 .へ ○ 7.8 5.3 2 90 蹄∴∴右∴∴安 中 と ll I 輿羽 1I粗菓穣一中折紙 

26 C H 5 0 B ○ 6.7 5.7 1.8 110 緑 色 砂 質 種 朕∴君 典 山地一中所統 
27 C115(〕 l B ○ 8.9 6.3 2.2 140 右∴∴災∴∴安 山 岩 羽山一層口承見I=-中祈雛 
28 C 日 5 3 B (⊃ 6.3 5.4 1.1 60 フロと ラ イト質碓I夫君 奥羽山地一中新羅 
29 C「 0 6 

-
2 A ○ 10.9 5.4 2.4 140 櫛∴∴右∴∴安 山 岩 奥羽 1i地集線ニー中筋維 

30 C「0 6(う i A ○ 6.9 4.6 L了 60 緑 色 秒 質 種 妖∴拾 奥羽山地一中折紙 
31 C E 5 0 

鵜
3 C ○ し1.8 .上7 1.8 60 筒 石’∴’夏 山 だ Il ) 輿羽山地東館一中筋統 

32 C B 12 /-16 C ○ 6.2 6 上7 80 両∴堆∴石∴安 山 岩 ク ー餅斬維 
33 C.▲ 15 /-17 A ○ 了.2 6.1 1.7 110 ケ ケ 一 々 

3.1 C.A 12 /-13 B ○ 
i9.▲I 了3 2 190 精堰君ホルンフエルス 夏油 I= 上流一古窯揮 

35 C.▲ 15 /-∴上l B ○ 5.9 4.4 1.4 50 石 質 泥 岩 奥羽山地一中斯維 
36 C 15 C I B ○ 6..1 5.9 2 90 磁 妖 質 硬 質 泥∴樟 ノブ

ー
ケ 

3了 C 0 6 / C ○ 6.1 5.4 1.6 90 7ロ と ラ イト質准板持 典・ 山地一中筋雛 
38 C」 15 C ○ 8.i! 7.4 2.4 180 両∴櫛∴石音’安 川 を 待梁l i地束縛一錐新統 
39 C」 18 C ○ 5.2 3 上6 50 淡 緑 色 凝 伏 奥 山地一中筋親 
・10 C」12(う I B ○ 6.1 5.2 1.4 40 両∴揮∴石音’安 山 岩 結果山地集結一餅新鋭 
∴11 C」 15 A (⊃ こ).こ) 4.1 上寸 ィ10 フロとライト質角礫凝戒告 奥羽向●地一中筋続 
・書2 C」15(う .▲ ○ 6.5 1.9 1.6 14.8 両∴椰∴石音’安 山 岩 ・シ

ー ク 

13 CC 一一53ベル、 A ○ 7.2 5.1 1.3 了0 /′ 詐葉山地束縛一鐸新約 
用 C 0 6 C C 5.2 ・1.3 2.1 60 I. ケ 一

々 

45 C」12(〕 .・\ ∴ 6.6 5.4 2.3 100 ケ ’・ -
子 

46 CC 5 9 I A C l./ 6.9 上6 90 《康 緑 色 碓 妖 去 ll ) 奥羽I吊也一直弼続 
47 C」18 G A ○ 9 5.6 上4 70 淡 録∴色 一膝∴朕∴君 シ ー∴

′′ 

148 C D o 9 G B ○ 5.8 4.3 上7 `10 石 質 細 粒 凝 庚∴督 ク ー ケ 

49 CC O 6 C B ○ 5.1 5.2 1.3 40 淡∴録∴色∴墳一 吠 ク
ー

I′ 

50 C」 12 l B ○ 7.7 6.2 1.8 90 石∴質∴細I枇音 凝音 朕 ケ 一
々 

51 Cト10 6(〕 
l B ○ 了.3 5.8 1.6 100 両 櫛 右 安 両 年 昨深I同位束縛一鐘紡続 

52 C(j O 3(j i B ○ 5.5 5.`1 L1 40 メタ ク ー ケ 

53 C 十10 6(」 B ○ 了.2 4.8 L5 了0 
′′ ク ー一 々 

5∠1 CIo 3(う C C) 6.3 5.7 上6 70 /′ 」シ
〇、一喜一 ケ 

55 C」12(j Å C) 9.5 6.了 2.7 190 ケ シ ー
′′ 

56 C」)5 C .▲ ○ l 5.2 2.1 90 /′ /′
-

ケ 

57 C(j O 6(〕 B ○ 5.・1 4.5 上8 60 
′. ク ー

ノン 

58 C 12 C C ○ 6.1 5.了 1.8 90 ケ ケ 一 々 

59 C 18 C C ○ 6.6 5.8 1.8 110 フロとライト質角藤凝I/待 奥羽山地一中斬統 
60 C」18(う B ○ 5.9 ・上8 上5 40 両∴櫛∴右∴宏 山 だ l 】 子年莱用地束縛一鐘紡続 
61 C 0 3 C ○ こ)∴) :) 上/1 ∠書0 両∴櫛∴有∴安∴巾∴君 得策山地無紋一針斬続 
62 C」12(う 1 B ○ 了.9 し上8 上9 90 ′′ ク ー

/′ 

63 CIO 3 G C ・○ 了.5 了.3 1.4 120 プロとライト質角蛛 接Il待! 奥羽山地一中筋続 
64 C H O 3(」 li B ○ 5.2 ・1 1.9 50 両∴櫛 石.安 i 樟 件深I 也東経一餅所統 
65 Cト16 7 C B ○ 6.8 4.4 1.7 80 フロとライト質角藤 距Il待† 奥 両地一中新枕 
66 C E o 3 G li B ○ I 6.2 2 120 画∴櫛∴右’安I I 君 浄梁 雑巾地一鐘紡統 
6了 C」 5 0 C ○ 8.2 8.4 2.5 230 ′→ 待梁l I地東経一針新読 
68 C 十十 0 6 B ○ 6.3 5.2 1.9 90 プロとライト頂角礫 尊母、昔† 奥 両地一中筋続 
69 C H O 3 C C ○ 6.9 5.`1 2.1 90 両∴櫛∴石∴安 山 岩 督梁I 也束彊一餅所続 
了0 CC O 9 G A ○ 6.2 .上6 1.、ま 50 石 質 細∴粒音 凄:頂∴君 奥 山地一中筋続 
了1 Ci12 G B ○ 6.5 ・1.6 1.5 60 フ ロ と ラ イ ト 

ク ー ケ 

了2 C B 15 -19 C ○ 6.2i 5.3 L7 90 ′′ ケ 一 々 

73 CI12 G 臼 ○ l(主2 6∴l 1.7 160 プロとライト質角藤 捷Iタは! ク ー
ノブ 

了了l C」18(う B ○ 7.l 5.7 2.2 120 両 櫛∴石.安I I 暮 論告葉山粗菓紳一餅膏斤観 
了5 C110 3(」 B Cl ・4

王 

3..4 0.6 1上2 /′ ′・ 臆・葛∴ ケ 

了6 C「0 6(〕 B ○ l う.了 2 100 
′, 

子 -一
子 

了7 C H 5 0 C Oi 6.6 5.8 L8 90 窪∴緑∴色∴凄、妖∴才 1 I 典 自白地一中斬就 
78 C「0 6 G .▲ ○ 9.11 了.9 上了 160 両∴櫛∴石∴宏 両 君 伶梁l i聴衆穣一鐸斬続 
79 C」12(う A ○ 9.3 4.9 2.4 110 ケ ′・ - イ 

80 C」 5 0 li 

・-
2 C ○ 6 5.4 1.7 80 /′ ′・ …一 子 

81 C 15 G C ○ 5.5 5.4 2.1 80 フロとライトでiそ角錬 磁I五君 典羽山地一中細続 
82 Cハ15 G = B ○ 5.▲1 ・1.6 1.5 50 右∴質 細 粒∴凝一 朕∴君 ク ー ケ 

83 CC O 3(j .A ○ 5.1 1書.3 l.9 50 両∴櫛∴石音’安 山 岩 介梁川粗菓雄一鐘紡窺 
8/1 C1 5 0 C ○ 5.1 寸.7 2.1 60 

●● 

ク ー ケ 

85 CA 12 C ○ 8.1 7.3 上1 70 流被告質細粒凝II子持 奥羽用地一中新親 
86 C」12(う B ○ 6..1 5.3 2.4 110 プロとライト質角藤( 騰I子音† ク ー ケ 

87 C H O 3 C B ○ 6.5 5.2 2.1 90 面∴櫛∴右i’安I i 君 (自業I 也束彊一鉢膏斤読 
88 C H o 3(う B ○ 了.9 5.5 L6 70 フロとライト督励礫j Iゾ帝 ̀

 ) 奥 山地一中斬続 
89 C 18 C B ○ 了.1 6.1 1.9 130 両 櫛∴右’友I l 杭 

1 昨葉山聴衆穣一鮮斬雛 
)90’ C 0 3(う A ○ 了.8 6.2 1.7 1{10 ケ ク ー ケ 
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ー遺 物 繍鵜

91 CG 5 0 Ⅲ C ○ 5.1 4 1.9 50 両∴堆 石.安 中 浩 予告窯山地葉彊一針師範 
92 CJ12 C Ⅲ B ○ 5.9 4.5 1.8 70 /′ 子 -∴ … イ 

93 CI12 C Ⅲ C ○ 6.2 5.9 上・4 70 !′ ケ 一〇音○○ ケ 

94 C」 5 0 Ⅲ- 7 B ○ 9 7.8 2.2 160 !′ ′′
十

千 

95 CIO 3 G Ⅲ A ○ 7.8 6.3 2.′l 160 ノン ク ー
ケ 

96 C」12 C Ⅲ A ○ 8.4 6.5 2.1 150 石∴質 細 粒∴憤音 妖∴星 奥羽山地一中新続 
97 C D O 9 A ○ 6.9 5.6 1.6 70 両∴輝∴右∴安 川 督 了上薬山地東海一群新窺 
98 CC 5 9 Ⅲ B ○ 7.4 5.5 1.8 110 癌 線 色 凄 味 持 輿羽山的一中箱親 
99 CC 5 0 皿-6 B ○ 6.4 5.l 2.・1 120 フ ロ と∴∴ラ イ ト 

/′
- 〆 

100 CC 5 9 Ⅲ C ○ 5.8 5.6 1.8 90 両∴堪 右 宏I= 君 待漂両地来緑一鐘紡続 

1 DG DH15 l C ○ 7.5 7.3 2 120 緑 色 潰 板 持 奥羽I同位一中的続 
2 D D 仁 3 l-1 B ○ 6.4 6.8 l.8 90 

.● 
・シ

ー 〃 

3 DA O 9 I-1 B ○ 7.5 5.5 1.2 50 石∴質 軽∴ 朕∴∴星 .・ 〇 千 

4 D B O 3 I B ○ 6 4.7 1.5 40 録∴∴色 距∴l味∴∴君 /′
- 〃 

5 DA O 9 i-2 C ○ 6.7 6.3 1.9 =0 /′ ′シ
ー レ 

6 D E 15 i-1 B ○ 8.9 6.2 2.1 130 石 質 凄音∴吠∴∴星 /′
-i レ 

7 D 巨 12 Ⅲ 
り ○ 5.1 4 1.5 30 録∴∴色 接∴l吠∴∴君 ′・ 亘i∴ 与 

8 D D o 9 Ⅲ B ○ 7.了 5.6 1 50 石 質 距∴ 音吠∴∴樟 ケ 一〇
l′ 

9 DA15 C Ⅲ B ○ 6.3 5 1.7 50 石∴∴英∴∴安 両 君 羽中一間接見山一中海続 
10 D.へ15 C Ⅲ .へ ○ 7.6 6.7 1.5 80 緑 色 墳 妖 星 奥羽用地一中折続 
10 DA15 C Ⅲ .A ○ 7.6 5.7 L5 90 ′′ ′′

--○○ 〃 

11 DA O 9 Ol A ○ 5.4 4.6 1.5 50 
ー, 

ク ー " 

12 D D O 6 C ill A ○ 4.7 ’3.7 L7 30 
′. 

/′
一音○○音〇〇〇音〇〇〇〇〇〇〇 〃 

13 DC O 3 C 印 B ○ 5.9 5.2 】.4 50 ケ ′′
-

ノン 

14 DA O 6 G ⅢI B ○ 6.9 4.9 1.6 70 ケ ′ふ -
←● 

15 DA O 9 Ⅲi C ○ 6.2 5.2 1.5 70 両 櫛∴有∴宏 両 君 (上皮両地束縛一中新続 
16 DÅ 0 9 … .A ○ 6.7 6.1 1.了 100 右i∴ 音質 婆∴ 音吠∴∴君 典羽I自地一中新続 
17 DA 18 m A ○ 9.5 8 1.8 220 緑∴∴色 蹄∴ 音吹∴∴持 ′シ

ー 〃 

18 D E 2 4 … A ○ 8.5 5 
9 

90 右∴∴災;∴’安 中 浩 羽I=-樟白寿見向一中新雛 
19 DA O 3 Ⅲ A ○ 5.了 4.9 1.6 50 緑 色 種 板 浩 奥羽両地一中新羅 
20 DA O 6 Ⅲ B ○ 6.4 5 l.8 80 /′ /′

一 々 

21 DA O 9 皿 B ○ 6.5 5.4 1.3 50 ケ ケ 一 方 

22 DA O 3 Ⅲ B ○ 7.2 5.3 1.5 60 !′ ケ 一〇〇 〃 

23 DA O 3 Ⅲ B ○ 6.8 4.4 1.4 50 ケ ′● -∴
→′ 

24 D.▲15 G Ⅲ .▲ ○ 6.9 5.5 上9 80 ′ン ク
ー 〃 

25 DA15 C Ⅲ .へ ○ 6.2 4.5 1.了 50 ケ /.
- 〃 

26 DA O 6 Ⅲ B ○ 5.6 4.5 L6 60 ′′ ク ー ケ 

27 D.へ O 6 Ⅲ B ○ 5.9 4.9 上8 70 ′′ 1′
i音一一 方 

28 D B 18 Ⅲ A ○ 7.8 4.8 1.6 了0 両 嘩∴右i’友 両 君 子上莱両地来待一餅新続 
29 DC 18 = A ○ 8.9 与.2 L3 70 録∴∴∴泥 片 岩 和算仙人仁?)葛古′!弓手 

30 DH 12 ii 

り ○ 6.5 4.8 2.3 60 緑 色 凝 妖∴∴君 奥羽I白地一中海続 
31 DA 5 6 Ⅲ A ○ 7.2 5.8 上2 50 ノン ケ 一一

ノン 

32 DI 12 1i A ○ 7.9 4 1.4 70 右∴∴英∴∴安 申 告 羽中一間塚見向一中新続 
33 D」 12 ii A ○ 7.2 5.8 上7 80 緑 色 1 捷∴l吹∴∴君 奥羽用地一中新親 
34 DA 5 3 ii A ○ 8.6 5.8 上7 120 石∴∴英 安 山 岩 羽I白一筋塚見山一中擁護 
35 DC 2・1 iI C ○ 7.6 7.1 2.6 190 ケ ク ー

ケ 

36 DH 12 li .▲ ○ 7.4 4.8 1.`1 60 緑 色 凝 妖 星 奥羽両地一中海続 
37 DD 15 li A ○ 8.9 5.3 2 100 ケ ケ 一一一〇 ケ 

38 DA 18 =鵜U B ○ 8.8 5.2 1.8 100 ケ 子 -∴
:) 

39 D」 o 9 11 C ○ 6.9 6.7 l.7 100 有 質 種i∴吠∴∴星 ケ 〇・一l「音〇〇〇〇〇 ケ 

40 Di 12 Ii B ○ ・1.8 4.7 1.7 40 緑 色 経 妖 星 イ′
一書〇〇〇 ケ 

41 Di O 9 = B ○ 7.3 6.3 1.9 100 ケ ノブ
ー ケ 

42 D「 2 4 ii B ○ 8 6.6 l.7 120 ケ ′′
一丁 子 

43 DH 12 ii A ○ 6 3.9 l.6 `!0 
ケ ′・ -

:′ 

44 DC 2 4 ii B ○ 8.2 6.6 3.1 170 ケ i・ 一一 千 

45 DA 5 6 li A ○ 6.9 5.9 上`l 70 
・シ : ′シ

ー ク 

46 Dl 12 = C ○ 6.5 6 l.5 90 イ′ ’′
一 子 

49 D」 O 9 = C ○ 9 7.6 1.6 130 1′ 〃 -・〇・〇 ケ 

48 DC 21 ii B ○ 7.3 6.4 2.1 130 ノン ’′
〇・ 千 

49 DC 2 4 = B ○ 6.6 4.9 2.2 80 ケ ′′
-〇〇・ ケ 

50 DI 12 iI 人 ○ 8 5.5 上∴1 70 1′ く′
〇・〇 ケ 

51 D.▲∴∴5 6 = B ○ 6 5.5 1.8 70 
●● 

ク ー ケ 

52 DD 15 ii A ○ 7.9 5.6 2 90 両∴櫛∴右’安 山 岩 I予覚山地束彊一雄師範 
53 DH O 9 ii .▲ ○ 8.4 4.4 2.2 90 緑 色 憧 原 告 典羽山地一中新銑 
54 D」 15 ii B ○ 6.8 5.4 上5 70 ケ 〃 鵜 ケ 

55 DC 12 iI A ○ 6.5 6.2 1.7 90 /′ ノシ
ー

ク 

56 DC o 6 li C ○ 5,2 5.5 1.6 60 ′・ /′
i一〇一〇〇・〇 ケ 

57 DA 12 間 A ○ 9.7 4.3 1 70 粘板岩ホル ンフ工ルス 夏油川 上流一五年持 

1 E「 0 6 i-1 C ○ 7.3 6.7 1.8 100 両∴櫛∴右∴宏 同 君 奥羽I白地束緑一鮮揃続 
2・ E H 5 3 ll B ○ 7.9 6.5 2.5 主10 /′ ク ー

ケ 

3 E「 12 I 
C ○ 6.4 6.2 1.9 100 プロ と ラ イト質凝妹子! 更別山地一中新続 
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ー遺 物 縞-

4 E B 5 9 i 
A ○ 5.8 3,4 1.2 20 石 質 細 粒音 磁:庚∴岩 奥羽山地一中斯続 

5 E「 O 6 l C ○ 6.了 5.1 2.1 100 プロピライト質礁庚岩 ク ー ケ 

6 E「 12 i 
B ○ 7.8 5.6 2.3 110 両 輝 石 安 恒 常 奥羽山地菓嫁一餅断続 

7 E」 6 2 i 
C ○ 6 6.3 0.8 30 

・ケ /′
-

/′ 

8 E「 12 i 
A ○ 5.4 4.5 1.3 30 流∴紋 石 質∴凝音 妖∴君 奥羽山地一中斬続 

9 E A 18 I 
A ○ 9.2 6.7 2 190 両 輝∴高 安 山 鵜 奥羽山地菓嫁一鮮斯統 

10 E「 O 6 1 
A ○ 7.7 5.7 1.7 90 

ケ ク
ー ケ 

11 雷C 6 6 l鵜3 B ○ 7.4 6.4 2,1 120 
ケ ケ 一

・ク 

12 E 手 12 l 
B ○ 7.6 5.5 1.8 90 

ケ ク ー ′・ 

13 E H O 3 l-2 A ○ 10.5 8.6 2.3 320 
′● ク ー・ 〃 

14 E「 12 i 
A ○ 9.1 7.7 2.2 250 ケ 」シ

ー
ノン 

15 E A O 9 り C ○ 6,8 6.9 2.3 120 ケ イ′
- ケ 

16 EG 12i Ⅲ-2 A ○ 8.9 7 2.4 170 
ノン ク ー ケ 

1 「B 6 8 I 
A ○ 8.2 6 2.4 120 両 輝 石 安 山 岩 焼石岳火山群一第叩紀 

2 「B 6 2 I B ○ 6.7 5 1.5 50 主 軸 奥羽山地一中斬維 
3 「B 6 2 1 

B ○ 6.7 5 1.5 70 両 輝 石 安 両 替 杵築菓絃一餅断続 

1 C D 2 4 .伯 25 B ○ 8.4 5.4 2 130 淡 緑 色 礁 伏 鵜 奥羽山地一中新鋭 
2 C D 2 4 ノ循 44 A ○ 6.7 5.5 2.4 110 

′′ /′
- ケ 

3 C D 2 4 ノ低 42 A ○ 8.1 5.4 2.4 150 ノン ク ー ケ 

4 C D 2 4 筋 29 A ○ 8.1 6.1 1.7 140 両 輝 石 安 山 井 評言柴山地菓絃一針斯統 
5 C D 2 4 .侮 36 A ○ 7.6 6.2 1.6 90 石 質 細 粒 雌 伏∴盤 奥羽山地一中師範 
6 C D 2 4 ノ佑 39 A ○ 7.8 6.7 1.8 150 淡 緑 色 潰 妖 精 〈′

一- ケ 

7 C D 2 4 /侮 37 C ○ 6.6 6 2 90 両 輝 石 安 山 岩 昨梁山地菓穣一餅斬統 
8 C D 2 4 .侮 33 A ○ 6.2 5.5 l.9 100 ・ケ ク ー ケ 

9 C D 2 4 ノ佑 48 A ○ 7.2 5.9 2.6 160 プ ロ ピ ラ イ ト 典羽山地一中新鋭 
10 C D 2 4 .音fん. 41 A ○ 8.8 5.4 2.4 150 淡 緑 色 礁 妖 督 ク ー ケ 

11 C D 2 4 侮 47 A ○ 7.2 6 2 120 棉 板 樺 姉別i上知削山人か北山1槌一古生搾 

12 C D 2 4
■ 

.伯 28 A ○ 8 5.4 2 120 両∴輝 石 安 巾 着 督哩山地菓絃一鐸師範 
13 C D 2 4 筋音 46 A ○ 9 5.9 2.2 140 

′′ 焼石岳火山群一詐叩紀 
14 C D 2 4 ノ佑 32 A ○ 8.4 5.6 1.7 130 ケ r自暴山地某紙一錐斬続 
15 C D 2 4 侮∴40 A ○ 7.1 6.4 2.4 130 プ ロ ピ ラ イ ト 奥羽山地一巾新統 
16 C D 2 4 .循 39 C ○ 6.6 6.1 1.6 70 両 堆 石 安 山 岩 督梁山地裏襟一錐斬続 
17 C D 2 4 .佑 2 B ○ 4.8 4.3 1.6 40 ノン イ′

-
/′ 

※3 DC 2 4 石鋸 8.4 7.2 1.7 140 両 輝 石 安 山 岩 !r裟山地菓紘一餅斯雛 
※4 DC 2 4 石錘 4.8 4.3 1.6 45 緑 色 雌 伏 君 奥羽山地一中斬維 
※5 DC 2 4 石鎚 7.5 6.4 2.4 150 ケ ケ 一 々 

※6 DC 2 4 .侮 3 石鍾 6.6 4.6 1.8 70 ケ ク ー 〃 

101 C E O 6 Ⅲ B ○ 6.8 5.9 1.5 80 両 筒 石 安 山 岩 !声黒山地東経一餅新鋭 
102 C H O 3 C Ⅲ C ○ 6.1 5.5 1.8 80 ケ ク ー 〃 

103 C H O 3 C Ⅲ C ○ 9.9 9.1 3.2 420 ケ ケ
● - ケ 

104 C」15 C Ⅲ A ○ 9.8 6.2 2.5 220 プロピライト質角礫礁原盤 奥羽山地一中新鋭 
105 CC18 C Ⅲ C ○ 5.4 5 1.8 60 両∴櫛∴石∴安 山 岩 靖繋山地裏襟一錐新鋭 
106 C」15 C Ⅲ A ○ 5.8 4.8 1.4 40 石∴質 細 粒 礁 妖∴揖 奥羽山地一中筋統 
107 C1 5 0 血書2 B ○ 10.6 7.8 2.7 310 両∴櫛∴石 安 山 岩 昨裸山地菓嫁一鮮新鋭 
108 CA15 C Ⅲ A ○ 7.5 5.5 1.5 100 濃 緑 色 榎 妖 岩 奥羽山地一中斬疏 
109 C」 5 6 lI-1 B ○ 6.2 5.6 2.2 120 輝 石 安 山 岩 奥羽山地裏紙一針新統 
110 Ci 5 0 1 B ○ 7 5.8 1.9 100 」ク 〃・

-
ノン 

111 CA 5 3 = B ○ 8 6.3 2.6 150 プロピライト質磯原岩 奥羽山地一所斬統 
〔断面三角形麿石〕

l CC O 9 i b-1 ○ 12.5 5.6 4 320 両 輝 石 安∴山∴君 督梁山地東経一針新統 
2 C 巳 12 l b-2 ○ 5.8 4.4 2.2 50 凍∴線 色 磁∴伏∴君 奥羽両地一中斬統 
3 CC 5 0 I 乙l-2 ○ 10 5.8 5.5 470 プ ロ ピ ラ イ ト 

ク ー ケ 

4 CC 5 0 l-1 b-2 ○ 13.9 7 3.3 440 1農∴線 色 磁∴庚∴君 ク ー 〃 

5 C B 5 0 I- 7 そl-2 ○ 9.1 5.7 4.8 380 両 輝 石 安 川 樽 件梁11」地菓穣一餅斬統 

6 Ci 5 0 i鵜9 b-2 ○ 7.4 7.3 3.5 320 
′. 〃 - 〃 

7 C H O 3 l こl-2 ○ 6.5 6.2 5.2 280 ケ ノシ
ー ク 

8 CC 5 0 I 
○ 9.4 6.3 4.3 420 粘倣君ホルン7エルス 貰油川 上流一缶生井 

9 CC O 3 I「 6 b-2 ○ 6.7 6.5 4.8 250 ケ ク ー ケ 

10 C E 5 0 I 
こl」 2 ○ 8.6 5.4 2.6 180 プ ロ ピ ラ イ ト 奥羽山地一中斬統 

11 C B 5 0 i-3 b鵜2 ○ 8 6.4 4.6 350 〃 〃 - ケ 

12 C B 5 0 l- 7 b-2 ○ 5.8 5.3 3.6 150 淡∴緑 色 礁∴妖∴暮 ク ー ケ 

13 C B 5 0 I鵜4 乙l臆2 ○ 9 5.5 3.1 170 両∴輝∴石∴安 山 督 焼石岳火山群一節叩紀 
14 C A-CB 6 i b-2 ○ 9.1 3.5 2.2 100 石 質 細 粒 准 庚∴岩 奥羽山地一中称統 
15 C E O 6 11-4 b-2 ○ 9.4 8.4 4.9 520 濃∴緑 色 磁∴伏∴暮 /′

- ケ 

16 C E O 6 帽 b-2 ○ 7 4.7 3.3 210 ク ク ー ケ 

17 C C O 3 tl-4 b-2 ○ 1】.1 6.6 4 430 両 輝 石 安∴向∴君 浄梁山地葉彊一餅斯維 
18 C「 5 0 ii-1 b-2 ○ 10.8 8.1 3.9 470 ケ ク ー

ノン 

19 C H 5 3 ii b鵜2 ○ 9.8 6.6 2.4 270 淡 緑 色 磁 快 楽 奥羽山地一中斬統 
20 C D O 6 li b喜2 ○ 7.3 6.3 3.7 270 両 雄 石 安 山 岩 焼石岳火山群一筋叩紀 
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ー遺 物 編-

21 C F o 6 b-2 ○ 10.2 8 3.9 450 両 輝 石 安 川 でi 腔深山地火線-合字折紙 

22 Ci 15 b-2 ○ 7 5.9 3.4 200 椛 板 持 如刷上和則山人か北刷博一古生暮 

23 C E 6 0 b-2 ○ 7.8 6.2 3 240 樵 緑 色 雌 伏 犠 奥羽両地一中海統 
24 C C o 3 

-
5 b-2 ○ 9 8.1 4.6 460 両 横 石 安 山 岩 輝深山伯東紘一野師統 

25 C E O 6 
-

6 b-2 ○ 9.1 6.9 4.5 380 プ ロ ビ ラ イ ト 奥羽山地一中新維 
26 C E 12 b-2 ○ 11 6.2 3.3 320 概 緑 色 種 板 君 ノ

ー
′′ 

27 CC 5 0 b-2-イ ○ 8.4 7.2 2.4 250 イ′ ノブ
ー ケ 

28 C H O 9 b-2-イ ○ 8.7 7 2.2 160 両 揮∴石’夏 山 糖 昨壌山地葉紹一錐斬統 
29 C「 5 0 -18 b-2-イ ○ 9.8 8.4 3.8 470 ケ 焼石岳火山群一第叩紀 
30 C「 5 0 

-
2 b-1 ○ 15.8 6.9 31 540 濃 緑 色 准 販 社 奥羽Il」地一中斬統 

31 Ci 15 i b-1 ○ 4.9 5.8 3.1 340 両 増∴石∴安 山 井 †自業山地集録一錐斬統 

32 C E O 6 b-1 ○ 14.5 7.7 2.7 430 」ク 椀石島火山群一統西紀 
33 C D O 6 b鵜1 ○ 16.3 10.6 3.1 840 淡 緑 色 准 扶 持 典羽山地一中新統 
34 C C o 3 -1 h-1 ○ 】6.4 7.8 3.4 730 

1′ ク ー ケ 

35 C D O 6 小-1 ○ 12.8 6.6 5.2 500 両 横 石 安 山 岩 奥羽山地東経一錐斬統 
36 C」 5 3 

-
2 古置1 ○ 17.8 8,7 4.8 1.200 淡 緑 色砂質禎∴伏∴岩 奥羽山地一中斬統 

37 C C O 3 
-

3 こl-2 ○ 12 6.1 4.2 510 両 横∴石∴安 山 岩 奥羽山地菓紘一中筋統 
38 CC 5 6 こl鵜2 ○ 13.6 7.5 3.7 450 濃 緑 色 榎 原 君 奥羽山地一中新鋭撮下郎 
39 Ci 21 i- 2 王l-2 ○ 10.5 7.6 5.5 480 縦∴∴石∴安 山 岩 奥羽山地菓穣一餅新統 
40 C E O 6 i 種-2 ○ 13 7.3 4.8 480 両∴堆 石 安! I 鵜 ク i-

・ク 

41 C E O 6 とl-2 ○ 6.4 5.9 6 210 両 横 石 女I I 君 奥羽Il」地火線一雄新統 

42 CC 5 6 こl-2 ○ 7.5 6.3 2.7 210 淡 緑 色秒質噸∵妖∵鵜 奥羽山地一中斬統 
43 C E 5 0 こl-2 ○ 9.1 7.7 3 340 濃 緑 色 凝 扶 持 ク ー中筋窺最下部 

44 C「 5 0 -17 il-2 ○ 7.4 6.5 3.6 240 両 輝∴石∴費 用∴君 奥羽Il」地火線一錐斬統 

45 C DC こl-2 ○ 15 7.6 4.6 770 淡 緑 色砂質凄∴庚 音君 典羽山的一中斬親 
46 C A 15 -6 こ)-2 ○ 6.7 6.3 3.5 180 輝∴∴石 安 I 樟 奥羽山地火線一餅所統 
47 C E 5 0 -16 鑓-2 ○ 8.7 7,8 4.1 410 両 輝∴石∴安I i 岩 ク ー 〃 

48 C C O 3 i「 2 櫨-2 ○ 10.6 7,5 6 480 堆 石 安 山 岩 ケ 一 考 

49 C DG こ)-2 ○ 10.1 8.9 4.4 450 プロビライト質種庚君 奥羽山地一中筋維 
50 C E O 6 a-2 ○ 13.2 7,2 5 580 両 輝∴石∴安 山 岩 奥羽山地粟彊一餅折紙 
51 C D O 3 -1 b-1 ○ 13.3 6.3 1.7 240 粘板岩ホル ンフエルス 出潮川 上流一百生井 

52 C B 12 I-14 b-2-イ ○ 10 8.1 3.5 490 プ ロ と ラ イ ト 奥羽山地一中筋維 
53 C」 18 b-2 ○ 9,8 5.8 3.6 170 漉∴緑 色 雌∴妖∴暮 奥羽山地一中斬統最下部 
54 C」 18 b-2 ○ 11.8 11.8 4.3 780 両 櫛∴石∴安 両 君 昨投出伯東純一餅斬維 
55 C」 5 0 

ー
`l b」 2 ○ 13.5 12 3.1 800 ケ ク ー ケ 

56 C D O 9 b-2 ○ 11.3 7.7 2.2 340 濃 緑 色 種 板 君 奥羽山地一中斬統 
57 C」 12 b-2 ○ 9 6.9 2.9 380 隷∴∴聖 母 片 君 北川」地か副賞仙人付近一百生井 

58 C」 12 b-2 ○ 7.4 5.7 2,7 170 雨 龍 石 女 両 君 1主菜山地東経一錠所統 

59 Ci 12 b-2 ○ 6.2 6.5 3.5 220 フロピライト質角礫 墳I/待i 奥羽山地一中新鋭 
60 C A 15 -8 b-2 ○ 10.5 7.1 3.4 390 両∴堆 石 宏I †告 待優山地東経一野手斤統 

61 Ci 5 0 Ⅲ b-2 ○ 9.7 7.1 2.5 300 プロとライト質角熊 捷I大君 奥羽山地一中筋統 
62 C」 18 b-2 ○ 10 3.6 1.5 90 粘 板 岩 姑刷上利鞘山人か北山1博一古生暮 

63 C1 5 0 
-

3 b-2 ○ 8.3 6.7 3.3 320 両∴輝∴石∴安 山 岩 昨裟山地菓紳一餅斬雛 
64 CJ 18 b-2 ○ 9.6 5.7 2.7 250 柚板堵ホルンフエルス 夏油川 上流一古生界 

65 C「 O 3 b-2 ○ 9.9 7.4 3.4 300 樵 緑 色 楢 原 君 奥羽山地一中斬統 
66 C1 12 種-2-イ ○ 9.1 4.9 3.2 220 絞∴維∴色∴准 

一

畳 ク ー ク 

67 C」 15 b-1 ○ 14.5 5 3 290 プロピライト質角膜 巌疾磐 ・シ
ー ク 

68 C」 18 b-1 ○ 13.8 6.8 5 540 フ ロ と音 ラ イ ト 
ク ー 〃 

69 C H O 3 b-1 ○ 17.5 7.8 3.7 650 粘板岩ホル ンフエルス 受納川上清一古生暮 
70 C B 15 b」1 ○ 13.8 8.6 2.4 380 両 蹄∴石 安Ili君 昨裟山地裏紙一鐸師範 
71 CJ 5 0 b-1 ○ 16.2 8.7 2 430 プロヒライト質角礫凝妖鵜 奥羽山地一中斬統 
72 C1 5 3 b-2 ○ 8.2 7.3 4.8 340 雨 樋∴石∴安I I君 昨堆山地菓清一餅斯統 
73 C1 0 9 b-2 ○ 6,8 7.4 3,9 240 ノン ケ 一

々 

74 C」 12 b-2 ○ 10.5 5.9 4,8 200 流 紋 岩 奥羽山地一画新親 
75 C」 12 Ⅲ b-2 ○ 5.7 5.2 3、5 130 淀∴録∴色∴凝 く∴嬬 ・シ

ー
ク 

76 C」18 C Ⅱ1 b-2 ○ 8.7 4.6 3.6 220 プロピライト質角礫 姥I大岩 /′
一

々 

77 Ci 5 0 皿-4 b-2 ○ 8.2 6.9 3.6 270 両 輝 石 安 山 岩 r章裳山地葉穣一鐸斬雛 

78 Cl 12 Ⅲ b-2 ○ 6.7 4.7 3.9 120 フロビライト質飢礫 磁娠岩 奥羽山地一中斬維 
79 C1 5 0 Ⅲ-20 b-2 ○ 10.5 7.4 6.1 450 粘板岩ホル ンフエルス 夏活用 し清一古生界 

80 CI 5 0 Ⅲ b-2 ○ 12.4 7.8 5.8 600 両 輝 石 安 i 君 焼石岳火山群一第叩紀 
81 C」 5 0 高一1 ○ 15.2 7.1 4.3 730 両 輝∴石∴安 」 君 督築山地東経一餅斬統 
82 C H O 3 a-1 ○ 13.8 6.3 3.3 420 濃 緑 色 雌 伏 君 奥羽山地一中斬統 
83 C」 5 0 種-1 ○ 1L9 4.9 5 320 ケ ク ー 〃 

84 Ci O 3 こl-1 ○ 12.8 7.7 5.2 540 ケ ク ー 〃 

85 C」 O 6 詳-1 ○ 12.2 5.7 5.8 400 両 横∴石∴安 血 糖 待裟山地集録一中新鋭 

1 BI 15 鵜3 a-2 ○ 8.9 5.2 5.3 340 濡紋暮質細粒槌疾着 奥羽山地一中斬統 
2 BI 12 -

4 a-2 ○ 12.4 7.9 4.7 390 両 輝 石 安 山 岩 奥羽山地裏紙一餅斯統 
3 Bi 15 -10 種-2 ○ 13.2 6.3 5.3 560 花 園 閃 緑 岩 盟沢ダム付近一中生代 
4 B1 15 -18 こl-2 ○ 13,8 6 3.7 390 プロビライト質礁妖精 奥羽山地一中斬維 
5 B H 15 -

5 種-2 ○ 4.9 7.1 5.4 270 花∴∴眉 間 緑i∴岩 睦沢ダム付近-中生代 
6 B H 15 古-1 ○ 14.2 6 2.4 280 プロピライト質(姥扶持 奥羽山地一中斬統 
7 BI 15 古-1 ○ 9.4 7.5 2.4 270 両 輝 石 安I」」君 典羽I旧也束縛一餅斬統 
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一道 物 納鵜

8 B H 15 Ⅲi-6 il-2 ○ 9.4 6.6 3.7 280 堆∴石.安 向∴君 奥羽山地東独一餅斬新 

1 D C O 3(う … 工-1 ○ 13.9 5.5 3.5 390 緑 色 雌 伏 君 奥羽山地一中海続 
2 D D o 9 … h-2 ○ 8.9 6.7 3言書 290 ケ ケ 一 々 

3 D「 15 りi 白-1 ○ 1主上1 8.4 3.8 550 面∴櫛∴右∴宏III督 詐梁山地束絃一餅新鋭 
〈! DC 18 … ハー2 ○ 10.3 6.8 4.7 440 ケ ケ 一

・シ 

言 DC18(〕 りi h-2 ○ 了言書 6.8 4.9 350 フ ロ と ラ イ ト 典羽山地一中斬続 
バ D.▲ 18 … こl鵜2 ○ 11 6.3 5.5 360 両∴櫛∴右’安 山 岩 †自業用地束彊一中筋雛 
l D.▲ 0 3 … こl-2 ○ =.8 9.2 6.4 820 緑 色 凝 頂 浩 奥羽山地一中新維 
8 DA15 C … 星-2 ○ 8∴1 5.5 2.9 190 フ ロ と ラ イ ト 

〃
- ケ 

9 DA∴∴∴l∴2 111 (l-2 ○ 8.5 5.8 3.3 250 線 色 起 所 持 ケ 一一一一 ケ 

10 D.▲ 15 … (〕-2 C 14 了.5 3.6 600 
′′ 千 ∴〇一 千 

11 DA O 3 iIi 高書2 ○ ○ 11.2 9.6 3.7 660 フ ロ と ラ イ ト 
′シ

ー
/′ 

1之 D」 15 = 工一1 ○ 15.了 5.6 4 530 緑 色 慮 妖 岩 ク ー 〃 

13 DC 2 了 = 星-1 ○ 14.6 5.5 3.2 380 両∴櫛∴右∴’安 中 樟 持言葉山地束縛一餅斬統 

14 DC 2 7 = こ1-2 ○ 1上8 11.4 4.6 了30 " 子 - ′・ 

15 D1 12 il こl鵜2 くつ 9 8 4 390 緑 色 凝 吠 君 奥羽山地一中新統 
16 DH l:う il b-2 ○ 1上3 6・.5 3 370 (′ ・シ

ー
l, 

17 D「 0 3 il 教〕-2 ○ 9.了 3.4 2.8 110 ケ ク
ー

ケ 

1き DD 21 il h-1 ○ 13.1 6 6 550 細 粒 凝 板 持 ク
ー 〃 

19 D E 2 4 il 教l「1 ○ 12.5 6 2.3 190 右∴∴英∴∴宏 両 君 羽山一筋接見山一中筋維 
20 DC 21 ii ハ一一2 ○ 12.3 了.2 4.8 530 緑 色 凝 板 持 典羽山地一中斬維 
21 D「 5 9 l- 2 ○ 8.2 6.4 4 300 両∴堆 石’.安11」,督 子年莱山地束纏一中筋雛 
.).) DC 15 l 

○ 了.9 6.4 3.4 210 緑 色 凝 戒 告 奥羽山地一年新鋭 
23 D B 5 6 li (⊃ 8.1 4.6 2.9 120 フ 口 と ラ イ ト 

ク
ー

ケ 

24 D B 5 3 li-5 ∵ 9.1 6.8 2.7 250 緑∴∴色 一培∴ 音伏∴∴浩 〃 - ケ 

25 D「∴∴∴5 9 I鵜1 ○ 14.2 7.9 5 840 7 ロ と ラ イ ト 
′.

--∴ ′● 

26 DG 15 I 
○ 18 7.9 3.9 820 緑 色 凝 妖 星 ク

ー ケ 

27 D D∴∴∴∴G … ○ 8.2 6.1 3.8 290 両∴櫛∴右’友 両 君 揮懐山地束纏一餅師範 
28 D 臼18(う … 星-1 ○ 1.上1 5 3.6 440 緑 色 雌 妖 星 奥羽両地-中斬維 
※14 D」12 G 

i 

・シ “1工3 6.6 3.0 430 
●′ !′

i-i臆臆置
!′ 

l 「「 6 2 
I 

星鵜2 ○ 9.2 6.3 5.1 460 プ ロ と ラ イ ト 予告莱両地一中海統 
2 「「 6 2 

I 
星-2 C 13.6 7.3 4.1 600 添∴各点∴色(娃∴妖∴拾 ’・

-
′′ 

3 「A 6 2 
i 

星-2 C 11.了 8.5 5.8 850 花∴∴周 閃 練i∴星 盟沢ダム付近一中生尺 
寸 「E 6 2 i 

I-2 C) 9.6 6.9 4.1 240 フ ロ と ラ イ ト 待壌両地一中筋統 
5 「B 6 2 

i 
星
「

之 ○ 9 6.5 3.7 320 イ・ 」シ
ー

イ・ 

6 「A 6 5 i 
工-1 ○ 15.了 5.5 4.1 580 浸 緑 色 茂 原 樟 ケ 一

々 

I 「B 6 2 
-) 

5.8 6.3 6.8 280 緑 色 凄音∴朕∴∴持 奥羽両地一中新親 

1 王.▲ 6 2 l 言-1 ○ 19.5 6.了 3.8 640 「画∴櫛∴右i’安 山 岩 奥羽I」上胞束緑一餅斬続 

2 E(」∴∴5 9 l il-2 ○ 9.8 了.7 7.1 630 ケ ク ー
ノン 

3 巳「 12 I 星臆2 ○ 6.-! じ.1 
? 

120 棚板若ホル ンフ工ルス 夏 油 川一古生舛 
ー( 貫∴「 0 6 I 工…l ○ 10 5.7 ▲上6 300 フ口と ライト 質凋自明言古 奥羽両地一画斬読 
:) E(〕∴∴了 4 l il-2 ○ 10.6 了.1 3.8 410 両∴櫛∴石’友 =i樟 奥羽両地束接一群新続 
6 工 手 12 l 古書2 ○ 5.8 こ).1 3.3 110 藻∴緑∴色 凄∴吠∴若 奥羽用地一中新続 
l 【二 手 12 I 古-2 C) 9.了 6 3.9 3了0 両∴櫛∴信∴’安 山 岩 ・シ

ー ク 

8 E∴ド 6 5 l 主音臆2 ○ 了.5 了.3 5言l 11110 流 紋 持 シ
ー

′′ 

9 E Å 12 I-1 1-2 ○ 了.9 6.9 3.6 210 プ ロ と ラ イ ト 
ケ 〇・一一一・

ノン 

10 E「 0 6 I こ1-2 ○ 8.之 6.7 4.5 340 流 紋 浩 ク
ー ケ 

= 【三」 5∴6 l-1 il-2 ○ 10.9 9 5.2 500 両∴櫛∴右’安 両 君 奥羽両地束彊一錐斬続 
12 鴨G∴∴了 4 l こl「2 (⊃ 10 5.9 3.9 370 化∴∴眉 閃 録音∴督 用言尺ダムー中生代 
13 じ」 5 6 I葛1 (1易2 ○ 1・1.1 了.7 5.7 570 フ 「] ヒ ラ イ ト 奥羽両地一中新窺 
十l 亡 B 登 4 li 高一† ○ 11.9 7.3 3.7 ・書60 満板持ホル ンフエルス 夏 油 川一高′宣三非 

15 E.Å∴∴5 0 
り 

こl鵜2 ○ 1上2 9.5 5∴1 6了0 流 緑 色 凝 戒 告 奥羽用地一中新続 
16 E E 2 了1G り l-2 ○ 了.6 7.2 3.5 釣0 フ U と ラ イ ト 

ケ ・〇一- ケ 

1 C 囲 5 0 l- 之 1 ○ 1.∴1 3 2.9 こう50 溝板若ホル ンフ工ルス 夏油川 上流一古生∵界 

2 C「こ 5 3 I-5 1 ○ 16.2 8.8 ∴1 了10 プロとライト質角礫凝I大岩 奥羽両地一中箱維 
3 C B 5 0 i鵜4 1 ○ 18.8 5..l 2.了 .書00 流 緑 色 凝 妖 星 ′′

- ′● 

∴1 C「 5 3 l-葛(; 1 ○ 12.5 こう.5 2.4 180 ′・ ク
ー ケ 

5 C「 5 こう i- 2 1 ○ 10.了 6.《1 2.6 200 両∴櫛∴石’安 両 君 督言葉両地束滅一餅斬維 
6 C「 5 3 i--1 1 ○ 13.1 工9 2.4 190 軸 板 でi 姑帥一柳細山大川ヒ用地一浩 置 

l C.・\ 12 i園丁3 1 ○ 13.3 6 1.9 220 粘板岩∴ホ ル ンフ工ルス 夏油川 上流「-古′ .非 
8 C C 5 6 

i 1 ○ 1上、1 6.1 2.3 240 両∴櫛∴有’安 中 樟 自ら莱両地束彊一錐新線 
9 C」 12 I-1 ) ○ 12.8 5.5 2.5 170 I 吠 質 軸∴板∴樟 利鞘山人付近(?)書記笠井 

10 C B 5 0 i-10 2 ○ 8.1 6.2 3 220 后 砂 さIi 北 上山地--古′書三雄 

11 C B 5 3 i-1 .) ○ i8.9 8.2 3.9 290 半 般若ホ ル ンフ工ルス 夏油川 上流一缶牛言外 

12 C E O 6 II 2 ○ 6.8 4.2 2.・! 60 十I 緑 色 《婁∴庚∴浩 輿羽山地一中筋親 
13 C 臼∴∴∴5 0 i-12 ? ○ 1L1 6.1 3.2 350 /′ ク ー ケ 

十千 C1 5 0 ii鵜1 1 ○ 13.8 6.1 2.7 300 淡 緑 色細粒凝原 告 ノブ
-

ノン 

16 C(j 5 0 ii 1 ○ 13.5 6.9 
9 

310 拙 板 持 虹帥一別細山人用【士同胞「出端 

16 C D O(う = 1 ○ 15.6 9 3 680 淡 緑 色 凝 吠 星 政調両地一中海統 
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一道 物 絹-

17 C 巳 O 6 2 ○ 9.7 4.8 2 i1」0 精 板 持 更訂 同一古生非 
18 C「∴∴∴5 0 i-12 l ○ i13.9 7 3.8 540 プロとライト質角鎗雌I/待手 奥羽111地一中新羅 
19 C D o 9 2 14 5.8 

4.・8 
490 精板持ホル ンフ工ルス 夏湘 川 上流- 年生界 

20 CI 12 2 10.3 6 3.1 26し) 揖 板 書 如伸上相紺Il」人か」 両地「1高雄 

21 C D O 9 2 量1.1 6.2 3.4 330 硬 砂 浩 北I工白地- 牛∵界 

22 C」 O 3 2 9.6 7.6 2.5 300 ノン ク ー
ケ 

23 C E O 6 2 14.4 8.4 3 520 溝 板 を 如仙i-榔帥山人か北 両地一占’聞手 

24 C」 5 0 
葛

5 2 10.3 8.3 ノ1.2 360 プ ロ と∴∴ラ イ 典羽両地-- 一新統 
25 C」 5 6 田 3 9.8 7.1 3.4 380 硬 砂 年 

′→ 〇一・
i- 

1 B」 18 -
了 

り ○ 14.7 6.1 3.1 360 精 板 書 l ) 更油I ・仙人一占′主暮 
2 Bl 18 -

5 
? ○ 6.2 7.4 3.4 180 プロとライト質雌II白▲ l 典男両地一中斬続 

3 B C 12 i- 3 2 ○ 11 7.8 2.6 340 
′, 

ケ 一〇〇〇〇〇〇・〇〇〇音i 〃 

4 BI 18 -
4 2 ○ 6 3.3 1.5 30 流紋岩7i上細粒凝妖言▲! ク ー

ケ 

5 Bi 15 -10 2 ○ 14 6.4 2.6 340 フし了とライト質《罵妖星 1 ク ー
ケ 

6 B」 12 /- 6 2 ○ 17.7 6.7 3.1 500 ′′ ク ーi 〃 

1 「D 6 2 2 15.2 8.1 5.3 950 フ ロ と ラ イ ト 待言葉I=地一中新続 下部 

2 「B 6 2 2鵜イ 9.9 7.2 3.4 330 拙 板 浩 和算仙人付近一高生井 
3 「B 6 2 2-イ IO.9 7 2.9 320 濃 緑 色 雌 伏 Iト基山」也一中筋続下部 

1 DG∴∴5 6 2 ○ 7.1 8.4 2.8 290 両∴櫛∴右 安 川i∴浩 (子葉I i地束縛一錐新続 
2 DA 5 3 2 ○ 10.3 7.6 2.6 250 拙∴∴∴∴飯 事 和算(I i大仁?)鵜古生∵界 

こう DD O 9 i 2 ○ 17.7 8.5 3.2 了80 維∴∴色 《接∴∴吠 ‡I, 

1 

奥羽I白地-【 新統 
・4 D」 O 9 2 ○ 8.2 6.8 2,1 150 粘板岩ホル ンフエルス 女神 用 上流易 了′生井 
○ D」 12 2 ○ 5.8 6.9 3.5 370 緑 色 憧 吠∴∴若 

1 典羽山地-` 新緋 
I D B 5 6 2 ○ 8.l 4.了 2.5 120 プロとライト 質遊I/言-, 

l 

イ …-∴
.. 

8 D B 5 3 
-

5 2 ○ 9.6 6.9 2.7 250 流紋岩質細い頼子提妖星 ク ー
ケ 

l 巳「 5 0 -1 1 ○ 17.9 7 4.2 830 画∴海∴有∴安 中 星 更別両地束捜一郎新続 
2 巳 H 6 2 2 ○ 了 8.9 3.8 310 ′′ ク ー

ノン 

3 巳「 12 2 ○ 8 4.2 2 90 /′ 〃
- 〆 

4 E C 6 5 2 ○ 8.7 7.7 3 290 1′ I.
-〇〇〇 " 

:) E C o 6 l ○ 14.1 7.1 3.3 ▲母0 I′ /,
-i

′′ 

6 巳」 O 6 2 ○ 12.1 6.2 り 
190 粘 板 岩 仙人付近一古生持 

I E C 12 り 

鵜
3 2 ○ )7 7.7 3.2 ィ120 橡∴緑∴色∴槌音 吠∴若 〈 典羽両地東独一餅新続 

8 E「∴∴∴2 7 鵜1 ? ○ 12.9 5 2.6 200 鷹 原 質 精 寂 々 仙人付近一再′上井 
9 工 手 O 6 2 ○ 11.3 6.8 4.3 430 濃 緑 色 凝 妖 星 奥羽山地一中揃続 
〔庵 石〕 

l C」 1之 I ○ 6.4 5.2 3.5 40 両∴椰∴有∴宏 申 告 脱有言 天 群一第叩紀 
2 C B 5 0 i-8 ○ 了.5 5.6 4.6 260 

i 

/′ 待葉I 也 緑一雄持続 
3 CI 15 l ○ 10.3 8.7 5.2 650 ノン ク ー音〇〇〇〇一〇音i

′′ 

4 C「 5 0 I ○ 5.8 5.5 上3 50 プロとライト質角鎗鷹I/待! 典羽用地○○中新続 
5 C「∴∴∴5 3 i- 4 ○ 10.l 9.2 4.9 640 両 音櫛∴右∴宏 申 告 件雷同聴衆緑一雄新税 
6 C B 18 i鵜1 ○ 7.3 6.6 5.2 330 ノン 焼石宮天山構一第閃紀 
7 C E 5 6 i- 3 ○ 7.9 了.4 4.3 350 ケ ク ー

/′ 

8 C B O 6 l-1 ○ 15.3 7.{1 5.4 990 柁∴∴樹 閃 緑i∴星 相即11i人1i手近が 雄夕∵出道一甲に仕 

9 C「 12 l 
○ 9.4 2.2 2.3 70 手 技∴∴∴∴督 和算1I i人I 近一宮生井 

10 C 巳 C「15 = ○ 3.1 3 1.6 19.5 輝線《接II告▲告†ナ十・〇ト 北 .用地一古生持 
11 Ci 12 i ○ 13.1 2 1.5 /10 溝 板 星 如帥 一利紺山人か此間」地一台′出鼻 
12 C D 15 i ○ 1上1 信9 2.9 90 手 技∴∴∴∴星 相鋤II l人付近一江隼雄 
13 C E C「15 ii ○ 6.6 2 0.7 重0 粕 板 持 処刑1硬か」 刷晩一古生持 

14 C(j 5 0 ii ○ 7.4 7.4 5.3 430 両∴櫛∴有∴安 中 告 駒川蘭点 紬部(鮎川洛壊I鵜野活発 
15 C」 5 3 li-6 ○ =.了 9.5 6 980 ケ 待黒I 束緑一雄航続 
16 CC∴∴5 0 = ○ 5.3 4.6 4.1 120 ノン ノン

ー
ノ′ 

1了 iC」 5 3 iI-4 ○ 了.7 7.1 4.8 350 柁∴∴樹 閃 緑∴∴星 相細I」人情帥一劉尽ダム付近一甲状 

18 C C 15 1i ○ 10 7.2 3.4 350 面∴郎∴右’友 両 雄 鮎川他贈賄時間1般I一錐脇 
19 C1 5 3 = 鵜5 ○ 6.9 l 6 450 虎 緑 色 榎 原二 ∴告 奥イ 用地一中新親 
20 C「 5 0 li鵜10 ○ 11 了.了 5.7 760 花∴∴樹 閃 続i∴浩 村郡山人手 か勘嶋ケ∵‖輝一中生It 

21 CI 21 = ○ 5.8 5.1 4.3 160 両∴海∴右∴宏 両 君 朗紺地身 轟音姑 読壊)一弾脱 
22 C C 5 6 Il鵜 2 ○ 6.6 5.6 .1.6 240 ′′ ′● 葛 ∴

i● 

23 C」 5 3 = -3 ○ 9.9 8.4 6.4 640 /′ ケ 一〇〇音i ケ 

24 CG∴∴5 0 = ○ 11.2 9.9 守.了 了80 ′′ 件葉山地東経一鮮新続 
25 C1 15 I! ○ =.6 3.7 4 210 ・シ !′

鵜
・シ 

26 C」 15 i‖ ○ =●4 7.2 5 ・190 !′ ′- -∴
′′ 

2了 C」 12 田 ○ 6.了 5.9 2.4 90 化∴∴椅 閃 録音∴君 郁細山人値切、臨時’∴Ii博一中生Iし 

28 C」 5 0 間鵜9 ○ 】0.・! 9.! 6.2 580 画∴郎∴右’友 申 告 碗I く【I 醇一端川紀 
29 Ci 5 3 … ○ 1之∴4 】0.1 8.・1 1.140 ノン 件当 I 緑一郎新続 
30 C A 15 肌鵜9 ○ 1ひ.5 8 5.4 460 イ. 焼イ 火山群一第囲紀 
31 C H O 3 C … ○ 9 9.8 5.8 6110 フ ロ∴∴ヒ ラ イ ト 奥方 山地一中新規 
32 C B12 C … ○ 7.1 7.4 3.3 230 流 紋∴浩 質、巌 吠∴若 子 一一一

千 

33 Cl 18 … ○ 10.了 8 5.8 740 両∴櫛∴右∴安 両 君 焼石畠天山鮮「「構囲紀 
34 C H o 3 … ○ 了.6 5.8 3.5 230 化∴∴周 閃 緑∴∴星 郡部屈、値切、勤王ダム付近一中生lし 
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ー遺 物 編-

35 CC O 3 Ⅲ ○ 10.2 9 6.1 790 両∴堪∴石 ′安 山 岩 昨煉山地菓紘一餅斬統 
36 C B O 3 Ⅲ ○ 6.6 6.3 5.4 300 石 英 り 

37 CI 5 3 Ⅲ ○ 13 8.9 7 770 両∴櫛∴石∴安 山 岩 焼石岳火山群一統叩紀 
38 C150-53 Ⅲ ○ 13.1 10.1 5.1 l.040 

′● ク ー ケ 

39 C」 12 Ⅲ ○ 14.了 5.7 4.9 690 ・シ †章票巾地菓纏一餅守斤維 

1 DC ? 皿 ○ 了.9 6.1 3.8 200 両 堆∴右∴安 山 岩 子年釆山地東館一錠斯統 
2 DC 18 Ⅲ ○ 91 7.1 4.5 350 

′. ク ー
・シ 

3 DA 15 Ⅲ ○ 8.4 6.5 4.3 300 緑 色 榎 原 君 奥羽山地一中新維 
4 DA 5 3 ii ○ 7.3 4.1 2.3 60 

ケ ′. - ′. 

5 DA15 C Ⅲ ○ 11.6 6.3 3.5 360 ケ ′. - 与 

6 DD O 9 lⅡ ○ 8.6 5.4 5.3 330 〃 イ ー
′′ 

7 DA18 C Ⅲ ○ 9.1 8.9 6.6 690 両∴櫛∴右∴安 山 岩 焼石畠火山群一琉叩紀 
8 D B O 3 Ⅲ ○ 9.2 7.5 5.2 490 く′ ク ー

ノン 

9 D「 2 4 ii ○ 了.1 5.7 3 60 
/′ /′

- ケ 

10 DC 21 Ii ○ 6.了 19 5.6 510 
′● 件は山地来館一針斬維 

11 DH 12 li ○ 9.3 5.6 4.3 250 ノン く′
・- ケ 

12 D B 5 3 1I-2 ○ 11.5 10 5.3 860 花∴∴周 閃 維 持 盛況ダム(?)-中生代 
13 DC 2 7 Ii ○ 9.6 6.5 5.9 450 ケ ク ー

〃 

14 DA 5 6 1i ○ 10.8 8.1 5.1 650 1′ ク ー ケ 

15 D D 2 4 = ○ 6 4.7 1.7 50 両∴堆 石 安 江」,揖 詐裟山地菓穣一餅新穀 
16 D」 12 II ○ 13.3 6.1 4.1 510 錆 色 磁 妖 柵 奥羽山地一中断統 
17 DD 15 = ○ 11 9.6 5,3 760 両∴塙∴高音 ′安 山 岩 帯解山地菓穣一餅斬続 
18 D」 12 11 ○ 10.9 9.3 6.6 910 ケ ケ 一 々 

19 DC 18 = ○ 10.6 10.6 3.7 620 
′. ・シ

ー ク 

20 DA 5 6 1I ○ 7.9 7.1 L8 110 ケ ク ー ケ 

21 D「 2 4 Ii 9.3 6.8 3 220 石∴∴英∴∴安 I」」 君 羽山へ 接見山一中新鋭 
22 DD 21 = 8.4 6.9 3 240 両∴櫛∴右∴安 山 岩 r予裟I 地菓綾一中称維 
23 D E 2 4 ii 9.7 8.7 5.2 600 有∴∴英∴∴安 山 岩 羽I=- 接見山一小節統 
24 DH 12 iI 8.2 4.3 2.4 100 両∴堆∴石∴宏II」暮 詐梁I 地火難一中押絵 

1 「A 6 2 I 
○ 12.4 7.1 3.7 540 プ ロ ビ ラ イ ト 伶漂山地一i‡1斯維下部 

2 「「 6 2 I 
○ 10.5 7.8 6.5 800 両∴堆 石’.安II」君 焼石岳火山群一節西紀 

3 「「 6 8 I 
○ 10.1 8.8 5.2 500 雌∴朕∴質 親 粒∴砂∴督 奥羽山地一中斬親 

4 「A 6 8 I 
○ 5.1 5 3.8 100 宜 拙 ・シ

ー ク 

6 「B 6 5 I ○ 8.5 」、1 2.7 120 濃 緑 色 凝 妖 盤 昨梁山地一再斬維 
I 「E 6 2 I ○ 10.3 7 2.6 270 雌 原 質 親粒砂岩 ノブ

ー ケ 

8 「B 6 2 i 
○ 6.9 6.3 6.2 260 両∴堆∴右∴安 両 君 ク ー

ーシ 

1 EC 6 8 I 
○ 10.1 9.8 3.5 460 両∴椰∴石∴安I上」君 典羽山地火線一餅斬維 

2 E C 6 8 I 
○ 6 6.7 5.9 320 ケ ク ー 〃 

3 巳 A O 3 i 
○ 10.3 9 5.2 660 I′ ・シ

ー
・シ 

4 巨∴「 6 2 l 
○ l上2 9.9 2.2 280 

′, 

ノン
一

・ケ 

5 EG 6 2 I 
○ 10 8.1 5.4 580 ケ 〃 - ケ 

6 E A 5 0 i- 2 ○ 9 7.2 5.8 460 ケ 〃 -
ノブ 

7 E∴「 12 i 
○ 10.2 8,6 6.8 770 ケ ノウ

ー
ノン 

8 EG 6 2 I ○ 6.9 6.6 4.1 190 
■. ク

ー
ーク 

9 EG 7 4 l ○ 9 5.1 2 110 流 紋 岩 奥羽山地一中筋統 
10 E D 6 5 

I 
○ 10.8 10.5 7.2 900 珊 瑚∴石∴宏∴山∴暮 奥羽山地束絃一針新鋭 

11 EG 7 4 I 
○ 10.4 10.7 5.7 970 ′ン ク ー ケ 

12 E E 18 l-1 ○ 8.2 了.7 5,1 440 〃 奥羽山地粟絃一針斬統 
13 EC 12 皿-1 ○ 9.4 7.9 6.8 670 

′′ 焼石岳火I▲I謄一第叩紀 

1 B1 12 = ○ 4.1 3.5 2.8 70 両∴郎∴石∴安 中 でi 奥羽山地葉綾一㍍新鋭 
2 B1 15 lI ○ 6.1 4.6 2.7 150 ケ ク ー ケ 

3 B1 15 li-20 ○ 8.2 7.9 3.8 220 ケ 樵石島火山肺一第叩紀 
4 B」 12 li-1 ○ 10.1 5.3 4.3 400 〃 奥羽山地無線一鐘紡統 
5 B」 12 田- 2 ○ 15.5 5.3 3.9 500 イ・ ク ー

ケ 

6 B」 15 田鵜4 C〉 13.8 1上4 1.9 4了0 フロとライト煩慮夙仁君 奥 羽Il」地一中斬維 

〔凹み石〕 

1 CC 5 0 i 
○ 8.1 6.2 4 250 石∴∴災∴∴安 両 君 羽山一筋接見I=-中筋維 

2 CC 5 0 l ○ 11.9 7 2.6 320 両∴堆∴右∴安 山 岩 樟深山的裏技一錐新税 
3 C H 15 l- 3 ○ 1l.4 7.8 3.4 390 ノン 焼石 火山肺一都叩紀 
4 CC 5 0 l 

○ 13.8 6.3 2.5 330 漬∴練∴色 凝 夙;音暮 奥羽山地一中飾統 
5 C A 5 3 I鵜1 ○ 8.8 8 5.7 420 両∴櫛∴布∴安 山 岩 件深山伯東擢一鐸斬維 
6 C.A∴∴∴5 0 I葛9 ○ 10.4 9.5 5.8 800 

′. 
ノシ

ー
ク 

7 C1 21 il」 2 ○ 8.9 5 4.1 260 
●● 焼石岳火山肺一第叩紀 

8 CC 5 0 li ○ 9.9 9 4.3 500 フ ロ と ラ イ ト 奥羽山地一中筋続 
9 C D 5 6 ii-1 ○ 8.1 6.3 5.1 300 堆 石 安 山 岩 奥羽I i聴衆純一鐸折紙 
10 C1 5 0 li-19 ○ 12.3 7.5 4.4 570 石 英∴∴宏 両 雄 羽山- 接見山一中筋統 
11 C1 5 6 li-1 ○ 10.3 8.2 4.7 590 両.堆∴右 安 山 岩 焼石 火山燐一節叩紀 
12 C1 21 II ○ 7.1 6.8 3.1 200 ケ 揮梁山地火線一群斯維 
14 Ci 5 0 li-4 ○ 10.3 6.5 3.7 260 範∴∴石 ∴’安 山 岩 ク ー

・タ 
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14 C A 15 il-16 ○ 12.8 7.3 4.6 420 両 輝∴石∴毒 血 でi 奥羽山地束縛一鐸新維 
15 C A 15 田-13 ○ 12.1 9.1 5.5 880 ケ ク

ー ケ 

16 Ci 5 0 ui-18 ○ 12 7.1 4.8 480 プロピライト質角蛛榎原君 奥羽山地一中筋統 
17 C1 18 Ⅲ ○ 10.1 8,6 3.8 500 」ク /′

- ケ 

】8 C」 12 田 ○ 10.5 7.9 4.1 500 花∴∴樹 閃 録音∴君 和蝋山人l・槌か盛雄ダムl・彊一画劉〈 

19 CI 18 Ⅲ ○ 10.1 8.8 4.5 590 /′ ノン
〇〇〇

(′ 

20 Ci 5 0 り ○ 13.1 7 4.4 510 両∴輝∴石∴宏Il」浩 昨堂山粗菓紘一餅斬維 
21 CI 5 0 皿-25 ○ 11.2 10 4 4.8 670 ケ ク ー ケ 

22 C」 15 田 ○ 1l.1 9.6 5.6 800 イ′ ク ー
く′ 

23 C t 18 Ⅲ ○ 9.5 9.2 2.8 310 プロピライト質角藤騰I/待i 輿羽II」地一再斯統 

24 C」 12 Ⅲ ○ 9.4 6.6 3.7 370 両 峰∴石∴安 山 岩 昨深山粗菓狩一鐘紡維 
25 C1 5 3 Ⅲ Q 13.3 9.7 6.6 1.280 柁∴∴園 閃 練∴∴君 和郡山人付近か豊沼ダム付近一中生l( 

26 C」 O 9 Ⅲ ○ 8.5 6.5 3.6 130 流紋岩質細粒雌伏君 奥羽山地葉紘一中新鋭 
27 C」 5 0 Ⅲ-6 ○ 6.4 5.8 4.1 110 両∴青草∴高音’安 山 岩 焼石岳火山群一都叩紀 
28 C E 6 0 田 ○ 11.8 11.7 6.2 760 /′ ク ー

ケ 

29 Ci50-53 田-14 ○ 9.5 7.6 5.I 350 ケ ク ー ケ 

30 C」 12 田 ○ 12.1 11.1 6.9 370 〃 ク ー ケ 

1 E D 6 3 I 
○ 1l.9 8.7 5 650 両 雄∴石∴安 山 岩 奥羽山地菓穣一餅新鋭 

2 E「 5 8 i 
○ 9.9 6.6 2.5 210 ケ ケ 一・〇 ケ 

3 E「 71 i 
○ 12.2 9,8 6,9 l.020 ケ ク ー

● ケ 

4 E C 6 2 i 
○ 10.5 7.5 4.8 510 花:∴l掬 閃 録i∴君 睦沢ダム一万生代 

5 E「 6 5 I 
○ 14.5 6.7 2.8 260 石∴質 細 粒∴題一 庚∴君 奥羽山地一中祈統 

6 E「 12 I 
○ 10.2 7.5 4.4 380 流 紋 岩 !′

-
ケ 

7 E「 12 i 
○ 10.7 9.2 5 690 両 櫛∴石’友Il」,君 焼石岳火山群一掃叩紀 

8 雷 A 12 Ii 
○ 7.6 7.7 3.6 250 流 紋 岩 質 雌 伏∴星 典羽山地一中新鋭 

1 D「 5 9 I-3 ○ 10.8 10 5.1 770 両∴堆∴轟音’安I白 持 浄深I白地束紘一鐸斯親 
2 DC 15 i 

○ 9.9 6.8 3.】 210 ケ ′シ
一・〇・〇 ケ 

3 D「 15 Ⅲ ○ 12.4 4.3 3.5 260 練 色 癌 板 持 典羽山地一中析維 
4 DA 15 Ⅲ ○ 5.1 5.3 2.8 70 両∴堆∴石音’安 川 督 待費用地束縛一鐘紡統 
5 DA15 C Ⅲ ○ 7.4 7.1 4,9 ケ 焼石岳火山群一統叩紀 
6 D B 18 Ⅲ ○ 11.7 8.2 5.4 620 イ, 督言葉山地葉絃一錐新維 

7 D B 18 Ⅲ ○ 7.7 6 2.8 180 
!′ ′′ ∴-一一 千 

8 DC 2 7 lI ○ 9 6.3 3 220 紙 色 磁 妖 星 典羽用地一中所統 
9 D」 15 iI 

○ 7.8 6.9 3 170 両∴輝∴石∴’安 山 岩 樟工業両地東経一餅斬親 

10 DC 15 = ○ 8.6 4.4 2.8 170 緑 色 雌 伏 浩 典男山地一車種維 
11 D」 O 9 = ○ 8,9 6.5 4 200 右∴∴英∴∴安 両 君 羽中一間接見山一中筋耕 
13 D」 12 = ○ 8.2 5.3 3.4 160 プ ロ と ラ イ ト 椀I三岳火山群一郭叩紀 

13 D」 12 = ○ 9.8 8.4 5.5 450 緑 色 雌 伏 君 典羽山地一中祈維 

1 B H 15 = -4 ○ 11.7 8,2 5.2 770 両∴揮∴右∴’安 山 岩 焼石岳火山群一節叩紀 

1 C B 5 0 -9 ○ 15.4 11.3 9.7 3.170 両∴槌∴五〇’友 両 雄 r年表山地粟穣一鈍所続 

2 C B O 3 
-

2 ○ 14.4 12.1 3.9 l.100 石∴∴英∴∴安 中 星 羽山一筋接見山一中斬維 
3 C A 5 3 ○ 8 6.5 1.1 70 ケ シ ー

ノン 

4 C A∴∴5 0 
-

4 ○ 8 6.3 1 70 両∴堆∴右i’安 巾 浩 (自業山地東館一鐘紡統 

5 C D 5 3 ○ 12.7 7.4 1.8 190 ケ ク
ー ケ 

6 C 巳 5 0 ○ 11 4.5 1.5 90 石∴∴災∴∴宏 両 君 羽I上i-剛球見山一中筋雑 

7 C D O 3 ○ 8.8 6.2 2.6 190 緑 色 雌 伏 君 典羽山地一中筋統 
8 C C 5 3 ○ 16.2 8 2.6 380 流 紋 樟 ク

ー
〃 

9 C E O 9 ○ 10.2 8.8 8.2 1.150 両∴堆∴右∴安 川 星 r年表山地来継一鐘紡維 

10 CI 12 ○ 5.4 4.7 2.8 80 右∴∴突∴∴宏 両 君 羽中 一層塚見向一中筋統 
11 C O O 3 -2 ○ 10.6 9.6 3.6 600 

′′ /′
- ケ 

12 C「 5 0 
-

3 ○ 6.7 5.3 5.1 300 両∴堪∴右∴’友 両 君 輿湖面植皮部(夏油Ii憶域〉一贈斤絡 

13 CC 5 0 ○ 9.6 9.6 1.6 110 
′′ /.

・-
(′ 

14 C A 15 -
3 ○ 28.2 20 4.6 l.840 ケ (汗莱I旧也束纏一紋所維 

15 C「 5 0 -8 ○ 8.9 6 2.】 230 ケ 輿羽山他東部(如帥i流域)一針筋掩 

16 C1 15 ○ 】0 11.1 8.8 1.010 ケ 碇で 岳火山群一琉叩紀 
17 CC 5 3 ○ 12.7 7.4 1.3 170 

ケ 子年 両地束彊一餅新統 
18 C E 12 ○ 9.3 7.2 3.7 420 ケ 焼石岳火山群一静間紀 
19 C」 15 ○ 7.4 6 3.1 230 石 英∴∴安 山 岩 羽山一筋接見中二-中筋維 

20 C」 12 ○ 12.7 10.4 6.2 1.300 両∴堆∴右’宏I自 若 了十∴ I上」地束縛一雄新統 

21 C」 18 4.2 3 3.4 40 
/′ 

子年. 山地粟綾一針斯紙 
22 C」50-53 10.8 10.6 7.2 920 

′. 〃
- ケ 

23 C D 21 ‾
種 5.3 3.3 0.9 21 線 色 雌 伏 君 輿羽山地一年斬統 

1 E「 12 ○ 7.6 7.5 0.9 70 両∴堆∴石∴’安 山 岩 奥羽山地集録一餅斬続 
2 EC 6 2 ○ 20 14.7 7.6 2.840 

・シ /′
葛

ノン 

3 E「 12 ○ 7.9 8.8 L7 130 プロとラ イト 質種吠浩 ..
-

:ヽ 

4 E「 12 ○ 15.5 15.2 3.9 1.800 両∴揮∴石∴’安 山 岩 ..
-

1′ 

5 E「∴∴12 ○ 3.3 4 1 30 
′′ ′・ ∴鵜 シ 

6 E「 12 ○ 6.3 5.2 3.6 160 イ′ イ ー
′′ 

-
i
I
i
-
母
音
・
-

-
音
、
i
i
-
一
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l 巳「 12 I 
○ .8 ・1.6 1.1 190 両∴堆∴石∴宏 向 台 輿羽I=粗菓纏一鐘紡続 

8 EC∴∴了 4 l 
○ ).9 了.6 7.1 510 /′ ′′

○○ ケ 

9 E G 6 5 I 
C 12.1 !9.8 2.7 520 /′ イ・

〇・一書臆-
′ン 

10 巳「 12 i 
∵ 12∴! 9.4 2.9 340 !′ /′

-
/′ 

11 亡「 6 8 I 
C 13.3 8.5 6.7 了60 ヽ- 〃 ′′

○○。 イ 

12 言「 5 0 = ∴二 了.1 5..1 4 230 有∴∴英∴∴宏 申 告 羽山一面白寿見向一中持続 
13 巳 E∴∴∴5 0 州 

/‾ヽ 

5.3 6.5 4 240 !′ ′′
-

-. 

1 DD 1も … ;∴ I 4.7 3.6 130 両∴海∴有∴宏 申 告 r自業両地皮相一雄新続 
2 D.▲ 0 3 川 C

【 

.9 3 2.9 100 
/′ イ.

-i ケ 

3 D B 18 ‖i 

(‾ヽ 

1?言う 了.3 5∴! 630 ノン ク ー ケ 

・1 D E 18 iI 音O 1(上8 9.5 1.9 240 /′ ●′
-

●′ 

5 D.▲∴∴∴5 6 II 
C 12.5 l三上3 9.2 1.860 緑 色 碓音∴吠∴∴持 臭羽両地一中海続 

6 D「 18 iI 

へ 
1上5 主上5 12.8 720 両∴櫛∴右∴宏 同 君 件莱=′地束緑一鐘紡続 

I D た 2 4 ii 
∴ i=●9 13 ∴1 了10 I′ ′′

- ●● 

8 DC 2∴了 = !5.8 .1.9 5.1 220 
i

ノン i 

′′
-

I′ 

年 Dし1 1こZ Il ’1上1 6.・1 2.11 190 
ーi 

ノン
一一一一一一一一 ケ 

1い D B 5 3 =
-

3 

( 
・1 2.6 60 

′. 
1′

-
′● 

上 DÅ∴∴∴5 6 = i .9 5.6 3.了 100 右∴∴葵∴∴宏 申 告 羽1ilヘ音I接見1白-中蹄続 

i!3 D B∴∴5∴3 =
-

3 

( 
13.8 9.3 2.2 ・440 両∴櫛∴信∴安 中 若 船型両地葉雄一郎当庁維 

主1 DI 12 = 

/‾\ 

1上9 10.8 2.3 5了0 ′′ !′
-i音喜一十

で・ 

“1 B「 0 9 l-l 「e =l.6 5.8 5.7 590 両∴海∴右i’安 中 告 輿羽i屈曲来待一鐸新観 
之 BI )5 I 3 :主8 0.8 8.5 口上買 極細神慮I/く浩 典羽用地一中筋維 
3 BI 18 I 1.3 」2.6 上1 1I.3 雄 質∴極細神慮吠∴告 ′・

○○∴
子 

-1 8ト「 15 I 音。i(㍉6 5.6 1.3 60 読∴絞 石 質∴凝一 厘∴星 ′′
-

I′ 

つ B「 5 こう ili (!6.3 !6.9 1..書 了0 「し巾∴櫛∴右i’友 申 告 典羽両地来待一雄新擢 

1 CI o(う 
i つ∴!5.l 2.9 3.3 80 拙飯若木ル シ フエル ス 更油川 上流一江隼雄 

曇

之 C「 5 0 
I 了.・1 i上8 2.`1 了0 両∴櫛∴石∴安 川 若 現有帝大I白酔一第囲紀 

i3 C「 】2 I 
∵ 7.8 仁5 4.3 220 信∴買 細 粒∴起音 吠∴浩 奥羽両地一中新挽 

」 C「:∴∴5 0 I 二」8 6 4.1 310 読∴緑∴色 起 伏二 ∴告 ケ 一一一〇〇 ケ 

i_ †つ 
C「 5∴3 lI 】了.2 高.8 3.9 上申 両 櫛 有 安 中 樟 椀イ口唇火山醇一期畔上 

八 C 十1∴∴5∴3 = i6 ・上7 之.9 60 
′′ ノシ

ー ク 

I CI 5 0 IIi )1上1 了.9 」.6 190 
ー′ 

:二
〇∴

′・ 

8 C B 15 iIi 

( 
9.9 !5il 2.8 80 

/′ ●′
-

′′ 

!() C」 5() … 
(へ 

主l∴う 了.1 .1.8 こう5(l 
ノ′ ノン

ー
′′ 

ilO C」 l2 iIi Ci11.1 8.3 2.3 i190 
/′ 奥羽両地束緑一中新続 

圭 

!l D.▲ 1? … こ くは.i! 了.8 2.6 3し)0 緑 色 憧 高 雄 奥羽用地一中海続 
i・) 

-

DC 15 … こ).1 il∴) 1.・1 こ諏) 」信∴∴若 く蝶∴∴吠∴∴告 ′→ -
′′ 

言 D 亡 l? =i !上5 了.6 3∴) 250 申」j∴輝 石’安 川 告 待・莱両地無紋一中揃続 
重 

I 

」⊥「‾B(う2 I こう 3.6 2.6 15.8 iiしj ∴櫛 信 宏∴用∴浩 墳有言宮人両雄一端囲紀 

「「「丁丁 21 l十臆之 二 十上了上し坤 0.8 16 緑 色 憧 高 台 奥羽=I地一中新続 
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1 DC o 9 I 
○ 14 2.6 0.8 40 掘 板 持 和算仙人(?)一缶生暮 

2 DC o 3 i 
○ 7.3 1.2 0.7 9 " 和算仙人(?)書証生井 

3 DC 15 … 9.5 2.2 0.5 16.3 千 枚∴∴∴∴君 北上山地か和算仙人一缶生界 

4 DA O 3 川 4.6 2.2 2 31.3 石 質∴准音 疾∴質∴泥∴君 奥羽両地一中新続 

5 DG O 3 冊 5.5 4 0.8 15 緑 色 癌 吠 君 典羽I屈む一中紡続 

6 D B 18 … 8.8 2.2 0.5 1上6 粘 板 岩 仙人付近一缶生井 

7 DA O 3 りl 9.3 1.6 0.9 20.3 粘僻自告ホル ンフエルス 夏油川上流一打生井 

8 DC 18 … 3.8 4 1 22 石 質 捷I天 質∴泥音 星 奥メ聞出也一中海耕 
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(4)土偶(第6-lへ10図・図版22-25) すべて破片の形で得た。いずれも偏平で所謂板

状土偶の仲間である。特異勧犬況下に検出されたものは老いと思われる。また遺構出土のもの

にあっては、土器からする年代観に合致するもの(併行期と克徹しうるもの)も若干あるが、

多くは本質的排す応関係をもたれ、 (概ね、土器以前)ものが多い。したがって土偶の時期決

定に倒真重にならざるを得ず、従来の編年観に従がった。なお異なる遺構出土のものが接合で

きた例もあり、これらが通常の廃棄(他の遺物と同様の意味で)の対象とされたものであること

を示すかのようである。また遺物包含層出土のものにあっても相互に隔った地点出土のものが

接合した例もあり、この包含層が二次堆積層である可能性を示すとともに、その投棄状況に上

述の如きものを想定させるものといえよう。細部の異同により分類できる。

第工類 短かい頭部・腕と、胴部にくびれをもち、分銅形に近い体形をもつ。下端部には映

り込みを入れ、短かいながら脚部を表現する。頭部形状には方形基調・扇形基調・楕円形基調

などがある。顔面の表現は省略化が目立ち抽象的であり、 2-4個を組み合せとする小孔が穿

たれる程度である。休部のそれと同様の半裁竹管文や円形竹管文等が施文される例もある。両

腕ば豆かい張り出し程度に表現され、各一孔が穿たれる例が多い。その孔が未貫通のものも多

い。ここにも休部と同様の施文が行なわれる例が多い。休部中央においては、頭部下方に楕円

形の凹部が形成され、そこにl-3程度の小孔が穿たれる。凹部を欠き小孔のみのものもある。

休部中央やや下位にヘソを表現したかのようを小さい膨隆部をもつものが多い。休部には各種

の施文が見られるが、正面により多く正中線的な文様配置が目立ち、背面には体側縁方向に開

く矢印状の施文が特徴的に加えられる。施文は竹管・半裁竹管・箆状の各工具によったと思わ

れ、結節沈線文・半裁竹管文・刺突文・円形竹管文・洗練文等が展開される。沈線主体のもの

と、それに刺突文が付加される二類型があるとも見える。

以上のものは従来大木6へ7a式といれれてきたものに該当しょう。 6式と7a式の土偶が

いが二分離しうるがま今後の課題である。

第2頬 全体的形状は板状の仲間と見徹しうるが、その表現がより具体的になっているもの

である。それは眉・鼻・眼・口と判別可能を顔面の表現や、乳房のそれ、などに顕著である○

半裁竹管によったと思われる併行洗練文が付加され、また乳房下位に小孔が穿たれる。これも

従来大木7a式期といわれてきたものに合致する○

第3類 第2類と同様により具体的に在ったものであるが、顔面の表現は無く、かつ背面中

央部に縦走する凹部を形成するものである。乳房下位の小孔は同様に存在する。これに比すべ

きを良好な類例をもたないが、背面中央の凹部が後述の第4類に共通する点を重視すれば、大

7a式期よりはやや新しくなる可能性がある。なお共伴土器のもっとも新しいものは大木7b式
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前後のものであり、一応矛盾はないとも見える。

第4類 体形が分銅形ではをく、体下半(腰部以下)が急激に両側に張り出すものである。

ヘソと思われる膨隆部もかなり下位にくる。施文も見られるが、沈線主体の簡素をものであり

他者ほど盛行し老い。地文には縄文が付される。脚一足部のつくり出しは比較的具体的であり、

ある程度の安定感を得る程度のものに在っており、土偶を立たせる意図が見えるともとれる。

休部中央に縦位の凹部が形成され、正中線的を表現とも見える。 CJ 27住居跡からの出土からす

ると、大木8a式期の可能性をもつ。

第5類 棒状の休部に乳房状の2個の円形貼付文を付し、その上位に貫通孔を有する。一応

土偶と分類した。時期は不明である。

第6類 小さな頭部と逆三角形の休部を有し、乳房状の2個の膨隆部をもつ。休部表面は無

文である。従来大木1式期とされてきたものの体形によく類似するといえるが、本例には繊維

の混入は見られをい。したがって時期の特定は避けておくが、その可能性の一つとして、前期

部頭というものを掲げておく。

以上のように本遺跡出土の土偶類は前期末一中期部のものを主体として、若干量の、前期初

頭例、中期中葉例を含む可能性をもつ。なお、第2類としたものは従来は岩手県央一県北部に

多く検出されているかのようであり(代表例、盛岡市上米内畑井野遺跡)、ひいては東北北部の

円筒土器分布図により多く見られるものである。土器施文上に見られた円筒土器の影響が土偶

の上にも見られて興味深い。

最後に破片して残存したその部位を集計すると次のようになる。上半身・下半身ほぼ同率で

見られる。

残 

l 7 7 8 7 6 9 6 3 2 2 l l 1 3 3 2 2 5 2 l 

2 8 9 8 7 4 3 3 3 2 2 4 4 3 3 

3 
9 8 6i 4 4 4 3 3 5 4 4 

存 部 位 

4 6 7 8 9 

9 

7 8 9 6 7 8 5 7 8 

5 

4 5 

5 

赦 l l 2 4 1 16 l 4 1 1 1 3 1 4 5 2 4 4 1 7 6 
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(5)土製品類(第7-l・ 2図・図版25・26)種別毎に土製品を記す。種別には⑤耳栓、⑤管玉状土

製品⑥ボタン状土製品、 ⑥土製円板、 ⑥円盤状土製品、 ①断面三角形土製品、 ㊥棒状土製品、

①その他、をどがある。以下順に記す。

(∋ 耳栓 縦断面が鼓状になる軽量のものである。表面に赤色塗彩が施こされる。二個一対

でピット中から出土した。

⑤ 管玉状土製品 上と同様に鼓状の断面型をもつが、長めでかつ部厚・重いものである。

素地も⑤より粗い。耳栓とも思おれるが、管玉状石製品の存在をも考慮してこう呼んだ。より

棒状に近いものと、開きの大きいものの二極があるが一括した。

⑥ ボタン状土製品 浅いドーム状に湾曲する器形をもち、 4ケの小孔を有する。適当をも

のではないが仮にこう呼ぶ。住居跡埋土中出土である。装飾品であろうか。

⑥ 土製円板 土器破片を円形に仕上げたものである。中央に小孔を穿つものと無孔のもの

の両者がある。縄文時代早期後半一晩期まで存続するタイプである。具体的用途は不明だが、

錘関連のものでもあろうか。

⑥ 円盤状土製品 ⑥のような転用品ではをく、その自体を目的として別個に作成されたも

のである。片面に凹部や、同心円状の凹線部を有するもの、さらには赤色顔料を塗彩されるも

のがある。具体的用途は不明だが、装飾品の仲間でもあろうか。

① 断面三角形土製品 適当を名称を知らないので仮にこう呼ぶ。半円形の平面形と、三角

形の断面形をもつ。湾曲部の縁辺に竹管文・沈線を有し、かつ表面は入念に研磨される。断面

三角形磨製品とした石製品の土製品化的な色彩が強い。なお仮にこの類に含めたD J27住居跡

東南隅ピット出土のものは土器の装飾部(把手?)とも考えられる。具体的用途は不明である。

㊥ 棒状土製晶 棒状の土製品である。完全品・破片の両者があるが、破片には異種のものが

混じる可能性がある。具体的用途はこれも不明である。

⑪ その他としては DA18から有孔のものが出土している。土偶の頭部破片とも見られるが

詳細不明である。
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24c 24d

26b 26a

第7- i図 土製品実測図(l)(以下の縮尺は的2分のI)
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第7鵜2国 土製品実測図(2)
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(6)石製品(第8-1へ3図・図版26・27)石製品としたものは⑤映状耳飾、 ⑤管玉状石製品、

⑥垂飾、 ⑥円盤状磨製品、 ⑥球状有孔石製品、 ①断面三角形磨製石製品、 ㊥その他である。以

下Ii酎こ見る。

⑧ 球状耳飾り 平面形態が卵形(縦長の倒卵形)に近いものと、略円形に近いものの二種

がある。大半は半欠品であるが、一例の完全品かつ未製品が存在する。この種の石器は破損後

も投棄されず、垂飾等へ転用されたものが多いことは注意されてよい。

⑤ 管玉状石製品 5cm以上とやや長日のものと、 3cm前後と若干短かめのものの二種があ

る。いずれも開口部の器厚が薄く怠っており、穿孔の難かしさを物語る。

⑥ 垂飾り 数種のものを含む。 ④小型で棒状乃至長方形の平面形をもち、扁平をもの。

㊥同様のもののうちで二等辺三角形的平面形を有するもの。 ㊤前二者より大型で厚く、長大

を台形的な平面形を有するもの。前二者と⑮は石材の使用も異なり、異種とすべきかとも思

われるが、一括しておく。㊤小型で楕円形の板状礫の一端乃至両端に孔を穿つ。表面は入念に研

磨される。ボタン状土製品としたものに類似しないこともない。

⑥ 円盤状磨製品 ⑤の㊤より大型の楕円形・扁平礫の表面を研磨する。類例は少をいが独

立させた。用途は不明である。

⑥ 球状有孔石器製品 軌質の素材に孔を穿ったもの。穿孔途中のものを含む。用途は不明

である。

① 断面三角形磨製石製品 断面三角形磨石に類似するが、その成形・施文技法が際立って入

念なものである。器厚の薄くなる縁辺は刃部風に入念に研磨され仕上げられる。刃部形成とい

い切っても大過無いと思われる。器厚の厚い部分(三角形の底辺部)には格別を施文は無く、

表裏の両面には縁に沿った洗練が付され、それは側面にも展開する。少なくとも表裏面のいず

れか一方に二ヶ所の浅い凹部風のものが見られる。これが有意的なものか否かは不明である。

用途は不明だが、刃物としての機能(対象は植物質のもの、茎等)は十分に果たしうるものと

考えられる。

④ その他 実用品、とりわけノミ的な機能を想定すべきかとも思われるが、極めて小梨の

磨製石斧もここで紹介しておく。その一端に穿孔すれば垂飾りにもなりうるからである。他

には装飾品風のものの破片と思おれるものの各種がある。

装飾品の素材には顕著を傾向性を指摘でき、かつその産地が特定されていることをどは種々

の問題を提起するものと考えられる。
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第8- I図 石製品実測図(i)(以下の縮尺は的2分のI)
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第8鵜2図 石製品実測図(2)
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19c 19a

⊂二つ8a・ C

第8-3図 石製品実測図(3)

第8-3表

侮 地 点 旧 ラ ベ ル 

層 序 

種 別 

破 掘 

最 大 長 cm 

重 量 9 

材 質 産出地 その他 

たで よこ あっさ 

1 CJ24住 
CJ24僅 拡張区N30ベルト 

? 
断面三角形階製石 製品 

破 5.5 6.2 l.8 細秒質凝灰岩 奥羽山地 中新統 

3 ク 

C121住 西側拡張区 

Ⅱ-3 円盤状 ヶ 完 6.5 5.2 l.5 7.0 
流紋岩貨細粒磁庚 岩 

ケ ケ 

9 
ケ ケ 

I 不 明 破 6.2 3.8 1.6 50.0 滑 石 宮守村? 古生界 

30 
〃 C重21住拡張区 Ⅱ-3 耳飾(末製品) 完 3.7 2.5 0.7 13.0 

ケ 〃(岩根橋?) 
ク 

40 ケ ク 西側 ケ 
Ⅱ-2 

ケ ケ 
4.9 2.2 0.6 9.0 

〃 〃 ケ 

4 CI21住 C121住(DA18) 床面 小型磨製石斧 ク 
1.9 l.7 0.3 2.0 淡緑色石質細粒篠 原岩 

奥羽山地 中新統 

17 
〃 

CI21性(DA15) DA15「.p. 

? 垂 飾 ケ 
3.2 2.1 0,7 5.8 滑 石 宮守村? 古生界 

16 DE18住 
DE18僅 Q。No.158 

ケ ク 〃 4.3 2.1 0.6 7.5 
〃 ケ ク 

20 〃 
〃Q2No.139 

〃 ク ク 
5.2 2.1 0.5 8.5 チャート質粘板岩 北上山地 ケ

● 
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25 DE18住 DE18住DE15G ? 垂 飾 破? 4.3 1.6 0.4 3.0 滑 石 宮守村 古生界 

26 
〃 DCO9G竪穴 埋土 ケ ケ 

2.4 0.7 0.6 1.2 
ケ 〃 ケ 

31 
ケ DF15C竪穴 ケ 耳 飾 完 2.0 0.6 0.5 1.0 

〃 ケ 〃 

35 
ケ DE18住 ? ケ ケ 

5.3 2.2 0.7 14.0 
ケ ケ 〃 

39 
ケ DE18G住 り ケ 〃 

5.0 2.2 0.5 4.6 
流紋岩靖細粒榎原 岩 奥羽山地 中斬統 

45 
〃 DE18住内 り こはく ー 

? ヶ り 
ED18住 り 不 明 破 6.7 3.0 0.6 14.8 粘板岩 北上山地 古生界 

10 
〃 

DE18住 
9 管玉状石製品 完 5.7 1.2 1.8 20.0 滑 石 宮守村 ケ 

36 
? 

精留96,ト 
? 耳 飾 ケ 

3.0 1.2 0.7 2.6 チャート質粘板岩 北上山地 ケ 

43 CG15住 CG15住内 ? こはく ー 

44 
〃 ケ ? 〃 - 

21 CD15上p. CD15仁p. 
り 垂 飾 破 4.3 1.9 0.6 7,0 滑 石 宮守村(?) 古生界 

5 ED15p.1 ED15p.1 
9 小型麿製石斧 完 5.9 1.8 0.4 7.5 粘板岩 北上山地 〃 

18 EC24p.1 EC24仁p.1 
? 垂 飾 破 6.7 5.1 1.4 40.0 流紋岩質凝灰岩 奥羽山地 中断統 

27 ED鵜p.2 ED53p.2 
? 〃 ケ 

5.7 2.0 0.8 14.5 緑色凝灰岩 〃 ケ 

32 EB15p. EB15p. 
9 耳 飾 ケ 

5.5 2.0 0.6 8.3 
流紋岩質組曲距成 井 

〃 〃 

37 ED53p.2 ED53p.2 
9 〃 破 3.8 1.6 0.6 5.0 滑 石 宮守村 古生界 

38 
ケ ケ 9 ケ 

〃 5.6 l.8 0.5 7.3 
淡緑色石質細粒凝 庚岩 奥羽山地 中折節 

42 EA18仁p. EA18p. 〃 水 晶 

15 
〃 ケ ケ 垂 飾 完 4.5 1.6 0.5 5.4 滑 石 宮守村(?) 古生界 

2 EBO9 

断面三角形暦製布 製品, i 

破 6.5 5.3 1.5 40.0 細砂的矯灰岩 奥羽山地 中新統 

6 CA15 Ⅲ-7 小型麿製石斧 完 4.7 3.7 1.1 40.0 
淡緑石質細粒厳 原営 

ケ 〃 

8 CF50 ケ 不 明 破 4.5 4.0 1.9 40.0 石質細粒凝灰岩 〃 ケ 

12 CJ15 皿 垂 飾 完 3.5 2.1 0.5 5.0 
ケ 〃 ケ 

19 CF18 
工 

ケ 

破 6.7 5.1 1.4 40.0 流紋岩質凝灰岩 〃 〃 

22 C」O9 Ⅲ 
ケ ケ 

3.8 1.0 0.5 3.0 滑 石 宮守村(?) 古生界 

33 CCOO 〃 耳 飾 ケ 4.6 2.7 0.6 8.3 
〃 ケ 〃 

34 C」18 〃 〃 〃 2.7 1.3 0.4 2.0 
ケ 〃 〃 

11 DA15ベルト B-3 管玉状石製品 完 1.2 l.7 l.3 9.6 ク ケ ケ 

13 DA15 床面 垂 飾 ケ 5.6 2.7 0.5 1l.5 
流紋岩質細粒雌伏 樹 奥羽山地 申請統 

23 DA21 埋土 ケ 

破 3.2 1.2 1.0 5.2 滑 石 宮守村(?) 古生界 

24 DE(鳩 Ⅱ 
ケ 

ケ 3.0 l.2 0.3 1.7 
〃 ケ ケ 

28 D」O9 
I 球状市乳石製品 完 4.2 3.5 2.6 三0.0 淡緑色細粒凝灰岩 奥羽山地 中斬統 

29 EAO3? り ク
(末穿孔) ケ 3.8 3.7 2.4 50.0 淡緑色凝灰岩 ケ 〃 

50 ED輔p.2 9 耳 飾 破 3.0 1.2 0.6 7.0 滑 石 宮守村 古生界 

14 
ケ ? 垂 飾 完 4.5 l.6 0.5 5.4 

〃 ケ ケ 
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B.古代の遺物

古代に開通する遺物の大半は竪穴住居跡から出土した。ここではそれらについて略述する。

比較的単純を内容をもつので細分は行をれず、大別のみにとどめた。大別は須恵器・土師器・

赤燐土器、ロクロ使用・不使用、馨(長胴・球胴)弓不 程度とした。ミ調整、なる語と‡型、

なる語(器種に関する)は省いた。

DA24住居跡(第 図)ログロ不使用の土師器長胴饗の破片2個体分を得た。肩部に段をも

つ。口縁部内外両面とも刷毛目後横ナデ、休部外面刷毛目後箆ミガキか箆ケズリ、内面は刷毛

目のみ。遺構の特徴などから、国分寺下層式相当の可能性がある。

DD18住居跡(第9-1図)土師器蛮・杯各1と、土製紡錘車1を得た。藷は先と同様に口縁部

刷毛目後横ナデ、休部外面に刷毛目が見られる。杯推定値径12cm前後の小型のもので外面は

体・底部とも箆ケズリ後箆ミガキが行をおれ、内面は箆ミガキ後黒色処理される。最後者の紡

錘車は円錐台形であるが、上面が凹部を形成し、ナデが施こされる。その他の面は入念に箆ミ

ガキされる。これのみが床面出土である。出土状況は若干不明瞭であるが、士不の形状は国分寺

下層式の特徴に合致し、大略その時期に関連すると見徹しておく。

DG24住居跡(第9-1図)ログロ使用土師器士不の破片2を得た。底部大半欠矢のため詳細不明

だが回転糸切・無調整らしい。内面は箆ミガキ後黒色処理される。平安時代のものと思われる

が、時期の特定は避けておく。

DH18住居跡( 9-1図)須恵器士不4、同高台付杯1、大輩1、土師器小型聾を得た。瑠ま箆切

り・無調整3、回転糸切り・無調整1である。前者の器高は3cmと低く、全体が小ぶりである。

高台付す不の切り離し技法は不明である。ログロ使用土師器輩は推定口径14.Ocmで、これも小ぶ

りである。須恵器切り離し技法の上記の組みあわせ、ロクロ使用土師器の組みあわせは、本県

においては平安時代初期の特徴の一つとされているので、本遺構の時期もそれに近いと見徹し

ておく。

DJ21住居跡(第9-3図)ロクロ不使用土師器輩2、同士ネ1の各破片を得た。輩の調整技法は

他に共通し、刷毛目・横ナデ・箆ミガキをどが見られる。肩部の段は顕著ではない。士不は口径

12cm前後の小ぶりのもので、体・底部境界の段は痕跡的になっている。休部外面はナデ後箆ミ

ガキ、底部外面も箆ケズリ後一部箆ミガキされ、内面は全面が入念に箆ミガキされ、黒色処理

される。出土状況不明をものを混じえるので正確は期しがたいが、杯の特徴は国分寺下層式の

それに一致するので、大略それに近いものと見徹しておく。
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